
第5號 】
333

一
抄 録一

第11同 日本結核病學會総會演説要 旨

長
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間時説

會

會

會

演

開會ノ僻

事務報告

京都市立宇多野療養所長 三 戸 時 雄

京都帝國大學法學部第二敷室

昭和入年四月一 日ヨリ三 日間

七分

雄

事

時戸三

幹

長

り

會

ヨ時八前午日一月四日凹第

1・ 結核 菌=關 スルモ ノ

1・「エーテル」性油 ノ結核菌及 ビ實験的結核二及ボス影響

2.諸 種結核菌分離培地 ト液禮深部培養法 トノ比較

3.各 種色素ラ加ヘタル培養基 ノ結核菌分離培養ノ成績

4.二 三結核菌分離培養基 ノ批判

彦

太

一
英

部

彌

木

吉

家

村

廣
占

住

中

{
井 村

5.實 験的「アチ ドー ヂス」ノ全血液内結核菌培養 二及ボス影響 西

6・妊婦ノ舳 液中二於ケル撒 菌ノ舳 液内培養二就テ{盤

7.乳 見 ノ全血液 二於 ケル人型結核菌 ノ」曾殖 西

8.糞 便中ノ結核菌分離培養法二就テ 小

9・長 ク「ザボニン」培養 テ重子タル人型結核菌二關スルニ三 ノ

知見補遺 農

10.結 核菌腿諸成分 ノ補膣結合反慮ニヨル型特異性 二就テ 箭

室
川

川

川

隆

爲

辰

全(上 海)

　

薫(奉 天)

郎(大 阪)

郎(紳 戸)

男(阪 大)

轡(阪 大)

雄(阪 大)

次(東北大)

野 昇 菊(大 阪)

頭 正 男(満 大)

討論5分 間

2.兎 疫及 ビ類似現 象、豫防接種等 二關スルモ1

11・ 「デル モ ツベ リン」塗 擦 皮 膚 反 慮 供 覧 住 吉 彌 太 郎(大 阪)

12.肺 結 核 患 者 ノMantouxrツ ベ ル ク リ ン」皮 内反慮 二關 スル ー一

観 察 中

13.「 ツベ ル ク リン」過 敏 症 ノ研 究 其 一

(不完全簸 原 トシテノ「ツベルクリン」){霧

條 元 一(大 阪)

林
節 肇(大 阪)



334 総 會 演 説 要 旨 【第11巻

14.「 ツベ ル ク リ ン」過 敏 性 ノ研 究 其 二

(「ツベ ル ク リン」頗 鷹 ト「ア チ ドー ヂ ス」)罐

15.「 ツベルクリン」過敏性 ノ研究 其三

(結核菌類脂禮及蛋白盟前庭置 ト「ツ〈ごルクリン」皮内反慮)坂

16.白 血球 ノ機能 ヨリ見タル「ッベルクリンアレルギー」二就テ 紺

17・人型結核菌臓脂質拉二燐脂質 ノ発疫學的性状 二就デ 中

18・脂肪燈注入ニヨル正常及 ビ結核感染動物血液 ノ生物學的拉

二免疫學的攣化 徳

19.結 核 ノ凝集反鷹二就テ 飯

20.一一弱毒結核菌BCG拉 二死菌冤疫元及 ピニ三結核菌盟成分

ノ動物二於ケ囎 比轍{露

21・ 海 狸 二於 ケ ルBCGニ ヨル豫 防接・種 試 験 拉 二BCGトOA

トノ獅 ノ比較{蕩

22・ 乳見二施行セシBCG接 種二就テ(練報)儒

籔一 一BC-一{1

24.AO、BCG等 ノ静 脈 内接 種 ニ ヨル海猿 ノ諸臓 器 二於 ケ ル

組織反慮二就テ

25.結 核豫防接種二關 スル實験的研究(績 報)

'26.牛 結 核 豫 防 接 種 二就 テ

崎
節 攣(大 阪)

村 養 三(大 阪)

田 孫 助(金 大)

島 信 一(金 大)

山 康 秀(東北大)

島 誠 司(東北大)

ガ備
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吉
二
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芳
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頼
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山
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山
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青
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3.病 理 學 系 統;属 ス ル モ1

27.諸 種 結 核 菌 ニ ヨル實験 的 「ア ミロ イ ドー ゼ」二就 テ 島

28.結 核 萬 類 脂盟 及 ビ蛋 白膿 ニ ヨル實 験 的 「ア ミロ イ ドー ゼ」二

就 テ

29.「 ツベ ル ク リ ン」及 ビ乾 酪 憂 性 物 質 ニ ヨル實 験 的 「ア £ロ イ

ドーゼ」二就テ{最

討論10分 間

第一 日 四月一日午後一時孚 ヨリ

指 題報告

崎 櫛(大 阪)

坂 村 養 三(大 阪)

崎
村 養

塑(大 阪)

自己 ワ経験 ヨリ見タル無盟食餌療法、特=肺 結核患者;劃 シテ
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肺 結核 患者 二劃 スル無 盛食餌 療法

第 二 日 四月 二 日午前 八時孚 ヨ リ

(鋏)30.結 核病竈 二於 ケル白血球 二就テ 竹

31.腸 結核症 ノ病理解剖學的研究(第3同 報告)

腸 二於 ケル結核性病愛 ノ組織學的観察 黒

32.肺 結核患者二於 ケル横隔膜神経 ノ病理組織學的所見二就 テ 小

33.喀 血死 ノ統計的同顧 古

34.肺 結核二於ケル混合感染 二就 テ 小

乱 肋膜 呂關 スルモ ノ

35.剖 検例ニヨル癒著性肋膜炎 ノ統計的観察

36.急 性漿液性肋膜炎 ノ褒症機構二關スル實験的研究(綾報)

(訣)37.滲 出性肋膜炎患者 ノ肺胞瓦斯張力二就 テ

5.實 瞼結 核病學

38.肺 細胞核成分 ノ結核感染 二及ボス影響 二就 テ

ー39.淋 巴腺物質非経 口的輸入 ノ結核感染二及ボス影響 二就 テ

40.喀 血 ガ肺結核 ノ経過二及ボス影響 二關 スル實験的研究

41.盤 酸 「フエニールヒドラチン」貧血 ト實験的骨髄結核

42.「 ヒドロキノン」ヲ以テセル實験的結核治療試験

43.肺 内注射療法 ノ實験的研究

危 生物學的實験

宮 川 米 吹

春 木 秀 吹 郎

内 清(長 大)

丸 五 郎(東 京)

山 重 雄(慶 磨)

山 常 雄(神 戸)

野 博(阪 大)

欽
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卯
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川
澤

井
畠

橋

糸
富

金
高

佐

{ 也(東 京)

{徳 二 雑(堺 市)

之(名 大)
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櫛
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郎

晴

三
郎

男
曹
郎

修

養

貫

太
徳

秀
三

荒
隆
三

節

崎

賀

啓

庄

口

村

上

田

藤
藤

村
川
田

僑

鷹

山
畿

"優

伶
礫

ll.健 康及ピ結核家兎二於ケル鐵及銅製剤投與屯ヨル實験的研

究 井 上 茂

45.血 液滴像法ノ研究第1同 報告 各種動物 ノ血液滴嫁 高 垣 秀

討論10分 間 、

特別講演(十 時孚 ヨリ)

結核妊婦 ノ妊娠中絶

一 内科學的観察 大 里 俊

第二日 四月二日午後一時孚 ヨリ

ニ 産科學的観察 岡 林 秀

治(阪 大)

雄(阪 大)

吾
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三 法 律 學 的 観 察

午 後3時 牛 ヨ リ

46.魚 類 ノ鱗 ヲ透 過 スル 光 二就 テ 佐

7.新 陳 代 謝

47.減 瞳 食餌 ト血 中食 盤 「カ リウ ム」、 「カル シウ ム」含 有 量 ノ關

係 二就 テ 池

48.肺 結 核患 者 血清 「カル シ ウム」及 ビ「マ グ 子 シュウ ム」含 有 量

二就 テ

49・ 結 核 患 者 尿 「ヂ ア ツ オ」反 慮 ノ吟 味

(鋏)50.盤 酸 「フエ ニー ル ヒ ドラチ ン」注 射 ノ家 兎海 猿 肝 臓 糖 原 拉 ビ

ー 「グ ル タ シ オ ン」量 二及 ボ ス影 響 二就 テ 岸

51.結 核 症 二於 ケル肝 臓 ノ態 度

特 二 「ガ ラ ク トー ゼ」試 験 ノ成 績 二就 テ

52.結 核症二於ケル膿汁酸員荷試瞼

瀧 川 毒 辰

藤 昇(京 都)

上 直 一(東 京)

富 澤 宗 爾(京府大)

渡 邊 三 郎(大 阪)

瀧
細
原
安

飯
深

ー

{

8・ 病 型 及病期 分類 呂關 スルモ ノ

(訣)53・ 「レン トグン」像 ヨリ見 タル血行性肺結核症二就テ 岡

54・肺結核 ノ氣管枝炎型二就テ 飯

55.肺 上葉炎成立 二關スル知見補遺 松

56・ 成人肺二於 ケル圓形浸潤 ノ出囎 二其髄{羨

討論5分 間

第三日 四月三日午前九時 ヨ リ

9・ 診 断

57.肺 結 核 二於 ケル血 球 沈 降速 度 トー、 二血 清 盤 類 ト ノ關係 拉

二 「ツベ ル ク リ ン」ノ是等 二及 ボ ス影 響 倉

(映)58.毛 髪 像 二就 テ ノ観 察 森

59.結 核 患者 二於 ケル所 謂 「コア グ ラ チ オ ンスバ ン ド」及 ビニ 三

血 清成 分 ト本 反 磨 トノ關 係 二就 イ テ 林

60・ 喀 疾 中 ノ蛋 白罷 反 慮 二就 イテ 日

61.輕 症 肺 結 核 二於 イテ赤血 球 沈 降速 度 ノ通 常 ナ ル症例 二就 イ

テ

62.肺 「エ キ ス」反 慮 ト赤 血 球 沈 降反 鷹 トノ比 較

田 秋 彦(傳 研)

ガ備

藏
藏
藏
史

庄
富
現
清

本
沼
田
藤

谷室 慶 落(北 大)
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道
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業
義

知

直
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直

治

保久

岡

野
岡

金 五 郎(金 澤)

脇 裏 治(族 順)

正 治(京府大)

置 達 雄(阪 大)

ガ

圏古

倣

佑

馬
男
郎

雄

勝
幸
三

義

庄

下
中
田

本

井
田
米

橋

ー
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63・肺繊 儲 ノ白血鰍 鋤 二就イテ{握

討 論10分 間

1()・ 「ヴィタ 三 ン」呂 關 ス ル モ ノ

'

64・ 「ヴィタ ミン」B鋏 乏 動 物 血 液 ノ結 核 菌登 育 抑 制 作 用 二就 イ

テ

65・ 「ヴィタ ミ ン」B鋏 乏 動物 ノ結 核 菌 人 工 感 染 二封 スル抵 抗 二

就 イ テ

66.「 ヴィタ ミ ン」D及 「ヴィタ ミン」Dト 石 灰 盤 類 併 用 ノ結 核 病

攣 二及 ボ ス影 響 二就 イテ

67.撒 種 「ヴィタ ミ ン」製 剤 及 是 等 ト石 灰 盤 類併 用 ノ結 核 病 攣 二

及 ボ ス影 響 二就 イテ

68.結 核 家 兎 血液 「カ タ ラー ぜ」ノ研 究(第 二報)

(潟血 貧 血 二封 ス ル態 度 及 ビ「ヴィタ ミン」Bノ 之 二及 ボ ス

影 響)河 端

69.「 ヴ,タ ミン」A、B、Dノ 肺 結 核 患 者 ノ血 清 「カル チ ウム」

拉 二 「リバ ー ゼ」二及 ボ ス影 響 柳 澤

討 論 十 分 間

特 別 講 演(十 時 牢)

結 核 性 疾 患 卜 「ヴィタ 三 ン 」

會 員 総 會(正 午)

1評 議 員 會 報 告

2決 議

3役 員 選 墾

第 三 日 四 月 三 日 午 後 一 時 ヨ リ

11・ 臨 沐 経 験

70.症 状著明ナラザル病竈散在性結核 ノ臨躰的所見二就 イテ

71.特 登性陽性「ア子ルギー」ノ症例

72・ 「レントゲン」爲眞 ニヨル肺結核患者 ノ経過供覧

(訣)73.臨 躰上結核 ノ傳染 ト登病 二就 イテ

1a人 工 氣 胸及 ビ外科 的療 法

74.片 側人工氣胸 ノ他側肋膜腔内屋二及ボス影響

詮 壽1紮 華(京 都)

藪 下 優(東 大)

佐 々 木 一 豫(東 大)

清 野 博
{森 澤 誠 一(阪 大)

森 澤 誠 一(阪 大)

明伏 阪)

康 夫(大 阪)

島 薗 順 次 郎

天

黄

矢

近
阿{

{鑑
75.横 隔膜紳経捻除術 ノ肺臓二及ボス影響 二關スル實験的研究

(第一報)大

76.横 隔膜瀞経捻除術及人工氣胸術施行後二於 ケル偶登及合併

政

一

乾
繁

川

楊

部

藤
部

本
源

沼

秀
秀

清

隆(阪 大)

雄(阪 大)

升(東 京)

了(東 京)

夫

濡(東 京)

次(阪 大)
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症 二就 キ テ

77・ 人 工氣 胸 二 關 スル研 究(第 一一同報 告)

78.人 工氣 胸 術 ノ全 循 環血 液 量 二及 ボ ス影響 二就 イ テ

79.縦 隔 窟 ノ強 サ ニ關 スル研 究

13.内 科的療 法 二關 ス ルモ1

80.肺 結核貧血症二封スル鐵剤療法二就 イテ

81.肺 結核補助療法 トシテノ義布斯床 ノ債値

82.肺 臓内注射法二就 イテ

83.AO豫 防的慮用成績(緻報)

(訣)84.AO豫 防接種成績短期観察

85.減 盤食餌療法ニヨル肺結核患者 ノ胃液 二就テ

(鋏)86.渡 邊 「ワ クチ ン」ノ臨 躰 的 研 究

87肺 結 核 ノ臨 躰 學 的 二 三 観 察

(鋏}88.肺 結 核 治 療 上 ノーニ ノ要 約

討 論10分 間

閉會 ノ僻

治
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小

橋
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會長 三 戸 時 雄

演 説 要 旨

1.結 核 薗 二關 ス ル モ ノ

1.「 エ ー テル」性油(AtherischeOle)7結 核 薗

及 ビ實駿 的 結 核 二及 ボ ス影 響(第 一 同 報 告)

井 村 嘩 全(上 海 自然 科 學 研 究 所)

i著者 ノ・23種 ノ「エ ー テ ル」性 油 ノ試 験 管 内 結 核 菌 二i封

ス ル殺 菌 力 蛇 二海 狸 二 於 ケ ル 實 験 的 結 核 二 及 ボ ス影

響 二就 テ研 究 シ次 ノ如 キ結 論 二到 達 セ リ.

1.實 験 二供 シタ ル 「エ ー テ ル」性 油 ノ 結 核 菌 二i封

ス ル殺 菌 カ ノ・,二三 ノ例 外 ヲ除 キー般 二封 照 トシ

テ槍 シタ)レ大 腸菌 二封 ス ル夫 ヨ リモ強 シ。

軌 左 旋 性 及 肪 旋 性 ノ 「ビ子 ン」及 ビ 「リモ子 ソ」

二就 キテ 夫 々結核 菌 二i封ス ル 殺 菌 カ ヲ検 ス ♪レニ、

一 般 二右 旋 性 ノモ ノノ・左旋 性 ノ モ ノ ヨ リモ 強 シ。
ふ も

3.左 旋性及 ビ右旋性 「リモ 子 ソ」ノ實験 的結核 二

及 ボス影響 ヲ楡 スルニ、左旋性 「リモ子y」 ヲ連 績

注射 セル結核海狸 ・・封照 ト大 ナル 差異 ヲ示サメ。

右旋 性「リモ子 ン」ヲ注 射 セル 場合・・野照 二比 シ

結核進行度 二於 テ可成 リノ差 異 ヲ認 ム。

2.諸 種結核菌 分離培 地 ト液胆深 部培養法

り 比較

讐 奮誇 嘉(満緻 生物)

余 等 ノ・液盟 深 部 培養 法 ト シテ ノ0.Kilchner氏 培 地

ノ便 値 ヲ知 ラ ソ ト シ、主 ト シテ肺 結 核 患 者 ノ喀 疾 ヲ住

吉 氏 墾 法 ニ ヨ リ5%硫 酸 水 ニ テ塵 置 セ,レモ ノ ヲ材 料

bシ0.Kilchner氏 培 地 トL6wenstein,Petroff,Pe・

tragnani,Hohn,Lubenau/5種 ノ固形 培 養 基 トニ、

同 ジ條 件 ノ下 二接 種 シテ其 ノ成 績 ヲ比 較 セ リ。共 ノ結

果0.Kilchner氏 培 地 ノ・他 ノ 固形 培地 二比 シ雑 菌 ノ

・登 生 稀 ニ シテ シ カモ培 養 後 極 メ テ 早 期(10日 前 後)ヨ

リ旺 盛 ナ ル登 育 ヲナ ス コ トヲ知 リ、結 核 菌 分 離 培 養基
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トシテ、充分試 ムベキ債値 アル モノナル コ トヲ實験 的

二謹 明セ リ。

3.各 種 色素 ヲ加ヘ タル培養基7結 核菌分離

培養 ノ成綾

崔 書1繊 謀(大阪市)

曇i二住 吉 ガ結 核 第9巻 第1號 及 ビ第10巻 第2號 二於 テ

ペ トラニ ー氏 培 養 基 卯 チ色素 「マ ラ ヒヅト」線 ヲ用 ヒタ

培 養 基 ヲ使 用 シ、住 吉 氏 法 帥 チ喀 疾 ヲ硫 酸 水 デ塵 置 シ

テ結 核 菌 ノ分 離 培 養 ヲ ナ シ好 成績 ナ リ ト登 表 シタ。コ

レ・・培 養 基 二使 用 シテ居 ノレ「マ ラ ヒット」線 が雑 菌 ノ登

生 ヲ阻 止 シ、併 セ テ結 核 菌 ノ繁殖 ヲ促進 ス ル敷 果 ヲ有

シテ居 ル モ ノ ・如 ク考 ヘ ラル ・二 依 テ 色 素 「マ ラ ヒッ

ト」線 ノ代 リニ 同 量 同%ノ 「ゲ ンチ アナ 」紫 、 「フク シ

ソ」、 「メ チー レソJ青 、 「コ ソ ゴJ赤 及 ビ封 照 トシテ何

等 色素 ヲ加 ヘ ナ イ6種 ノ培 養 基 ヲ製 作 シテ、各 種 色 素

ノ雑 菌 ノ阻止 及 ビ結 核 菌 ノ 駿 育 二及 ボ ス 影 響 二就 テ

實験 ヲ試 ミ 少 数 例 乍 ラ此 庭 二 報 告 ス ル 次 第 デ ア リマ

ス 。

培 養 基 ノ製 法 ・・第1表 二示 ス如 ク作製 シマ ス。ソ シテ

「ゲ ソチ アナ」紫
、 「フ ク シソ」、rコ ンゴ」赤、 「メ チー

レ ソ」青 ヲ含 ム 培 養 基 ・・「マ ラ ヒット」線 ト同%ノ モ ノ

ヲ 同量 加 へ 別 二 何 等 色素 ヲ加 ヘ ナ イモ ノ トノ6種 ヲ

作 リマ シタ。滅 菌 時 間 ・・第1日 振 氏80度 デ20分 第2

第3日 ノ・75度 デ 各15分 宛 ト記 載 シテ居 マ ス ガ、二 書

夜 モ艀 卵 器 内 デ 雑 菌 試験 ヲ シマス ト 多数 雑 菌 ガ侵 入

シマス ノデ 、i賑氏80度 デ連 績3日 間 、1時 間 牛 宛 間 漱

滅 菌 シ共 ノ爲 滅 菌 時 間 ・・相 當 長 時 間 ニナ ッ テ居 マ ス。

'培養 法 ・・第2表 ノ如 ク致 シマ ス
。

次 二實 験 成 績 二就 テ 申述 ベ マ ス が、次 ノ諸 鮎 二就 テ観

察 シヤ ウb思 ヒマ ス。第5表 ヲ御 参 照 下 サ イ。

第 一 二 各 種 培 養 基 二於 キマ ス 集 落 登 見 数 ヲ比 較 シマ

ス ニ、表 二 示 ス 如 ク色 素 「マ ラ ヒヅ ト」線 ヲ使 用 シタ

ペ トラ ニー氏 ノ培 養 基 ・＼ 他 ノ5種 ノ培 養 基 二比 ベテ

噺 然 優 秀 ナ成 績 デ ア ツ テ、實 二100%ノ 陽 性 卒 ヲ示 シ

テ居 マ ス。之 二次 イデ頁 好 ナ ノノ・「ゲ ソ チ ア ナJ紫 培養

基 デ、過 牛数 卸 チ53.3%培 養 ス ル コ トが出 來 マ シタ。

然 シ前 者 ノ「マ ラ ヒ ット」線 培 養 基 二比較 シテ、 約2分

ノ1強 二過 ギ マ セ ソ。 「メ チー レソ」青 、 「フ ク シソ」、
'「
コ ン ゴ」赤 ヲ用 ヒ タ培 養 基 ・・何 レモ其 ノ間、大 シタ優

劣 モ認 メズ最 頁 ノ成 績 ヲ示 ス、「メ チー レ ン」青 培養 基

二於 テサ へ6・7%ノ 微 々タ ル成 績 二過 ギズ。何 等 色素

ヲ加 ヘ ナ イ培養 基 二比 ベ テ モ大 差 ナ ク、色 素 ヲ加 ヘ タ

便 値 ヲ認 ム ル コ トガ 出來 マ セ ソデ シタ.

第 ニ ニ雑 菌 ノ 侵 入 シ タ 程 度 二就 テ 観 察 致 シマ ス ニ、

「マ ラ ヒッ ト」線 培 養 基 二於 テノ・唯 ノ1本 ノ雑 菌 ノ登 生

ヲモ認 メ ズ、「ゲ ソ チ ア ナ」紫 培養 基 二於 テ ・・雑 菌 ノ登

生 卒 ノ・、31・1「 コyゴ 」赤88.8、 「フク シソ」86.6、 「メ

チーvソ 」青62・2%デ 「ゲ ソチ アナ」紫 ヲ 用 ヒ タ 培 養

基 ノ・前3者 ノ中最 モ雑 菌 ノ登 生 僅 少 ナ ル モ、全 培 養 数

ノ3分 ノ1二 當 ル雑 菌 ノ侵 入 ヲ見、色 素 ヲ加 ヘ ナ イ培

養 基 二於 テ ・・、 實 二97.8%ノ 高 傘 デ殆 ソ ド全 部雑 菌

ノ獲 生 ヲ見 タ モ ノ ト云 ツ テ モ過 言 デノ・ア リマセ ソ。

第 三 二最 後 迄 結 核 菌 ノ 集 落 ヲ認 メ ナ イ鍛 二 就 テ 見 マ

ス ニ、 「マ ラ ヒヅト」線 培 養 基 二於 テ ・・培 養 ス 以 コ トが

出來 ナ カツ タ モ ノ・・、唯 ノ1本 モ ナ ク「メ チー レソ」青

ヲ用 ヒ タ培 養 基 ニハ最 モ 多 ク シテ 、31.1%ヲ 占 メi欠

二 「ゲ ソ チ アナ、紫 ノ15.6%之 三次 ギ
、地 ノ淺 リ ノ「フ

ク シソ」、 「コ ソ ゴ」赤及 ビ色 素 ヲ用 ヒナ イ培 養 基 デ ノ・

最 モ高 卒 ノ 「フ ク シ ソ」培 養 基 デ モ8.9%二 過 ギ ズ、

「コ ソ ゴ」赤及 ビ無 色 素 ノ培 養 基 ハ 僅 二4 ・5及 ビ2.2%

デ ア リマ ヌ。

第 四 二 各 種 培 養 基 二於 キ マス 雑 菌 登 生 ノ遅速 二 就 テ

今 試 ミニ培 養 後7日 目迄 ノ 雑 菌 登 生 数 ヲ 各種 培養 基

二就 テ槻 察 致 シマ ス ニ、 「マ ラ ヒット」線 培 養 基 ハ 唯1

本 ノ雑 菌 號 生 ナ キ爲 之 ヲ除 キ、「メ チー レソ」青培 養 基

ノ・稽 く少 ク シテ2S本 中21本 即 チ75%
、次 二 「ゲ ソ チ

ア ナ」紫 ノ・80「 フ ク シ ソ」培 養 基 ノ・97%ニ シテ 淺 リノ

培 養 基 ノ・培養 後1週 間 目迄 二雑 菌 ノ駿 ・kヲ認 メ、各 種

色 素 ノ雑 菌 ノ號 生 ヲ阻 止 ス ル数 果 ・・「マ ラ ヒット」線 ガ

最 夏 デ 、 「ゲ ソ チ アナ」紫 ノ・之 二次 ギ 「フク シソ」、 「コ

yゴ 」赤 ・・ソ ノ債値 ハ疑 ノ・vマ ス.

第 五 二集 落 號 見後 二 於 ケ ル 結 核菌 ノ 蟹 育 ノ艮 否 二就

テ観 察 シマス ニ、 「マ ラ ヒット」線 ヲ用 ヒタ培 養 基 二於

テ ノ・旺 盛 ナ費 育 ヲ途 ゲ マス。 之 レノ・「マ ラ ヒット」線 ガ

結 核菌 ノ獲 育 二 好 影響 ヲ與 フ;レモ ノ ト思 ノ、レマ ス。

「ゲ ソ チ アナ」紫 ヲ用 ヒタ 培 養基 二於 テ モ 頁 好 ナ獲 育

ヲナス モ、前 者 二比 シ テ稽 ζ劣 ル カ ト考 ヘ ラ レ、 残 リ

ノ三 者 帥 チ「メ チー レ ソ」青 、 「コ ソゴ」赤 、「フ ク シン」

二於 テハ其 ノ登 育 ・・遅 々 トシテ、何 等 結 核 菌 ノ號 育 二

i封シ テ促進 ス)IZ作 用 ハ ナ イモ ノ ト考 ヘ ラVマ ス。

第 六 二培 養 二要 シタ 日数 二就 テ観 察 致 シ マス ニ、 「フ

ク シ ン」、 「メ チ ー レソ」青 、 「コ ソ ゴ」赤 ノ培 養 基 二於

テ ノ・培 養 シ得 タ数 ガ甚 ダ 少 ク シテ、 「ゲ ソ チ アナ」紫 、

「マ ラ ヒット」線 ノ多数 培 養 シ得 タ モ ノ ト比較 ス ル ノハ

●
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早 計 二失 ス ル カ モ知 レ・マ セ ソ。菌 株 二依 テ培 養 日数 二

可 ナ リノ遅 速 ガ有 ッ テ遅 キ モ ノノ・早 キ モ ノニ比 シテ、

2倍 以 上 ノ 日数 ヲ要 ス ルモ ノガ 有 リ マ ス が、 概 シ テ

「マ ラ ヒッ ト」線 早 ク 「ゲ ソ チ ア ナ」紫 之 二次 ギ他 ノ モ ノ

・・遅 ソマ ス。

別 二封 照 ト シテ 各 種 培 養 基 二 各 種 異 リタ ル 「グ リセ

リ ンブ イ コ ソ」二培養 セ ル結 核 菌 ヲ純 粋 培養 致 シ マ シ

タ.其 ノ成 績 ハ第6、 第7、 第8表 二 示 ス如 ク 「マ ラ

ヒッ ト」線 培 養 基 二於 テ 登 育 シナ イ菌 株 ・・9種 ノ 中4

種 帥 チ44。4%ノ 陰 性 ヲ示 シ過 牛数 培養 ス ル コ トが 出

來 マ シタ 共 ノ他 ノ 培 養 基 二於 テ ハ登 育 セ ザ ル モ ノ多

ク、有 ツテ モ少 藪 ニ シテ ソ ノ登 育 ノ程 度 モ遅 々 ト シテ

見 ル ベ キ モ ノノ、有 リマ セ ソデ シタ。「ゲ ソチ ア ナ」紫 培

養基 二於 テ ・・25、 「フ ク シy」44、 「メチ ー レ ン」青11

「コ ンゴ」赤18%デ 色 素 ヲ加 ヘ ナ1培 養 基 デ ハ55%ノ

雑 菌 ノ登 生 ヲ見 マ シタ。以 上 ノ成 績 ヨ リ考 察 スル時 ハ

色 素 ノ結 核 菌 二封 ス ル關 係 ・・、甚 ダ「デ リケ ー ト」ノモ

ノ ト思 ノ、レマ ス。故 二色 素 ヲ種 々 ノ割 合 二加 ヘ テ各 種

色 素 ノ結核 菌 ノ 登 育 蛇 二 雑 菌 ノ登 生 ヲ 阻止 ス,レニ適

當 ナ量 ヲ槍 索 セ ソ トシテ、目下 引績 キ實 験 中 デ他 日登

表 ス ル ノ機 會 ガア ル ト信 ジマ ス。

最 後 二結 論 トシテ、

1.雑 菌 ノ獲 生 ヲ阻止 ス ル カ バ 「マ ラ ヒット」線 が最 モ

頁 好 ニ シテ 「ゲ ソ チア ナ」紫 、「メ チー レ ソ」青 之 二次 ギ

マ ス 。

2・ 「フク シ ソ」、「コ ソ ゴ」赤 二至 ツ テ ・・雑 菌 ノ登 育 ヲ

阻 止 ス ル力 最 モ弱 ク、 使 用 ス ル ノ債 値 ・・ア リマ セ ソ

3.色 素 ・・結 核 菌 ノ 登 育 ヲ阻 止 ス ル が 如 ク 設 ク學 者

が ア リマ ス ガ、 色 素 二依 テ ・・、 例 ヘ バ 「マ ラヒヅ ト」線

ノ如 ク決 シテ 阻 害 ス ル コ トナ 久 返 ツ テ繁 殖 ヲ大 イニ

助 長 シマ ス。

4.「 ゲ ソチ アナ」紫 ノ・梢 く見 ル 可 キ成 績 ヲ 示 シ登 育

頁 好 ニ シテ、 ソ ノ登 育 程度 ハ 「マ ラ ヒット」線 二略 く同

ジデ ア リマ ス。

5.「 マ ラ ヒヅト」線 ノ・雑 菌 ノ侵 入 ヲ阻 害 シ、 併 セ テ結

核 菌 ノ獲 育 ヲ促 進 シ、培養 二要 ス ル 日数 モ少 ク理 想 的

ノ色 素 ト考^マ ス。

4.二 、 三 結 核 菌 分 離 培 養 基 ノ批 判

中 家 一 郎(帥 戸 市 立 屯 田療 養 所)

結 核 ノ確 定 的診 断 乃 至 此 し・ガ研 究 二當 リ重 大 ニ シテ、

且 ツ其 ノ基 礎 ヲナ ス モ ノノ・、如 何 ニ シテ ヨ リ早 ク正 確

二 可 検 材 料 ヨ リ結 核 菌 ヲ詮 明 ス ル カ ニア リ、故 二余 ノ・

鏡見上結核菌陽性 ノ喀疾 ヨリ、硫酸分離法及 「アル カ

リ」分離法 ニ ヨリ結核菌 ヲ分 離 シ レー ベ ソスタ イソ氏

培地。 ベ トラニー氏培地。 ペ トロフ氏培地 、ホー ン氏

培地及 屯田療養所小 林氏培 地 二培養 セ シニ、次 ノ結果

ヲ得 タ リ。

1.雨 分離法 二於 テ 「コロニーJ登 見 ノ 最 モ早 キモ ノ

ノ・小林氏培地最 モ 早 ク レーベ ソスタイ ン氏培地此 レ

ニ次 ギ他 ノ3者 ノ・相前後ス。

2.雨 分離法 二於 テ 結核菌登 育旺盛 トナ)1/時期 ノ早

イモ ノノ・小林氏培地、レーベ ンスタイ ソ氏培地、 ホー

ソ氏培地 ・・3-4週 、他 ノニ者 ・・4-5週 二旺盛 トナ,レ。

雨分離法 二於 テ

3.雑 菌駿生 ノ最 モ少 ナ キモノノ・、小林氏培地及 ペ ト

ラニー氏培地 ニ シテ、次 デペ トロフ氏培地、 レーベ ソ

スタイ ソ氏培地 及ホー ン氏 培地 ノ順位 ヲ トル。

以上 ノ成績 ヨ リ之 ヲ見 ルニ、結核菌 ノ登育最 モ早ク且

ツ雑菌 ノ登 生少 ナ クツテ製 法 ノ簡輩 ナルモ ノハ小林

氏培 地 ヲ以 テ首位 トナス。

5.實 験的 「アチ ドーヂス」ノ全 血液内結核菌

培養 二及ボス影響

西 村 英 男(阪 大第三 内科)

2Mi内 外 ノ健 康家 兎蛇 二結核 感染家兎 ヲ庶糖及 ビ璽化

安門 ヲ添加 セル食餌 ヲ以 テ飼養 シ、或 ハ直接家兎静脈
ロの

内 ニー 定 量 ノ魎酸 ヲ叉 、腹 腔 内 二璽 化 安 門 溶 液 ヲ注射

シ以 テー 定 時後 血 液 「ア チ ドー ヂ.ス」ヲ惹 起 セ シム。伺

磯 餓 及 ビ寒 冷 二件 フ。「ア チ ドー ヂ ス」ヲ實 験 的 二謹 明

シ斯 加 レ動 物 ヨ リ得 タ ル血 液 ヲ以 テ、結 核 菌 ノ培 養 ヲ

試 ミ タ リ。 右 ノ結 果 二就 キ演 者 ・・報 告 セ ソ トス。伺 培

養 法 ・・「ラ イ ト」(Wright)ノ 所 謂 ス ラ イ ド、 匂 レ、 カ

,レチユ ア法(Slidecellculture)ニ シテ今 村 敏 授 並 二緒

方 氏 等 ノ改 頁法 二從 ヘ リ。而 シテ血 液 「ア チ ドー ヂス」

ハ瓦 斯 連鎮 法 二依 リ、該 血 液 ノ酸 中和 能 ヲ測 定 シツ ノ

存 在 及 ビ程 度 ヲ決 定 セ リ。

6・ 妊 婦 ノ全 血 液 中 二於 ケ ル結 核 菌 」全血 液

内培 養 二就 テ

蹄 穐 羅(阪大第三内科)

演 者ノ・妊婦 二於 テ2∠LL氏 全 血液培養 法 二依 ル、結核

菌増殖試験 二依 リ結核 ト妊婦 トノ關係 ノー端 ヲ観察

セ リ。伺一部胸 部病 攣 ヲ有ス ル妊婦 二人工流産術 ヲ行 ・

ヒ、術前後数 ケ月二亙 ル結果 ヲモ観 察 セル ヲ以 テ並 二

報告 セ ソ トス。
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7・乳 見 ノ全血液 二於 ケル人型結核菌 ノ増殖

西 川 爲 雄(阪 大第三 内科及 小見科)

乳見 ノ全血液 ヲ以テスノレ人型結核菌培養 二關 スル左

記研究題 下二就 テ、昭和5年 以來約700名 ノ乳見 二於

テ研究 ヲ績行 シ來 リ、一定 ノ成績 ヲ得 タル ヲ以 テ報告

セ ントス。

1・ 健康乳 見 ノ月齢別 ニ ョル差異

2・ 結核 以外 ノ疾病乳兄 二於 ケノレ成績

3.結 核反 鷹陽性 見 二於 ケル成績

4.榮 養類別 ヨ リ観 タル差異

5.BCG接 種 乳見 ノ接種前後 ノ差別

6・ 母禮及乳見 ノ比較研究

8.糞 便中 ノ結核菌分離培養法 二就 テ

小 川 辰 次(東 北帝大 馨學 部熊 谷内科)

1.緒 論

1893年Lichtheimカ"糞 便 中 二初 メ テ結 核 菌 ヲ詮 明 シ

テ 以來 、此 ノ方 面 ノ研 究 ・・頓 二盛 トナ リ、 ア ル人 ・・塗

抹 標本 二依 リ、アル人 ハ塘殖 法 ヲ考案 シ、 染 色 ニ ヨ リ

糞 便 中 二結 核 菌 ヲ詮 明 シタ.

糞 便 中 ニ ノ・、結 核 菌 以外 ノ種 々 ノ抗 酸 性 菌 ノ存在 ス ル

事 ・・周 知 ノ事 實 デ ア ル、結 核 菌 以 外 ノ抗 酸 性 菌 ト匠別

セ ソガ爲 二色 々ナ染 色 方 法 ヲ用 ヒ テ居 ノレガ、獲 表 サ レ

タ モ ノ ・全 部 が果 シテ結 核 菌 デ ア ル カ、舜 く)%イ モ ノ

デ ア ノレ。

結 核 菌 ノ謹 明 二最 モ確 實 ナ方 法 ノ・培 養 法 デ アル。現 在

マ デ ニ獲 表 セ ラ レタ方 法 トシテ ノ・Uhlenhuth(1908)

一派 ノ 「ア ソ チ フォル ミソ」法 トL6wensteinu .Sumi・

yoshi(1924)、Hohn(1926)一 派 ノ硫 酸 法 ガ アル、叉 日

本 デ・・伊藤 氏 ノ「ペ プ シソ」法 ガ ア ル。余 ・・初 メ是 等 ノ

方 法 ヲ追 試 シテ 見 タ ガ甚 ダ不確 實 ナ モ ノデ ア ツタ、叉

丈 献 ニ ア ル 是 等 ノ 方 法 二依 ル 培養 成績 モ見 ル ベ キ モ

ノノ・ナ カツ タ。

故 二余 ノ、是 等不 完 全 ナル 力 法 ヲー歩 進 メ 簡 軍 ニ シ テ、

確 實 ナ方 法 が ア レバ結 核 性 疾 患 ノ診 断 ノ上 二、叉 結 核

菌 自均 ノ研 究 ノ上 二盆 ス ル モ ノガ アノレ ト思 ヒ、鈴 意改

善 二努 力 シ、此 堪 ニ イ サ ・ヵ見 ル ベ キ結 果 ヲ得 タ ノデ

登表 ス ル次 第 デ ア ル。

2.培 養 方 法

入院 中 ノ患 者 二朝 ノ 糞 便 ヲ 豫 メ滅 菌 シタ 茶 碗 二直接

探 ラセJレ。 其 レ ヲi欠ノ襟 二彦匙置 ス ル。

(1)「 ト リ2NOフ ラ ビ ソ」硫 酸 法 豫 メ滅 菌 試験 管 二〇.1

%「 ト リパ フ ラ ピ ソ」溶 液 約r)ac.-7c.c.入 レ、之 二小 指

ノ先 程 ノ糞 便 ヲ探 り良 ク梶 絆 シテ溶 カ シ、之 レヲ滅 菌

「が 一ゼ」2枚 デ濾 シ濾 液 ヲ豫 メ滅 菌 セJtZ20c.c.マ デ 目

盛 ア ル 「ス ピッツ が ラス」二探 リ、 直 チニ2倍 量 ノ ユ.0

%ノ 硫 酸 ヲ加 へ撹 拝 シ、1時 間室 温 二放 置 ノ後1分 間

3000廻 輔 ノ遠 心 器 デ20分 遠 心 シ、 上 澄 ヲ棄 テ沈 渣 ヲ

ー 白金 耳 宛輕 ク培養 基 二塗 ル。

(2)「 ア ソチ フォル ミ ソ」硫 酸 法 豫 メ 滅 菌 試 験 管 二

15%「 ア ソ チ フが レミソ」約5αc-7ac・ ト リ、 之 レニ小

指 ノ先 程 ノ糞 便 ヲ入 レヨ ク挽 拝 シ、均 一 ニナ ツ タ ラ滅

菌 「ガ ー ゼ」2枚 デ濾 シ、 濾 液 ヲ豫 メ滅 菌 シタ 「ス ピッ

ツ ガ ラ ス」二入v、30分 室 温 二放 置 シ、後2倍 量 ノ1・0

%硫 酸 ヲ入v、 撹 キ マ ゼ 伺 ホ30分 室 温 二放 置 シ、後

20分 間遠 心 シテ、 沈 渣 ヲー 白金 耳 宛 培 養 基 二塗 ル。

(3)「 ト リパ フ ラ ビ ソア ソ チ フ ォル ミ ソ」硫 酸 法(2)

ノ場 合 ノ15%「 ア ソ チ フォノレミン」5c・c・-7ac・ 二代 ヘ

ル ニ15%「 ア}/チ フォノレ ミソJ3cc.及 ピ0.1%「 ト リパ

フ ラピ ソ」溶 液3cc.ヲ 混 合 シタ モ ノ デ 塵 置7・JV、 後 ノ

操 作 ・・(2)ト 全 ク同 ジ デ ア)レ。

余 ノ・同 一 糞 便 ニ ツ イ テ同 時 二前 記 ノ3方 法 ノ中、2方

法 或 ヒ ・・3方 法 ヲ合 セ行 ツ テル 、 因 ミニ「ト リパ フ ラ

ビ ソ」 トハ 「ヂ ア ミノメ チー ル アク リヂ ソ ク ロ リヅド」

デ 「バ イ エ ル」會 肚 駿 費 ノ モ ノデ アル。

3.培 養 法

鈴 木 氏 銀 杏 培養 基 ヲ用 ヒ タ、著 者 ・・最 近 「ゲ ソ チ アナ」

紫 ノ代 リニ 「マ ラ ヒットグ リュ'一一ソ」ヲ0.04%ノ 割 合 二

加 ヘ ル事 二改 正 シテ居 ル、余 モ亦 此 ノ庭 方 ヲ用 ヒタ 、

帥 チ鈴 木 氏 培養 基3本 、「グ リセ リンJノ ナ イモ ノ2本

都 合5本 宛 、1方 法 二用 ヒ タ。

4.培 養 成 績

以 上 三 方 法 中、一 方 法 ニ デ モ 出 タ モ ノヲ総 テ陽 性 ト シ

タ 「トリパ フ ラ ビ ソ」ヲ用 ヒタ 時 ・・聚 落 ・・黄 色 トナ リ、

「ア ソチ フォ,レミ ソ」硫 酸 法 デ ノ・白 ク 出 タ。

肺 結 核 患者 デ ・・喀 疾 中 二結 核 菌 ノ詮 明 出來 タ46例 中

41例 帥 チ94.5%ノ 陽 性 率 ヲ示 シ、 喀 疾 中 二結 核 薗 ノ

ナ イ モ ノノ・21例 中9例 帥 チ41.5%デ アル。

肋 膜 炎 腹 膜 炎 ノ患 者 、結 核 性 疾 患 以 外 ノ患 者 、健 康

者 ノ・総 テ陰 性 デ ア ツ タ、 陽 性 成 績 ヲ得 タ糞 便 中、下痢

便 ノ モ ノハ2例 デ、共 ノ中1例 ノ・血 液 反 磨 ガ陽性 デ ア

ツ 久 臨沐 症 状 ・腸 結 核 ヲ思 ノ・匂 レモ/・ ・唯 ノ1例 デ

アツ タ、聚 落 ノ登 見 マデ ニ要 ス ル 日数 ノ・「グ リセ リソ」

ノ無1モ/ノ ・アル モ ノニ比 シテ2、3日 早 イ、 「グ リセ

リy」 ノ有 ル カ ヲ見 ルb
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(1)「 ト リパ フ ラ ビ ソ」硫 酸法

(2)「 ア ンチ フォル ミ ソ」硫 酸 法

(3)「 ト リパ フ ラ ビ ソ、アyチ フ言ル

ミソ」硫 酸 法

デ アル。

5.余 ノ得 タ,レ菌 二就 テ

44-1426

41-1225

34-1225

陽性 ト見 タモ ノ50例 ハ聚 落 ノ様 子、 抗酸 性 デ ア,レ事

顯 微 鏡 的 二 見 タ形 態 ナ ドカ ラ結 核 菌 デ ア ル事 ・・、想 像

出來 ル ガ、荷 ホー 層確 實 ニス ル爲 二動物 試験 二依 リ毒

性 ノ有 無 ヲ調 ベ タ、 帥 チ 糞便 ヨ リ得 タ薗 、18菌 種 ノ

第2代 培 養 ヲ作 リ、4週 間 目 ノモ ノ ヲ各1/lo白 金 耳 宛

海 狸 ノ鼠 瞑 部 ノ皮 下 二注 射 シタ、ソ シテ ー ツ ノ菌 種 ニ

ツ キ2匹 宛 用 ヒタ、 海 狽 ・・初膣 重590-400瓦 デ ア ツ

テ1週 間毎 二膿 重 ヲ測 定 シ、死 亡 シタ時 ノ・解 剖 シ、 鼠

瞑 腺 、腹 部 淋 巴腺 、腋 窩 腺、 頸 淋 巴腺 、 肺 門 淋 巴腺 、

脾 臓 肝 臓 結 膜 等 ヲ肉眼 的 二 観 察 シ、脾 臓 ・・一 々之

レ ヲ秤 量 シ、叉 淋 巴 腺 ノー部 ヨ リ塗 抹 標 本 ヲ作 リ、染

色 シテ菌 ノ有 無 ヲ検 シ、叉 一部 ヨ リ培 養 ヲ試 ミ、 淺 リ

ノ・他 ノ器 管 ト共 二組 織 學 的 ノ検 査 二用 ヒ タ。

現 在 マ デ ニ死 亡 シタ モ ノノ・24例 デ、 中1例 ノ・注 射 ノ

翌 日死 亡 シタ、 残 リ23例 ノ・最 短6日 、 最長29日4一 均

11日 デ 死 亡 シテ居 ル。

肉眼 的 ニ ノ・多 カ レ少 ヵ レ、殆 ソ ド総 テ ニ結 核 性 憂 化 が

ア ツ タ ガ、脾 臓 ・・皆腫 化 シ、 鼠 瞑 腺 、 腹 部 淋 巴 腺 、肝

臓 、肺 二非 常 ナ攣 化 ヲ示 シテ タ、 著 明 ナ腹 膜 炎 ヲヤ ツ

タ モ ノノ、2例 ア ツ タ。

組 織 學 的 ニ モ何 レモ 皆 簑 質 的 ノ結 核 性 攣 化 ヲ示 シテ

居)lz、23例 中,塗 抹 標 本 二依 リ菌 ノ詮 明 出來 ナ カ ッ

タ ノ・・7例 デ ア ル が、培 養 二依 リ何 レモ菌 ヲ詮 明 シテ

ル 。 淺 リ16例 ・・培 養 法 ニ モ塗 抹 標本 ニモ 何v/モ 菌 ヲ

謹 明 シテ居 ル。

培養成績

生 存 中 ノ モ ノ・・12例 ア ル ガ、30日 以 上 生存 ス,レモ ノ

ノ・何 レモ鼠 瞑 腺 ヲ鰯 レル事 が 出來 ル、「ツベ ル ク リ ソ」,

ノ皮 内 反 慮 ハ 陽 性 デ ア ル。

以 上 ノ事 實 カ ラ余 ノ得 タ菌 ・・明 力二結 核 菌 デ ア ル。

附 議1渡 邊 義 政(北 研)

「ト リパ フ ラ ピ ン」デ 礎 置 シタ 菌 が 黄 色 ノ集 落 ヲ作 ル

ト云 フ事 ・・甚 ダ興 味 アル 事 デ ア ル ガ余/「 トリパ フ ラ

ビ ソ」株 ハ 黄 色 ノ集 落 ノ周 園 ヨ リ 白色 ノモ ノが 出 テ來

ル、「ト リパ フ ラ ビ ソ」ハ2萬 倍 ヨ リ濃 キ場 合 ノ・結 核菌

二 封 シ殺 菌 力 ヲ現 ノ・シ、又 「トリパ フラ ビ ソ」耐 性 株 デ

モ2000倍 デ・・殺 菌 セ ラ)lz。

次 二結 核 菌 ノ病 原 性 デ アル が、注 射 量 多 キ トキノ・非病

原 性 ノ抗 酸 性 菌 デ モ 或 ル 程 度 ノ 結 核様 攣i化 ヲー 時 的

二 作 ル カ ラ維 量 百分 ノー薩 、萬 分 ノー 選 ト カ云 フ量 ヲ

注 射 シテ、所 謂 進行 性 結核 像 ヲ詮 明 シナヶ レバ ナ ラナ

イ ノデ アル。

結
核
性
疾
患

肺

結

核

肋膜炎及
ビ腹膜炎

菌

ノ
有
無

喀
疾
中

ノ

(+)

(一)

(一)

型

早期型

晩期型

早期型

晩期型

結核性疾患以外ノ疾患

健 康 者

陽
性
人
員

検
査
人
員

515

万
τ
τ
10

12

τ

蕊
5

7

0

ユ
0

程

100

可

万
63

0

0

0

}94・5%

]4・ ・5%

9.長 ク「ザポ ニ ン」培養 ヲ重 子タル人型結核

菌 二關 スル2、3ノ 知見補遣

農 野 昇 翁(大 阪市立 刀根 山病院)

有馬氏 「ザポニ ン」加無 蛋白培養基 一;…24代乃至29代

世代 ヲ重 子タル 人型結核菌株 二就 テ 集落 解離 ヲ行 ヒ

菌長及抗酸性 ノ關係 ヲ調査 セ リ.S及R雨 集落 ヲ登見

シ得 タ リ。R集 落 ノ ミノ菌株 ヲ長 ク「ザポ ニy」加無蛋

白培養基 二世代 ヲ重 子タル多少 ノVariationヲ 生 ズ

ルモ依然 トシテR集 落 ノ性質 ヲ保持 ス。而 シテ可成 ノ

奉 二於 テ非抗酸性菌 ノ出現 ヲ認 ム。集落 ノ形態 ト非抗

酸性菌 ノ存 在率 トノ間 ニノ・、一定 ノ關係 アル ヲ獲 見セ

ズ。一般 二集 落 中ノモノヨ リ長 シ。同一集落 中ニテハ

非抗酸 陛菌ノ・抗酸性菌 ヨ リ短 キ ヲ常 トス.

9質 問 戸 田 忠 雄

解離 セ ラ レタR、S型 及 ピ原株 ノ「ビル レンツ」ノ關係 ・

ヲ槍 索セ ラレ シヤ。セ ラ レナケ レバ ソノ鮎詳細 二検索

セ ラレソコ トヲ希望 ス。

10.結 核菌膿諸成分 ノ補腫結合反感 ニヨル

型特異性 二就 テ

箭 頭 正 男(漏 大微 生物學)

各 型結核 菌間 二於 ケル 特異性抗元存在 ノ有無 ヲ知 ラ

ソ トシテ人型、牛型、鳥型 ノ各結核菌及 ビ冷血動物結

核菌 トシテ蛙結核菌 ノ各1株 宛並 ビニ樹照 トシテ「チ

モテー」菌 ヲ選 ビ、 ソレゾ レノ培養 菌膿 ヨ リ 「エーテ

)レ」ヲ以 ツテ抽 出 シタ類脂肪禮軍掲、之v二 豚血清 ヲ

賦活膣 トシテ加ヘ タルモ ノヲ以 テ、家兎 ヲ免疫 シ亦一 一
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方 二於 テノ・菌盤 自勇、或ノ・菌盟 蛋 白及 ビ態 「ツベルク

リソ」ヨ リ得 タル余等 ノ精製 「ツベル ク リソ」ヲ以ツテ

家兎 ヲ免疫 シソノ得 タル免疫 血清 ヲ以 ツテ ソレゾレ

ノ抗元 トノ補禮結合 反晦 ヲ行 ヒ、類 脂肪禮 ニテ モ或 ・・

亦蛋 白性抗元 二於 テ モ、一程度 ノ型特異性因子 ノ存在

ヲ認 メ吾 々 ノ・コ レヲ 比較 的特異性 アルモ ノト認 メソ

トス。

2.冤 疫及 ビ類似現象、豫 防接種等二關

スルモノ

11.「 デルモツベ リン」塗擦皮膚反賑供覧

1.成 分

東 京 轡 事 新 誌 、結 核 二登 表 セ シ通 リ「デ ル モ ツ ベ リソ」

ト私 ノ命 名 セ シモ ノ、3ケ 月間 結 核 菌 ヲ 「グ リセ リソ」

肉汁 培 養 基 、培 養 中 ノモ ノ ヲ濃 縮 。

2.臨 抹 的 鷹 用 方 法

3、 塗 擦 後 ノ局 所 反 鷹

(一)、(十)、(甘)、(柵)

郎 チ圖 ノ如 ク蛮 疹 がi欠第 二増 加 シ、次 デ減 少 ス ル事 ハ

叉臨 抹 的 ノ諸 観 察 ト併 セ考 フ ル時 ハ、私 ・・病 像 経 過 ノ・

Hayekノ 所 謂positiveAnergieノ 方 向 へ 向 ツ テ靱 進

メ ル事 ヲ指 示 ス ノレモ ノデ、此 ノ登 疹経 過 ノ観 察 ・・可 成

リ重 大 覗 シテ居,レ ノデ ァル、拉 ニ モ亦 私 ハ診 噺 的意 義

ヲ考 ヘ テ居,レ ノデ ア ル。

叉活 動 性 結 核 中重 篤 ナ ル モ 此 ノ・何 等 反 慮 ヲ 示 サ ナ イ

場 合 ガ屡 く認 メ ラ の レHayek/negativeAnergieノ

現 レ ト認 メ ラ の レ、亦 感 冒 或 ・・下痢 連 績 等 ノ原 因 ニ ヨ

リ急 二患 者 ガ衰 弱 ヲ來 セ ル場 合 二登 疹 ノ状 態 モ、一 時

減 少 シ之 ガ恢 復 ト共 二獲 疹 モ亦 、蓉 二復 ス ル 等 凡 テ獲

疹 、 獲 疹 時 間 ノ短 縮 、消 退 時 間 ノ短縮 稀 二最 後 二無 反

憾 獣 態 等 ニナ ル鮎 、「ツベ ノレク リy」 ヲ注 射 セル 場合 二

彼 ノ・・ソ ブル ゲ,レが 襯 察 セ ル 曲線 ト似 タ様 ナ 「クル

フェ」ヲ ト,レモ ノ ト認 メ ル ノデ アル。本 反 磨 ガ結 核 菌製

蜘 二基 クー般 ノ「ア の レギー ナ,レ事 ノ・云 フ迄 モナ イ ノ

デ、 私 ハ念 ノ爲 メ封 照 ト シテ結 核 菌 ヲ 含 マ ザル 「グ リ

セ リ ソ」肉 汁 培養 基 カ ラ本 剛 ト同様 ナ操 作 ヲ シテ軟 膏

様物 質 ヲ作 ツ テ 塗 擦 シテ 見 タ が 本 例 ヲ塗 擦 セ ル 場 合

ノ様 ナ局 所 反 磨 ノ・一 ツ モ出 現 シナ イ、軍 ナ ル機 械 的刺

戟 デ ナ イ事 ハ 明 デ、叉 肉 汁 ヲ塗 擦(蛋 白禮)ニ ヨ リ起 ル

モ ノデ ナ ク明 二 結 核 菌 刺 二基 ク ー ツ ノ 「ア レルギ ー 」

反 磨 がア ル事 ト立派 二云 ヘ ル 。

4.活 動 性 肺 結 核 患 者

8%以 上 陽 性 、24時 間 後50%、48時 間、80%以 上 、

72時 後 モ登 疹 ス ル事 ア リ。

5.健 康 者

登 疹 ス,レヤ所 謂 「ラ ソケ」ノ第1期 ヲ 経 過 セ ル 事 ノ多

キ ヲ物 語,レ健 康 者登 疹 ノ ビル ヶ ノ大 人 ノ反 磨 陽性 、除

リ意 義 ナ シ、然 シ出 疹 出 現迄 時 間 が遽 延 シ獲 疹 状 モ微

弱(江 田 博士)オ リ、多 少診 噺 的 意義 ヲ有 ス ル カ。

6.塗 擦 同 藪 ヲ重 子 鮎 ヲ圖解

・・「ア レっレギー 」ヲ以 テ 説 明 シ得 ル 事 ・・堅 ク信 ジテ居

)レ0

7.最 後 二獲 疹 著 明 ナ)ttt時 二 ・・局 所 二 水 泡 音 増 加 ス

ル事 二氣 ノ附 ク事 が アル、之 レノ・毎 常詮 明 出來,レ ノデ

ハ ナ イ が、病 竈 ノ附 近 二輕 イ反 磨性 炎症(非 特 異 性)が

起 ツ タ爲 メ デ之 レハ 病 状 ガ進 行 シタ ト見 ノレ可 キ デ ノ・

ナ ク反 ツ テ善 頁 ナル ー ノ徴 候 ト見 テ 差 支 エ ナ イ、 最

近 反 封 側 ニ コ ウ云 フ現 象 ヲ 見 タ1例 モア ル、之vbテ

モ臨 抹 的 二詮 明 困 難 ナル 「ヘ ル ド」ヲ登 見 シタ 謹 糠 デ

ア,レ。

余 ノ・余 ノ外 來 及 ピ入 院 患 者 ノ 凡 テ ノ・本 例 ヲ治 療 用 ト

シテ約10年 間 使 用 シテ居Jl/。

在 來 ノ「ツ ベ,レク リ ソ」刺 二 比 シテ 遜 色 シナ イ ト考 へ

)レo

ソ ノー 々二就 テ詳 述 ス ル 機 會 ヲ有 セ ナ イ 然 シ少 ク ト

モ何 等 ノ副 作 用 ナ ク、之 ヲ試 用 シ得リレコ ト相 當 ノ数 果

ヲ認 メ得,レ コ トノ・此 ノ種 藥 剤!必 要 ナ ル 條 件 デ アル

ト思 フ。

伺 ホ前 述 ノ如 ク皮 膚 二i封 シ.過 敏 反 膳 ノ高 調 ス)1/ノ ヲ

目撃 シツ ・患 者 ヲ加i療 シ得 プ ル ・コ トモ面 白d。

附議1金 井 徳 二 郎

患者 ノ「デルモツベ リソ」反旛御検査 二際 シテ、該患者

ノ植物性紳経機能 ノ検査 ヲナサ レマ シタカ。

今、御供覧 ノ患者 ノ反慮状態 ヲ拝 見 シマスル ト、甚 シ

ク渥疹様 二振大 シタ皮膚炎 ヲ見,レノデア リマスガ、如

斯際 ・・結核菌毒素 ノ作用 ト共 二、他 ノー面 二於 テ其際

該 患者 ノ植物 性紳経 系統 機能 ノ検 索 ヲ廉 子テ 施行 セ

ラル コ トノ・、反鷹登生 ノ本態 ノ決定 ノ上 二必要 ナ コ ト

ト考ヘ ラ レルノデア リマス。

附議2青 山 敬 二

「デルモツベ リソ」デ 病竈反慮 ト見 エル モノガアル ト

カ承 リマシタ が、登熱反磨 ハア リマセヌカ。實用上 ノ

見地 カラ御尋 子致 シマス。

答辮
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只 今 モ オ答 ヘ シマ シタ通 リ1-2分 ノ 登 熱 ヲ見'レ コ ト

ハ ア リマス モ他 ノ 「ツ ベ ル ク リソ」鰯 ノ如 キ 高 熱 ノ・1

同 モ 見 タ コ トノ・ア リマ セ ソ。

附 議3阿 部 四 鄭

住 吉 君 が「デ ル モ ツ ベ リ ソ」ヲ人 禮 二1700例 モ ヤ ツ タ

コ ト、登 熱 共 他 ノ認 ムベ キ副 作 用 ガナ カ ツタ コ ト、 而

カ モ相 當 数 果 ノア ル コ ト、最 後 其 敷 果 ノア ル コ トヲ動

物 實 験 デ謹 明 シ タ コ ト、是 等 ガ動 機 トナ ツ テ私 共 ノ所

デ モ追 試 ヲ行 ツ タ ノデ ア リマ ス。外 科 的 結核 帥 チ骨 關

節 清 化 管 腹 膜 及 ビ泌 尿 機 系 ノ 結 核 殊 二 外 科 的結 核 ノ

中 デ難 治1・認 メ ラル ・Wunde叉 ノ・痩 孔 ノア ♪レモ ノ

ヲ主 トシテ選 ソ ダ ノデ ア ル.約1年 盤 リ程 二40例 程

ヤ ツ テ ヰ マ ス ガ、今 日倫 ホ 日淺 ク シ テ治 療 中 ナル モ ノ

ヲ除 ク ト17例 程 ハ成 績 ヲ批 列 出來 マ ス 詳 細 ・・近 日雑

誌 上 デ號 表 致 シマ ス ガ17例 全 治 叉 ・・夏 ト認 ム ベ キ モ

ノ9例 、輕 快 例 不 攣1例 デ不 夏 ノモ ノハ1例 モ ナ ク、

且 ツ住 吉 君 、 故 倉 君 、江 田君 等 が基 ゲ タ ル ト同様 二私

ノ例 二於 テ モ何 等 忌 ム ベ キ副 作 用 ヲ認 メ ナ カツ タ、此

副 作 用 ヲ認 メ ナ カツ タ コ ト、相 當 数 果 ア ル コ ト及 ビ使

用 操 作 ガ簡 軍 デ ア ル ト云 フ コ ト、 是 等 ノ黙 カ ラ「デ ル

モ ツ ベ リ ソ」療 法 モ亦 結 核 特 殊 療 法 ノ ー ト シテ行 ツ テ

可 ナ ノレモ ノナ ル コ トヲ信 ズ ノレモ ノナ リ。

12.肺 結 核 患 者 ノMantoux「 ツベ ル ク リ ン」

皮 内反 憲 二關 ス ルー 観 察

中 條 元 一(大 阪 市 立 刀根 山病 院)

相 當 長 ラ ク 経 過 ヲ見 タ 肺結 核 患 者16名 二 就 イテ 、

Mantoux「 ツ ベル ク リy」 皮 内反 磨 ト 非 特 異 性症 状 ト

ノ關 係 ヲ次 ノ要 項 二基 イ テ観 察 シテ見 タ.

1.一 般 症状 、 禮 温 ノ攣 動 ト盟 重 ノ培 減。

2.血 液 状 態 、 赤血 球 沈 降 反 磨 ト白血 球 像 。

3.新 陳 代 謝、 尿 「ヂ ア ツ オ」反 磨 、 蛇 「ウ ロ ク ロ モ ゲ

ソ」量 ト糖 員 荷 試 験 。

4.「 ツ」反 慮 ノ・藩 「ツ ベ ル ク リ ソ」2000倍 液 ヲ 上臆 内

側 ノ皮 内 二 〇.1蝿 注 射 シ、24時 、48時 、72時 ノ3同

観 察 シタ。

ソ ウス ル ト、非 特 異性 症 状 ヲ多 ク著 明 二現 ノ・ス モ ノ程

「ツ」反 磨 ノ、弱 イ様 二思 ノ・レル。 即 チ、「ツ」反 磨 ノ強 弱

ノ・病 機 ノ性 質 二封 ス ル ヨ リモ、是 等 ノ非 特 異 性 症 状 二

i封 シテ、 ヨ リ近 イ 關係 ハ ア ル様 二思 ・・レル。

勿 論 、此 ノ襟 ナ少 数例 デ 直 チ ニ云 々ス ル事 ・・出來 ナ イ

ク ソ ドモ、 以 後 更 二 多 ク ノ 臨 鉢 経 験 ヲ積 メ バ、 或 ノ、

「ツ」反 磨 ハ 状 態 診 断 乃 至 治 療 方 針 二 向 ツ テ 相 賞 便 宜

ヲ與 ヘ ル デ ア ラ ウ ト思 フ。

13.「 ツ ベ ル ク リ ン」過 敏 症 ノ研 究1

不 完 全 冤 疫 原 トシ テ ワ 「ツ ベ ル ク リ ン」

編 ㌔ 肇(大阪有馬研究所)
「ツベ ル ク リソ」ノ 皮 膚 過 敏 性 ヲ 鷹用 セ ル 結 核 ノ診 噺

・・其 ノ適用 普 及 シ、現 象 ノ観 察 周 到 ナ,レ ニモ拘 ノ・ラ ズ

共 ノ登 現本 態 ノ 設 明 二到 テ ハ爾 ホ 不 十 分 ナ ル ノ感 無

キ能 ハ ズ。就 中 「ツ ベ ル ク リ ン」が最 モ 鋭敏 ナ ル結 核 ノ

「レア ク チ オ ソス ア ソ チグ ソ」ナ ル ニ モ拘 ハ ラズ
、軍 二

之 ノ ミヲ以 テ 有 機 膿 ヲ「ゼ ソ ジ ビ リ ジー ソ ソ」シテ 「ツ

ペ ル ク リ ソ」過 敏 性 ヲ賦 與 ス ル コ ト能 ・・ザ ル鮎 二於 テ

殊 二然 リ トス。近 來 ノ此 「ツ ベ,レ ク リ こ/」ノ免疫 原 性 ノ

不 完 全 ヲ補 ノ・ソ ガ爲 メニ、試 験 管 内 ニ テ之 二何 等 カ ノ

物 質 例 ヘ バ豚 血 清 、痘 苗 等 ヲ加 フ ル コ トニ依 テ萸 疫 原

性 ヲ賦 與 セ シメ シ トセ シ實 験 ヲ試 ミ、 斯 ク シテ 「ツ ベ

ル ク リソ」 ヲ 「賦 活 」シ 得 タ リ ト唱 フ ル 學 者 ア ル モ、

(Morou.Keller,v.Gro5r,Progulikiu.Redlich,

中田,Kelleru..Doelter涌 谷u.a.)其 ノ成 績 ノ・一 致 セ

ズ(Gammau.Giordano,Sachs,Klopstocku.Wei1)

余 等 ノ・「ツ ベ ル ク リソ」ヲ賦 活 シテ之 ヲ以 テ 動 物 二「ツ

ベ ル ク リン ア 切 レギー」ヲ駿 現 セ シム ル ニ 足 ル完全 免

疫 原 タ ラ シメyト ス ル 目的 ヲ以 テ、之 二加 フル ニ豫 テ

余 等 が動 物 禮 内 二於 テ外 來 ノ刺 戟 二野 シ、最 モ鋭 敏 二

反 磨 シ、從 テ 過敏 性 登 現 二特 別 ナ ル意 義 ヲ有 ス ル モ ノ

トシテ著 目 シ、 共 ノ機 能 ヲ 研 究 中 ナ ル細 胞 核 物 質(乳

刺)並 ビニ軍 ナ ル臓 器 乳 刺 ヲ以 テ シ斯 ク シテ動 物 ヲ前

虎 置 ス ル コ トニ 因 り、更 二動 物 禮 内臓 器 二i封 シ機 械 的

二破 壌 作 用 ヲ施 シタ ル モ ノ ニ、「ツ ベル ク リy」 ヲ注 射

ス ル コ トニ因 リテ動 物 ノ、「ツ ベ ル ク リソ」虹 ビ ニ諸 種

臓 器 組 織 二i封ス ル皮 庸 過 敏 性 號 現 ノ有 無 ヲ検 シ、之 ヲ

「ツ ベ ル ク リソ」 ノ ミ ヲ以 テ 庭 置 シタ ル モ ノ ・皮 膚反

癒 ト封 照 シテ次 ノ如 キ結 襲 ヲ得 タ リ(表 ニ ヨル訊 明省

略)之 ヲ要 ス ル ニ

A、 核 物 質 乳 剤 、 臓 器 乳 鋼 二封 ス ル 過 敏 現 象 登現 二

就 テ ノ観 察

1・ 諸 臓 器 ノ核 物 質並 ビ ニ 臓 器 組 織 ノ乳 刺 ニテ 前 塵

置 セ ル動物 ノ・、其 々原物 質 二封 シ或 程 度 ノ皮 膚 過 敏反

慮 ヲ呈 ス ル ト共 二 各 臓 器 物 質 相 互 間 二 共 蓮 反 慮 ヲ現

ノ、ス 。

1.核 物質並 ビニ臓 器組織物 質 二 關スル 過敏 性蛮現

ノ・前塵置 ノ同数 ヲ重 ヌルニ從 テ反 磨培強セ リ。
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1・ 「ツベ ル ク リy」 ヲ以 テ 前 虜 置 セ ル 動 物 二於 テ 臓

器物 質 二封 ス ル過 敏 反 慮 ヲ見 ル コ トア リ。就 中頻 同 注

射 セル動 物 二於 テ著 明 ナ リ。

B、 「ツベ ル ク リン」二 封 ス ル 皮 膚 過 敏 性 獲 現 二就 テ

ノ槻 察。

1.「 ツベ ル ク リン」二 核 物 質 ヲ 加 ヘ タ ル モ ノ ヲ注射

ス ル コ トニ依 テ動 物 一・部 二 「ツ ベ ル ク リン、 ア レル ギ

ー」ヲ漿 現 セ シム ル コ ト ヲ得 、 而 シ テ 此 過 敏 性 ・・1

、週 間注 射 セ シモ ノ ニ ア リテ ノ・注 射 完 了後8日 目 二最

モ 多 ク號 現 シ爾 後 次 第 二減 少 ス、更 二注 射 同 倣 ヲ重 子

タ ル モ ノニ在 リテ ノ、反 磨 ノ登 現 バ ー 暦顯 著 ナ レ ド屯、

短 時 日後 既 二反 慮 ヲ呈 セ ザ ル ニ至 ル モ ノ大 部 分 ナ リ。

1.「 ツベ ル 〃 リ ソ」ノ 免 疫 原 的性 質 ヲ 賦 活 セ シメ ソ

が爲 メ ニ補 足 ス ベ キ物 質 ノ・、同種 族 動 物 ノ核 ヌ,ノ・臓 器

物 質 ヲ以 テ ス ル コ トヲ得 ベ シ。

1.臓 器 乳 剤 ヲ「ツ ベ ル ク リソ」二加 ヘ テ 前 塵 置 シタ

ル モ ノニ在 リテ ・・核 乳 剤 ヲ用 ヒ タ ル モ ノ ニ比 シテ、反

庶獲 現 ノ稽 く遅 ク 時 日 ノ 経 過 二從 テ 同 様 二反 磨 減 少

ノ傾 向 ア リ。

1.「 ツ ベ ル ク リン」ノ ミ ヲ以 テ 前 塵 置 シタ ル動 物 ノ・

1-2週 間 ノ反 復 注 射 ニ ヨ リテ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ヲ

呈 セ ズ、3週 間 二亙 リテ毎 日注 射 セ ル モ ノノ・注 射 完 了

後8日 目 二於 テ反 磨 ヲ 雲 現 シ 次 ノ8日 間 二於 テ ハ反

慮減 弱 ス。

1.熱 灼 二s)レ 臓 器 一 部 破 壌 ヲ行 ヘ ル動 物 二 「ツ ベ ル

ク リソ」ヲ注 射 シタ ル モ ノニ ア リテ ハ、 比 較 的 少 量 ノ

「ッベ ァtZOリ ソ」(0.OOlcc.)ヲ3同 注 射 セ ル モ ノニ於 テ

2週 間後 既 二著 明 ナ ル反 鷹 ヲ 見 ル、「ソ ベ]tttクリン」ヲ

毎 日反 復1週 間 注 射 セ)Llモ ノ ニ在 リテ ・・、注 射 後1週

間 二於 テ著 明 ナ ル反 雁iヲ見 ル。

以 上 ノ成 績 ヲ概 括 シテ余 等 ノ考 察 ヲ加 ヘ ン ニ「ツ ベ ル

ク リソ」・・其 自禮 ニ テノ・軍 濁 二動 物 ヲ 「ゼ ソ ジ ビ リジ

ー レソ」シテ 「ツ ベ ル ク リソ」過 敏 性 ヲ 登 現 セ シム ル コ

ト能 ハ ザ ルー 種 ノ不 完 全 免疫 原 ト見 ル ベ ク、ラ ン ドス

タ イ子 ル ノ所 謂 「ノ・プ テ ー ソ」二類 ス ル モ ノ ・如 シ、而

シテ此 ノ 「・・プテ ー ソ」ノ・之 ヲ 「ア ク チ ヴィー レソ」ス

ル ニ必 ズ シモ異 種 蛋 白 ヲ要 スル コ トナ ク、同 種 動物 臓

器 ノ核 物 質或 ノ・臓 器 物 質 ヲ加 フ ル コ トニ依 テ、之 ヲ賦

活 シテ完 全免 疫 原 的 性 質 ヲ登 揮 セ シメ 動 物 二 「ツ ベ,レ

〃 リy」 過 敏 性 ヲ賦 與 セ シム ル コ トヲ 得 ベ シ。 翻 テ叉

軍 ナ ル 「ツベ ル ク リソ」頻 回反 復 注 射 ス ル コ トニ依 テ、

時 二動 物 ヲ 「ツ ベ ル ク リン」過 敏 ナ ラ シメ 得 ル事 實 ヨ

リ稽 フ ル ニ動 物 膿 内 ニ テ臓 器 ノ損 傷、攣 性 、破 壌 乃 至

組 織 細 胞 ノ動 揺 、新 陳 代 謝 異 常 等 ニ ヨ リテ生 ズル血 液

異常 物 質 ・・「ツ ベ ル ク リソ」ヲ 賦 活 セ シム ル ニ 足 ル ベ

キ場 合 ア ル コ トヲ想 像 シ得 ベ ク必 ズ シモ 試験 管 内 ニ

テ賦 活 膿 ヲ附 加 ス,レコ トヲ 須 ヒズ 生 禮 二與 ヘ タル機

械 的刺 戟 ニ ヨ リテ血 液 異 常物 質 ヲ 産 生 セ シメ依 之 「ツ

ベ ル 〃 リ ソ1ヲrア ク チ ヴィー レソ」二 得 ベ キ コ トヲ實

験 的 二讃 明メ,レ コ ト ヲ得 タ リ。 爾 ホ 動 物 二於 ケ ル 「ツ

ベル ク リソ」二 因 ノレ過 敏 現 象 ハ比 較 的 一 過 性 ノ モ ノ多

キ・・注 目二債 スベ ン。

14.「 ツベ ル ク リ ン」過 敏症J研 究 其 二

「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 懸 卜「アチ ドー ヂ ス」

鶏 ㌔ 攣(大阪鶴 研究所)

海 猿(レ ー マ ー 反 鷹陰 性}二 血 液 「アチ ドー ヂヌ 」ヲ惹

起 ス ♪レニ偏 食 ヲ施 シタ リ。(帥 チ蕨 糖 、1頭 宛5瓦 、

蛋 白質 及 ビ 脂 肪 各2.5瓦 ヲ夫 々毎 日豆 腐 糟 二 混 合 シ

テ投 與 ン、3週 間 持績 ジタ ル モ ノ ヲ試 験 二供 ジタ リ).

1.

2

3

ノ試 験 二封 シテ、

「ツベ ル ク リソ」内皮 反 鷹(レ ー マ ー氏 反磨)ヲ 検 ジタ

ル ニ、偏 食 ニ テ血 液 「ア チ ドー ヂ ス」ヲ惹 起 シタ,レ モ ノ

・・強 陽性 ニ シテ且 其 反磨 持 績 長 シ。非 結 核 感 染 獣 ニ シ

テ 「アチ ドー ヂ ス」 ヲ起 シタ ル モ ノ ト錐 モ 弱 陽 性 ヲ示

シ反 鷹持 績 短 シ。

15.「 ツベ ル ク リ ン」過 敏 性 ノ研 究 其 三

結 核 菌 類 脂 膿 及 ビ蛋 白艘 前 虚 置 卜「ツベ ル

ク リ シ」皮 内反 憲

坂 村 養 三(大 阪 有 馬 研 究 所)

人 型結 核 菌(奥 田株)ノ 「ブ イ=ソ 」培 養6週 間 ノ菌 苔

ヲ加 熱 殺 菌 シ充分 水 洗(無 菌 的)シ テ 培養 汁 ヲ完 全 二

除 去 シ電 熱 通 風 乾燥 機 ニテ徐 々 二 乾 燥 シ更 二「エ キ シ

カ トー ル」内 ニテ恒 量 二達 ス ル マデ 乾 燥 シ約200瓦 ヲ

得 タ リ。 之 ヲ「ソックス レ ト」法 二依 リ初 メ純 「アル コ

ー ル」次 デ 「エ ー タ ー」ニ ヨ リ「アノレコー ル」移 行 物 質 及

ビ「エ ー タ ー」移 行 物 質 ヲ分 離 シ、重湯 煎 上 二蒸 號 揮 獲

セ シメ テ2種 ノ蝋 標 物 質 ヲ得 タ リ。此 際 菌禮 ノ移 行 ヲ

防 グ爲 メ ニ特 別 ノ注意 ヲ携 ピタ リ。

得 タ]レ「アル コー ル」移 行 物 質 ノ性 状 ハ、 「チ ヨ コ レー

偏食 ヲ行 ヒ結 核 菌 感 染(皮 下接 種 菌 株1/L・eJmg)シ

タル モ ノ ト

偏 食 ヲ行 ・・ズ結 核菌 感 染 シタ ル モ ノ ト

偏 食 ノ ミ行 ツ タ モ ノ

結 核菌 感染 後3週 乃 至6週 目 二、
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ト」色 ヲ呈 セ ル芳 香 ヲ有 ス ル蝋 様 物 質 ニ シ テ熔 融 鮎 ・・

41℃-45℃ 度 ナ リ。

「エ ー タ ー 」移 行 物 質 ハ 黄 色 ニテ 和 蝋 ノ 如 ク芳 香 ヲ有

ス ル モ 前 者 二比 シテ 弱 シ熔 融 鮎 ノ・39C'-42。C度 雨 者

共 「ビ ウ レッ ト」反 鷹 ヲ呈 セ ザ ル類 脂 膿 ナ リ。

残 渣 ノ菌盟 ・・全 ク抗酸 性 ヲ失 シタ ル蛋 白膿 ナ リ。

以 上3者 ノ1%ノ 「エ ム)レミンオ ソ」ヲ造 ル。蝋 様 質 ノ、十

一分 一 定 規 「カ リ」液 ヲ媒 剤 トシ共5倍 ヲ含 ム檬 ニ ス
。

試験 方 法

健 康 海狸5頭 宛6群 ヲ作 ル。

第1群 「アル コ ー)レ」移 行 物 質1%1瓦1同 皮 下

第2群 同 隔 日4同 皮 下

第3群1エ ー タ ー」移 行 物 質1%1瓦1同 皮 下

第4群 同 隔 日4同 皮 下

第5群 脱 脂 結 核 菌 膿1%ユ 瓦 皮 下

第6群 同 隔 日4回 皮 下

以 上6群 二就 キ1回 注 射群 ・・注 射 後2週 間 後 二於 テ、

4同 注 射群 ・・最 後 ノ注 射後2週 間 ニ シテ薄 「ツベJlzク

リ ソ」4倍 液0.1瓦 皮 内 注 射 ニ ヨル ロェマ ー 氏 反慮 ヲ

検 セ リ。

第5群 及 ビ第6群 ニ テ・・何 レ モ 陽性 成績 ヲ得 タ ル モ

第1群 ヨ リ第4群 マ デ ノ・何 レモ陰 性 成 績 ヲ得 タ リ。

更 二 之 等 二 蝋 様 質 ヲ 賦活 シテ 其 現 ハ ス1ツ ベJL/ク リ

ソ」反 磨 ヲ 槍 シタ リ。 帥 チ 同 種 族 動 物 ナ ル 「モ,レモッ

ト」ノ腎臓 細 胞 核 ノ「エ ムル ジオ ソ 」ヲ混 ジテ毎 隔 日5

同 皮 下 注 射 ヲ行 ヒ、2週 後 ニ ロエ マ ー氏 皮 内反 磨 ヲ検

シ タ リ然 ル ニ 「アル コー ル」抽 出物 群 ノ・悉 ク輕 度 ノ陽

性 反 磨 ヲ呈 セ,レニ 拘 ラズ 「エ ー タ ー」移 行 物 質 群 ・・全

部 陰 性 ナ;レヲ 認 メ タ リ即 チ 結 核 菌 ノ 「ア ル コー ル 」移

行 物 質 ・・一 ッ ノ 「・・プ テ ー ソ」ナ リ ト認 ム ベ キ モ ノナ

リ。

16.白 血 球 ノ機 能 ヨ リ見 タ ル 「ツベ ル ク リ ン」

「ア ル レル ギ ー」二就 テ

紺 田 孫 助(金 澤 磐 科 大 學 大 里 内科)

白血 球 機 能 ノ検 査 法 トシテ ノ・、遊 走速 度 ノ測 定 法 ト喰

菌 李 ノ測 定 法 トヲ用 ヒマ シタ。遊 走速 度 ノ測 定 法 ・・杉

山 敢 授 ノ法 二從 ヒマ シテ、假 性 「エ オ ジ ソ」ノ嗜 好 白血

球 ノ・15個 各3分 間、淋 巴球 ハ10個 各5分 間測 定 致 シ

マ シテ、1分 間 二於 ケ ル 亭 均 遊 走 速 度 ヲ算 出 シ、'ミ

〃 ロ ソ」ヲ以 テ表 ノ・シマ シタ.

喰 菌 率 ノ測 定 法 ノ・私 ノ考 案 シタ法 ニ ヨ リマ シタ。コ レ

ハ セ ー ビ ン氏 ノ超 生 盟 染 色 法 ニ チー ル氏 「フ ク シ ン」

ニ テ染 色 シタ ル結 核 菌 ヲ恋 用 セ ル モ ノ デ ア リマ シテ
、

操 作 ノ簡 略 ナ ル鮎 、喰菌 ノ過 程 ヲ鏡 下 二於 テ追 及 シ得

ル鮎 、各 種 白血 球 ヲ明 瞭 二識 別 シ得,レ鮎 等 ヲ特 長 トシ

テ オ リマ ス。ソ ノ詳 細 二關 ・yテハ 十 全 會雑 誌本 年4月

號 二登 表 ノ豫 定 デ ア リマ ス(標 本 供 覧)。

動物 ・・家 兎 ヲ用 ヰ マ シテ、人 型 結核 菌 ヲ静 脈 内 二注 射

感 染 セ シメ タ ノ デ ア リマ ス が、凡 テ盟 重 ノ減 少 ヲ示 ス

事 ナ ク、 寧 ロ増 加 セ ル モ ノガ 多 ク、剖 見 上頁 性 ノ、 慢

性 ノ像 ヲ呈 シ テ オ ツ タ ノデ ア リマ ス。

1.マ ヅ、感 染 後 約2ケ 月間 ノ 自然 ノ経 過 二於 ケル 白

血 球 ノ機 能 ヲ見 マ ス ル ト、假 性 「エ オ ジ ノ」白血 球 及 ビ

淋 巴球 ノ遊 走速 度 ハ著 シ キ攣 化 ヲ認 メ マ セ ソ、喰 菌 卒

ハ ア マ リ墾 化 ナ キ モ ノ ト後 牛 期 二 著 明 二 壇 加 シタ モ

ノ トヲ認 メ マ ス。

2.次 ギ ニ兎 ノ耳 静 脈 ヨ リ血 液 ヲ ト リ「ビベ ヅ ト」ニテ

0・1%ノ 割 合 二蒼 「ツベ)t/ク リソ」ヲ混 合 シタ モ ノ ニ就

テ 見 マス 、カ リニ コ レ ヲ「オ ブ エ ク トグ ラス1法 ト稽 シ

マ ス。 コ ノ際 「ツ ベ ル ク リ ン」・・勿論 血 液 ノ ミニ作 用,

シ、 他 ノ臓 器 ヨ リ ノ影 響 ・・全 然 除外 サ レテ ヰ マ ス。

慢 性 「エ オ ジ ノ」白血 球 ハ 次 第 二 遊 走 速 度 ヲ減 ジマ ジ

テ、感 染 後3週 間 乃 至1ケ 月間 二至 リマ シテ最 モ甚 グ

シク障 碍 サ レマ ス。コ ノ際 白血 球 ノ形 態 モ攣 化 ヲ受 ク

;レモ ノ多 ク、郁 チ空胞 ヲ形 成 ス ル モ ノ ヲ多数 二認 メ マ

シタ。 ソ レ ヨ リ再 ビ速 度 ハ培 加 致 シマ シテ、感 染 後約

2ケ 月 後 二於 キマ シテ ノ・、「ッ ベ'レク リ ソ」ヲ作 用 セ ・y'

メ叉 白血 球 ノ速 度 二近 接 シマ ス。中 ニ ハ之 レヲ凌 駕 ス

ル モ ノモ ア リマ ス。

淋 巴 球 ノ速 度 ハ殆 ド假 性 「エ オ ジ ノ」白 血 球 ト同標 ノ

経 過 ヲ ト リマ ス ガ、」又速 度 ノ恢 復 ノ之V二 供 ノ・ヌモ ノ

モ ア リマ ス。喰 菌 卒 モ略 く假 性 「エ オ ジ ノ」白血 球 ノ遊

走速 度 ト同 様 ノ経 過 ヲ トツ テ オ リマ シテ、3週 間乃 至

1ケ 月 迄 ハ次 第 二減 少 シ、ソvヨ リ壇 加 致 シ マス。 シ

カ モ多 ク・・注 射 前 ノ喰 菌 率 ヲ遙 カ ニ 凌 駕 ス ル モ ノが

多 イ。

3.力 久 白 血 球 ガ 「ツ ベ ル ク リ ン」二樹 シテ 抵 抗 性

ヲ示 ス ニ至 リタ ル 家 兎 二蕪 「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ 耳 静 脈

内 二注 射 致 シ マ シ タ、 ソ ノ分 量 ノ・、 血 液 量 ヲ髄 重 ノ十

三 分 ノー ト見 倣 シマ シ テ、 ソ ノ血 液 量 二封 シテ0.1%

ノ割 合 ニナ ル様 二注 射 シタ ノデ ア リマス 。 例 之 、2600・・

武 ノ家 兎 二封 シマ シテ ノ、、「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ0.2蝿 注

入 致 シマ シタ。此 際 「ツベ ル ク リ ン」ノ・血 液1ミ ナ ラ メ'

他 ノ臓 器 ニ モ作 用 ス ル モ ノ ト見 子 バ ナ リマ セy。
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伺 注 入 前 二、「ツ ベ ノレク リソ」ヲ加 ヘ ザ ル白 血 球 ノ機 能

ト「オ ブ エ ク トグ ラ ス」法 ニ ヨ リテ0.1%ノ 割 合 二 之

レ ヲ加 ヘ タ,レ白血 球 ノ機 能 トヲ検 査 シテ オ キマ シテ、

注 射 後 二起 ル攣 化 ト比較 封 照 シタ ノデ ア リマ ス。

假 性 「エ オ ジ ノ」白血球 ノ・注 射 後24時 間 乃至48時 間

後 二遊 走 速 度 が 可 ナ リニ 強 ク 障 碍 サ レマ ス ノ ミナ ラ

ズ、ソ ノ形 態 モ異 常 ナ ル瘤 状 ヲ呈 ス,レ モ ノ ガ多激 二 見

受 ケ ラ レマス。 速 度 ノ・「オ ブ エ ク トグ ラス」法 二比 シ

テ強 ク侵 サ レテ キ マス。淋 巴球 ハ障 碍 セ ラ ル ・事 ハ割

合 二少 ナ ク、48時 間 以 後 ・・遊 走 速 度 ノ 増 加 ヲ認 メマ

ス。喰 菌 卒 ハ1日 乃 至2日 後 ヨ リ強 ク塘 加 ス ァレモ ノが

多 イ。

4.樹 照 ト シテ健 康 家 兎 二同標 二注 射 致 ンマ シタ。

假 性 「エ オ ジ ノ」白血 球 ノ 遊 走 速 度 ノ憂 動 ハ 著 明 デナ

イ、叉 形態 ノ攣 化 モ認 メ ラ レマ セ ン。 淋 巴球 ・・初 メ却

ツ テ遊 走 速 度 ノ充 進 ヲ認 メ マ ス。喰 菌 率 ノ攣i化 モ著 明

デ ア リマ セ ソ。且 ツ 「オ ブ エ ク トグ ラ ス」法 トヲ比較 シ

テ 見 マ ス ル ト、一 般 二注 射法 ノ方 ガ速 度 が侵 サ レテ ヰ

マ セ ンo

参 考 ノ爲 メ ニ 「ツ ベ ル ク リ ン」注 射 後 ノ各 種 白血球 数

ノ異 動 ヲ見 マ ス ル1・ 健 康 家 兎 ト 結 核 家 兎 トニ於 テ著

シキ相 違 ヲ認 メ マ ス。

以 上 述 ベ タ ル如 ク、 他 ノ臓 器 ノ 影 響 ヲ 隔 絶 シテ血 液

二 「ッ ベ ル ク リ ソ」ヲ作用 セ シ メタ ノレ場 合 、白血 球 ノ遊

走 速 度 及 ビ 喰菌 率 ガ 感 染 後 或 時期 二達 ス ル迄 甚 ダ シ

キ障 碍 ヲ受 ケ 、 次 デ 、之 レニ抵 抗 ヲ生 ジ テ運 動及 ピ喰

菌 奉 ガ影響 ヲ 受 ケ ザル カ叉 ノ・却 ツテ 充 進 ヌ ル ニ至 ノレ

事 、カ ク ノ如 ク 「ツ ベ ノレク リ ソ」二封 ンテ 白血 球 ガ抵 抗

ヲ示 ス ニ至 リタ ル 動 物 二 「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ注射 スル

時 ハ、 白血 球 ノ蓮 動 ノ・再 ビ障 碍 セ ラ レ、喰菌 率 ・・或 時

期 ヨ リ甚 ダ シ ク上 昇 ス ル事 等 ノ・「ツ ベ ル ク リ ソアル レ

ル ギ ー」ニ ヨ ル反 磨 ト考 ヘ ラ レマ シテ、 シ カモ血 液 自

己 ノ「ア め レギー」 ト全 均 ノ 「ア レル ギー」 トノ間 二於

ケ ル關 係 ヲモ 或 程 度迄 推 定 シ得;レ モ ノ ト考 ヘ マ ス。

17・ 人 型 結 核 菌 麗 脂 質 並:燐 脂 質 ノ生 物 學

的 性 状 二就 テ

中 島 信 一(金 澤 磐 科 大 學 大 里 内科)

結 核菌 ノ化 學 的 分 析 或 ・・、 其 ノ種 々ナ ル 「フ ラ ク チ ナ

ン」二就 テ ノ生 物 學 的 性 状 二關 ス ル 精 密 ナル 研究 ノ・近

年 二至 ツ テ異 常 ノ登 展 ヲ示 シ、殊 二亜 米 利 加 學 界 二於

ケ ルAnderson,Johnson,Long,Coghil1等 ノ化 學 的

作業 、Pinner,DienesandSch。enheit,Sabin,Doan

等 ノ免疫 學 的 乃至 組 織 學 的研 索 ・・斯 方 面 ノ 先 駆 ヲナ

シテ ヰ ル カ ノ観 が アル。

演 者 ・・目下 結 核 菌 ノ含 有 ス ァレ類 脂 肪 膿 ノ種 々ナ ノレ「フ

ラ ク チ オy」 二就 テ其 ノ生 物 學 的 性 状 ヲ調 査 シツ ・ア

ル ガ、拉 ニノ・其 ノ 中結 核 菌 膿 脂 質 虹 二燐 脂 質 ノ雨 類 脂

肪 盟 ニ ツイ テ演 者 ノ得 タ成 績 ヲ略 述 シ タ イ ト思 フ。

(1)雨 脂 質 ノ抗 盟 生産 能 力 。

試 獣 トシテ ・・凡 テ家 兎 ヲ使 用 シタ ノ デ ア)レガ、一 般 二

結 核菌 強脂 質 ノ 抗 盟 生産 能 力 ・・頗 ル 微 弱 ナ モ ノ ・如

ク、演 者 ノ實験 二於 テハ 約3ケ 月 二亙 ノレ反 復 セ ル免 疫

ノ結 果 辛 ジテ最 高5軍 位 迄 ノ 補 膿 ヲ結 合 ス ベ キ抗 血

清 ヲ得 タニ過 ギナ イ。爾 ホ並 二 注 目ス ベ キ ノ・脂 質 軍 掲

注 射 ノ動 物 デ ハ 全 ク抗 膿 産 生 ヲ示 サ ズ、賦 活膿 トシテ

異踊 蛋 白 ノ添 加 ヲ待 ツ テ 始 メテ 強度 ノ抗 膿 産 生 ヲ示

シテ ヰ ル事 デ アル。

次 二結 核 菌 燐脂 質 一 ア ソ テ ・・共 ノ抗 禮 産 生 作 用 ガ甚

ダ活 澄 デ アツ テ2--3回 ノ 注 射 ニ ヨ リ既 二 多少 ノ 抗

禮 産 生 ヲ示 ス モ ノ ガ多 ク、以 下 免疫 ノ同 数 ヲ重 ヌル ニ

從 ツ テ抗禮 債 ガ漸 増 シ15-20輩 位 ノ補 慌 ヲ結 合 ス ベ

キ抗 血 清 ヲ得 ノレ事 モ左程 難 事 デ ・・ナ イ。 爾 ホ此 ノ「フ

ラ ク チ オ ン」二於 テ ノ・腰 脂 質 ト共 ノ趣 ヲ異 ニ シ脂 質 軍

猫 ヲ以 テ シ テモ ヨク抗 膿 産 生 能 力 ヲ有 シテ ヲ リ、賦 活

盟 添 加 ノ モ ノ ニ於 テ 多少 ノ 昂 進 作 用 が認 メ ラ の レガ

雨 者 ノ問 二著 明 ナ差 異 ガ存 シナ イ。

因 二膿 脂 質 ヲ以 テ シテ ・・免 疫 ノ末 期 二 至 ノレモ爾 ホ沈

降 素 ノ形 成 ヲ詮 明 ス ル事 が 困難 デ アツ タ が、燐脂 質 ニ

ア ツ テハ 比較 的 著 明 ノ沈 降 反 磨 ヲ 呈 ス ル モ ノガ 多 ク、

殊 二賦 活 膿添 加 ノ モ ノ ニ於 テ 定 型 的 ノ紫 状 反 鷹 ヲ現

ノ、ス モ ノ が ア ソ タ.

(2)結 核 血 清 二封 ス ル雨 脂 質 ノ「ア ン チゲ ソ」性 。

「ア ソチ ゲ ン」トシ テハ
、各 類 脂 肪 禮 ノ食 璽 水 乳 剤 ヲ作

リ、ソ ノ自家 抑 制 度 ノ牛 量 ヲ以 テ使 用 量 ト シタ ノデ ア

ル が、燐 脂 肪 膿 或 ノ・中性 脂 肪 ノ如 キ ・・患 者 血 清 乃 至 實

験 的 結 核 動 物 血 清 ト比較 的 ヨ ク反 鷹 シ得,レが、之 二反

シ蝋 脂 質 ノ・抗 膿 債 ノ甚 ダ大 ナ)lz血 清 二i封 シテ時 二極

メ テ輕 度 ノ結 合 ヲ呈 ス ル ニ止 マ リ、共 ノ「ア ンチ ゲ ン」

性 ハ他 ノ「フ ラ ク チ オ ン」 二比 シ遙 カニ 小 ナ,レ事 が察

セ フ レ ノレ。

(3)雨 脂 質 ノ「ツ ベ ル ク リ ソ」作 用

各 脂 質 ノ 「エ ム)lzヂ オ ン」ヲ0.1蛭 宛 皮 内 二 接 種 シテ

特 殊 「ツ ベ ル ク リ ソ」作 用 ノ有 無 ヲ 検 シタ ノデ アル が、

臓 脂 質 ニ ア ツ テ ノ・、比 較 的濃 厚 ナ ル乳 剤 ヲ接 種 ス,レモ
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被 瞼 者 ノ健 常 人 タ ル ト結 核 人 タ ル トヲ 問 ・・ズ 殆 ソ ド

陽 性 反 慮 ヲ呈 ス)1/モ ノ がナ ク、 中 二 〇.5-1.0糎 程度

ノ輕 微 ナ登 赤 ヲ呈 ス ル モ ノモ ア,レが、是 等 ノ・既 二48時

間 目 ニ ノ・清 失 ス ル モ ノガ 多 イ。

然 ル ニ燐 脂 質 二於 テ ・・共 ノ1000-3000倍 ノ乳 刺 ヲ接

種 ス ル モ著 明 ノ反 磨 ヲ呈 ス ル モ ノが多 ク、健 常 人 一 ア

ツ テ ・・同時 二施 行 シタ 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 内 反磨 ト、ソ

ノ反旛 度 ガ 大 約 卒 行 シテ ヰ ル が、 結 核 患 者 デノ・ソ ノ

ピル ケ氏 反 磨 ト絵 リー 致 シナ イ標 デ アル。

次 二如 上 ノ燐脂 質 ヲ以 テセ ル 皮 内 反 慮 ガ 如何 ナ ル程

度 迄 結 核 「ア レ♪レギー 」ト特 殊 ノ 關聯 ヲ 有 ス ル モ ノナ

リヤ ヲ調 査 ス ル タ メ ー 正 常蛇 二 結 核 家 兎 二就 イテ試

験 シタ ガ1000--2000倍 濃 度 ノモ ノ ヲ接 種 ス)lz時 ・・正

常 家 兎 二於 テ モ屡 く陽性 反 磨 ヲ呈 ス ル事 ガア ル ガ、然

シ其 ノ陽性 卒 乃至 反 鷹 ノ 強 サ ・・結 核 家 兎 二比 シテ遙

二及 バ ナ イモ ノ が アノレ。仰 チ是 等 ノ試 験 ノ結 果 ヨ リ考

フ ル ニ、結 核菌 燐 脂 質 ヲ以 テ ノ皮 内反 旛 ・・或 ル程 度 迄

ハ結 核 感 染 トー 定 ノ關 聯 ヲ 有 ス ル モ ノ ・如 クデ ア,レ

ガ、然 シー 方 ソ レ自膿 ノ有 ス ル刺 戟性 モ比 較 的 強 イモ

ノ ト考 ヘ ラ レル。

(4)組 織 二及 ボ ス 爾脂 質 ノ作 用 。

試 獣 ・・免疫 終 了後 ソ ノ ー 部 ヲ剖 検 二 附 シ タ ノデ アル

ガ、臓 脂 質 注 射獣 二於 テノ・一 般 二肉 眼 デ詮 明 シ得 ベ キ

何 等 ノ組 織 墾 化 ヲ登 見ス ル事 が出來 ナ カツ タ。

然)レ ニ燐脂 膿 注 射獣 二於 テ ハ 大 部 分 ノモ ノ殊 二賦 活

膿 添 加 ノモ ノニ於 テ、 其 ノ肺 臓 二定 型 的 ノ1ツ ベ ノレケ

ル」様 結 節 ヲ登 見 シSabi・),Doan等 ノ 先 人 ノ所 見 ヲ

承 認 スベ キ結 果 ヲ得 タ.

(5)交 叉試 験 。

各 類 脂 肪 膿 「フ ラク チ オ ソ」及 ビ ソ レ 等 二封 ス ル抗 血

清 ヲ以 テ種 々ナ ノレ交 叉 試 験 ヲ行 ツ タ ガ、騰 脂 質 抗 血 清

二封 シテノ・燐 脂 質 乃 至 中性 脂 肪 ノ 如 キ ・・何 等 ノ結 合

ヲ示 サ ズ、逆 二燐 脂 質 乃 至 中性 脂 肪 抗 血 清 二i封 ジモ騒

脂 質 バー 般 二反 慮 ヲ呈 セ ズ、其 ノ間 比 較 的嚴 密 ナ特 異

性 が認 メ ラ の レ。然 ル ニ燐 脂 質 及 ビ中性 脂 肪 ノ間 デ ノ・

所 謂Kreuzbindungヲ 呈 ス ル ノデ ア ル ガ、 然 シ其 ノ

反 磨 度 ノ強 サ カラ列 定 ス ル 時 ・・妓 ニ モ 或 ル程 度 迄 ノ

特 異 性 ノ・認 メ得 ラ レル。

(6)雨 脂 質 ノ毒 作 川 。

雨 脂 質 ノ・之 ヲ長 期 二亙 リ反 復 注 射 ス ル モ、試 獣 ノ膿 重

減 少 ヲ招 來 シタ リ、叉 ノ・直接 該 脂 質 ノ注 射 二 由來 ス ル

ト認 ム ベ キ死 亡 例 ヲ出 サ ナ カツ タ。之 ヨ リ考 フル モ結

核 菌 類 脂 肪 禮 ノ 毒 作 用 ・・皆 無 力 或 ノ・極 メ テ 輕 微 ノモ

ノ ト察 セ ラ レつレ。

18.脂 肪 睡 注 入iヨ ル正 常 及 ビ結 核 感染 動

物血 液 ノ生 物 畢 的 酋 二冤疫 學 的攣 化

徳 山 康 秀(東 北 帝 國大 學 磐學 部 熊谷 内科)

脂 肪 盟 ガ果 シテ抗 原 性 ヲ有 ス ル ヤ 否 ヤ ノ問題 二就 テ、

叉 脂 肪 膿 ト血 清 「リパ ー ゼ」ノ 關 係特 二共 ノ登 生 ノ源

泉 及 ビ 機 輔 二 關 ス ル 問題 二就 テ ・・從 來 多藪 ノ研究

二拘 ラ ズ未 ダ全 ク閾 明 セ ラ レタ ト見 ル ヲ得 ナ ィ。殊 二

是 等 が 結 核 病 攣 二封 シテ 密 接 ナ ル 關 係 二在 ル ト云 フ

鮎 二於 テ我 々 ノ興 味 ヲ牽 ク問 題 デ アル。余 ・・種 々ナル

脂 肪 禮 ヲ以 テ正 常 虹 二結 核 感 染 家 兎 ヲ虜 置 シ、コ レニ

ヨ リテ惹 起 セ ラ レタ ル 血 液 ノ 攣 化 ヲ 脂 肪 抗禮 ノ登 生

ト血 清 「リパ ー ゼ」ノ清 長 トニ就 テ観 察 シ、並 二共 成績

ヲ比 較 報 告 ス ル次 第 デ アル。

家 兎 ヲ塵 置 スル ニ用 ヒタ ル 脂 肪 ・・肝 油 、 大 風子 油、

「カ プ リ ソ」酸 、 「トリス テ ア リソ」、「ト リパ,レ ミ チ ソ」

「ト リオ レイ ソ」ニ シテ、是 等 ヲ極 メ テ微 細 ナ ル乳割 叉

ノ・浮 游 液 トシ テ、隔 日二家 兎 ノ耳静 脈(又 ノ・腹 腔 内)内

二30-40同 ノ注 射 ヲ重 子 タ。 脂 肪 抗 膿 ノ詮 明法 ニノ・

補 膿 結 合 反 慮 ヲ用 ヒ、血 清 「リパ ー ゼ」ハ 「ス タ ラグ モ

メー ター」ニ コツ テ 「トリプ チ リ ソ」溶 液 ノ分 解 度 ヲ測

定 シテ 之 ヲ定 量 シタ。

第1群 ノ家 兎 ノ・脂 肪 膿 ノ之 ヲ以 テ塵 置 シタ モ ノデ、抗

肝 油 及 ビ抗 大 風 子 油 血 清 ・・夫 々當 該 抗 原 二i封シ、補 盟

結 合 反 慮 陽 性 ノ 結 果 ヲ得 タ ガ 他 ノ脂 肪 二i封 シテ ノ・反

磨 微 弱 デ アツ タ、抗 「ス テ ア リソ」及 ビ抗 「パ ル ミチ ソ」

血 清 ニ モ微 弱 乍 ラ 陽 性 ノ 成 績 ヲ得 タ ガ 抗 「オ レイ ソ」

血 清 ニノ・全 ク陰 性 デ ア ツ タ。血 清 「リパ ー ゼ 」二就 テハ

注 射 数 同迄 ・・一 時 低 下 ス ♪レモ、後 次 第 二上 昇 シ、其 上

昇 傘 ノ・特 二肝 油 、大 風 子 汕 二 著 明 デ ア ツ タ が、 他 ノ3

者 ノ・夫 程 著 明 デ ノ・ナ カ ツ タ。 注 射 ヲ 中 止 ス レバ 「リパ

ー ゼ」債 ・・漸 次 蕾 二復 ス 、肝 油 大 風 子 油 ノ・其 ノ組 成 中

二種 々ナ ル 不 純物 ヲ含 有 シテ、免 疫 學 的 二活 性 大 ナ ル

ニ 反 シ、 「ト リス テ ア リン」、 「ト リパ ル ミチ ン」、 「ト

リオ レ イ ン」ノ・純 粋 ナ ル 中牲 脂 肪 デ カ ・ル性 質 二乏 シ

キニ基 クモ ノデ ア ラ ウ。

第2群 ノ家 兎 ハ 脂 肪 二 賦 活膣 ノ意 味 デ 異種 蛋 白 トシ

テ、豚 血 清 ヲ各 くi主射30分 前 二1/10容 添 加 シテ之 ヲ注 射 シ

タ。 補 膣 結 合 反 磨 ノ 出現 ハ 甚 ダ著 明 デ、第1群 二於 テ

溶 血 阻止 ヲ認 メナ カ ツ タ抗 「オ レ イ ン」血 清 ニ ア リテ

モ今 同 ハ之 ヲ詮 明 シ得 タ。 抗 肝 油 、抗 大 風 子 油 血清 二
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類 罵 反 慮 が著 明 デ ア ル ノノ・、是 等 ガ不 純 デ且 藪種 ノ成

分 ヨ リ合 成 セ ラル ・二基 ク モ ノデ ア ラ ウ。叉 コ ノ免 疫

血 清 ガ ワヅセ)IZマ ソ氏 抗 原 及 ビ結 核菌 抗 原 トi溶血 阻止

ヲ示 シテ 才ル ノノ・注 目ス ベ キ現 象 デ アル。 血 清 「リパ

ー ゼ」二就 テ ・・、 前 者 ノ如 キ 著 明 ナ成 績 ヲ認 メ ズ、 唯

肝 油 ト大 風 子油 ヲ注 射 セ ル モ ノニ、幾 分 壇加 ノ傾 向 ヲ

示 ス ニ止 り、 他 ハ寧 ロ減 少 ヲ示 シテ オル。 血 清 「リパ

ー ゼ」ノ如 キ微 妙 ナ ル機 能 ノ・異種 蛋 白タ ル豚 血 清 ヲ連

績 シテ 注 射 ス ル 事 ニ ヨ リ却 テ 障 碍 セ ラ ル ・モ ノデ ア

ラ ウ。

第3群 ノ家 兎 ・・人型 結 核菌0.015-0.02mgヲ 氣 管 ヲ通

ジ テ肺 二接 種 シ同 時 二脂 肪 ヲ以 テ庭 置 ジタ。結 核 感 染

ノ成 否 ノ・「ツ ベ ル ク リン」皮 膚 反 磨 ノ 出現 ト結 核補 禮 結

合 陽 性 トナ ル ヲ以 テ確 實 ニ シタ。コ ノ群 ノ補 膿結 合 ノ・

第2群 ヨ リヤ ・劣 ノレモ第1群 二比 シ、遙 カ ニ強 力 ナ溶

血 阻 止 ヲ示 シ、而 カ モ注 射 抗 原 二就 テ可 成 リ特 異 的 二

出現 セ ル ヲ見 ノレ。血 清 「リパ ー ゼ」ニ ア リテ ノ・一 時著 シ

ク低 下 ス ル モ動 物 が 結 核 感 染 ニ ヨル 打撃 二打 克 ツ ト

共 二、引績 キ脂 肪 ヲ注 射 ス レバ次 第 二上 昇 シ、 殊 二肝

油 、大 風 子 油 、「カプ リ ソ」酸 二顯 著 デ ア ツ タ。封 照 ト シ

テ結 核 菌 ヲ 接種 セ)レ ノ ミデ 脂 肪 ニ テ虜 置 シナ イ家 兎

ハ、 脂 肪 二i封 シ全 ク補 禮 結 合 ヲ示 サ ズ、叉 「リパ ー ゼ」

債 ハ僅 カニ上 昇 ヌ ル ガ如 キ傾 向 ア ル ニ止 ノレ。第3群 ノ

家 兎 ガ脂 肪 膿 注 入 二 封 シカ ・ル 著 明 ナル 反 慮 ヲ示 シ

タ ル ノ・、 結 核 感 染 ニ ヨ リテ生 禮 内 ニー種 ノ「ア レル ギ

ー」ノ状 態 ガ生 起 セ ラ レ脂肪 二封 シ特 二感 受性 ガ増 大

セ ル ニ基 ヶル モ ノデ、更 二補 盤 結 合 性 抗艦 ノ出 現 二i封

シテ ・・菌 蛋 白 ガ第2群 ノ 豚 血 清 ノ役 割 ヲ代 行 セ ル モ

ノデ、叉 血 清 「リパ ー ゼ」ノ増加 二封 シテ ・・菌 蛋 白 ガ豚

血清 トノ・生 物 學 上 異 ル 性 質 ノ蛋 白 トシテ 注 入 脂 肪 ト

協 力 シ脂 肪 二封 ス ル 封 抗物 質 ノ 産 生機 靱 二適 切 ナ刺

戟 ヲ附與 セ ル爲 ト考 フ。

次 二家 兎 二 墨 汁 ヲ 注 射 シテ 綱 状 内被 細 胞 組 織 系 ヲ栓

塞 シタ,レニ血 清 「リパ ー ゼ」債 ノ・次 第 二低 下 シ、栓 塞 完

了 後 二於 テノ・肝 油 ヲ連 績 注 入 ス ル モ 之 二封 シ毫 モ 「リ

パー ゼ」ノ塘 加 ヲ認 メ 得 ナ カツ タ.一 般 二 生膿 ノ、異 種

物 質 ノ侵 入 二封 シ、之 ず破壌 叉 ノ・改 造 セ ソガ爲 二封 抗

物 質 ヲ分 泌 叉 ハi新生 ス ベ'キ能 力 ヲ有 ス。網 状 内被 細 胞

組 織 系 ノ・一 定 ノ 酵 素 及 ビ 免疫 膿 ノ 産 生 地 トシテ認 メ

ラル ・所 デア ツ テ、余 ・・該 系 統 ヲ栓 塞 ス レバ 生盟 ノ・最

早 ヤ脂 肪注 入 二封 シ血 清 「リパ ー ゼ」ノ 増 産 ヲ以 テ磨

ズ ル能 力 ヲ失 フ コ トノ實 験 ヨ リ、該 系統 ガ正 常 朕 態 二

ア レバ脂 肪 ノ侵 入 二i野 シー 種 ノ脂 肪 抗 禮 トシテ 「リパ

ー ゼ」ヲ産 生 ス ノレモ ノデ、 コ レノ・一 ノ免 疫 現 象 二外 ナ

ラ ズ ト解 繹 ス。勿論 諸 家 ノ圭 張 ス ル如 ク膵 、 肝 等 ノ諸

臓 器ヌ.ハ血 液 細 胞 ヨ リ由來 ス ル モ ノ モ ア ノレハ否 定 セ

ザ ル モ、 生理 的 二、特 二免 疫學 的 二最 モ重 要 ナ ル産 生

地 ・・網 状 内被 細 胞 組 織 系 ナ リ ト思 考 ス ル モ ノデ アル 。

ヵ ・ル 脂 肪 膣 注 入 ニ ヨ,レ補 禮 結 合 性 抗 膿 ノ登 生 ・・必

ズ シモ結 核 二 封 ス ル 免 疫 度 ト相 件 フモ ノニ ア ラズ ト

ス ノレモ、結 核感 染盟 二於 テ脂 肪 抗 膿 ノ産 生 が顯 著 ナ ル

ノ・注 目ス ベ キ現 象 ト思 考 セ ラ ァレ。叉 結 核 菌 が種 々ナ ル

攻 撃 二封 シ執 拗 ナ ル 抵 抗 ヲ示 ス ノ・其 脂 肪 被 膜 ノ保 護

ニ ョルモ ノデ 、コ レヲ破 壌 ス)tz・・一 二 強 カ ナJレ血 清 「リ

パ ー ゼ」ノ作 用 二侯 タザ ル ベ カ ラズ ト稽 セ ラル ・ガ、

果 シ テ然 ラバ 結 核 感染 鵬 ガ 脂 肪 注 入 二封 シ特 二著 シ

キ 「リパ ー ぜ」ノ増加 ヲ以 テ 磨 ズ ノレノ、興 味 アル事 實 デ

ア ラ ウ。

附 議1金 井 徳 二 郎

網 朕 内被 細 胞 系統 ノ 翼 塞 ・・何 同程 行 ノ・レマ シタ カ御

伺 ヒ致 シマ ス。

答 辮

10-15同 致 シ!マシタ。

附 議2櫻 田 持

オ使 用分 量 如何(禮 重封 ノ御 使 用 量 伺 ヒタ シ)。

答 辮

2・5%墨 汁 ヲ禮 重1延 二付3蛭 宛 注 射 イ4シ マ シタ..

」19.結 核 ノ凝 集 反 懸 二就 テ

飯 島 誠 司(東 北 帝 大 讐 學 部熊 谷 内科)

結 核 ノ凝 集 反 磨 二用 ヒ タ余 ノ菌 液 ハ 無 蛋 白培養 基 上

ノ結 核 菌 ヲ 「ソックス レット」装 置 デ、 「アル コーリレ」及

ビ1ア セ トソ」デ 各48時 間、 夏 二 「ク ロ ・ホ ル ム」デ

24時 間 庭 置 シ、 一 萬 倍 「ツ ベ ル ク リ ソ」食 盤 水 二磨 碑

浮 游 セ シメ タ モ ノニ ジテ、乳 白色 潤 濁 シ結 核 菌 ハ 抗 酸

性 及 ビ抗 「アル コー ル」性 ヲ有 セ ズ。且 ツ肉 眼 上 顯 鏡 上

菌 ノ密 集 ヲ認 メ ズ。稀 繹 血 清 ト同 量 ノ菌 液 ヲ加 へ、16

-一一18時 間艀 竈 中 ニ オ キ結 果 ヲ見 タ
。

余 ・・自魔 的蛇 二臨 脈 的 二 健 康 者96例 ニ ツ キ凝 集 反雁i

ヲ検 索 シ、300倍 迄 ヲ 陰 性 ト シ、500倍 陽 性 ヲ弱 陽性

bス ル ニ87%ノ ・陰 性 デ ア ツ タ。 次 二結 核疾 患346例

二於 テ ・・92%ノ 陽性 傘 ヲ得 タ。 叉 結 核 ヲ詮 明 シ得 ザ

ル内科 的疾 患37例 ノ成 績 ハ70%陰 性 デ アツ タ.次 ニ

マ ン ト)))一一一反慮 出 現 前 ノ 結 核 疾 患42例 、 是 等 ハ凡 テ

●
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ア,レ期 間 後 マ ソ トツー 反 慮 陽性 二 輔 化 セ ル モ ノナ ル

ガ、 既 二80%・ ・凝 集 反 慮 陽 性 ヲ示 シテ ヰ11z。 是 等 ハ

凡 テ 同 時 二 補 膿 結 合反 晦、 赤血 球 沈 降 速 度 ヲ 検 索 シ

タ。コ ノ結 核 感 染 後 「ツ ベ ル ク リ ソ」皮 内 反 磨 出 現 前 二

凝 集 債 ノ高 マ ル 事 ハ 動 物 實 験 二於 テ 例 外 ナ ク謹 明 シ

得 ラ,レ ・所 デ ア ル。

犬 、 家 兎 、 海 猿 二於 テ生 菌 ソ ノマ ・、或!ハ熱 ニ テ殺 菌

セ ル モ ノヲ静 脈 、氣 管 内或 ノ・皮 下 等 二注 射 ス,レニ既 二

1週 間 後 凝 集 償 ハ高 ク ナ リ、3週 乃至4週 後 最 高 二達

ス 。

犬 二於 テ生 菌2mgヲ2日 間 ノ間 隔 ニ テ3同 静 脈 注 射

ス ル ニ3週 乃 至4週 後 凝 集 債 最 高 ニ ナ リ、4ケ 月乃 至

5ケ 月後 藩 二復 ス。

海 瞑 二生 菌 ヲ注 射 ス レパ 「ツ ベ ル ク リソ」反 磨 出現 前

凝 集 債 高 マ リ3週 、4週 二於 テ最 高 債 二達 シ、 死 菌 注

射 ノ場 合 ニ ノ・約3ケ 月 後 奮 二復 ス。更 二「ア ソチ ゲ ソ」

ヲ作 ノレニ用 フ ル脱 脂 菌 ヲ注 射 ス レバ、前2者 二比 シ凝

集 債 低 ケ レ ドモ 同檬3乃 至4週 ニ テ、最 高 二達 シ約2

ケ 月 ニテ 正 常値 二復 ス。

家 兎 二 於 テ 生菌 ヲ皮 下或 ノ・氣 管 内 二 感 染 セ シ ム レバ、

凝 集偵 ノ・3、4週 ニ テ 最 高 トナ リ罹 患 中輕 度 ノ動 樒 ヲ

示 シ、 死期 迫 リ、禮 重 減 少 シ「ツ ベル ク リン」皮 内反 磨

陰 性 「ア子 ル ギー」ニナ レバ、凝 集 反 磨ヌ正 常 便 或 ノ・ソ

レ以 下 トナ)lz。叉 注 射 後9ケ 月=リ1ケ 年 二及 ビ結 核

治癒 ニ オ モ ム キ、 「ツ ベル ク リソ」反 磨 陽 性 「ア 子 ル ギ

ー 」二向 ヘ バ凝 集 債叉 正 常 値 二近 ヅ ク。

サ レ ド人 間 二於 テ ・・マ ン トツ ー反 磨 ガ陽 性 「ア 子 ル ギ

ー 」ニ ナ リ難 キ ト同 標凝 集反 磨 亦 陽性 「ア 子 ル ギ ー」ヲ

示 サ ・・ル ・・治 癒 結 核8例 中1例 ノ 陰 性 ヲ モ 見 ザ)lzコ

トー ヨ リテ知 ラ ル。

結 核 患 者 二於 テ 凝 集 反 鷹 ノ 「テ ィー テ ル」ノ 高 低 ・・病

氣 ノ豫 後 ヲ トス,レ 目標 トノ・ナ リ得 ズ。然 シ初 メ高 ク シ

テ漸 次 低 下 ス ル ・・豫 後 不 瓦 デ ア ル。

人 鵬 二於 テ モ末期 結 核 ニテ 榮養 不 頁 ニ シテ、 マ ソ トツ

ー 反 磨 陰 性 「ア子 ル ギー 」二向 ヒ、補 盟 結 合 反 磨 清 失 ス

レバ凝 集 反 慮 叉 陰 性 ヲ示 ス。重 症 末 期 患 者 が治 療 ニ ヨ

ウ恢 復 二向 ヒ、 マ ソ トツー 反 慮、補 膿 結 合 反 磨 陽性 ニ

ナ;レ ト共 二凝 集 反 庶 叉 陽 性 トナ ル。

20.一 一弱 審 結 核 菌 、BCG酋 ビ ニ死 菌冤 疫 元 及 ビ

ニ三 結 核菌 膿 成 分 り動 物 二於 ケ ル冤 疫 比 較 賓 験

戸 田 忠 雄

箭 頭 正 男(満 洲 轡 科 大 學 微 生 物)

温 乃 帥

曇 二戸 田 ガ、集落解離 シテ得タ ルー弱毒結核菌(戸 田

Tb.16Se株)、BCG及 ピコ レガi封照 トシテ死菌免

疫元、余等 ノ精製 「ツベルク リソ」、奮 「ツベルク リy」

菌膿蛋 白、類 脂肪盟 等 ニテ家兎及 ビ海猿 ヲ免疫 シ、コ

レニ牛 型及 ビ人型結 核菌 ヲ感染 セ シメテ、ソノ病攣ヲ

観察 シテ、以上各免疫元 中何 レが最 モ強 キ免疫性 ヲ賦

與 セ シメ得 ル ヤヲ比較研 究 セ リ。免疫元注射法 トシテ

経 口投與法及 ビ皮 下注射法 ヲ選 べ1,。而 シテ余等・・生

菌皮 下免疫 法 ヲ以 テ 最 モ勝 レタル 方法 ナルコ トヲ認

メ得 タノデアJtZ、爾動物 二於 テノ・戸田Tb.16S.株 、

BCG共 二皮下免疫 セ,レ場合皮下或 ヒバ 近接淋巴腺

二於テ何 等攣 化 ヲ呈 セザルガ 如 キ量 ニテ於 テ 伺皮下

二膿 瘍 ヲ生 ズル ガ如 キ大量 ヲ用 ヒタル場合 二 於 ケル

が如 キー程度 ノ免疫性 ヲ與 へ得 ルモ ノ ナルコ トヲ知

レ リ。 而 シテ余等・・人膿 二於 テモカ ・,レ菌 量 ヲ(帥チ

皮下 二攣化 ヲ與ヘ ザル)測 定 シ得 バ該菌 ノ生菌皮下接

種 法 ヲ用 ヒテ人膿 免疫 可能 ナルベキヲ想像 セ リ。戸田

Tb.16S.bBCGト ノ間 二・・抗元性 二於 テ殆 ソド優

劣 ナキコ トヲ認 メタル ノミナ ラズ余 等 ノ實験 二於 テ

ハ前者 ガ稽 く優 リタルガ如 キ結 果 ヲ示 セ リ。而 シテ封

照 トシテ行ヘ ル死 菌免疫 元、菌禮蛋 白、類脂肪盤等ニ

テモ免疫 同数 ノ壇加 ニヨ リ微少ナ リトノ・云 へ、一程度

ノ免疫性 ヲ與 へ得 プル ・ガ如 シ。奮 「ツベルク1)ソ」及

ビ精製 「ツベルク リソ」ニテノ、免疫性 ヲ賦與 セ シム,レ

コ ト不可能 ナ リシコ ト先人 ノ業績 ノ如 シ。

21.海 撰 二於 ケルBCGニ ヨル豫防接種試験

蛇 ビニBCG・AOり 豫 防力 ノ比較

貴 嶋 定 利
中 谷 繁 一(阪 大第三 内科)
梅 谷 秀 雄

BCGノ 免疫敷果 二就 テノ・既二1昭和2年 以來當敏室

二於 イテ種 々ナル 方面 ヨ リ研究 報告 サ レシ所 ナルモ

爾來 「グ リセ リソ」加謄汁馬鈴薯或 ノ、「グ リセ リソ」加

肉汁 馬鈴薯培養基 ニテ縫績培養 ス)1/事90有 鯨代 二至

vリ,BCGノ ・生菌 ナ)lz以上 ソノ特性 ノ減退ヌ,ハ消失

絶無 トノ・云 ヒ難 シ。砿 二時 々共 ノ状態 ヲ確認 シ置ク事

ノ必要ナル・・勿論 ニ シテ、之・レ余等 ガ再 度本實験 ヲ繰

返 ス所以 ナ リ。伺有 馬研究 所 ヨ リ1分與 セラvタ)VA・

0(市 井販 費/モ ノ1・)トBCGノ 並行實験 ヲ行 ヒ其

ノ成績 ヲ報告 セ ソ トス。

22・ 乳見 二施 行セ シBCG接 種 二就 テ(績 報)

諾 荒 饗 轟(阪煤 三内科及幌 科)
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昭和4年 以來乳見 二経 口及皮下 二BCG「 リ〃 チソ」

ヲ接種 シ、乳見 二及 ボス勇禮的影響 二關スル臨躰 的観

察 ヲ施行 シ、得 タ)レ成績 ノー部・・昭和5年 日本磐學総

會小見科分科會 二於 テ故飯 田學士 ト共 同號表 ヲナセ

リ。爾來皮下 二BCG「 ワクチン」ヲ接種 シ、観察 シタ

ル217名 ノ乳 見 二關スル 成績 ヲ昨年度結核病學會 二

於 テ報告 セ リ、尚、昨年 以來新 シクBCG豫 防接種 シ

タル乳 兄152名 二 於 ケル成績及 ビ昭和1年 以來績行

シ來 の レ乳見 ノ接種後 ノ経過 ヲー括 シ併 セ報告セ ン

トス。

23・ 若年女子 二於 ケルBCG接 種 二就 テ(績報)

澁 川 隆 曹

耀 霧 警 轟(阪煤 三内科)
今 村 荒 男

余 等・・昭和5年5月 當敏室 二 於 テ施行 匂 レ若 年女子

BCG接 種者47名 ノソノ後 ノ経過及 ビ現在朕態蛇 ビ

ニ昭和7年4月 二施行 セル4S名 二就 テ ノソレラヲモ

併 セ報告 セ ントス。

附議 戸 田 忠 躍

實際的 二BCGヲ 皮下 二接種 シ、膿瘍 ヲ生 ジタル場合

如何 ナル手段 ヲ講 ゼ ラル ・ヤ。

24・AO、BCG等 騨脈内接種 ニヨル海狸 り

諸臓器 二於 ケル組織反懸 二就 テ 第一報

早 川 芳 郎(大 阪市有馬研究所)

諸種結核菌製刺 ノ接種 試験 ノ・甚 ダ多ク、余 モ亦 ソノー

端 ヲ窺 ヒシモノナ リ。余 ・・結核 生菌、死菌BCG、A

Oノ 静脈内接種 二 於 ケ1レ海猿 ノ組織反磨 ヲ検 セ ソト

シ、先 ヅ上記菌製剤 ノ千分 ノー彪 ヲ禮重200-一一300:EC

ノ雄 性海狸 二静脈 内接種 ヲ施行 シ、1週 、3週 、6週 、

9週 ノ間隔 ヲ以テ剖槍 シ、肉眼 的虹 二顯微鏡的 二、肺

臓、肝臓、脾臓 腎臓 副腎 ノ諸臓器蛇 二諸淋巴腺 ヲ

槍討 シ其興味 アル現 象 ヲ認 メタルニ ヨリ共 ノ事 實 ヲ

報告ス。

25・結核豫防接種 二關スル賓駿 的研究(績 報)

青 山 敬 二
鳥 崎 櫛(大 阪市有 馬研究所)
宮 本 雄 三 郎

現在市販 ノAOヲ 以 テスル結核豫 防接 種實験 中、新 シ

キ五 實験(試 獣「モルモット」250頭)ノ 全成績 ヲ報告ス

ルモノナ リ。右 ニヨ リ到 達セル結論 ノ・、AOノ 豫防的

敷果 ヲ疑 フベカラズ。

此實験 ガ好成績 二蓮 スルニ・・、

1.豫 防接 種 二用 フ ルAOノ 量、 接種 ノ 同数 及 ビ

間隔

2.豫 防接 種 ノ終 了 ヨ リ感 染 二到 ル 間隔 日数

3.感 染 二用 フ ル菌 ノ毒 力 ト量

右 ノ三 要 約 ノ・互 二 相 關 關係 二 立 チ、最 モ愼 重 且 ツ適 當

二 考慮 選 揮 サ レザル ベ カ ラ ズ。

先 ヅ第 一 ノ要約 二就 テ言 ヘ バ、豫 防接 種 二用 フルAO

ノ量 ガ過 小 ナ ル 時 共 成 績 ノ基 が ラ ザ ル ペ キ ハ 言 フ マ

デ モ ナ シ トシ、 ソノ過 大 ナ ノレ時 ハ試 獣 ノ健 康 ヲ害 シ、

成 績 ヲ不 頁 ナ ラ シメ、数 回接 種 ヲ行 フ場 合 ノ間 隔 が長

キニ 失 ス レバ、成 績 不 艮 ナ ルノ・勿 論 、短 ヵ キ ニ失 ス ル

時 ノ、、マ タ試 獣 ノ健 康 ヲ害 シ終 局 ノ影響 不 夏 ナ リ、 接

種 量 小 ナ レバ 間 隔 ノ・短 カ キ ヲ 妨 ゲ ズ、 接 種 量大 ナ レ

バ、 間隔 亦 從 ツ テ長 キ ヲ要 ス。

第 ニ ノ要 約 ハ第 一 要約 ト最 モ微 妙 ナ ル關 係 ヲ有 シ、豫

防接 種 量 大 ニ シテ、回 数 多 キ場 合 ノ・、 豫 防接 種 終 了 ヨ

リ感 染 二至 ル 日数 ハ梢 く長 キ ヲ可 トシ、如 何 ナ ル場 合

一 テ モ4週 間 ヨ リ短 カキ ハ不 可 トス。

第 三 ノ要 約 が 接 種 ノ 實験 成 績 ヲ 左 右 ス ルカ ノ大 ナ ル

ノ・言 ヲ須 ヒズ。 最 小 感 染 量 ヲ用 フ ル ヲ理 想 ト シ、ソ レ

目 リ稽 く大 ナ ル モ ノヲ用 フ ル ヲ、 ソノ次 トシ、最 小感

染 量 ヨ リ更 二小 ナ ル モ ノ、 郎 チ或 ノ、感 染 シ、或 ハ感 染

セ ザ ル モ ノア ル ノ量 ヲ用 フル ノ・更 ニ ソノ次 トス ベ シ。

過 大 ノ感 染 量 ヲ用 フ ル ・・、膏 二 自然 二適 合 セ ザル ノ ミ

ナ ラ ズ、成 績 ヲ匠 々ナ ラ シム ノレモ ノ ナ リ。 要 之 、 市 中

販 頁 品 タ ルAO皮 下 注 射 二由 リテ 生 菌 感 染 二封 ス ル

全 身 免 疫 ヲ賦 與 シ得 ル ノ・疑 フ ベ キ 飴 地 ナ キモ ノ トス。

26.牛 結 核 豫 防 注 射 二就 テ

有 馬 頼 吉

青 山 敬 二宮

本 雄 三 鄭

牛 結 核 ノ研 究 ヲ始 メ テ カ ラ 既 二12年 ニナ リ、 其 間種

種 ノ事 柄 ヲ経 験 シ、中 二・・新 事 實 デ アル ト信 ズル事 モ

可 ナ リニ ア リマ シ タ。今 日ハ 此 方 面 ノ仕事 デ ・・第1同

ノ登 表 デ ア リマス。

感 染 ノ危 瞼 ノ ナ イ、 帥 チSterilナ 材 料 ヲ得 テ次 二述

ブ ル實 験 ヲ開 始 ス ル 迄 二 彼是5年 ノ 日子 ヲ費 ヤ シテ

オ リマス。出來 タ材料 ヲ假 リニ 牛型AOト 言 ヒ マ ス。

先 ヅ家 兎 ヲ用 ヒテ實 験 ヲ反 復 シタ結 果 、 豫 防 、治療 共

二成 功 ス ル見 込 が立 チ マ シタ カラ、 昭 和4年12月 生

後5、6ク 月 ノ牝 ノ犠10頭 ヲ以 テ豫 防 接 種 ノ實験 二取

リ カ ・リマ シタ。皆 甚 ダ榮 養 不 良 ナ モ ノデ ア リマ シタ
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が、AO接 種 前zrツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ハ2頭 陽 性 、

8頭 陰 性 デ ア リマ シタ。 全 試 験 中、満3年 以 上極 メ テ

不 潔 ナ乳 牛牧 舎 二 多藪 ノ病 牛 ト雑 居 サ セ マ シタ。

豫 防注 射 ・・1ケ 月 ノ 間隔 デ4同 行 ヒ後 ノ・放 置 シマ シ

タ.其 後 「ツベ,レ ク リy」 反 慮 ヲ反 復 試 ミマ シタ ガ、陽

性 率 ・・漸 次 高 クナ ツ テ、1年4ケ 月 ノ間 二終 二8頭 陽

性 トナ リマ シ タ。

10頭 中3頭 ハ登 育 不 良 デ、 終 二 登 情 交 尾 ス ル ニ至 ラ

ズ、結 核 デ弊 レマ シタ。 此3頭 ヲ病 牛 ト見倣 シテ治 療

法 ヲ以 テ臨 ン ダ ナ ラ コ ノ 結 果 一 ハ ナ ラ ナ カツ タ ト思

ヒ マ スo

残 リ7頭 ・・極 メ テ健 全 二登 育 シ、満$年 間 二妊 娠1同

ノモ ノ1頭 、2同 ガ4頭 、3回 ガ2頭 デ ア リマ シタ。

7頭 中5頭 ノ・極 メ テ健 康 ナ状 態 デ㌔満3年 後 屠 殺 剖 検

シマ シタ カ・、 内4頭 ノ・極 輕 微 ナ 陳 奮 ナPrimtiraffekt

ヲ肺 二所 有 シ、1頭 ノ・全 然無 病 デ ア リマ シタ。 屠 場 ノ

検 査 官 タ ル獣 讐 ノ談 二、乳 牛 ニ シテ 、斯 ノ ヤ ウナ無 病

二近 イ肺 病 攣 ハ殆 ソ ド見 ル コ トガ ナ イ トア リマ シタ。

残 リ2頭 ハ 現 二 健 康 デ、 多 量 ノ乳 ヲ供 給 シ テ オ リマ

スo

次 二此 試 験 牛 ノ生 ソダ仔 牛 デ ア リマ ス が、前 述 ノ通 り

試 験 牛7頭 ノ妊 娠 ハ 計15同 デス ガ、 傳 染 性 流 産 二遭

ッ テ、 僅 ヵ 二5頭 ノ仔 牛 ヲ躯 ゲ マ シ タ。

此5頭 ・・生 後1週 間 以 内 カ ラ豫 防 注 射 ヲ始 メ、ヤ ノ・リ

常 二病 牛 ト雑 居 サ セ テtキ マ シ タ が、生 後101日 以 上

577日 迄 皆極 メ テ無 病 二登 育 シ、1頭 ノ、分 娩 シテ優 秀

ナ乳 牛 トナ リマ シタ。5頭 共 屠 殺 剖 楡 ノ結 果 、4頭 ハ

極 輕 微 ナPrim5raffektヲ 肺 二謹 明 シ、1頭 ・・無 病 デ

ア リマ シタ。

別 二27頭 ノ生 後 間 モ ナ キ仔 牛 二 豫 防注 射 ヲ行 ヒ、 既

二牛 年 乃 至1年 牛 ヲ経 過 シテ ヰ マ ス ガ、皆 極 メ テ健 全

二獲 育 シテ オ リ、 之 デ以 テ、未 ダ厩 舎 傳 染 ヲ経 ズ ト見

倣 ス ベ キ棲 ノ豫 防接 種 ノ・32頭 トナ リ・?ス。 阪 紳 地 方

ノ仔'ト ノ損 耗卒 ・・40%内 外 デ アル ソ ウデ ス ガ、 生後

間 モナ シ ニ豫 防 注 射 ヲ 始 メ タ、 コ ノ32頭 デ・・此 種 ノ

損 耗 ハ先 ヅ無 シ ト言 へ,レヤ ゥデ ァ リマ ス。

夏 二既 二著 明 ナ 結 核症 状 ヲ呈 シタ 牛乳 ヲ同 ジ材 料 ヲ

以 テ激 頭 治療 シマ シタ が、皆 成 功 シテ健 康 ヲ恢 復 シ マ

シ タ.就 中1頭 ノモ ノ ・・重 症 ノ慶 牛 デ 、初 メ試験 牛 ノ

傳 染 源 ト シテ用 ヒ タ モ ノ デ ア ツタ ガ、可 ナ リ速 カニ恢

復 シ、 分 娩 シテ外 見健 康 ナ乳 牛 ニ ナ リマ シタ.

以上 ヲ綜合 シテ

1)牛 結核 ノ豫 防接種 ノ・實用bス ルニ足 ルベ キ見込

ガア リマス。

2)牛 結核病 ノ特 殊療 法 ノ・豫防接種 ヨ リモー層容易

ナモ ノ ・ヤ ウニ考ヘマス。

3)此 雨法 ヲ併用 スvバ 、牛結核問題 ・・恐 ラク實用的

有 利 二解 決 シ得ル モノ ト考ヘ マス。

3.病 理學 系統 二庵 ス ルモノ

27.肺 結核 二於 ケル混合感染 二就 テ

小 野 博(阪 大第三 内科)

1884年R.Kochガ 清耗熱 二i封 シテ、Streptokken・

kurveナ ル名稻 ヲ附 シテ以來 、肺 結核 二於 ケ)レ混合感

染問題・・大 二注 目セラ レ、從 テ臨林 的 二實験 的研究報

告ノ・放暴 二逗 アラズ。多数 ノ學 者ノ・重症肺結核 二於テ

・・混合感染 ノ存在 ヲ首肯 スルガ如 キモ、爾他方二於テ

ノ・Begleitsbakterienノ 病 原性及 ビ非病 原性 ナ,vヲ問

・・ズ無害 ニシテ意義 ナキモ ノ トナ シ、今 日二至ル迄甲

論 乙駁、爾論孚 ノ霊 クル所 ヲ識 ラズ。 演者 ノ・肺結核患

者 二就 テ、ソノ肺疾 ノ細 菌學 的検索蛇 二臨脈的槻察 ヲ

行 ヘ リ。依 テ並 二報告 セ ソ トス。

附議 金 井 徳 二 郎

混合感染 ノ際、特 殊虜置 二因 リテ、混合感染 ノ経過 ト

登熱 トノ關係如何。

自分 モ数年以前齋藤學士 ト共 二此問題 二注意 シ、自家

考案 ノ「テ レビソ」油 吸入 器 ヲ 雁i用シテ 混合感染b登

熱、榮養其他 二就 テ、観 察 シタノレニ混合感染 ヲ輕度ナ

ラシム,レ事 ノ・、本症 タル結 核症 ノ豫後 二封 シ、或定度

ノ好影響 ヲ與 フルモ ノアルヲ知 レリ。

28.諸 種結核菌 ニヨル實 駿的 「ア 三ロイ ド

ーゼ」二就 テ

島 崎 櫛(大 阪市有馬研究所)

抗酸性 ヲ有 ス,レ五 株 ノ結核 菌(人 型結核菌、牛型結核

菌、BCG、 鳥型結核菌、爲結核 菌(「チモー テ」菌)ノ

生理的食堅水浮游液 ヲ廿 日鼠 ノ皮下 二生菌及 ビ死菌

ノ}伏態 ニテ反復注射 ヲ施 シ 「ア ミロイ ド・-V'Jノ登生

状態 二就 テ観察 シ共成績 ヲ報告 ス。

29.結 核菌類脂 腔及蛋 白髄 ニヨル實駿 的

「ア ミロイ ドーゼ」二就 テ

坂 村 養 三(大 阪市有 馬研 究所)

結核菌禮 ヲ「ソクス レット」法 二依 リ 「アル。コホ,レ」次

デ「エーター」浸 出ヲ行 ヒ、各別 二移 行類 脂膿 ヲ分離 ジ
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叉淺渣 タル菌蛋 白盟及 ビ封照 トシテ死結核菌 ノ「ヱム

,レジオン」ヲ廿 日鼠 ノ皮 下及 ビ腹腔 内注射 ヲ行 ヒ 澱

粉様攣性 ノ登 生陽性卒及 ビ登生期 二 就 テ實験成績 ヲ

述 ブ。

30.「 ツベ ルク リン」及乾酪攣 性物 質 ニヨル

實験 的「ア 三ロイ ドーゼ」二就 テ

姦 瀞 養 攣(大阪市有騨 究所)

奮 「ツベルク リン」及 ビ結核性乾酪攣性物質 ノ乾燥 末

ノ夫 々05%液 ヲ廿 日鼠 ノ皮 下n二反復皮下注射 ヲ 行

ヒ、「ア ミ財 ドーゼ」磯 生時期虹 二登生奉 二就 テ観

察 シ其結果 ヲ報告 ス。

宿 題 報 告

自己 ノ脛験 ヨリ見 タル無鐘 食餌(GSH食 餌)

療 法、特 二肺結 核患者 二劃 シテ

(東京帝國大學傳染病 研究所 附厩讐院)

宮 川 米 次
外 馨 局 員 一 同

著者等ノ・下 ノ如 キ事項 二關 シ、其 ノ所見 ヲ報告 セ ント

欲 ス。第一編 自己 ノ経験 ヨ リ見タル無璽食餌療怯

1.緒 言

2・ 無璽食餌(GSH食 餌)療法 ノ實施方法

3.自 覧的苦訴 ノ壇減

4.他 覧的症状 ノ壇減

5・ 禮重 二及 ボス影響'

6・ 熱 ノ経過 二及 ボス影響

7.喀 疾量 二及 ボス影響

8.喀 血 ノ有無

9.結 核菌数 二及 ボス影響

10・ 血像 二及 ボス影響

11・ 赤血球沈 降速 度 二及 ボス影響

12・ 尿 ノ病的反磨 二及 ボス影響

13.偶 獲症状

14.治 療数果 ノ概 要

15・ 無睡食餌 ト有 機質 新陳代謝 トノ關係

16・ 無璽食餌 ト無機質新陳代謝 トノ關係

17・ 無盤食餌 ト尿 中ヘ ノ食睡排泄量 トノ關係

18・ 無盤食餌 ト胃液 トノ關係

19.無 璽食餌療 法中二現 ハ レタル2 、3/1神 経症}伏

20・ 無盤食餌療法 ノ肺活 量二及 ボス影響

21・ 人工氣胸療法併用 ニコル治療所見

22・Insulin肥 脾療法 ニヨル治療所見

第 二 編、 丈献 上 ヨ リ見 タ ル無 唖 食 餌療 法

(1)Gerson,Herrmannsdorfer氏 等 ノ 食 箋 及 ビ共

ノ批 列

(ll)Sauerbruch,-Herrmannsdorfer・Gerson氏 等 ノ

治療 成 績 ノ概 括

(皿)GSH食 餌 ノ皮 膚ヌ,ハ肺 結 核 ノ治 療 二於 ケ ル追

試 者 ノ所 見

(A)GSH食 餌 ニ ヨル皮 膚 結 核 治 療 二 關 ス ル文 獄

(B)GSH食 餌 ニ ヨ]レ肺 結 核 ノ治 療 二關 ス ル文 獄

(1)良 好 ナ ル数 果 ヲ齎 ラス 療 法 トナス モ ノ

(2)注 目ス ベ キ療 法 トナ ス モ ノ

(3)噺 定 的結 論 ヲ下 ス ニ ハ 爾 早 ナ リ トナ ス モ

ノ

(4)特 二優 秀 ナ)t/t療法 ト見 倣 サ"ル モ ノ

(5)全 然無 数 時 二有 害 トナス モ ノ

(VI)GSH食 養 療 法 ノ治 療 数 果 ヲ否定 ス 」レ所 見 二i封

ス]lz、Sauerbruch氏 等 ノ見 解

(V)GSH食 養療 法 ノ結 核 二及 ボ ス作 用 二i封ス,レ批

到

肺結核患者 二射 スル無瞳食餌療 法

春 木 秀 次 郎(東 京 市療養 所)

3.病 理學系統 二屠 スル モノ

32.腸 結核症 ノ病理解割畢的研究(第 三回報告)

腸 二於 ケル結核性病髪 ノ組織學的観察

黒 丸 五 耶(東 京 市療養所)

余 ノ・東京 市療養所 二於 テ、208例 ノ成 人肺結核症屍 二

就 キ、腸 ノ病理 解剖學 的研究 ヲ行 ツタ。 肉眼的観察 二

就 テノ・、既 二其 一部 ヲ第8同 及 ビ9回 日本結核病學會

二登表 シ、尚 「結核」第10巻4號 虹 二第10巻9號 二報

告 シタ。

今 同・・炎 症論 ノ立場 カラ 腸 二於 ケル 結核性病攣 ノ組

織學 的観察 ヲ行 ツタ.而 シテ、腸淋 巴濾胞及 ビ腸潰瘍

二於 ケル結 核性病 攣 ノ配 置蚊 二蔓延状態 二 就 キ報告

セ ソトス ルモノデ アル。

33.肺 結核患者 二於ケ ル横隔膜1神経 ノ病理

組織畢的所見 二就 テ

小 山 重 雄(慶 慮大學 留學部病理細 菌學)

肋膜及 ビ横隔膜 ヲ支配 スアレトコ ロノ横隔膜辞経 ガ、肺

結核 二際 シテ如何 ナル 影響 ヲ蒙 ルモノナル カヲ究 メ

ソト欲 シテ本研 究 ヲ企 圖セ リ。而 シテ紳経組織 ノ標本

製作 二當 リテ・・其 ノ材料 ノ新奮 二 重大ナ ル關係 ヲ有
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ス ル モ ノナ,レ ヲ惟 ヒ タ ル ニ ヨ リ、余 ハ先 ヅ横 隔 膜 紳 輕

捻 除 術 ニ ヨ リテ得 タ ノレ新鮮 ナ ル 瀞 経 二就 テ 病 理 組 織

學 的 検 索 ヲ行 ヒ共 ノ成 績 ヲ鼓 二報 告 セ ン ト欲 ス。

34.喀 血 死 ノ統 計 的 同 顧

古 山 常 雄

大 正7年10月 ヨ リ昭 和7年12月 二 至 ル14ク 年 間 紳

戸 屯 田 療 養 所 施 治 患 者 ノ喀 血 死 二就 キ テ 統 計 的 二 述

ベ ン トス、喀 血死 ノ死 因 ・・出血 ニ ヨル窒 息死 ナ ル コ ト

多 キ モ亦 、空 氣 「エ ソボ リー 」或 ハ血 管 「トー ヌス」ノ急

速 ナ,レ減 少 モ與 ル ト稽 セ ラル。

出血 量 ・・嚥 下 量 ノ測 定 不能 ナ ル ヲ以 テ 全 量 ヲ知 ル ヲ

得 ズ軍 二喀 出量 ノ ミニ 付 テ 云 ヘ バ 大 量500瓦 一1000

五 或 ノ・其 以 上 二及 ブ コ トモ稀 レナ ラズ、然 レ ドモ時 二

10瓦 内外 ト云 フガ如 キ少 量 ノ喀 出 二 止 マ ル コ トア リ。

喀 血 死 者 ノ種 類 ハ 既 往 数 回 ノ喀 血 ヲ 経 過 セ ル重 症 叉

ハ 中等 症 ノ モ ノ及 ビ 常 習喀 血 者 二 現 ハ ル ・コ ト多 キ

モ間 々病 初1、2同 ノ喀 血 後 永 ク 喀 血 セ ザ ル 患 者 ニ シ

テ頓 蛮 的 二惹 起 ス ル コ トア リ。

喀 血 死 ノ頻 度 二關 ス ル5、6ノ 文 職 ヲ 見,レニ何 レモ稀

少 ニ シテ 「ウイ レ シ ピ」 ノ200人 中0.5%「 ゾル コ ー」

ノ588人 中0.25%等 ヲ最 高 率 トシ本 邦 二於 テノ・鈴 木

氏 ・・6380人 中81人(1.3%)ナ リ ト云 へ櫓 林 氏 ノ・1萬

人 中2人 ア リ シ ヲ報 告 セ ラ ル。

屯 田 療 養所 ノ喀 血 死 ノ・左 ノ如 シ。

(1)治 療 患 者b喀 血 死 ノ比

患 者 数

男1556

女697

計2253

喀 血 死

3S2.44%

S1.10%

462.O十%

(2)施 治 患 者 死 亡 数 ト喀 血 死 ノ比

施 治 患 者 死 亡 敷 喀 血死

男900384。30%

女45781.75%

言十1357463.39%

(3)喀 血 患 者 ト喀 血 死 ノ比

者患

11

59

70

血

3

3

喀

男

女

計

喀 血 死

3812.22%

813,56%

4612.44%

施治 患者及 ビ共死 亡者二於 テハ男子 二比 シ、女子 ノ喀

血死砂 ク喀血患 者 二封スノレ喀血死 ハ 女子 二於 テ高率

ナ リ。

(4>喀 血 死b病 期 トノ關係 ノ・左 ノ如 シ。

喀 血 死 第 二期 症

46男16(35.8%)

女1(2.17)

(5)喀 血 死b年 齢 トノ關係

喀 血 死 、11-2021--3031-40

468(17.4%)24(52.2%)10(21.7%)

(6)喀 血 死 ト時 刻bノ 關係

第 三 期 症

22(47.8%)

7(15.2%)

41--50

4(8.7%)

喀血死46中21(45.65%)ノ ・書 間25(54.35%)ハ 夜間

ナ リ帥チ喀血死 ノ・夜 間 二多 シ(但 シ書間 ヲ午前5時0

分 ヨリ午後6時 マデ 夜間 ヲ午 後6時0分 ヨ リ午前5

時迄 トス)。

(7)季 節 トノ關係

6月 、9月 ・・最 モ多 ク シテ各6人2月 、4月 、5月 、7

月ノ・各5人3月 、8月 、11月、12月ノ・最 モ少 ナク各3人

ナ リ其 ノ他 ノ月 二・・喀血死 二終 リタルモノナ シ。

以上 ノ統計 ヲ通覧 シテ 喀血死 ノ・重症 肺結核患者二現

ワル ・コ ト稀 レナルモ ノニア ラザル ヲ認 ム。

4.肋 膜 二關 ス ルモノ

35.割 檜例 ニ ヨルi癒着性肋 膜炎 ノ統計的槻察

糸 川 欽 也富
澤 英 一

緒 言

近時肺結核 二i封スル 人工氣胸術 ノ慮用 二於 テ 肋膜癒

着 ノ有無ノ・共治療 上重大意義 ヲ齎 ス事實 二鑑 ミ、叉一

方從 來 ノ各 方面 二於 ケル剖検蛇 二臨肱例 ニヨル肋膜炎

二關スル統 計 ノ他 日総 括 セラ レ、完 全ナル綜合完成上

一毫 ノ資料 タルヲ 得 ン歎 ト並 二剖槍屍800例 二就 テ

是 レガ統計的観察 ヲ試 ミタル 成績 ノー端 ヲ報告 セソ

ト欲 ス。

成績総 括

1・ 剖 楡例800例 中 ノ510例 帥 チ63.7%二 於 テ癒着

性肋膜 炎 ヲ認 メソノ大 部ノ・陳奮性 ナ リ。

2・ 性別 二櫨 ル癒 着性肋膜 炎罹患率ハ 男性65.7%、

女性60.9%ニ シデ僅 カニ男性 二於 テ高度 ナ リ。

3・ 生活期 二擦 ル 癒着性肋膜炎罹患卒 ハ 幼期 二於テ

最 低ニ シテ生活期 ノ経過 ス ルニ從 テ増大 シ、青年期二

於 テ最高 ヲ示 シ以後減少 ノ傾 向 ヲ示ス。

4・ 肺臓左右別 二擦 ル癒 着性肋膜 炎號 生頻 度ノ・
、男性

ト女性 トニ於 テ異 リ、左側ノ・男女略 く同卒 ナル モ男性

二於 テノ・左側 二於 テ最 モ低 ク次 イデ右側
、雨側 二於テ
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最 モ高 キ傘 ヲ示 ス ニ反 シ、女 性 二於 テノ・全 ク之 レ ト相

反 ス。從 テ雨 側 ノ登 生頻 度 ノ・男 性 二於 テ女 性 ノソ レ ノ

2倍 大 ヲ示 セ リ。

5.肺 臓各 葉 別 二擦 ル 癒 着性 肋 膜 炎 獲 生 頻 度 ハ左 側、

右 側 共 全葉 二於 テ最 モ高 ク、次 イ デ上 葉 下 葉 ノ順 位 二

逓 降性 減 少 ス 、 且 ソノ程 度 ・・略 く等 シ。

6.510例 ノ癒 着性 肋 膜 炎 二於 テ結 核 病 竈 ヲ有 セ シモ

ノ170例 帥 チ33.3%ナ リ。

7.非 結核 性 病 例 二於 テ 性 別 」 ヨ,レ癒 着性 肋 膜 炎 罹

患 卒 ・・男性 二於 テ 女 性 二 於 ケ ノレニ比 シテ 高 度 ニ シテ

且 幼 期 ヲ除 キ テ・・何 レノ 生活 期 二於 テ モ 罹 患 率 ハ男

性 二於 テ 女性 二於 ケル ニ比 シテ高 度 ナ リ。然 ル ニ結 核

性 病 例 二於 テ・・罹 患 卒 ・・男女 同率 ニ シテ 且 生活 期 ト

著 明 ナ ノレー定 ノ關 係 ヲ示 サ ズ。

8.一 般 結 核 症 例 二於 テ 癒 着 性肋 膜 炎罹 患率 ハ 肺 門

部 淋 巴腺 結 核 ヲ件 ヘ ル モ ノニ於 テ最 高 ニ シテ、之 レヲ

件 ノ・ザ ル モ ノ略 く之 レニ等 シ ク唯 肺 門淋 巴腺 ニ ノ ミ、

結 核 性 病 竈 ヲ認 ムル モ ノニ於 テ最 モ低 シ。

9・ 一 般 結核 症217例 二 於 テ 癒 着性 肋 膜 炎 ヲ認 メ ザ

リシモ ノ47例 即 チ21・6%二 過 ギ ズ、而 シテ此 ノ47例

中肺 門部 淋 巴腺 ニ ノ ミ結 核 病 竈 ヲ認 ムル モ ノ10例 急

性 粟 粒 結 核 症13例 、 陳 奮性 結 核 病 竈 ノ ミ ヲ認 メ タ ル

モ ノ15例 、 腸 結 核6例 、 鷹 脊髄 結 核1例 ニ シテ 肺 結

核 症 ノ・僅 二2例 二過 ギ ズ。

10・ 肺 臓 結 核 症161例 二於 テ病 的機 簿 ノ進 行性 蛇 二

停止 性 ナ ル モ ノ129例 ア リ、而 シ沃 之 レヨ リ急 性 粟 粒

結 核 症11例 ヲ除 ケ バ癒 着 性肋 膜 炎 ノ・ソ ノ115例 即 チ

97.4%二 於 テ之vヲ 認 ム。

治 癒 性病 竈 二於 テ ・・32例 中78例 郎 チ56。2%二 於 テ

之 レ ヲ認 ム。

11・ 非結 核 性 肺 炎 症 二於 テ 癒 着 性 肋膜 炎 ノ獲生 頻 度

ノ・「ク ルップ」性 肺 炎7例 、100%化 膿 性 肺 炎{一例100% 。

加 答見 性 氣 管枝 肺 炎56例 中33例OPチ58.9%ヲ 示 ス。

但 シ癒 着 性肋 膜 炎 ヲ認 メ ザ リ シモ ノ23例 中 ノ18例

二於 テ・・何 レ・モ2歳 以 下 ノ急 性 氣 管枝 肺炎 ニテ死 セ ル

モノナ リ從 テ 之vヲ 除 ケ バ ソ ノ頻 度 ・・8.68%二 達 ス。

以 上 ノ成 績 ヲ綜 合 ス ル ニ 大 禮 二 於 テ先 人 ノ成 績 ニー

致 ス。個 々 ノ成 績 二就 テ ノ批 到蛇 ピニ 見解 ハ原 著 二於

テ之 レ ヲ述 ベ ソ ト欲 ス ル モ、唯拉 二興 味 ノア ル事 實 ハ

結 核性 ト非 結 核性 トニ關 セ ズ、肺臓 疾 患 二於 テ ハ肋 膜

癒 着 が必 登 性 現 象 ナ ル事 ニ シテ、此 ノ肋 膜 ノ解 剖 學 的

特殊性 二由ルベキ浸 出性、蛇 ビニ増殖性 ノ病的機輔 ハ

他方 二於 テ 肺臓罹 患部 ノ固定作用 ナル事 二想到ス レ

バ蓋 シ防術機靱 ト解 スベキニ似 タ リ。

36.急 性漿液性肋膜炎 ノ稜症機構 二關 スル

實験的研究(績 報)

篶 ㌔ 徳ワ謙(堺 市立公民病院内科)

此問題 二關 シテノ・既 二著者等 ・・年來幾 多 ノ實験 的研

索 ヲ重 子屡報ヌ ル所 ガア リマ シタが、今ヌ.、最近到達

シ得 マ シタ左記各項 二 就 テ報告 セ ソトスル モノデ ア

リマス。

(1)内 分泌器官「ホルモー ソ」ノ作用 二基 ク、i新陳代

謝異常 ノ急 性滲出性肋膜 炎登症 二關 スル實験

(2)綱 状 内被細胞機 能 ノ充進蛇抑歴 二 基 〃急性滲

出性肋膜炎 ノ登症 二 封ス ル健 常家 兎蛇結核家兎

ノ態 度

(3)「 ツベ,レク リソ」反鷹陽性輔 同期 二於 ケル急性

滲 出性肋膜炎 ノ登症 有無 二關ス,レ實験的検索

15
.實 瞼結核病學

38.肺 細胞核成分 ノ結核感染 二及ボス影響

二就 テ

篇 口薪 享(大阪郁 研究所)

溝 淵氏 ・・一定 ノ結核菌 ヲ以テ虜置 シタル家 兎 二封 シ、

肺臓及 ビ其 ノ他 ノ諸臓器粉末浸 出液 ヲ 非経 口的二大

量及 ビ小量 ヲ注入 シテ結果 ヲ観 察 シタルニ、肺臓粉末

浸出液大量實験 二於 テノ・非結核性病攣 二 就 テノ・封照

ヨ リモ何 レモ高度 ニ シテ、叉結核性病攣 二就 テモ封照

二比 シ病攣 ノ高度 ナル ヲ認 メタ リ。次 二小量實験 二於

テノ・前者二反 シ、結 締組織細胞 ノ増加 ト治癒的傾向 ア

ル ヲ認 メタ リ。此所 二余 等ノ・少 シク實験方法 ヲ異 二・シ

テ肺臓粉末水溶液及 ビ 人工胃液 ヲ以テ 新鮮 ナル家兎

肺臓 ヨ リ錬 取セル肺細胞核水溶液 ヲ以 テ、前虎置 ヲ施

シタル雨家兎群 二封 シ、結核 感染 實験 ヲ試 ミタル所適

當量 ヲ以 テ前庭置 ヲ試 ミタノレ實験 二於 テ・・、何 レモ肉

眼的 二結核性病攣 ノ封 照二 比 シ、輕 度ナル ヲ認 メラ

レ、特 二肺細胞核麗置群 二於 テ著明 二現 レ リ。次 二最

小量實験 二於 テノ・、肺臓粉末塵置群 ・・何 等病攣 ノ封照

ト異 ナル所 ヲ認 メズカヘ ツテ倣頭 ノモノニ於 テ・・、高

度 ナルモ ノア リタ リ。叉 、肺核腱置群 二於 テモ前實験

ト異 ナ リ、比較的病攣 ノ高度 ナルヲ認 メタルモ封照 二

比 シ輕度ナ リ。
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以上 ノ實験 ヲ総 括 ナ シ、肺細胞核施置群 二於 テノ・何 レ

モ結核感染度 ノ輕度 ナノレヲ認 メラレ、叉 肺細胞 核含有

量 ノ少量 ナル肺臓器粉末群 ハ、小量實験 二於 テノ・何等

i封照 ト異 ナル所 ナ シ、然 ラバ カカ,レ現象 ガ如何 ナル輻

機 二依 リ惹起 サルモ ノナル カバ重大問題 ナルモ、本現

象ガ宮川博士 が栂 ヘ ラ ル ・ガ 如 キ注入肺成分適當量

ナ ル爲 メ同種組織 叉ハ 他 ノ組織 二適 當ナル刺戟作用

ヲ及 ボヌ結果 ニヨル モノナ ルカ、ヌ.ハ注射セル結核菌

ノ毒素 ガ肺成分 ト共 同作用 ヲ螢 メル結果 ニヨルモ ノ

ナ リ トセバ、カカル肺成分 ハ余等 ノ實験 二於 テ肺細 胞

核 中二存在 ナス毛ノ ・如 ク考察ス ルモノナ リ。

39.淋 巴腺物 質 ノ非経 ロ的輸入 ノ結核感染

二及ボス影響 二就 テ

坂 村 養 三
島 崎 櫛

臓 器組織 ノ非経 口的輸入 ニ ヨル 直接作用 が宮川敏授

等ニ ヨツ テ提唱 セラレマ シテ カラ、此 方面 二關 スル研

究 業績 が相亜 イデ駿 表セ ラル ・二至 リマ シタ。私共 ・・

淋 巴腺組織 ノ直接 作用 ガ結核 ノ 感染 二如何 ナル 影響

ヲ及 ボス カヲ動物實験致 シマ シタ。

今共方法及 ビ實験成績 ヲ簡軍 二申 シ述 べマス。

實験動物 ノ・「モルモット」デ注射 二使用致 シマシタ淋 巴

腺質 ・・健康 ナ,レ家兎 ノ新鮮 ナル 鼠瞑腺及 ビ腋窩腺 デ

ア リマス。此淋 巴腺物 質 ヲ無菌的操作 ノモ トニ乳 鉢 ニ

テ「エ ムルヂ オソ」ヲ作 リマ シタ、滅菌 「ガーゼ」ニ テ濾

過yテ 線繊 ヲ除去 シマ シタ。注 射 ノ分量ノ・大:`1:節チ淋

巴腺質 ノ十 分 ノー瓦。 中等jll:トシテ同200分 ノ1瓦 。

少昼帥 チ同2500分 ノ1瓦 ノ三級 トシ注射 ノ回数 ノ・各

量 ノ1回 群 ト毎2週 二1回 宛4回 群 ト致 シマ シタ。

帥 チ「レーマ」反鷹陰性 ナル健 康「モルモット」20頭宛 ヲ

1群 トシテ6群 ヲ作 リマ ンタ。

第1群 ノ・大 硅皮下注射1同

第2群 ハ大1,1:皮下注射4同

第3群 ハ中量皮下注射1回

第4群 ハ中量皮下注射4同

第5群 ・・少量皮下注射1回

第6群 ノ・少量皮下注射4同

以上6群 ハ各 々初同注射後7日 二 結核菌 「エムルヂオ

ソ1000分 ノ1竈 ノ大腿皮下1上射感染 ヲ行 ヒマ シタ。

更 二封 照動物 ト致 シマ シテ30頭/健 康 「モノレモヅト」

二同 娃ノ結核菌皮下 注射感染 ヲ行 ヒマ シタ.而 シテ結

核 感染後3ケ 月 目、4ケ 月 目及 ビ5ケ 月 目ノ3期 二分

チマ シテ各群 ヲ封 照動物 ト共 二 撲殺 シテ 各臓器 ノ肉

眼 的及 ビ組織 的検 査 ヲ行 ヒマ シタ。

其試験 成績郎 チ各臓器 ノ罹患程度 ヲ 百分傘 二槻察致

シマ ス ト掲示 ノ表 ノ如 クデア リマ シテ、肉眼的 ノ所 見

ト・・其罹患程度殆 ドー致 シテ居 リマシテ、各量群 共圭

二肺臓及 ビ脾 臓所 見 ハ1同 注射群 ヨリ・・4回 注射群

ガ罹患程度 が高 イ、叉淋 巴腺質 ノ分量 二於 キマ シテハ

大量群 ガ最 モ罹患程度高 イ少量群 ガ之 二次 ギ、中等量

群 が最 モ輕度 デアル事 力瑚 カデア リマス。猫封照動物

群 二比 シマ シテ・・大量4同 注射群 ガ 最 モ罹 患程度 ノ

高奉 ヲ示 シ少量2群 モ.稽く高卒 デア リマ シテ、中等量

群 ・・大差 ナキ カ或 ハ稽 く輕度 ナル ヲ認 メマス。総淋巴

腺 ノZF均重 景モ中等量群 ガ輕 イ率 ヲ示 シテヰマス。

右 ノ如 キ成績 ヲ 得マ シタ理 由 二就 キマ シテ・・少ク ト

モニ ツノ解繹法 ガアル ト思 ハ レマス。其一 ツノ、注射 シ

マ シタミ剃巴腺 ノ中二 含 マル ・化學的物質 が 直接 二結

核 菌 二作用 スル コ トニ ヨル カ、或 ハ今一 ッノ・宮川敏授

一門 ノ業績 ノ示ス如 ク、淋巴腺 中ノ網状 内皮系調肥系

成分 が其量 二磨 ジテ 全 均 ノ網状 内皮系 二或 ハ刺戟的

二或 ・・障碍的 二作用 ス ルコ トニ依 テ 以上 ノ様 ナ成績

ヲ現 ・・スノデナイカ ト思・・レマス。併 シ乍 ラ此鮎 二就

テ ノ詳 シ'1機構 ノ、夏 二將來 ノ研究 ヲ要 スル 事 ト思 ヒ

マス。

40.喀 血 ガ肺結核 ノ経過 二及ボス影響 二關

スル實駈的研 究

山 上 貫 哉(阪 大第三 内科)

喀血 後 二於 テ肺結核 ガ大 イ ニ進 展スル 場合 アルコ ト

ノ・臨抹 的二人 ノ知 ル所 ナ リ,余 ・・實験 的二此 ノ理由 ノ

解 決 ヲナサ ソ トシi欠ノ如 キ實験 ヲ行 ヘ リ。

海 瞑 ノ氣 管内二血液 ヲ注入 シ、之 ト同時或ハ種 々ナノレ

間隔 二於 テ結核菌 ヲ氣 管内、叉 ハ他 ノ方法 ニヨ リ與ヘ

テ肺臓二於 ケ,レ結核病 憂 ヲ 封稽 ニ ヨリ比較 シテ比較

セ リ。之 ニ ヨレバ肺臓内 二氣道 ヨリ與ヘ ラ レル血液 が

結核菌 卜共 二存在 ス ル トキノ・ソノ 病攣 ヲ甚 シクスル

ヲ知 レリ。

41.麹 酸 「フエニール ヒドラチ ン」貧血 卜實

駿的骨髄結核

禁 田賀躍(傳 研)

青 木 勉 氏 ・・1928年 余 等 ノ研 究 室 二於 テ 結 核 海 狸 二璽

酸 「フエ ニ ー ル ヒ ドラ チ ソ」ヲ連 績 注 射 セ シニ、結 核 形

成 ヲ著 明 二阻 止 ス ル ヲ得 タ リ。 何 故 盤 酸 「フ エ ニーアレ
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ヒ ドラチ ソ」ガ斯 クモ結 核 形 成 ヲ 阻 止 シ得 ル ヤ ニ就 テ

ノ・、 種 々 ノ立 場 ヨ リ考 察 シ得 べ 〃、コ ノ鮎 二關 シテ曇

キニ黒 屋 、 白井 、南 ノ實 験 研究 ア リ。 余 等 ハ青 木 氏 ノ

實 験 二於 テ盤 酸 「フ エ ニー ル ヒ ドラ チ ン」 ノ結 核 阻 止

作 用 ガ特 二脾 臓 二於 テ著 明 ナ ル ノ事 實 虹 二 藍 酸 「フ エ

ニ ー ル ヒ ドラ チ ソ」貧血 ノ脾 臓 内 二 於 ケ ノレー 定 ノ形 態

學 的墜 化 特 二脾 臓 二 内 高 度 ノ 赤 血球 再 生機 能 ノ病 的

登 現 トニ照 シ、之 ガ 同臓 器内 二於 ケル結 核 形 成 ト何 等

カ ノ關係 アル ベ キ ヲ豫 想 シ、数 年 來 形 態學 的 立場 ヨ リ

諸 種 ノ實 瞼 ヲ績 行 セ ル モ ノ ナ リ。両 同 時 二前 記貧 血 脾

臓 内 二獲 現 ス ル高 度 ノ赤 血 球貧 喰現 象 モ亦 、結 核 形 成

二何 等 カ ノ影 響 ヲ與 フベ キ ・・想 像 シ得 ベ キモ、均 シク

造 血 臓 器 ト錐 モ特 二海 猿 ノ骨 髄 二在 リテ ノ・、恐 ラ ク コ

ノ要 因 ・・極 メテ微 弱 ノモ ノ ト思 惟 セ ラ,レ。夫 ハ 余 等 ノ

1人 林 が正 常海 狸 及 ビ別 脾 海 狸 ヲ堅 酸 「フ エ ニー ル ヒ

ドラ チ ン」貧 血 二 昭 ラ シメ テ ソ ノ骨 髄 内 ノ鐵 反 慮 ヲ検

セ シニ、ソ ノ赤 血球 貧 喰 現 象 ハ殆 ソ ド存 在 セ ズ、到 底

脾 臓 内 ノソ レ ノ比 ニ ア ラザ ル ヲ見 タ ル ニ基 ク。サ レバ

赤 血 球 異 常増 殖 機輔 ト結 核 形 成 ト ノ 關係 ヲ親 察 ス ル

ニ ・・蓋 シ此 ノ動 物 ノ骨 髄 ・・好 適 ノ材 料 タ ノレヲ得 ベ シ。

仰 チ余 等 ノ 骨駁1結 核 ヲi封象 トセ ル 所 以 ノモ ノ・・以 上

ノ考 慮 二基 ク モ ノナ リ。但 シ今 同 ノ報 告 ハ ソ ノ實 験 ノ

ー 部 分 二過 ギザ ノレガ故 二確 タ ル結 論 ・・保 留 ス レ ド
、今

日マ デ ノ成 績 二於 テ 既 二二 、三 興 味 ア ル 形 態 學 的 所 見

ヲ得 タ ル ガ故 二以 下實 験 成 績 ヲ述 ベ ン トス。

余 等 ハ實験 ヲ2同 二 分 チ第1同 ハ 本 實験 トシテ 別 脾

海 狸 二堅 酸 「フ エ ニー ル ヒ ドラ チ ン」ヲ 注 射 シテ予象メ

高 度 ノ貧 血 二1ラ シメ然 ル後 生結 核 菌i/iU。mgヲ 乳 剤

トシテ皮 下 二接 種 セ リ。倫 封 照 ト シテ正 常海 猿 及 ビ別

脾 海 狸 ニ モ同 時 二同 量 ノ結 核 菌接 種 ヲ施 シ70日 後 二

剖 瞼 セ リ。第2同 目 ノ實 験 ノ・之 二反 シ本 實 験 トシテ別

脾 海狸 二同様 豫 メ貧 血 二昭 ラ シメ、然 ル後 結 核 菌 皮 下

接 種 ヲ施 ン、接 種 後 ト錐 モ 盤 酸 「フ エ ニー ル ヒ ドラチ

ン」貧 血 ヲ纏 績 セ リ。 尚 封 照 トシテ 正 常海 狸 二本 實 験

ト全 ク同様 ノ貧 血 操 作 ヲ 施 シテ 同様 結 核 菌 接 種 ヲナ

セ ル モノ及 ビ正 常海 猿 二軍 二 結 核 菌 接 種 ヲ施 セ ル モ

ノヲ置 キ何 レモ70日 後 二剖 検 セ リ。 但 シ検 索 セ ル骨

髄 ハ何 レモ大 腿 骨 幹 腔 ヨ リ探 取 セ リ。

ソノ成 績 トシテ マ ヅ結 核 形 成 ノ頻 度 ヲ恥 レニ、第1同

ノ實 験 二於 テ ノ・封 照 ノ正 常 結 核海 狸6例 ノ内 ユ例
、i封

照 別 脾結 核 海 狽4例 ノ内3例 、本 實 験4例 ノ内2例 ノ

割 ナ ル ヲ知 レ リ。第2同 ノ實 験 二於 テ ノ・鉗 照 正 常結 核

海 狸6例 ノ内1例 モ結 核 ヲ見 出 ス コ トヲ得 ズ。封 照 ノ

正 常 結 核 海狸 二盤 酸 「フ エ ニー ル ヒ ドラ チ ソニ貧 血 ヲ

前 述 ノ操 作/モ トニ施 セ ノレモ ノノ・、6例 ノ内3例 、1又

本 實 験 二於 テ ハ3例 ノ内2例 ノ割 二 結 核 病 竈 ヲ 獲見

セ リ。

以 上 ノ成 績 ノ ミニ テノ・、勿 論 全 均 ノ骨 格 内 二振 が レル

骨 髄 全部 二於 ケ ル 結 核 號 生 ノ 頻 度 ヲ 確 言 ス ル ヲ得 ザ

ル ノ・臼明 ノ理 ナ リ ト錐 モ、コ ・二得 タノレ成 績 ノ ミヲ通

覧 ス レバ、正 常 海 狸 二何 等 ノ庭 置 ヲ施 サ ザ ル時 ・・骨 髄

結 核 ノ登 生 ハ極 メ テ稀 ナ;レニ 關 ラズ、之 二別 脾 叉 ・・貧

血操 作 ヲ施 ス時 ・・ス ベ テ 結 核 形 成 ノ 頻 度 ヲ 加 フ ル ヲ

知 ル ベ シ。

次 ギ ニ コ ノ各 々 ノ結 核 竈 二就 テ 細 胞 反 鷹 ヲ槍 ス ノレニ、

各 實 験列 共 ソ レ ゾ レ 多少 ノ 相 違 ヲ 認 ムル モ ノニ シテ

特 二第2回 目 ノ本 實 験 ノ 内1例 ノ・骨 髄 結 核 ノ所 見 ト

シテ最 モ注 目 二値 ス,レ モ ノナ リ トス。

以 下 各 實験 列 二 於 ケ ♪レ骨 髄 結 核 ノ組 織 學 的所 見 ヲ記

述 ス ベ シ。第1同 正 常 結 核 海 猿 二於 テ ノ・微 小 ナJレ粟 粒

結 核 ガ存 在 シ、 シカ モ ゾ ノ構 造 ハ殆 ソ ド純 梓 二類 上 皮

細 胞 ヨ リ形 成 サ レ、之 ガ上 皮 様 二配 列 シ且 ソ骨 髄 固有

ノ組 織 トハ何 等 ノ異 常 ノ介 在 ナ シ ニ連 績 セ リ。而 シテ

封 照 ノ別 脾 結 核 海 狸 二於 テ ハ、ソ ノ結 核組 織 像 前 者 ト

大 差 ナ シ。然 ル ニ本 實 験 二於 テ ・・結 核 竈 何 レモ大 ナ,レ

ノ ミナ ラズ、淋 巴球 ノ浸 潤 相 當 二認 メ ラ レ、特 二1例

ニ ア リテ ノ・附近 ノ毛 細 血 管 壁 ヨ リ 淋 巴 球群 ノ 結 核周

園 二向 ツテ浸 潤 セ ル像 極 メ テ者 明 ナ ル ヲ認 ム。爾 他 ノ

1例 ニ ア リテ ・・中 心性 壌 死竈 存 在 セ1レヲ 見ノレ。

第2同 實 験 封 照 ノ 内 正常 海 狸 二 貧 血操 作 ヲ施 セ ノレモ

ノ ニ ア リテ ノ・、何 レモ結 核 竃 二 中 心性 壇 死 竈 ノ存 在 セ

ル外、結 締織 母 細 胞 ノ獲 生 著 明 ニ シテ叉 淋 巴球 ノ・類 上

皮 細 胞 内 二混 入 ス。然 」レニ 本實 験 ノ内1例 ニ ア リテ ・・、

ソ ノ組 織 像最 モ特 異 ニ シテ微 小 ナ ノレ結 核 竈 が、数 個 散

在 シ類 上 皮 細胞 ・・各 々別 々 二 淋 巴結 締 織 ニ ヨ リテ解

離 セ ラ レ、シカ モ核 ヲ2個 、3個 有 ス ル類 上 皮 細 胞 多

撒 ア リ。叉 定 形 的 ノラ ングノ・ンス 氏 巨 大細 胞 ノ出現 ヲ

認 ム。 シ カモ コ ノ巨 大 細 胞 ハ隣 接 セ,レ類 上 皮細 胞 トハ

等 シク結 締 織 ニ ョ リテ解 離 サ ル。尚 他 ノ1例 ニ ノ・極 メ

テ微 小 ナ ル純 粋 ノ 類 上 皮細 胞 ヨ リナ ル 結 核 ヲ認 メ タ

リ。

元 來 結 核 竈 治癒 二向 フ時 ハ結 締 織 母細 胞、淋 巴球 、 巨
'
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大細胞等 ノ出現 ヲ件 フ ト稚 セ ラルモ ノニ シテ、第2同

目 ノ本實験 二於 ケ,レ余等 ノ所見 ・・、コノ意味 ヨ リシテ

極 メテ興味深 ク且豫後上 多少 ノ希望 ヲ抱 カシムルモ

ノニ似 タ リ。余等ハ コ レ等 ノ鮎 二關 シ目下纒績 中 ノ實

験成績 ヲ待 ツテ 尚多少 ノ知見 ヲ補遺 シ得 ルモノ ト信

ズ。

42.「 ヒドロキ 」ン」ヲ以 テセル實籔的結核

治療試験

婆轟 『顎(東 京綱 大鱒 染病研究所)

余等バ カ子テヨ リ金罵類金囲化合物、酸化還元標示色

素、「ヒ ドラジン」誘導膿 ニツキテ實験的結核 二封ス ル

影響 ヲ検 シ、「フエニール ヒ ドラチ ソ」並 二倣種 ノ類似

ノ化合物 ノ著 シク結核形成阻止作用 ヲ表 ・・スコ トノ・、

青木、黒屋、 白井諸氏 ノ報告 セル盧 ナ,レガ、之 レラノ

物 質 ノ酸化 又・・還元 ヲ支配 スル酸化還元電位 ト、共 ノ

結核 形成 阻止作用 トノ間二 密接 ナ)レ關係 アルベキ ヲ

豫 想 ン、目下 ハ酸化凝元電位 ヲ標 準 トナ シ、共電位 ノ

低 キモ ノヨ リ、高 キモ ノニ至,レ迄各種 ノ物 質 ヲ選定 シ

試験 二供 シツ ・ア リテ、此 ノ「ヒ ドロキ ノyゾ ・其 ノ高

キモ ノ・例 トシテ選 ビタルモ ノナ リ。此 ノ物質 ノ有 ス

ル電位 ・・標準濃度 二修正 シテ0.7「 ボ,レト」ニテfメチ

vソ 」青 ノ約0.4ボ ル ト」二比 シ著 シク高位 ナル ニヨ

リ、此 ノ物 質 ノ還 元剤 ナルニ係 ラズ、結核病窟 二封 シ

テノ・其電 位高 キニ失スル爲 メ カ、結核形成阻止作用 ヲ

著明二示サザ リキ。

43.肺 内注射療法 ノ實鞍的研究

今 村 荒 男

澁 川 隆 曹(大 阪帝大第三 内科ノ
米 田 庄 三 郎

肺結核 患者二於 テ肋 膜癒 着 ヲ來 セル者 多キ 故 二胸壁

ヲ通 ジテ肺 内へ 直接藥剤 ヲ注射ス ァレ事 ハ實行 ノ可能

ア リト信 ジ、 余等ノ・實験 的海狸肺結核 二2-3物 質溶

液 ヲ注射 シ共 成績 守報告 セ ソ トス。

6.生 物撃的實瞼

44.健 康及 ビ結核家兎 二於 ケル鐵 及 ビ銅製

剤投與 ニヨル實瞼的研究 〔第一報)

井 上 茂 治(阪 大第三 内科)

健 康及 ビ結核家 兎 二鐵 及 ビ銅製剤 ヲ投與 シテ 之 が造

血機 能 二及 ボス影響 二就 テ研究 セ リ。

45.血 液滴像法 ノ研 究(第 一同報 告)

各種動物 ノ血液滴像

(追加 ワッ匂 レマ ソ氏徽毒 反慮陽性 者蛇

二肺結核 患者 ノ血 液滴像)

高 恒 秀 雄

ユ928年Meyer及 ビBierast雨 氏 二依 ツテ創案サ レ

マ シタGuttadiaphotノ ・其 ノ後Schillingヲ 加 ヘテ3

氏氏共同研究 ニ ヨリ略 々實地的意義 ガ 關 明ザ レタ様

デア リマス。

爾來各 國二於 テδ亘試 サ レマ シタ 所原著者等 ノ圭唱 二

封 スル賛否 ノ・甚 ダ匠 々デア リマス。然 シ私 ガ或時季 二

少数例 ノ肺結核患者 ノ 血液滴像法 ヲ原 法 二依 り試 ミ

マ シタ所彼 ノ人等 ノ主唱 ス ル様 ナ 斑紋 ガ病症 ノ輕重

ヨ ヨツテ相違 スル ノヲ見 タノデア リマス。拉 二於 テ私

ノ・純 日本紙 ヲ用 ヒテ 血液滴像法 ヲ行 ツテ見 マ シタ所

大杉原奉書 ガ好都合 デアルコ トヲ見出 シマ シタ。爾來

大杉原書奉 ヲ用 ヒテ實験 ヲ行 ツタ ノデア リマス。實験

ノ第一著 手 トシテ 各種 動物 ノ血 液滴像 ヲ見 マシタ所、

各種 動物 二依 ツテ梢 く異ナ ツタ所 見ヲ得 マシタノデ報

告 シヨウ トス ルノデ ア リマス。引績 キ人膿 ノワ ッセ,レ

マ ソ氏微毒 反慮陽性 者蛇 二 肺結核患者 ノ血液滴像二

就 テモ實験 ヲ行 ヒ其倣 ガ数 十 例 二達 シマツタノデ併

セテ コ ・二報告 シヨウ トス)レノデ ア リマス5各 種動物

二就 テハ何等 ノ虜 置 ヲ ナサ ナイ 所謂健康 ナ而 モ成熟

シタ動物節 チ成人、猿、犬、牛、山羊、家兎、海猿、

鼠、廿 口鼠、鳩、家鶴、蛙 、鮒等 ノ種 デァ リマス。實

験方法ノ・ノく杉原奉書 ヲ用 ヒタ外原法 二微 ヒ、唯 ダ探血

…一アタ リ静脈 カラ探血 不能 ノモハ ノ 心臓i穿刺 ニ ョリ

探血 シマ シタ。血液滴像 バー般 二圓形 ヲ呈 シ邊絵線 ヲ

以 テ周園 ト境 サ レテ居 リマス。以上 實験動物 中哺乳動

物 二厩 スルモ ノ・血液滴像 ヲ概括 シテ申 シマス ト、中

央部周国部邊縁部等 二依ツテ 色調 ノ濃淡 ガアルケ レ

ドモ濃黒 赤褐色 ヲ呈 シ(投射、透 過、電燈、 光線何 レヲ

用 ヒテモ可)光線 デ透 見ス,レトキ・・邊縁 部 二著明 二輝

〃紅赤色 ノ光輪 がア リマス。血液 ガ紙片 二吸取サ レル

状態 ノ如何 二 依 ツテノ・黒 赤色 ノ血液凝塊 ヲ現 シ滴像

全需 が紅赤色 二輝 ク光輪 ヲ呈 スルモ ノガァ リマヌ。例

ヘバ犬 ノ血液滴像 ノ如 クデア リマス。鳩、家鶏等 ノ血

液滴像 ハ中央 二濃黒 赤色 ノ血液凝塊 ヲ認 メ、ソノ周圏

二同色調 ノ淡 キ周園 がア リ、大多敷 ノ場合 二於 テ滴像

ヨ リ遊離 輪様 突起 ヲ現・・ス傾 向 ガア リでス。周園部 二

・・盤 リ輝 カナ イ紅褐色 ノ光輪 がア リ、叉遊離輪様突起

ノ邊縁部 二細 ク輝 ク淡 黄褐色 ノ光 輪 がア リマス。蛙 ノ
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血液滴像ハ 中心部濃黒褐 色 ヲ呈 シ、中央 部精 く淡 キ同

色調 ヲ呈 シ、周園部 二淡黄褐 色 ノ畢 輪 がア ツテ邊縁線

二移行 シマス。細 ク輝 ク淡 黄褐色 ノ光輪 ガアルケ レ ド

モ時 ニハ所 々デ中噺 ス,レコ トガア リマヌ。鮒 ノ血液滴

像 ハ中心部 カラ邊繰部 二至 ルニ從 ヒ、色調 ノ度 ヲ壇 ス

濃褐色 ヲ呈 シ光輪 ハ細 ク淡 黄褐色 二 輝 クケ レド時 々

全然鉄如 スルコ トサヘア リマス。以上 ノ所 見 ヲ以 テシ

マス ト私 ノ實験範園 ノ動物 中
、哺乳動物、鳥類、鮒、

蛙 等 ノ剃別 二 資 スル 所 ガアラ ウト推考 スルモノデア

リマス。

次 二病 的血液 即チヱ2セ)1/マ ン氏徽毒反慮陽性者蛇 二

肺結核 患者 ・血液滴像 デア リマスガ中心、中央 部 ハ濃

黒赤褐色 ヲ呈 シ周 園 二淡黄赤褐色 ノ皐輪 がアツテ、邊

縁 線二移行 シ 同部 二淡黄赤褐色 ノ白色味 アル 著明 二

輝 ク光輪 ヲ有 シマス(所 謂健 康者 ノ血液滴像 ハ哺乳動

物 ノ滴像 ト同 ジク 中央周園部 ノ・濃赤黒褐色 ヲ呈 シ邊

縁線 二移行 ス、光輪 ノ・紅赤色 ノ著明 二輝 ク ヲ特徴 トス

ルモ ノナ リ)。此 ノ輩輪 ノ幅 ノ廣 イモ ノヌ、ハ遊離輪 ノ

著 明ナモ ノヲ 強陽性(柵)中 等度 ノモ ノ ヲ 中等度陽

性(++)弱 度 ノモ ノヲ弱陽性(十)墾 化不 明瞭 デ 所謂健

康者 ノ血液 滴像 ト匠別 シ難 イケ レド爾稽 ミ攣化 アル

モノヲ疑反慮(±)ト シ、健康血液滴像 ヲ(一)陰 性 ヲ以

テ現ノ・シマス。私 が實験 シタ結果 ヲ表 二示 ス ト次 ノ如

キモノデ ア リマス.

所謂健康者 ト血液 肺結核 ト血 液滴像

滴像 トノ關係 トノ關係(其!一)

所 謂健 康者二於 ケル血液滴像 ト

赤血球沈降速 度 トノ關係

赤 沈 速
mm

一 一

検査人員
G.一

G.十 一

G.十

G.十 十

G柵

1-20

10

8

1

1

0

0

i2・

赤沈速測 定ハ ウヱス テルグ レソ氏法 二依 リ

上段 ノ数字ノ・1、2時間 ノ卒均値

肺結核患者 二於ケ ル血 液滴像 ト

赤血球沈降速度 トノ關係

聾瀞1・-2・12・ 一一5・15・以上

検 査人員14

G.

G.±

3

4

G.十

G.十 十

G.判 十

6

1

0

2522

0
θ

4

10

6

の
」

1

Gノ ・「グ ツ タ ー ヂ

ア フ オー。ト」

検査人員 10

G.一 8

G.十 一 1

G.十 1

G什 0

G.柵 0

0

5

ワッセ,レ マ ン氏 徴

9

毒 反慮 陽性者 ト

血液滴像 トノ關係

槍査人員61

肺 結 核
G.一

7

肺結核
G.±

8

肺結核
G.十

46
1

7

肺結核 ト血液滴像

トノ關係(其 ノニ)

肺結核患者 二於 ケ ル血 液滴像 ト温度 トノ關係

温 度14・ ・一 ・2・ぴci・4・5-2…Ocl37・ びC

難諜 鷺 讐ド陰
(}.-2001441188 4

(}.±61034200 2

G.十72010300 0

G.十 十33100000 0

G柵02500000 0

髄 刷7・
WaR.十

G十
36

WaR.十

G._
35

検 査

人 員

G.一

G.±

G.十

G.十 十

G.・}・1・1・

響麟階
620

T

11

下
了

了
下
11

了

τ
τ
T

T

之 レヲ要 スルニ

1・ 所謂健康者 ノ 血液滴像 ・・陰性 二 現 ノ・ル ・モノ多

シ。

1・ ヱ2セ ルマ ソ氏徽毒反慮陽性 者ノ血液滴像・・陰、

陽性牛 ス。

1.肺 結核 患者 ノ血液滴 像 ハ 陽性 二現 ハ2L・・モノ多

シ。

1.肺 結 核患者 ノ血液滴像 ノ 陽性率 強 キモ ノ程病状

重 キ傾 向 ア リ。

1.所 謂健康 者 ノ赤血球沈降速度 ハ卒均値20以 下 ナ

リ。

1.肺 結核患者 ノ赤血球 沈降速 度・・、血液滴像 陽性 卒
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強 キ モ ノ程 早 シ。

1.血 液 滴 像 ハ共 ノ 實 施 時 ノ温 度 二 關 係 ス ル コ ト大

ナ リ。

特 別 講 演

肺 結 核 患 者 り妊 娠 中 紹

内科 的 見解

大 里 俊 吾(金 澤 磐 科 大 學 教 授)

結 核 ト妊 娠 トノ關 係 ガ臨 林 家 ノ注 意 ヲ惹 イ タ ノ ノ・、古

ク カ ラ デ ア ラ ウガ、19世 紀 前 牛 マ デ ノ・、 專 ラ樂 観 的

氣 分 ガ1張ソ テ居 タ。然]レ ニ1850年GrisoUeノ 投 石 ガ

渦 紋 ヲ起 ジテ、種 々二論 議 セ ラル ・二至 ツ タ。 一 般 カ

ラ言 ツ テ、佛 國學 派 ノ學 者達 ハ、 概 シテ保 存 論 者 デ、

且 ツ樂 観 的 見解 ヲ有 ス ル モ ノガ多 カツ タ。之 二 反 シテ

濁 逸 學 派 ノ間 二 ・・、妊 娠 ノ肺 結核 二及 ボ ス悪 影 響 ヲ認

ム,レ ト共 二、妊 娠 ノ早期 中 絶 ヲ圭 張 ス ル者 が次第 二多

〃 ナ リ、世 界 戦孚 ノ頃 迄 ・・其 ノ考 ガ磐=界 ヲ最 モ支 配 シ

テ居 タ。 然 ル ニ世 界 戦q〒後 猫逸 二於 テ モ、結 核 妊 娠 ノ

保 存 的治 療 ヲ主 張 ス ル モ ノ ガ次 第 二多 〃ナ リ、且 ツ之

ヲ臨 抹 的 経験/基 礎!上 二立 ツ テ 圭 張 ス,レ學 者 モ撒

名 現 レタ。(Scherer,Curschmanh,Menge,Schultze・

Rhonhof)其 他 ノ國 々二於 テ、 例 ヘバ 、 伊 太 利 デ ノ＼

Maragliano以 來 悲 観 論 者 ガ多 ク、 米 國 デ ノ・樂 観 論 者

ガ有 力 デ ア ル。如 斯 結 核 ト妊 娠 トノ關 係 二封 ス ル見 解

虹 二之 が封 策 二就 キ テ ノ意 見 ノ・、國 二依 リヌ,時代 二庶

ジ テ大 ナ ル相 違 ノア,レ ヲ知 ル。而 ヅテ共 ノ根 抵 二人 口

問 題 、宗 敏 的 因襲 ノ流 ガ ア リ、 叉 肺 結 核 治 療 ノ進 歩 が

多 少 影 響 シテ居 ル ノ ヲ見遁 ス事 ハ 出來 ナ イ。

今 内科 磐 ト シテ ノ経 験 ヵラ、肺 結 核 が妊 娠 中、 若 ク ノ・

分 娩 後 一 定 ノ期 間 二於 テ、増悪 シ若 ク・・初 メ テ症 候 ヲ

呈 ス,レ事 ノ・稀 デ ・・ナ イ。演 者 ノ乏 シ キ経 験 ヲ以 テ シテ

モ、分 娩 後 ノ・殊 二警 戒 ヲ要 ス ル モ ノ ・標 デ アル。 余 等

ノ敏 室 二:於 テ 大 正13年6月qリ 昭 和6年 末 二 至)レ

7ヶ 年 牛 二於 ケ ル 既 婚 嬬 人 ノ結 核 性 疾 患 ニテ 入 院 セ

ル モ ノ387名 、ソ ノ過 牛 ノ・肺 結核 デ、 之 二肋 膜 結 核 ヲ

加 フ ル 時 ノ・3分 ノ2強 トナ ル。 中、59名(ソ ノ3分 ノ

2近 クハ 同襟 二肺 結 核 及 ビ 肋 膜 結核 が占 メ テ居 ル)帥

チ15.25%・ ・妊 娠 若 クノ・産 後 二於 テ 患 者 ノ自 魔 的症

候 ノ初蛮 シタ モ ノデ アル。 此 ノ59名 二 質 問 書 ヲ登 シ

テ、 昭和7年 末 二於 ケ ル、状 態 ヲ調 査 シ、返 事 ヲ得 タ

モ ノ が42ニ シテ 、 中17(40.47%)ノ 死 亡 例 ガ ア ル。

之 ヲ細 別 ス レバ 、 産 後 二登 病 シ タ モ ノ ・52.4%、 流

産 後 二登 病 シタ モ ノ ・40.O%及 妊 娠 中 二 雲 病 シタ モ

ノ ・33・3%が 死 亡 シテ 居 ♪レ。 妊 娠 若 クノ・産 後=蛮 病

シタ肺 結 核 ノ 豫 後 ノ 甚 ダ 悪 イ 事 ノ・、Fr.・.Mtiller,

Rosthorn,u.Fraenkel,Bar.Lydtinu.Linde等 ノ蓮

ベ タ虞 デ ア ル。 同 ジ期 間 二於 ケ ル外 來 患者 中、妊 娠 ニ

シテ且 ツ肺 尖 浸 潤 、肺 尖 加 答 見、 肺 門結 核 、 肋 膜 炎 後

ノ癒 着 等 ノ病 名 ヲ附 セ ラ レ、入 院 二至 ラ ザ リシモ ノニ

質 問 ヲ蛮 シ テ、今 日迄 二答 ヲ得 タ モ ノ ガ15名 デ ア)1/。

ソノ凡 テ が輕 快 ヲ報 ジテ居 ル。 潜 伏結 核 、痕 跡 的結 核

等 ノ妊 娠 二依 ル 増 悪 率 ・・、 極 メ テ小 デ ア ル ト言 フ、

Pankow,Winter,Lydtin&Linde,Beckmann&Kirch

等 ノ意 見 ニー 致 シ タ成 績 デ ア ル。

妊 娠 ニ ヨ ル肺結 核 増 悪 ノ原 因 ト シテ、 種 々 ノ機 械 的、

生物 學 的、免 疫 生 物 學 的 等 ノ諸 説 ガ存 立 ス ル。 演 者 ノ

敏 室 二於 テ、正 常 蚊 二結 核 妊 婦 ノ妊 娠 中並 二分 娩 若 ク

ノ・妊 娠 中絶 後 ノ ピル ケ氏 反 磨 、血 清 ノ結 核 菌 二封 スル

補 燈 結 合 反 鷹 、凝 集 反 鷹 、 補 膿 量等 ヲ測 定 シタ結 果 デ

ノ・、妊 娠 中 二於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リ ン」反 磨 陽性 度 ヲ甚 ダ

小 ナ リ トス ル先 人 ノ所 見 ヲ詮 明 シ、妊 娠 後 牛期 二於 ケ

ル補 膿 結 合 反 磨 ノ壇 強 ヲ謹 明 シタ。併 シナ ガ ラ之 ガ意

義 二 關 シテ ノ・、演 者 ノ・今 日伺 ホ充 分 ナル解 繹 ヲ有 セ ナ

イ。

結 核 妊 娠 ノ封 策 トシテ、保 存 論 者 ト中 絶論 者 トガ相 樹

峙 セ ル ・・上 述 シタ。 而 シテ 多 数 ノ統 計 ノ・、妊 娠 早 期 二

中絶 ス レバ、後 ノ結核 ノ経 過 ヲ頁 好 ナ ラ シ ムル事 が多

イ事 ニー致 シテ ヰ ル。 演 者 ガ 金 澤 讐 科 大 學 婦 人科 敢

室、 市 内 某 病 院 ノ材 料(演 者 自家/経 験 例 ハ是 等 ノ中

二包 含 セ ラ ル)ヲ 合 シテ、 中絶 前 ノ 病 竈 ノ振 リ等 ノ明

瞭 二知 ラ レタ ル モ ノ55二 就 テ質 問書 ヲ螢 ・y、52ノ 返

書 ヲ得 テ統 計 ヲ取 ツ タ塵 デ ノ・、 ツル バ ソ・グ ル ハル ト

氏 ノ第 一 期 肺 結 核 二團 ス ル モ ノ デ、 妊 娠2-4ケ 月 ニ

テ 中絶 シタ モ ノ ・88%ノ 有 数 率 ヲ 示 シ、 之 二反 シ第

三 期 肺 結 核 デ妊 娠5-7ケ 月 デ 中 絶 シタ3例 中2例 ノ・

死 ノ輔 蹄 ヲ取 ツ テ居 ル。此 ノ事 ノ・先 人 ノ所 報 トー 致 ス

ル虞 デ ァ,レ(Pankow&KUpferle,Franz&Zondeck

Winter藤 村 、大 塚 、明城 等)丈 献 ヲ案 ズ)レニ、 ツ,レ

五 ∠ ・ゲ ル ハ ル ト分 類 法 ヨ リノ・進 歩 シ タ ル分 類 法 二基

イテ、妊 娠 中絶 ノ成 績 ヲ批 列 シタ モ ノ ガ ア)レ(Lydtin

u.Linde,Beckmannu.Kirch)。

併 シナ ガ ラ結 核 妊 娠 ヲ、早期 ヨ リ療 養 所 二於 テ充 分 ナ

ル安 静 ト適 當 ナ ル注 意 ノ下 二治 療 ス ル 時 ノ・、其 ノ成 績
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・・必 ラズ シモ 中絶 ノ場 合 ノ ソv二 劣 ラズ トノ・Scherer

Cuschmann,Schultze・Rhonhof,Jennings,Marielbe

undLitzenberg等 ノ掲 ゲ タ販 字 ノ示 ス トコ ロデ アル。

帥 チ 若 シ結 核 妊 嬬 ニ シテ、妊 娠 早 期 ヨ リ分 娩 後 長期 二

亙 ツ テ、療 養所 治 療 ヲ享 ケ得 ノレニ充 分 ナ ル資 力 若 クノ・

便 宜 ヲ有 ス ル ナ ラバ、妊 娠 中絶 ヲ必 要 トス ル肺 結 核 ノ

適 磨 症 ノ・、甚 ダ シク限 定 セ ラ レル デ ア ラ ウ。

從 來 ノ保 存論 者 ト中絶 論 者 トノ論 孚 ニ へ 母 膿 ノ肺 結

核 其 物 ノ外 二、母 膿 ト胎 見 トノ何 ヲ ヨ リ多 ク尊 重 ス ル

ヤ ノ意 見 ノ相 違 二 基 ケ リ ト 見 倣 サ ル ベ キモ ノ ガ欝 ク

ナイ。仰 チ吾人 ノ・結 核 母 禮 ヨ リ生 レタ ル小 見 ノ蓮 命 二

・一督 ヲ與 フ ル ノ 要 が ア,レ。Couvelaire,Lacomme,

Forssner,Schultze・Rhonhof等 ノ所 述 ヲ綜 合 ス)レニ、

結 核 妊 嬬/早 産 卒 ・・相 當 大 ナ ル モ ノデ ア ル。併 シ結 核

母 親 ノ子 供 ト錐 モ、成 熟 出 産 シタ モ ノ ・艦 重 ハ、 健 康

母 親 ヨ リ生 レタ モ ノニ比 シテ 大 ナ アレ遜 色 ナ シ ト言 フ。

今 小 見 ヲ結 核 母 親 二哺 育 セ シム ル時 ・・、過 牛 数 ハ結 核

感 染 次 デ結 核 死 ヲ來 ス モ ノデ ア ル ガ、之 ヲ出 生 直後 二

母 親 カラ引 離 シテ育 テ ル時 ハ、小 見 ノ結 核 二罹 患 ス ル

モ ノ・・極 メ テ勘 イ。夫 ニ モ係 ラ ズ是 等 ノ小 見 ノ早 期 ノ

死亡 率 ・・相 當大 キ イ モ ノ デア ル。此 ノ事 ・・初 生見 ノ哺

育 二際 シテ、母 性 愛 ノ籠 ソ タ必 要 ナ ル注 意 ヲ猷 ク爲 デ

ア ラ ウ(Couvelaire)。

帥 チ結 核 妊 娠 ノ保 存 療 法 二際 シテ ノ・、妊 婦 ヲ赦 容 ス ル

施 設拉 二 出産 小 見 ヲ母 親 ヨ リ 離 シテ 哺 育 ス,レ ニ充分

ナ,レ機 關 ノ存 在 ヲ前 提 トス ル。尚 ホ保 存 療 法 二件 フデ

アnウ 虎 ノ母 禮 ノ塘 悪 若 ク ノ・損 失 卒 ヲ差 引 ス ノレ時 ノ、、

ソ ノ場 合 二得 アレ小 見 ノ側 カ ラ ノ利 盆iハ 案 外 大 デ ナ イ

事 が剣 ノレ。

本 邦 二於 テノ・、19世 紀 末 ヨ リ20世 紀初 メ ノ蜀 逸 磐 學

ノ影 響 ヲ受 クル事 大 ナ ル モ ノガア リ、從 來妊 娠 ノ結 核

二封 ス ル悪 影響 が、多 少 過 信 セ ラ レ テ居 タ傾 力"アノレ様

ニ モ思 バ レル。 今 濁 逸 磐學 界 二於 テ、保 存 論 者 ガ漸 ク

擾 頭 セ ソ トセ ノレ時 二當 リ、日本 讐 學 二於 テ モ 之 二追 從

ス ベ キデ ア ラ ウカ。

由來 日本 ・・伊 太 利 ト 似 テ人 口過 剰 二 苦 シ ミツ ・ア,レ

國情 ニ アル。 結 核 ノ蔓 延 セ ル事遙 二之 二 優 リ、結核 療

養 施 設 及 ビ 育 見施 設 等 ノ極 メ テ 貧 弱 ナル 事 ノ・周 知 ノ

蓮 リデ ァ,レ。夫 ニ モ係 ラズ軍 ナ ル 目先 ダケ ノ人 道 論 二

支配 サ レテ、肺 結 核 妊 嬬 ノ保 存療 法 ヲ圭 張 ス ル事 ハ、

徒 二母 親 ト小 見 トノ 結 核 死 亡 卒 ヲ 増 加 サ セ ル ノ ミナ

ラ ズ、肚 會 二封 シテ結 核 蔓 延 ノ種 ヲ・深 ク植 工付 ケ ル結

果 トナ ル ノ ミデ ァ ロ ゥ。

個 々 ノ場 合 二於 ケ ル 肺 結 核 妊 嬬/妊 娠 中絶 ノ 適 磨症

ノ決 定 二際 シテ、以 前行 ノ・レテ居 タ様 ナ膿 重 減 少 、 盟

温 上 昇 、 咳 漱 、 喀疾 、喀 血 等 ノ症 候 ノ ミヲ以 テ決 定 ス

ル事 ノ・今 日デ ノ・許 サ レナ イ事 デ、熟 練 シタ ル手 ヲ以 テ

シテ ノ 理 學 的検 査 二加 フル ニ、 優 秀 ナ ル技 術 ニ ヨ;レ

Vソ トゲy所 見等 ヲ加 味 シテ決 定 ス ベ キデ アル。一 般

カ ラ言 ツ テ肺 尖 ノ硬 化 、肺 門 結 核 、 肋 膜 炎 後 ノ搬 痕 等

ノ・中絶 ヲ要 セ ザ ル事 多 ク、之 二反 シ早 期 浸 潤 其 他 妊 娠

中 二獲 來 セル肺 病 竃 ノ活 動 ・・、可及 的速 二 中絶 ス ベ キ

デ ア ル。顯 著 ナ ノレ不 頁 ナ,レ豫 後 ヲ思 ・・セ ル肺 疹 妊 婦 二

關 シテ へ 佛 國 、 米 國 等 ニテ ・・一般 二!J・見 二重 キ ヲ置

キ、 保 存 療 法 ガ圭 張 サ レ,レが、本邦 二於 テ ・・上 述 ノ理

由 カ ラ、余 ・・中絶 ヲ圭 張 セ ソ ト欲 ス。 此 ノ鮎 二就 テ 日

本 ノ現 状 カラ 見 テ、過 ギ タ ノレノ・及 バ ザ ル ヨ リノ・伺 ホ可

ナ リ ト信 ズ ル。

肺 結 核妊 娠 ノ保 存 療 法 ト シテ、第 一 二適 當 ナ ル療 養 所

治 療 ガ数 ヘ ラノレ ・外 二、 補 助 療 法 トシテ 「ツ ベ ル ク リ

ソJYtf法(Scherer)、vソ トゲ ソ治 療(Schultze・Rhon●

hofu.Hausen)虹 二 人 工 氣 胸 療 法 等 が 從 來 行 ・・レテ

居 ル。但 シ文 献 二徴 ス ル ニ、人 工 氣 胸 療 法 ノ数 果 ・・、非

妊 患婦 ノ場 合 二於 ケ ル如 キ大 ナ ル期 待 ヲ置 ヵ レ得 ザ

ル ガ様 デ ア ル。横 隔 膜 碑 経 切 除 蚊 二胸 廓 成 形 手 術 モ、

妊 娠 ト雨 立 シ得 ル事 が経 験 セ ラ レテ居 ル。

2.産 科 畢 的観 察

岡 林 秀 一(京 都 帝 國 大 學 教 授)

抄録 ナ シ。

46。 魚 類 ノ鱗 ヲ邊 過 ス ル光 二就 テ

佐 藤 昇(京 都 市 立宇 多 野療 養 所)

淡 水 魚 類 ノ 鱗 二就 テ 光 學 的 検 査 ヲ行 ツ タ 成 績 ヲ述 ベ

ル。水 中 二生 活 ス ル動 物 二封 ス ル光 ノ作 用 ・・吾 人 ノ興

味 ヲ引 ク 者 力"アル。

魚 類 ノ鱗 ノー 般 性 状 二就 テー 言 ス ル ト、全 部 角 質 ヨ リ

成 リ、外 界 二露 出 ス ル末 端 二近 イ部 分 ニノ・色 素 彩粒 ヲ

含 ソデ居 ノレ。背 部 ノ鱗 ・・腹 部 ノ者 ヨ リ色 素 量 ガ多 イ。

鱗 ノ角 質 ヲ被 フテ 居 ル 表 皮 暦 ニノ・表 皮 細 胞 ノ他 二粘

液 ヲ分 泌 ス ル 粘 液 細 胞 及 ビ 機 能 不 明 ノ「コ ル ベ ン」細

胞 ガ アル。實 験 方 法 トシ テ ハ光 源 ニノ・小 型 「ア 〃 メ」太

陽 燈(水 銀 石 英 燈)ヲ 用 ヒ、Hilgerノ 小 型 分 光 器 ヲ使

用 シテ分 光 罵 眞 ヲ撮 影 シタ。實 験 材 料 ハ生 キ タ鯉 及 ビ



361 総 會 演 説 要 旨 【第11巻

鮒 ノ鱗 。 是 等 ヲ實 験 直 前 二注 意 シテ剥離 シ、粘 液 ヲ蒸

鯉 水 デ洗 ヒ落 シ、豫 ジメ脱 脂 シタ清 潔 ナ2枚 ノ水 晶 薄

板 間 二挾 ソデ 分光 器先 端 ノ「ス パ ル ト」二 固定 シテ、水

銀 石 英 燈 デ 種 々 ノ 異 ツタ 時 間 ノ 間 照 射 シテ分 光 鴇 眞

雌 ビニ封 照爲 眞 ヲ撮 影 シ テ比較 研 究 シタ。「ス パ ル ト」

二相 當 ス ル鱗 ノ部 分 ノ・外 界 二 露 出 ス ル 色 素 ヲ有 シテ

居 ル部 分 デ僅 二不 透 明 デ アル。實験 中 ハ新 鮮 ナ蒸 瑠 水

ヲ絶 エ ズ滴 下 シテ鱗 ノ乾 燥 ヲ防 イ ダ。實験 成績 二就 テ

簡 軍 二述 ベ ル ト、鯉 ノ表 皮 層 ヲ ツケ タ儘 ノ背部 ノ鱗 ヲ

照 射 ス ル ト、1秒 デ 可 覗 部 末 端 ノ435gA、4078A、

及 ビ紫 外 線 起 始 部 ノ3655A中 心 ノ光 帯=が透 過 シ10秒

後 ニ ノ・3132A中 心 ノ光 帯 ガ僅 カニ現 ハ レ10分 後 二 ・・

4916A、S461A,b"透 過 ス,レ。

30分 後 二・・S791A,h"透sa・y 、.60分 後 二始 メ テ水 銀 紫

外 線 特 有 線 ノ ー ナ ル2536A中 心/光 帯 ガ辛 ウ ジテ感

光 ス)レ。 而 シテ約2gooA以 下 ノ短 波 長 ノ光 ・・此 鱗 ノ

爲 二殆 ド全 部 吸 牧 サ レル。腹 部 ノ鱗 ノ・前 者 ヨ リ吸 牧 率

が少 イ。 鮒 二於 テハ鯉 ト反 封 デ ア ノレ。鱗 ノ表 皮 暦 ヲ剥

離 シテ角 質 ノ ミヲ 照 射 ス ル ト表 皮 暦 ヲツ ケ タ者 ヨ リ

光 ノ透 過 ガ早 イ。 以 下 圖 表 ノ通 リデ アル。

斯 様 二光 ノ透 過 二就 イテ 時 間 的差 異 が 生 ジル ノ ハ光

ノ強 サ ト光 二封 ス ル鱗…ノ吸 取峯 二原 因 ス ♪レカ・Bolmeter

ヲ有 シナ イ吾 々ノ・何 等数 字 的 二言及 ス ノレヲ得 ナ イ。分

光窺 眞 デノ・輝 線 が全 部 縞 状 トナル。是 ・・鱗 ノ表 面 が亭

滑 デ ナ ク且 ツ色 素 粒 ガ ア ル部 分 ・・、光 ヲ通 過 セ シ メ難

イ爲 ダ ト考 ヘ ル。

以 上 ノ分 光 鳥 眞 カ ラ観 察 ス ル ト、鯉 ト鮒 トノ鱗 ノ・光 ヲ

ヨ ク透 過 セ シメル 者 デ アル.鯉 ト鮒 トノ、背腹 部 ノ鱗 が

光 ノ透 過 二關 シテ反i封 ノ態 度 ヲ取)IZ。鮒 ノ鱗 ハ背 腹 部

ノ色素 ノ量 的 差 異 ガ少 ク、 鯉 ノ色 素 量 ヨ リ少 イ。

日光 が水 中 ノ魚 類禮 表 二到達 ス ル ニ ・・或 厚 サ ノ水 層

ヲ通 過 セ 子 バ ナ ラ ヌ。

日光 が水 中 二入 ル ト赤 外 線 ・・殆 ド全 部 吸 牧 サ レ、可 視

部 線 ・・6000A附 近 ニー 吸 牧線 ア)レノ ミデ 他 ノ短 波長

部 ノ光 ハ殆 ド全 ク吸 牧 セ ラ レナ イ。然 ル ニ紫 外線 ハ水

中 二入 テ モ ソ ノ透 過 ・・、前 者 二比 シテ遙 カニ容 易 デ ア

Jレo

日光 が大氣 中及 ビ水 中 ヲ通過 スル間二 種 々ノ複雑 ナ

影響 ヲ受 ケ從 テ魚類膿表 二蓮 スル 光 ノ量的關係 ・・空

中動物 ノ夫 二比 シテ甚 ダ複雑 デアル。從 テ水 中動物 ノ

生活 二光 が如何 ナル程度 二關係 スル カノ 問題 ・・猶多

数 ノ實 験 ノ後 二到 定 セ ラ,レベ キ者 デ ア ル。並 二魚 類 ノ

鱗 が光 ノ透 過 二i封ス)t・態 度 ヲ上 ノ 實 験 結 果 カラ観 察

ス,レ ト唯 次 ノ結 論 ノ ミガ得 プ レ,レ。 即 チ第 一、魚 ノ鱗

ノ・水 銀 石英 燈 ノ 輝 線 二i封 シテ 可 覗 部 短 波 長 部 ト紫外

線 起 始部 トノ光 ヲ最 モ夏 ク透 過 セ シメ、共 他 ノ輝 線 二

封 シテ ハ或 程 度 ノ吸 牧 ヲ示 ス。 殊 二 鯉 ノ背部 ト鮒 ノ

腹 部 トノ鱗 ノ・2gooA以 下 ノ 短 波 長 ノ 光 ヲ殆 ソ ド全 ク

吸 敗 ス,レ。 第 二、 水 銀 ハ 紫 外 線 二特 有 ナ3132A及 ビ

2S36A附 近 ノ光 ・・他 ノ 紫 外 線 部 ノ光 二 比 シテ角 質 ヲ

透 過 シ易 イ。 殊 二3132A二 於 テ 著 シイ。 最 後 二、 鱗

ノ表 皮 層ソ・或 程 度 二 於 テ 光 ノ透 過 ヲ妨 ゲ ル者 デア ル。

7.新 陳 代 謝

47.滅 塵 食 餌 ト血 中 食 瞳 「カ リウ ム」、 「カ ル

チ ウ ム」含 有 量 ノ關 係 二就 テ

池 上 直 一(東 京 市 療 養 所)

東 京 市療 養 所 二於 ケ ル 春 木 博 士 ノ 結 核 患 者 二i封スル

減 食 盤 食餌 療 法 ノ仕 事 ノー 部 分1・ シテ、私 ハ 昭和7年

6月 ヨ リ其 ノ血 中食 藍 量 。 「カ リ ウム」。「加 レチ ウム」

量 ヲ測 定 シタ ノデ ア リマ ス ガ、並 二其 ノ成 績 ヲ得 マ シ

タ ノデ其 ノ概 要 ヲ報 告 致 シマ ス。

減 食 盤 食 餌 療 法 ノ 期 間 ノ・最 短3ケ 月 ヨ リ最 長8ケ 月

二 亙 ツ テ居 リマ ス。 食 堅 量 ノ測 定 ニノ・コ ラ ニー、ルス

チ ニ ヤ.ク ノ方 法 ニ ヨ リ血 漿 ヲ用 ヒ テ行 ヒ、 「カ リウ

ム」、 「カル チ ウ ム」ノ・ク レー メ ル。 チ ス ダ ル氏法 二從

テ血 清 ヲ用 ヒテ測 定 シタ ノデ ア リマス。食盛 量 ノ定 量

二當 リ血 漿 ヲ用 ヒマ シタ 理 由 ノ・表 ニ モ 示 シマス漣 リ

時 ノ間 経 過 ト共 二 血 液 中 ノ 食 魎 量 ・・増 加 ス,レ タメデ

從 テ分 離 二不 定 ナ 時 間 ヲ要 ス ル 血 清 ヲ用 フル ヨ リ・'

成,レ可 ク速 二 塵 理 シ 得 ル 血 漿 ヲ用 フル コ トが比 較 的

正 確 デ ア ラ ウ ト考 ヘ タ カ ラ デ ア リマ ス。

治 療 ヲ 行 ヒマ シタ 患 者 ・・輕 症29例 。 中 等症21例 。

重症28例 デ ア リシテ 夫 等 ノ患 者 ノ、重 症 患 者 ノ1例 ヲ

除 イ テ血 漿 食 盤 値 ・・悉 クo.55以 上O.69/d1ヲ 保有 シ

テ 居 タ ノデ ア リマ ス。

血 漿 食 盤 量 二就 テ 私 ノ知 リ得 マ シタ 範 園 ノ諸 家 ノ報

告 ニ ヨL1バ 其 ノ正 常 値 ハ0.53ヨ リ0.629/dl二 及 ブ廣

範 国 二亙 ツ テ居 ル ノデ ア リマ ス ガ、 私 ノ得 マ シタ、値

ノ・0.55=リ0・6が 最 モ多 ク其 ノ 平 均 値 ノ・
、 重 、 中、

輕 症 ヲ蓮 ジテ何 レモ0.589/G1ヲ 示 シタ ノデ ア リマ ス。

0・53以 下 二低 下 スJtz・・重 篤 ナ場 合 デ ア リマ シテ此 ノ

治 療 法 施 行 期 間 二於 テ0.53以 下 二 低 下 シタ ル モ ノハ

滲 出性 肋 膜 炎 ヲ併 號 シタ モ ノ、著 シ ク培 悪 シタ モ ノ若
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クノ・死 亡 シタ モ ノニ多 イ ノデ ア リマ ス。

第2表 ノ・種 々 ノ程 度 二 團 ス ル 結 核 患 者 ノ血 漿 中食!謹

量 ヲ示 ス モ ノデ ア リマ ス ガ之 ニ モ見 プ ル ・如 ク、輕 、

中、重 症 ノ間 デ ノ・著 シイ差 ヲ示 サ ズ、而 モ其 ノ保 有 量

ノ・大 盟0・57-0・58ノ 近 ク ガ多 イ ノデ ア リマ ス ガ、 重

篤患 者 デ ・・著 シク低 下 シテ居 ル ノデ ア リマ ス。此 ノ重

篤症 例 ・・概 シテ、38度 以上 ノ高 熱 ガア リマ シタ ガ、

食 慾 二・・、盤 リ關 係 が ナ イ ト云 フ鮎 デ 注 意 サ ルベ キモ

ノ ト思 ヒ マス。

減 食 盤 食 餌 療法 ノ終 期 二於 テ 荷 ホ0.55以 上 ノ便 ヲ保

ッモ ノノ・輕 症 二於 テ27例 。 中 等症 、17例 。 重 症15

例 デ ア リマ シテ0.55以 下 二低 下 シタ モ ノノ・輕症2例

中等症4例 。 重 症13例 デ ア リマ ス。

此 ノ中更 二 〇.53以 下 二低 下 シタ モ ノハ 輕 症 ニ ハ ナ ク

中等症 デ1例 。 重 症 デ4例 ア リマ シテ、何vモ 増 悪 若

ク ・・死亡 シタ ノデ ア リマ ス。

減 食亜 食 餌 ヲ與 ヘ マ ス ト、血 漿 中 ノ食 盤 量 ノ・1週 間 ニ

シテ既 二減 少 シテ居 アレノ ヲ見 ル ノ デ ァ リマス ヵ"、其 ノ

減 リ方 ヲ 前後 ヲ通 ジテ5同 ノ観 察 ニ ヨツ テ 大 禮4ツ

ノ型 二分 ケ ル事 ガ出來 タ ノデ ア リマ ス。

第1型 ・・輕症 型 ト見,レ 可 キモ ノデ 表 ニ モ 示 シマ ス通

り、終 始憂 化 ナ キ モ ノ。 次 第 二減 ジテ 後 ・一定 ノ値 二落

ツク モ ノ及 ピー 時 減少 シテ後 、多 少 増 加 ノ傾 向 ヲ示 ス

モ ノデ ア リマ ス。

第2型 及 ビ第3型 ノ・混 合 型}・見 ル 可 キモ ノデ、初 メー

定 ノ値 ヲ保 チ ツ ・経 過 シ 中途 二於 テ 減 少 二 傾 クモ ノ

デ ア リマ ス。

第4型 ハ減 食 盤 食 餌 ニ ヨ リ 短 期 間 二 著 シ 〃急 二減 少

ス)tzモ ノデ ア リマス。此 ノ型 ノモ ノノ・5例 ア リマ シテ

其 中2例 ハ死 亡 シ2例 ノ・培 悪 ノタ メ 食 餌 二耐 工得 ラ

レナ カ ツタ ノデ ア リマ ス。

叉 通 常 食 ニ ヨツ テ奮 債 二復 ス ル モ ノノ・、'輕症 者 二多 ク

重症 者 ノ、其 ノ恢 復 ガ稚 く邊 イ ノデ ア リマ ス。

通常 食 ニ ヨ リ爾 ホ0.55以 下 ノ値 ヲ保 ツ テ ヰ ル モ ノハ

中等症1例 。 重 症2例 アJtzノ デ ア リマ ス ガ、此 ノ中2

例 ハ 培悪1例 ハ不 攣 ナ ノデ ア リマ ス。

次 二血 清 中 「カ リウ ム」、「加 レチ ウ ム」量 ノ測 定 ヲ行 ツ

タ モ ノ輕 症25例 。 中等 症16例 。 重症25例 デ ア リマ

シテ、其 ノ治 療 開 始 前 二於 ケ ルK,Ca.KICa.ノ 奉 ・・

極 ク僅 カ デ ア リマ ス が輕 症 者 ノ、、一 般 二「カ リ ウ ム」量

少 ナ ク、 「加 レチ ウム」量 多 ク 重 症 トナ ル ニ、 「カ リウ

ム」量墳 加 シ、 「加 レチ ウ ム」量 ノ・減 少 シテ居 ル様 二 見

プ ル ・ノデ ア リマス が、 治 療 終 期 二於 テ、臨 抹 的 二不

墾 ノモ ノ ヲ除 キ淺 リノ輕 症14例 、 中等 症8例 、重 症

19例 二就 イ テ各 々輕 快 ト壇 悪 二分 チ 此 ノ關 係 ヲ再 ビ

観 察 致 シマ ス ル ニ、一 定 ノ關係 ヲ見 出 シ得 ナ イ ノデ ア

リマス。

48.結 核 患 者 血 清 ノ「カ ル シュウ ム」及 ビ

「マ グ子 シュウ ム」含 有 量 二就 テ

富 澤 宗 爾(京 都 府 立讐 科 大 學 淺 山 内科)

緒 言

從 來 結核 性疾 患殊 二肺 結 核 及 ビ肋 膜 炎 患 者 血 清 ノCa

含 有 量 二就 テ・・多藪 ノ 研 究 家 二 依 ツ テ 測 定 報 告 セ ラ

レー 々枚 暴 二蓬 ア ラズ ト錐 モ、其 等 ノ成 績 ヲ見 ル ニ或

ノ、一 般 二壇 量 二或 ノ、一般 二其 減 少 ヲ認 ム,レモ ノ ア リ、

」叉滲 出型 二於 テ ノ ミ減 少 ヲ 増 殖 型 ニノ・却 ツ テ壇 加 ヲ

詮 明 シタ ル モ ノ ア リ、或 ハ 生 理 的 範 園 ヲ動 揺 ス ル ニ過

ギ ズ トナ ス モ ノ」又不 定 ノ 著 シキ 動 揺 ヲ示 ス トナス モ

ノア リ、 翻 ツ テMg含 有 量 二就 テ見 ル ニCaト 化 學

的並 二藥 物 學 的 二密 接 ナ ル關 係 ヲ有 シ、且 ツ現 今 漸 ク

治 療 上 二磨 用 サ ル ・二至 リタ リ トノ・云 へ 、未 ダ其 報 告

二 乏 シキ憾 ア リWatchomノ ・種 々 ノ慢 性傳 染 性 疾 患

二血 液Mgノ 増 量 匂 レヲ認 メWei1及 ビ」共 共 同 者 ノ・

慢 性 關 節 炎及 ビ大 動 脈 「ア テ ロー ム」二 其 墳 量 ヲ詮 明

シタ リ ト錐 モ亦 之 ヲ 否 定 セ ル モ ノア リBlumgarten,

Rhodenberg・ ・癌 二於 テ ノ ミMgノ 減 少 ヲ認 メ タ,レ

モReicheノ ・之 ヲ反駁 シBecherノ ・腎臓 機 能不 全 二

其 培 量 ヲ詮 明 セ シ モLangノ ・…種 々ナ ル 疾 患 二著 攣 ヲ

見 出 シ得 ズ トナセ リ。 拉 二於 テ 演 者 ノ・約20数 例 ノ健

康 者 二就 テCa及 ビMgノ 測 定 ヲ行 フ1・共 二約41例

ノ肺 結 核 及 ビ 肋 膜 炎 患 者 二就 テ 雨 者 ヲ測 定 シ同 時 二

雨 者 ノ比Mg/Caヲ 求 メ 更 二 赤 血 球 沈 降 速 度 及 ビ食

璽 水 二封 ス ル抵 抗 ヲ併 セ検 セ リ。

實験 方法

健 康人 ト シテ他 畳 的 二 病 攣iナ キ・・勿 論 日常 何 等訴 ヘ

ナ ク業 務 二從 事 匂 レ者 ヲ選 ビ、患 者 ・・當院 外來 及 ビ入

院 患 者 ヲ以 テ シ、総 ベテ 早朝 空腹 時 肘 静 脈 ヨ リ探 血 其

血 清 ヲ分 離 シ之 ヲ實験 二供 セ リ、Ca・・Kramer-Tisdall

法Mgノ ・沈 澱 後 ノ上 清 ヲ以 テDenis法 二從 ヒ測 定 シ

赤 血 球 沈 降 速 度 ・・Linzenmeierニ ヨ リ其 抵 抗 ・・食 噛

水 ヲ以 テ検 セ リ。

實 験 成 績

先 ヅ健 康 人 二就 テ 見,レニCaノ ・9.0--12.5mg%三 シ

テ李 均10.3mg%ナ リ是 等 ノ債 ノ・1.2ノ 者 ヲ除 キ先 進
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諸 家 ノ成 績 ト大 膣 一 致 セ リ次 二Mgノ ・2.5-3・0卒 均

2.7mg%ニ シテ之 ヲ欧 米 ノ丈 献 二徴 ス)L・二Becher/

1.8-2.3Lang/1.7-2.6Peter,VanSlyke/1.0

-一一3.OReicee/2.O-2.9二 比 シ、 高 位 ニ ア リ ト錐 モ

Blumgarten,Rhodenberg/2.9S--4.0二 比 シ低位 ニ

ア リ次 二雨 者 ノ比Mg/Ca・ ・o.22-O.32ニ シテZF均

0.26ナ リ、 而 シテ是 等 ノ年 齢 二依 ル 差 異 ヲ見 出 シ難

シ次 二結 核 患 者 二 就 テ 見 ル ニCa・ ・7.9-11.7ZF均

10.2mgニ テZF均 債 二於 テノ・健 康 債 ト大 差 ナ ケ レ ドモ

最 低 位 及 ビ其 以下 ヲ占 ム ル モ ノ7例 ア リ、 此 ハ 多 ク

ノ・進 行性 病 愛 ヲ有 シ、一般 状 態 叉 不 頁 ニ シテ 殊 二第1

第2例 二於 テ甚 シ他 ハ 正常 範 圃 内 ニ ア リテ、特 二塔加

セ,レモ ノ ヲ見 ズ、Mgノ ・2.1-4.4ZF均3.1mg%ニ シ

テ 明 カニ増 加 ヲ示 ス但 シ第37例 ヨ リ第41例 二至 ル5

例 二於 テ ・・却 ツテ其 低 下 ヲ示 ス モ、是 等 ノ過 牛数 ・・腸

或 ハ腎 結 核 ヲ 合 併 セ,レ雨 側 性 肺 結 核 ニ シテ 共他 ノ・50

%二 於 テ増 加 ヲ來 セ ル ヲ見 ル、而 シテ最 モ著 明 ナ ル 塘

加 ヲ來 セ ル 者2例 二於 テCaノ 」又著 シ キ 減 少 ヲ認 メ

タ リ トハ 云 へMgノ 減 少 ヲ來 セ ル5例 二・・何 等 生理

的範 園 以上 ノCaノ 塘 加 ヲ諦 明 シ得 ザ リ キ。

次 二雨 者 ノ比 ・・0.19-0.55李 均0.32一 シテMg多

キモ ノニ於 テ 高 キ債 ヲ 叉 其 減 少 セ ノレモ ノ ニ於 テ ・・著

シ ク低 キ便 ヲ認 メ タ リ。

次 二赤 血 球 沈 降速 度 ノ・一般 二 促 進 ヲ來 セ ル・・言 フ迄

モ無 ケ レ ドモ、其 程 度 ト是 等 含 有 量 ニ ノ・一定 ノ關聯 ヲ

見 出 シ難 シ。

赤 血 球 抵 抗 二關 シテ ・・最 大0.2S-0.40%最 小0.44-

0.5%平 均 最大0.34最 小0,49%ニ シ テー般 二精 く減

弱 匂 レヲ認 メ且 ツ減 退 ノ度 著 明 ナ ル モ ノニMg及 ビ

雨 者 ノ比 二高 キ ヲ詮 明 シ得 タ ル モ ノア リ ト錐 モ第38、

第39、 第41二 ・・却 ツ テ其 減 少 ヲ見 タ リ。

総 括

1.健 康 人 血 清 ノCa含 有 量 ノ・李 均10.3Mg・ ・2.7

mg%ニ シテ 雨 者 ノ比 ノ・0.26ナ1,。

2.結 核 患 者 血 清Caノ ・減 少 ノ傾 向 ヲ示 シMgノ ・一

般 二其 壇 量 ヲ認 メ タ ル モ腸、或 ハ 腎結 核 ヲ合 併 セ ル者

一 ハ却 ツ テ共 減 少 ヲ認 メ タ リ、雨 者 ノ比 ノ・大 膿 二於 テ

Mg量 二雫 行 ス ル モ ノ ・如 シ。

3・ 赤 血 球 沈 降 速 度 ・・促 進 セ リ ト錐 モ之 トCaMg含

有 量 トノ間 ニノ・一 定 ノ關 係 ヲ認 メ難 シ。

4.赤 血 球 ノ食 盤 水 二i封ヌ ル 抵 抗 ・・一・般 二 減 弱 ヲ認

メ 其 著 シ キ者 二Mg量 及 ビ雨 舌 ノ 比 ノ高 キ ヲ認 メ タ

ル モ ノ ア レ ドラ常 二然 ラ ズ。

49.肺 結 核 患 者 尿 ノ「ヂ ア ツ オ」反 感 ワ吟 味

渡 邊 三 鄭(大 阪 市 立 刀根 山病 院)

初 メ テ詳 シク肺 結 核 患 者尿 二就 テEhrlichノ 「ヂ アツ

オ」反 慮 ノ研 索 ヲ重 子 タ ノ ・・Weissデ ア ル。 彼 ノ・「ヂ

ア ツ オ」反 慮 ヲ與 フル 圭 禮 ・・、彼 ノ所 謂 「ウ ロク ロ モゲ

ソ」ナ リ トシ、 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」反 磨 ヲ提 唱 シタ ノノ・

周 知 デ ア ル。然 況「ウ ・ク ロモ ゲ ソ」が何 物 デ ア ル カ、

且 ッ何 虜 カ ラ出來 ル カ ニ就 テ ・・、途 二解 明 ス,レ所 ナ ク

唯 組 織 蛋 白 ノ崩 壊 二原 因 シテ、病 的 尿 ノ該 物 質 量 ハ健

常 ノ10倍 以 上 二及 ブモ ノ ト爲 シタ。

近 時 古 武 敏 授 虹 ニ ソ ノ門 下 諸 氏 ノ 研 究 二依 リ共 ノ「ウ

ロ ク ロモ ゲ ン」ノ母 質 ノ・「ト リプ トファーy」 デ ア ル事 、

更 二 「キ ヌ レニ ン」ナ ル新 物 質 ノ號 見 ニ ヨ リテ、 「ウロ

ク ロモ ゲ ソ」ガ 「ト リプ トフ7-一 ソ」ヨ リ「キ ヌ レニ ソ」

ヲ経 テ形 成 サ ル ・事 が 明 トナ ツ タ。重 症 結 核 患 者尿 二

何 故 二該 物 質 が増 量 ス ル カニ就 テ ハ、 古 武 敏 授 ハ 「結

核 患 者 ノ禮 内 二於 テ 盛 ソ ナ ル 組 織 蛋 白崩 壌 ノ爲 メ生

ジ タ ノレ「ト リプ トファー ソ」ノ、容 易 二 「キ ヌVニ ソJ二 憂

化 シ、之 ヲ相 去 ル事 遠 カ ラ ザ ル 「ウ ロク ロ モ ゲ ン」トシ

テ尿 中 二排 泄 サ ル ・爲 メ ナル 可 ク、即 チ全 ク禮 内 二於
ら

ケ ノレ 「トリプ トフ ブー ソ」分 解 径 路 ノ 偏 移 、 恐 ラ クノ・

酸 化 不 全 ノ 存 在 ノ 結 果 二基 クモ ノナ ル 可 シ」 ト爲 ラ

)レo

「ヂ ア ツ オ」反磨 出現 ノ・蛋 白中 間i新陳 代 謝 特 二 「トリプ

トファー ソ」代 謝 ノ障 碍 ノ 表 現 ナ リ ト言 フ 新 知 見 二基

キテ、 今 一 度 之 ヲ 吟 味 ス ル 事 ハ 必 ズ シモ無 盆 デノ・ナ

イ。

古 來 重 症 肺 結 核 患 者尿 二 「ヂ ア ツ オ」反 磨 ガ 陽 性 トナ

リ、且 ソ該 反 磨 ガ持 績 ス ル ガ如 キ場 合 豫 後 不 頁 ノ徴 ト

セ ラ レ シバ周 知 ノ如 シ。(1)然 シ重 症 ニ シテ死 二至 ル

迄 全 ク該 反 磨 ヲ呈 セ ザ ル カ、或 ハ呈 ス ル モ甚 グ弱 キ事

ガ ア ル。(2)叉 重 症 患 者 デ 該 反 磨 陽 性 ノ者 ガ死 ノ数 日

前 カラ陰 性 トナ リ、叉 ・・強 度 ガ非 常 二減 弱 ス;レ場合 が

ア ル。(3)更 ニ カ ・ル 反 晦 ノ表 ル可 シ トモ思 ヘ ヌ停 止

性 結 核 二該 反 磨 が顯 著 ナ例 ガ アル。(4)剖 見 ニ ヨ リテ

34ノ 淋 巴 腺 二結 核 性 攣 化 ヲ見 タ 患 者 二生 前 強 度 ノ陽

性 ヲ見 タ。(5)特 二興 味 ア)1/ノ・結 核 性 肋 膜 炎及 ビ腹 膜

炎 ノ登 症 ノ初 期 ニー 時 的 二、或 ・・治 癒 二至 ル迄 績 イテ

「ヂ ア ソ オ」反 慮 陽 性 ヲ示 ス 場 合 ガ可 成 二多 イ
。カ ・ル

際 特 二Leukopenieが 來 ル事 多 〃、 登 症 初 二 「チ ブ ス」

ト誤 レ易 イ ノ・周 知 デ アル。
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以 上 ノ観 察 ニ ヨツ テ、ソ ノ反 鷹 自膣 ハ必 ズ シモ所 謂 重

症 ナル事 自膿 ト相 關 關係 ヲ持 タ ヌ事 ハ明 ダ(第1圖)。

赤 血球 沈 降速 度 ヲ示標 トシテ、ソ ノ促 進 ヲ大 禮 病 重 シ

トナ シ、「ヂ ア ツ オ」反 磨 トノ關係 ヲ見 ル ト第1表 ノ如

ク デ ア ル。 郎 チ「ヂア ツ オ」反 鷹 陽 性 者 ノ約1/5ガ 輕 症

者 ノ側 ニ ア ル。Mittelwρrt/50-一 一100mmヲ 示 ス モ ノ

(46人)ノ 中 「ヂ ア ツ オ」反 恋 ノ陰性 ナ モ ノ ガ 約1/2ア

ル。コ ノ鮎 カラ デ モ該 反 鷹 陽性 ・・必 ズ シモ普 通組 織 破

壌 著 シキ重 症 者 ノ ミニ來 ル モ ノデ無 イ事 が知 レ,レ。カ

カル蛋 白新 陳代 謝 障碍 ハ 中毒 現 象 ノー 種 デ、毒素 ノ強

イ時 、ソ ノ毒 素 二封 スル敏 感 度 ノ激 シ キ個 膿 二於 テ 出

現 ス ル モ ノデ ア ラ ウ ト思 バ レル。

3・ 生 禮 二「ト リプ トファ'一'ソ」ヲ員 荷 シテ見)レ1・、 健

康禮 デ ノ・決 シテ尿 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」量 ノ 増 加 ヲ來 サ

ナ イ量 二於 テ、既 二結核 患 者 デノ・著 明 ニ ソ ノ培 量 ヲ來

シ… ヂ ア ツ オ」反 慮 が 陽性 トナル事 ノ・前 報 告 二述 べ

タ.結 核 患 者 ノ間 デ モ、 「トリ プ トファー ソ」ノー 定 量

(勿 論 健 康 腱 ノ時 ノ量 ヨ リ少 イ量)投 與 ノ後 「ウ ロク ロ

モゲ ソ 」ガ壇 量 セ ヌ例 ト明 二増 量 ス ル 場 合 トガ ア ル
。

即 チ結 核 個 膿 ニノ・健 康 膿 二比 シ、 「トリプ トファー ン 」

新陳 代 謝 障 碍 ノ潜 在 ガ ア リ、結 核 患 者 ノ間 ニ モ ソ ノ障

碍 ノ程 度 二差 が アル事 ヲ示 ス。第2圖 ハ 「ヴィツ テ ペ プ

トソ」ト「ト リプ トファー ン」ノ員 荷 試験 デ 共 ニ コ ノ量

デ ノ・或 患 者 二於 テ 該 物 質投 與 後4-6時 間 ノ問 二 「ヂ」

反 態 ガ猶 現 シ叉 ・・ソノ程 度 が 顯 著 トナ ル事 ヲ認 メ ル.

自ロチ カ ・ル 員 荷 試験 ニ ヨツ テ ソノ 患 者 二潜 在 ス ル蛋

白中 間 新陳 代 謝 障 碍 ヲ認 知 ス ノレ事 ガ 出來 ル。

4・ 嚢 二演 者 ノ・「ヴィタ ミン」Bガ 病 的 二壇 弧 セ ル尿 中

「ウロク ロモ ゲ ソ」排 泄 ヲ ー一定 度 抑 制 ス ル事 ヲ報 ジ タ
。

肝 臓製 剤 ガ 「ヴィタ ミソ 」Bノ 如 キ作用 ヲ表 ス事 ア ル ヨ

リ シテ、カ ・ル患 者 二定 量 刀 ヘ パ ソ」ヲ投 與 シタ ル ニ

明 二亦 ソ ノ増 張 排 泄 ヲ抑 制 ス ル事 ヲ見 タ。更 二肝 臓 解

毒 「ホ ルモ ソ」 ト稽 セ ラノレ ・【ヤ ク リ トソ」ヲ 投 與 シ タ

ル ニ、明 ニ ソ レニ影 響 ヲ與 ヘ ノレ事 ヲ見 タ。 コ ノ場 合 ノ・

患 者 ノ状態 ト、投 與 輩 位 籔 ノ大 小 デ、 抑 制 ス ル場 合 ト

逆 二培 張 ス,レ場 合 ヲ経 験 シタ。 カ ・ル操 作 が 如 何 ナ

ルモ ノデ アル カ ノ 解 明 ノ・今 後 ノ研 究 ニ マ ツ可 キ モ ノ

デア ル ガ實 二興 味 ア ルハ 「ヴィタ ミソ」Bト 「ヘ パy」 ガ

カ ・ノヒ鮎 二關 シテ同 意 味 ノ作用 ヲ登 揮 ス ル事 デ ア ル
。

,51・ 結 核 症 二於 ケ ル肝 臓 ノ態 度

特 二eガ ラ ク トー ゼ」試 瞼 ノ成 績 二就 テ

瀧 本 庄 藏

翻 窺 羅ζ北大騨 紳 川内科)
安 藤 清 史

結 核 症 二於 ケ ル肝 臓 ノ病理 解 剖 的 憂 化 ・・、古 ク ヨ リ知

ラ レタル モ、 臨 抹 上 ニ ノ・、肝 機 能 障 碍 ヲ的確 二知 ル便

法 未 ダ無 キが如 シ。 余 等 ノ・Bauer氏 ノ1ガ ラク トー

ゼ」法 ヲ肝 臓 疾 患 二實 施 ス ル ト共 二、 結 核 症 ニ モ試 ミ

結 核 ノ病 症 及 ビ 病 攣i/振 延度 ト肝 機 能bノ 關係 ヲ窺

ヒ、一 面 本 法 ノ臨 林 鷹用 債値 ヲ批 判 セ ソ トセ リ。

實 験 方 法 。 「メ ノレク」製 純 「ガ ラ ク ト・一 ゼ」40武 ヲ微 温

水300耗 二溶 解 シ、早朝 空 腹 時 二服 用 セ シメ、 血 糖 及

ビ尿 二就 キ検 査 ヲ行 ヘ リ。

(1)封 照 健 康例 二於 ク)L・成 績 。 健 康 者20例 中尿 糖 全

ク陰 性 ナ ル モ ノ14例 、2瓦 以 内5例 、2-3瓦 ノモ ノ

1例 ニ テ3瓦 ヲ 越 ユ ル モ ノナ シ。 空腹 時血 糖 ハ全 〃

正 常 ナ リ。 食 餌 性過 血 糖 ノ・大 多数(17例)ノ ・0.15%以

下 ニ シテ、 血 糖 上 昇 モ60彪%以 下、 過 血 糖 商 モ1.5

ヲ越 ヘ ズ。

以 上 ノ所 見 ヨ リ、 「ガ ラ ク トー ゼ」試験 ノ 結 果 到 定 ノ

限界 値 トシテ尿 糖 ニテ ノ・Bauer,W6rner,B16chu.

Weiss氏,亭 氏 ト同様 二3瓦 ヲ トリ、 之 以 上 ヲ陽 性 ト

ナ シ、 血 糖 ニ テ・・Noah氏 ト同 ジ ク、 食 餌 性 過 血 糖

60彪%、 過 血 糖 商1.5ヲ トリ 之 以 上 ヲ 陽 性 トナス ヲ

適 當 ナ リ ト思 惟 ス。

(2)肺 結 核 二於 ケ ル成 績、30例 中17例(56.7%)ノ ・尿

糖 陽性 ヲ尚2例 二於 テ ハ血 糖所 見 陽 性 ヲ呈 セ リ。郎 チ

19例(63・5%)二 於 テ 肝 機 能 障 碍 ノ存 在 ヲ推 定 シ得 タ

リ。更 二之 ヲ病 型 及 病 竈 ノ振 延 度 等 ヨ リ観 ノレニ進 行 性

滲 出型 肺 結 核9例 中全 部 陽 性 ニテ 尿 糖及 ビ 食 餌 性 過e'

血 糖 モ 著 明 且 ツ 過 血糖 持績 時 間延 長 シ、 過 血 糖 モ高

シ。蓋 シ本 症 例 二於 テ ノ・一 般 症 状 ノ・稽 く重 篤 ニ テ病 髪

モ殆 ド全 肺 二及 ベ リ。但 シ本 型 ニ テ モ其 登 病 ノ初 期 二

在 リテ ノ・陰 性 ヲ示 セ リ。

次 二頁 性 増 殖 型 肺 結 核11例 中5例 、 硬 攣 型 肺 結 核7

例 中4例 陽牲 ヲ示 セ リ。 並 二於 テ モ、病 攣 廣 汎 ニ テ全

肺 二及 ブガ如 キ例 ニ テ ノ・陽性 反 庶 ヲ 呈 ス ル モ ノ多 シ。

血 行 性 播 種 型肺 結 核3例 中2例 陽性 ナ リ シモ、1例

ノ・「デ コ ラ ソ」法 モ 共 二陰 性 ナ リキ。

(3)滲 出 性肋 膜 炎 二於 ケ ル 成 績 、14例 中5例(35.5

%)陽 性 トナ ル。 滲出 液 ノ有 無 ト陽性 反 慮 トノ間 ニ ノ・

一 定 ノ關 係 ヲ認 メ難 ク
、.iSl.患側 ノ差 異 モ影 響 ナ キ モ ノ

ノ如 シ。
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(4)上 記症例 中 「デコラソ」法 ヲ共 二 實施 シ得 タルモ

ノ(肺結核20例 、 肋膜炎12例)、32例 中雨反磨共 二

陽性 ナルモ ノ12例 ヲ見タ リ。 「ア ゾルビソ」S法 ヲ検

シタルモ ノ30例 ア リ、 内雨反磨共 二陽性 ヲ示セル モ

ノ12例 二達 セ リ。

以 上 ノ成績 ヲ逼 覧スル ニ、肺結核 中病機 ノ活動旺盛 ニ

テ中毒症状 高度 ナル 滲 出型 二於 テノ・大多数陽性 ヲ呈

シ豫後不 頁 ナルモノ多 カ リキ。而 シテ治癒傾 向 ヲ示 ス

コ ト多 キ良性 ト、見 ラ;レ・増殖型及 ビ硬攣型 二在 リテ

モ病竈廣汎 二亙 ル者 ニテノ・陽性反 磨 ヲ示ス コ ト多 シ。

滲 出性肋膜炎 ニテ・・多 ク・・陰 性ナ レ ド経過永 ク、比較

的重症 ナル者ハ陽性成績 ヲ示セ リ。蓋 シ結核病機活澄

ニテ病竈廣 汎ナル者ノ・結 核菌 叉ノ・其毒素 ニ ヨリ、肝臓

實 質ヌ!・植物紳経 中椹 ノ侵 レ含水炭素代謝機能 ノ障

碍 ヲ招來スル モノナルベ シ。

結論。 「がラク トー ゼ」試験 ニ ヨリ結核症 二於 ケル肝

臓 ノ態度 ヲ見ルニ、

(1)肺 結核 ノ63.5%二 陽性 ヲ呈 シ滲出型肺結核 二於

テ・・大多数 二於 テモ 共病竈廣汎 ニテ 病勢重症 ナル者

二屡 く陽性反磨 ヲ見タ リ。

(2)滲 出性肋膜炎 中経過永 ク 比較的重症 ナル モ ノノ・

陽性反磨 ヲ呈セ リ。

(3)結 核症 二於 テ 「が ラク トーゼ」法 ヲ 「デ コラン」法

並 二「アゾル ビソ」S法 二封 比スル ニ、ヨク相一致スル

ヲ見 タ リ。

52.結 核症 二於 ケル臆汁酸負荷試験

藻 夢 度 馨(北燭 學部中川内科)

緒 言

結核治療 二當 リ最 モ重大 ナルモノノ・食餌療法ナ リ。從

テ含水炭素、蛋 白質 ノ中間新陳代謝 ノ中心 ヲナ シ、爾

脂肪 ノ消化吸牧 ト密接 ナル 關係 ヲ有 スル肝臓 ノ機能

状態 ヲ知 ル コ ト・・結核 ノ治療上、殊 二所謂脂肪食餌療

法 ノ唱 ヘラル ・今 日、最 モ緊要ナル コ ト・思惟 ス。依

テ我 々・・中川氏法 ヲ用 ヒ肺結核 患者53名 、肋膜炎患

者33名 二就 キ肝臓機能 ノ状態並 ビニ人工氣胸、胸水

穿刺 ニ ヨ リ如何 ナル 影響 ヲ蒙 ル ヤコ レヲ検 索 シ次 ノ

ナ戊績 ヲそ尋タ リ。

實験成績

肺 結核 二於 テノ・病攣廣汎 ニ シテ、登熱強 ク経過永 キモ

ノ程障碍 ノ度著 明ナ リ。而 シテ ソノ病 型 ヨ リ観 ル トキ

ノ・最 モ強 ク障碍 ヲ蒙ル モノハ滲出型 ニシテ、培殖虹 ビ

二頁 性 輔 機 ヲ ト,レト思 ハ ル ・硬 攣型 二 於 テハ 障 碍 ノ

度 前 者 二比 シ少 ナ シ。 即 チ、 滲 出型 二於 テ ノ・16名 中

(柵)3名 、(十十)11名 、(十)1名 、(一)1名 ナ リ。 而

シテ コ ノ(一)ノ1例 ハ 登 病 後15日 目 ノ 患 者 ニ シテ盟

温 モ未 ダ正 常 ナ リ。墳 殖 型 二於 テ ・・26名 中(什)7名 、

(十)11名 、(一)8名 ニ シテ(十 十)ナ ル モ ノ ・中4名 ノ・

永 ク経 過 セ ル モ ノ ナ リ。陰 性 ナ ル 者 ノ中5名 ・・停 止性

ノモ ノナ リ。 粟 粒 型 ニ テ ノ・6名 中(柵)1名 、(十)3

名 、 淺 リノ2名 ハ(一)ナ リ。2名 トモ感染 後 日間淺 ク

膿 温 モ正 常 ナ リ。硬 墜 型 及 ビ肺 門 部 淋 巴 腺結 核5名 二

於 テ ・・1名 が(十)ニ シテ他 ハ凡 テ(一)ナ リ。

肋 膜 炎 二於 テ ノ・滲 出液 存 在 セ)t・・2!;25名 二 就 キ検 ス,レ

ニ肝 臓 機 能 障 碍 ヲ詮 ス ル モ ノ21名 ニ シテ、 陰性 ナ,レ

モ ノ4名 中2名 ノ・胸 水 存 ス,レモ ゴ ク少 量 ナ リ。郎 チ略

90%二 陽 性 ナ リ。 次 二既 二 滲 出液 ノ全 ク 吸 牧 サ レ シ

者8名 二於 テ ハ何vモ 陰 性 ナ リ。尚 胸 水 多 量 二存 シ中

川 氏 法 陽性 ナ ル 者11名 二就 キ 穿 刺 ニ ヨ リ胸 水 ヲ除去

シタ ル後 検 ス ル ニ5名 ノ・全 〃陰 性 トナ リ、3名 ノ・障碍

ノ度 輕 減 セ リ。 タ"淺 リ3名 ノ・穿 刺 前 ト同 様 陽 性 ナ

リ。 コ ノ中2名 後 二蝿 音 ヲ賠 取 ス。肺 臓 ノ攣 化 ヲ思 ハ

シム。

i欠二 中川 氏 法 陰 性 ナ ル者3名 二600蛯 以 上 ノ 人 工氣

胸 ヲ施 セ,レニ何 レモ陽 性 トナ,レ。

結 論

1.肺 結 核 二於 テ ノ・病 墾 廣 汎 ニ シテ 登 熱 強 ク 経 過永

キ モ ノノ・肝 臓 機 能 著 シ ク障 碍 セ ラル。

1.滲 出型 二於 テ ノ・障 碍 最 モ弧 〃、培 殖 型 コ レニ次 ギ

硬 攣 型 二於 テ ノ・障 碍 ノ登 生少 キ が如 シ。

1.肋 膜 炎 ニ テ ・・滲 出液 多 量 二 存 ス ル 際 二 ・・肝 臓 機

能障 碍 セ ラル ・モ液 ヲ排 除 ス ル コ トニ ヨ リ、機 能恢 復

ス0

1.人 工氣胸 ヲ施 ス時 ニノ・肝 臓機 能障碍號生ス。

1.以 上 ノ成績 ヨ リ中川氏法 ヲ敏感確實 ナル 頁法 ト

シテ臨殊上 ノ磨用 ヲス ・ム。

8.病 型 及病期分類 二關スル モ」

54.肺 結 核 り氣管枝 炎型 二就 テ

飯 久 保 知 道(ZF塚 市杏雲 堂分院)

著者 ノ・1901年Bardが 始 メテ記載セル氣 管枝 炎型 ヲ

特有 ナル 聴診所 見 ヲ有 スノレ肺結核 ノー病型 トシテ観

察 シタ結果 ヲ報告 ス,レモ ノデ アル、拉 二特有 ナル聰診

所 見 ト・・專 ラ蜂 鳴音及 ビ 吹鳴音 ノ如 キ 乾性 「ラ」音 ヲ
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イ フ ノデ アル 。

1.著 者 ・・杏 雲 堂 分 院 ノ 肺 結 核 患 者 ユ227人 中(内 男

835人 、 女392人)、71例 二於 テ 氣 管枝 炎 型 ヲ検 出 シ

得 タ、 卸 チ5・8%二 當 」レ、 此 中男34例(4.1%)、 女

37例(9.4%)デ ア ノレ。

2・ 赤 沈 反 慮 ・・概 シテ 中等 速 度 以 内 デ ア ル、Mantoux

氏 皮 内 反磨 ・・概 シテ 中等 度 陽 性 デ ア ル、 血 液 像 ハ1エ

オ ジ ン」嗜好 細 胞 ノ塘 加 が 比 較 的 多 ク、 中性 嗜 好細 胞

核 ノ左 方遷 移 ・・大部 分 二於 テ陰 性 力、叉 ・・極 メテ輕 度

ノ陽 性 ヲ示 ス ニ過 ギナ イ。

3.打 診 所 見 ・・後 肋 膜 炎 型 二鵬 ス ル モ ノヲ除 イテ ・・
、

賠 診所 見 二比 シ範園 ガ極 メ テ狭 イ源 診 白勺二約 轍 二

於 テ漏性 「ラ」音 ノ合 併 ヲ認 メ タ、 乾性 「ラ」音 ・・「レ ソ

トゲ ン」學 的病 竈 ヨ リ遙 カニ廣 範 園 二於 テ 聴 取 サ レル

ガ・其 密 度 ノ・「レン トゲ ンー學 的病 攣 顯 著 ナ ノレ部 分 二於

テ最 モ大 ナ ル ヤ ウデ ア ル
0

4一 レソ トゲ ソ」所 見 ・吹 ノ如 クデ アノレ
。

i)肺 絞 理 及 ビ肺 門部 陰 影増 張5例

ii)繊 維 型17例

此 中ニ ハNeumann/1彌 腿i生繊 維 性 結核
、 一 側 叉

ノ輌 側 ノ圭 トシテ繊 維 性 或 ・・硬 化
、叉 ・・灰 化病 竈 ヲ

呈 ス ル モ ノ等 がア ル。

iii)血行 型7例

病 竈 ・・粟 粒 性 デ ナ ク、繊 維性 デ アノレ。

iv)後 肋 膜 炎 型9例

此 中定 型 的 後 肋 膜 炎 性 繊 維 乾 酪 性 結 核 ハ7例 ア ツ

タ。

v)肺 炎 性病 竈及 ビ浸 潤 像17例

此 中早期 浸 潤 及 ビ第 二 次 性浸 潤 ノ・各5例 、他 ノ・氣 管

枝 肺 炎性 乃 至 肺 炎 性病 竈 デ アソ タ。

vi)上 葉 炎6例

ヌ空 洞 ノ諦 明 サ レタ モ ノ26例 中、 蓮 績 撮 影 ニ ヨソ テ

空 洞 ノ蓮 命 ヲ追 窮 シ得 タ モ ノ が16例 ア71・is"
、 大 多籔

ノ・縮 小叉 ハ清 失 シ タ
。

5.経 過 及 ビ輻 館

最 長6年 ノ観 察期 間 二於 テ、熱 候 ・・大 多数 二於 テ微 熱

乃 至 無熱 デ、 高 熱 ヲ有 ス ノレモ ノ・・極 メ テ稀 デ ア ノレ、

喀 庚 中結 核 菌 ハ、 約 牛数 二於 テ 陽性 、 反 復 性 喀 血 型

くAndral型)が21例 ア ツ タ、 」又喉、頭結 核 ノ 合 併 症 ヲ

有 ス ル モ ノが6例 ア ツ タ が、何 レモ塘殖 性病 攣 ヲ呈 シ

タ モ ノデ ア ル。

6ケ 月乃 至10年 後 ノ轄 蹄 ・・、 輕 快40例 、 未 治10例 、

死 亡14例 、 不 明7例 デ、 過 牛 数 ・・輕 快 シテ ヰ ル、 不

明 ノ7例 及 ビ死 亡例 ヨ リ自殺 セ ル1例 ヲ除 ケ バ、死 亡

13例 、20.3%1・ ナ ル。

6.要 之 、氣 管枝 炎型 ハ 「vソ トゲ ソ」學 的 二 ・・軍 一

ノモ ノデ ・・ナ イ ガ、繊 維 性病 攣 ガ大部 分 ヲ占 メ、経 過

緩 慢 ニ シテ豫 後 ノ比 較 的佳 艮 ナ モ ノデ アル、此 ノ如 キ

病 型 ヲ考 慮 ノ中 二置 ク コ トハ、臨 休 實際 上 ノ便 盆 が少

ク ナ イ ト考 ヘ ラル。

55.肺 上葉 炎 成 立 二 關 ス ル知 見補 遺

松 岡 直 義(雫 塚 市杏 雲 堂 分 院)

1923年Bernard及 ピBeythouxニ ヨ ツ テ 初 メテ 記

述 サ レタ肺 上葉 炎(Lobltesuperieure)・ ・、夏性 肺 結 核

ノー 病 型 デ有 ツテ、臨 休 上斯 ノ如 キ病 型 ヲ匠 別 ス ル コ

トノ・、 肺結 核 ノ豫 後 蛇 二治 療 方 針 ノ決 定 二當 リ、極 メ

テ必 要 ナ コ ト ・思 フ。余 ・・前 二杏 雲 堂 分 院 デ検 出 シタ

肺 上葉 炎116例 二就 テ統 計 的 観 察 ヲ行 ヒ、之 ヲ結 核誌

上 二號 表 シタ。然 ル ニ肺 上 葉 炎 ノ成 立 二關 シテ ノ・、 其

成 立 力"非常 二 速 カナ ル ニ 拘 ラズ、 臨 抹 的 症 候 が ナ イ

爲 、共 成 立 二到 ル迄 ノ経 過 ヲ「レ ソ トゲ ソj學 的 二槍 索

ス ノレ機 會 ガ少 ク、從 ツ テ詳 細 ナ報 告 二未 ダ接 シナ イ ノ

デ ア ノレ。 余 ノ・此 度12例 二就 テ 肺 上 葉 炎 成 立 二到 ル迄

ノ経 過 ヲ、「レ ソ トゲ ソセ リー」二=ツ テ1観ル コ トヲ得

タ ノデ、 之 二報 告 ス;レ次 第 デ ア ル。

観 察期 間 ノ・1年 乃 至4年 デ ア ノレ。

余 ノ観 察 シタ12例 ノ肺 上 葉 炎 ノ・、 共 成 因 ニ ヨ リニ ソ

ニ大別 ス ル コ トガ 出來 ル。

1.肺 上 葉 二於 ク ル 既 存 病 竈 ガ ー 時 輕 快 ヌ!・殆 ソ

ド治 癒 セ ル 後 同 部 二 突 然 肺 上 葉 炎 ノ起 ソ テ來 タ

場合 。

2.既 存 病 竈 が治 癒 シツ ・肺 上 葉 炎 ノ病 型 二落 付

イタ モ ノ.

第1ノ 場 合 二於 テ ノ・、肺 上 葉 炎成 生 ガ、 何 等 カ ノ原 因

ニ ヨノレ薔 病 竈 ノ再 燃 ニ ヨル モ ノ カ、將 叉 血行 性 或 ハ氣

管枝 性 播 種 ニ ヨ リ同部 二 生 ジタ 新 病 竈 二封 ス ル反 鷹

性 炎症(ReaktiveEntzUndung)ニ ヨル カ・・俄 二決 定 出

來 ナ イ。 兎 二角 、 之 二團 ス 」レモ ノが7例 ア ル。

ユ)ノ ・右 肺 上 野 二 硬 化病 竃 及 ビ葉 間肋 膜 炎 性 癒 痕 ヲ

有 ス ル肺 二、 肺 上 葉 炎 ヲ生 ジタ モ ノデ3例

2)ノ ・右 肺上 野 ノ硬 化病 竈 ガ、2、3ノ 小 斑 鮎 様 陰 影

ヲ淺 シ、殆 ソ ド健康 肺 ト見 プル ・迄 二治 癒 シタ モ ノニ
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突 如 同 所 二肺 上 葉 炎 ヲ起 シ來 タ モ ノ1例 、本 例 ノ如 キ

ノ・、肺 上葉 炎 獲 生 直 前 ノX像 ノ・、 健 康 肺 ノ如 ク見 ユ ル

が故 二、 其 以 前 ノXセ リー 無 キ トキノ・、Bernardノ

云 フ如 ク、健 康 肺 二肺 上 葉 炎 ガ起 ツ テ來 タ様 二思 バ レ

ル ノデ アル。

3)ノ ・右 肺 上 野 ノ硬 化 性 病 竈 、 石 灰 化 セ ル斑 融 檬 陰 影

及 ビ 葉 間 肋 膜 炎 性 搬 痕 、 並 二 右 側 上 部 縦 隔 蜜 炎 、 右

肺 門 部 淋 巴 腺 ノ腫 瘍 状 腫 脹(TumorigeHilusdriisen・

schwellung)ヲ 認 勾 レ肺 二、 右 肺 上葉 炎 ノ起 ツ テ來 タ

モ ノ、1例

4)右 肺 上 中葉 間 ノ葉 問肋 膜 炎 が、 一 時 輕 快 シタ ル モ

途 二肺 上 葉 炎 ヲ形 成 セ,レ モ ノ、1例 、 之 ・・Bernard

ノ記 述 セ,レ1例 トー 致 シテ居 ル。

5)ノ ・16歳 ノ少 女 デ、12歳 ノ トキ、 右第 二肋 骨 ノ上 、

右 側 乳 房 線 ノ所 二初 期 浸 潤 ヲ登 見 セ ル モ、之 ハ次 第 二

石 灰 化 シ、 健 康 者 ト ジテ登校 シ テ居 タ。 然 ル ニ14歳

ノ トキ、 右 肺 上 中葉 ノ 葉 間間 隙 ノ上部 二、 再 燃 浸 潤

(Nachschubinfiltrat)ヲ 生 ジ、 之 モー 時 ノ・大 二縮 小 シ

タ ル モ途 二肺 上葉 炎 ヲ形 成 セ ル モ ノ、1例 デ ア ル。

第2類 即 チ既 存 病 竈 ガ 治 癒 シ ツ ・肺 上葉 炎 型 ヲ探 リ

タ)1/モ ノハ5例 ア ル。

1)雨 側 ヌノ・右 側 二散 在 性 培殖 性 病 竃 ヲ有 ス ル肺 二於

テ、 病 竈 消失 叉 ノ・硬 化 シ肺 野 ガ明 ク ナ ル ト同 時 二、右

肺 葉 間 間 隙 ガ上 部 二 引上 ゲ ラ レ、同部 ノ肋 骨 ノ傾 斜 急

ニ ナ リ右 肺 上 葉 ガ稽 ζ萎 縮 シテ 肺 上 葉 炎 型 ヲ ト リタ

ル モ ノ3例 ア ル。

2)左 肺 中 野 二始 マ ツ タ肺 炎 様 病 竈 が、 下 部 二於 テ治

癒 シツ ・肺 上 野 二 ・・振 大 シ、途 二病 竈 ・・葉 間 間 隙 ニ ヨ

リ左 肺 上 野 二限 プ レ劃 然 界 サ レテ、左 肺 上 葉 炎 型 二落

付 イ タ モ ノ1例 。

3)左 肺 二於 ケ;レFleischner氏 ノ所 謂 後 肋 膜 炎 性繊

維 乾酪 性 肺 結核(Phthisispostpleuriticafibrocaseosa)

ノ像 ヲ呈 シタ モ ノガ、病 竈 ノ下部 ガ治 癒 シテ肺 上 葉 炎

型 二落 付 イタ モ ノ1例 。

以 上余 ノ例 デ ノ・、Bernartノ 考 へ)1/様 ナ 健 康 肺 二突

如 起 ツ テ來 タ モ ノノ・1例 モ ナ カツ タ。ソ シテ何 レノ部

類 二屡 ス ル モ ノデ ア ツ テ モ、肺 上葉 炎 ノ病 型 ヲ トッ タ

モ ノノ・、 経 過 頁 好 デ ア ツ タ。

夏 二附 ケ加 エ テ置 キ タ イ コ トノ・、肺 上 葉 炎 ノ豫 後 測 定

ニ ァ タ リ、Bemard・ ・播 種 病 竈 ノ 有 無 卸 チ肺 上 葉 炎

ガ、 雨 側 性 叉 ノ・超 過 性 デ ア ル カ否 力 ・い、大 切 ナ要 件 デ

アル トシテ居 ルガ、余 ノ観 察 ニヨレバ、新 シイ肺上葉

炎 ノ播種病竈 ト見 ランル者 ノ中ニノ・、肺上葉炎登生前

ノ奮病竈デ アルコ トモアル故、肺上葉 炎 ノ豫後決定 モ

亦、愼重 ニ シナケ レバナ ラナ イ ト思 フ。

56.成 人肺 二於 ケ ル画形漫潤 ノ出現酋 二其経過

森 罐 萎醐 市繧 堂分院)
余 等 ノ・杏 雲 堂 分 院 二於 ケ,レ胸 部 「レ ソ トゲ ン フィル ム」

4808例 ヲ検 シ、共 中圓 形 浸 潤 ヲ有 ス)レモ ノ149例(3.1

%)ヲ 得 タ、 但 シ 圓 形浸 潤 ノ直 径1(皿 以 下 ノ モ ノ・・省

略 シタ、而 シテ此149例 ノ内 容 ノ・(1)圓 形 渡潤 以 外 ニ

ノ・肺 二病 竈 ヲ認 メ ザ ル モ ノ帥 チ、 早 期 浸 潤 二 屈 ス ル

モ ノ33例(22.1%)、(2)肺 ノ血 行 性 撒 布 病 型b共 存

セ ♪レモ ノ65例(43.6%)、(3)肋 膜 炎 二績 號 セ ルモ ノ

8例(5.4%)、(4)定 型 的 ナ ラ ザ ル 種 々ナ ル病 型 ト合

併 匂 レモ ノ43例(29.9)%デ ア ル ガ 之 二依 テ 見vバ 早

期 渡 潤 二團 ス ル モ ノハ 全 数 ノ11:,6&ヲ 据 フ ニ過 ギナイ

ノ ミナ ラ ズ余 等 ノ検 査 二於 テ ・・、最 後 ノ「レン トゲy」

鳥 眞 ノ ミヲ 見 レバ 實 二 早期 浸 潤 ト考 ヘ ラ レル ガ若 シ

其 以 前 ノ「フィル ム」ヲ併 セ検 ス レバ共 圓形 浸 潤 ガ初蛮

病竃 デ 無 イ コ トノ・直 二明 瞭1・ ナ)tzモ ノ2例 ア ル、然 シ

又 他 ノ例 二 於 テ ノ・恐 ラ ク 早 期 浸 潤 ト認 メザ ル ヲ得 ナ

イ ト思 ノ・ル ・例 モ存 在 ス ル ガ故 二吾 人 ハ 臨躰 的 「レン

トゲ ン」學 的 見 地 ヨ リ シテ成 人 肺 結 核 ノ 初 登病 竈b・y

テ ノ早 期浸 潤 像 ノ存 在 ヲ承 認 ス ル、然 シー 面 二於 テノ・

叉 近 キ過 去 二於 ケ ル既 存 病 竃 ガ 「レ ン トゲ ソ」學 的 二、

一 旦 治癒 セ ル 肺 二 生 ズ ル 圓 形 浸 潤 ヲ 早 期 浸 潤 ト誤 認

ス ル可 能 性 ノ少 カ ラ ル コ トヲ 考 慮 ス ベ キデ ア ル ト思

フ。
ロ

定 型的血行性 撒布病型 ト、圓形浸潤 トノ共存ノ・最モ多

イノ ミナラズ、血行性撒布病型 ノ経過 中二圓形浸潤 ノ

出現 ト同時 二、粟粒性撤布病竈 ノ著 シキ培殖 ヲ認 ム,レ

モノ、肋膜炎滲 出液 ノ吸取後 二肺 ノ粟粒病竈 明瞭 トナ

リ次デ圓形浸潤 現 ノ・レ、次 デ全均結核 ヲ以テ死亡 匂 レ

モノ或 ノ・肋膜炎 ノ反覆再駿 セル間 二圓形寝潤現ハ1!、

次デ贈膜炎 ヲ以 テ死亡 セ;レ例等 ヲ併 セ考 フル時 二、圓

形浸潤 ノ内因性血行性成 立 ヲ想像 スベ キ 可能性・・乏

シク無 イ ト思 フ。

圓形浸潤 ガ構 成 セラル ・状況蛇 二 之 ガ消失 スル状態

ヲ「レソ トゲ ソ、セー リエソ」二依 テ観察 シ得 タル所二

口vバ(1)最 初 ヨ リ限界鮮 明 ナル 圓形像 トシテ現 ハ

ル ・モ ノ或 ハ最初 ハ境界漠 然 タル圓形 像 ヲ呈 シ、壇大
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ス)lz二從 ツテ限界劃然タルニ至 ルモ ノ、(2)陳 醤病竈

ノ再燃、或 ノ・Redekerノ 第二次性渡}閏形成 ト見 ラル

ルモノ、(3)大 ナル濃厚 陰影 ヲ呈スル病竈 が治癒 スル

ニ從 テ共 一一部 ガ圓形 ヲ呈 シテ残留ス ル場合、(4)氣 管

枝性播種 ト想像 サ レル 不規則形病竈 ガ 圓形 二攣化 ス

〃場合、(5)粟 粒性撒布病竈 ノ圓形 二密集セル部分 ガ

其マ ・圓形浸潤 トナル場合 等ガ アル、而 シテー旦形成

セ ラレタル圓形浸 潤 ノ蓮 命ノ・亦色 々デ(a)空 洞形成、

(b)比 較的耐久性、(c)硬 化 病竈 一 攣形、(d)清 失

等 ガ匠別 サ レル、清失スル場合 ノ・短期 間二忽然清失 シ

時二或ノ・元 ノ位 置二再現 スル場合 モアル、或ハ陰影漸

i欠縮小 シ稀薄 且 ツ限界不 明 トナ リ、叉屡 く不規則形 ト

ナ リテ消失ス等 ノ諸型 ガアル、以上 ノ所 見ヲ以 テス レ

バ少 ク トモ圓形渡潤/一 部 ガ血行性成立 タル コ トハ

疑 ノ餓地ナ久 然 シー面氣 管枝成 立モ否定 出來 ナイ、

其他陳奮病竃 ノ再燃 ニ ヨリ、叉不規則形浸潤 ガ圓形 二

攣化 スル コ トニ依 ル成 立モ認 メザ]レヲ得ナ イ、加之清

失 二近 イ時期 二於 テ・・屡 く不規則形 ヲ呈 スル ニ至 ル

等 ノ事實 ヲ考慮 二置 ク時ハ、「レン トゲソ」像 ヲ見テ共

形状 ガ圓ナル ト不規則 ナル トニ依 テ、共成 因二差別 ヲ

想像スル 如 キノ・恐 ラク 根擦 ノナイ推測 ト云 フベキデ

ア ル。

圓 形浸 潤 出現 ノ部 位 ハ、全 膿 ヲ通 ジテ右 肺 上 野 最 モ多

ク、左 肺上 野 之 二次 ギ肺 野 ノ下 方 二行 ク ニ從 テ頻 度 盆

減々 少 ス ル コ トノ・、先 輩 諸家 ノ報告 ト全 クー 致 シテ ヰ

ル、唯 余 等 ガ例 二於 テ第 四分 類 二罵 ス ル モ ノ・圓 形浸

潤 藪 ガ左 肺 中野 二於 テ同 側上 野 ヨ リモ、幾 分 多 イ コ ト

ハ 注 目二債 ス ル、蓋 シ右肺 二病 攣 ノア ノレ場 合 二氣 管枝

性 播種 ・・左 肺 中野 二 多dコ ト・・Fleischnerノ 記 載 ス

ル所 デ アル ガ余 等 ノ第 四分 類 二於 ケ ル 此 統 計籔 字 が

Fleiscbnerノ 経 験 ト相 關連 シ テ 圓形 渡 潤 中 二氣 管 枝

性成 立 ノ存 在 ス ノレコ トヲ肯 定 ス ル ー 資料 トナ ル ヤ 否

ヤ ・・後 日 ノ精 査 二譲 ル。

9.診 断

57.肺 結核 二於 ケル血疎 沈降速度 卜一、二

血溝麹類 トワ關係並 二「ツベル クリン」ノ是

等 二及ボス影響

倉 金 五 郎(金 澤市若松療養所)

1.二結核患者血 清 一Ca及Clノ 含有 量

(1)封 照健康膿 ℃a含 有 量 ノ男女 ノ別

封照 トシ孫ハ臨1床上健康 ト認 メ シ塵 ノモノヲ選 ビ、測

定 シタノレ結 果・・共 ノ實験 例鍛少 ケvド モi欠ノ如 シ。

例数 算術亭均値 標準誤差

男子89.8±O.153

女子910.2±0.201

(2)結 核 患者血清Ca量 トi封照 トノ比較

例数 算術亭均値 標 準誤 差

男子8010.02±0.704

女子409.82±0.777

是等 ヲ健康者血清Ca量 二比較スル 時男女 患者二於

テ統計學的 二共 ノ算術 卒均値 二何等差異 ヲ認 メズ。唯

其 ノ攣化範園 ヲ 攣差係 数 二依 ツテ 比較 スル時次 ノ結

果 二依 ツテ男女共患者例 ノ、健 康老例 二比 シテ 甚 ダ シ

ク大 ナル攣 差係数 ヲ有 ス。

男子繰 瑠 好 羅 瑠

更 二病 型 ヨ リ之 ヲ観 察 ス ル時 、 滲 出型 、増 殖 型 ニ ヨル

差 異 ノ・明 カニ ス ル コ トヲ 得 ザ ル ガ 病 竈 ノ進 行 程 度 ヨ

リ之 ヲ観 察 ス レバ、 恰 モTurban氏 ノ1、 ∬、皿期 ノ

順 二從 ツ テ次 第 二Ca量 ノ壇 加 叉 ノ・減 少 ヲ來 タス カ ノ

如 シ、然 レ ドモ統 計 的 二確 實 ナ ル コ トヲ之 ノ ミニ テハ

例 籔 寡 少 ナ ル タメ 云 フ コ トヲ得 ズ、叉 槍 疾 上 ノ所 見 ト

モ何 等 關係 ア ル コ トヲ認 メ得 ザ リキ。

(3)健 康盟 血 清Cl含 有 量 男 女 別

算 術 卒 均 値 標 準誤 差

男 子617.1±17.86

女 子623.2+8.67

トナ リ、差 〈3～/Ml:)+m22ナ ノレカ"故二封 照健 康 者成

績 二於 テ統 計 的 ニハ 男女 ノ差 ヲ認 メ難 キ タ メ、男女 ノ

成 績 ヲ合 シテ 封 照健 康例 トシテ、男女 患 者 ノ夫 レ ト比

較 セ ン トス。

(4)結 核 患 者 血 清C1量 トi封照 〉ノ比較

男女 結 核 患 者

例 数 算 術ZF均 値 標 準 誤 差

118587.7十6.52

之 ヲ健 康例 二比 較 ス ル時 患 者 例 ニ ア リテ ノ・、共 ノ値 ノ

小 ナ ル コ トガ統 計的 二意 義 ノ存 ヌ ル所 ナ リ、度 数 分 布

上 ヨ リ考 察 ス レバ 患 者;テ ハ 値 ノZF常 ノモ ノモ有 レ

バ、 叉 減 少 セ シモ ノ モ ア諺 、然 シナ が ラ培 量 セ シモ ノ

ノ・、 無 キ結 果 ヲ得 タ リ。 之 レBoeheim,Boeninger,

Mtt11erandQuinker,角 田氏 等 ノ所 説 二 大 膿 一 致 セ

リ。

病型 トノ關係二就 チ・・病 型 二 不拘食 堅含有量 ノ減 少
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セ シモ ノ有 ル コ トヲ看 取 セ ラ ル。

2.結 核 患 者沈 降 速 度 ノ成 績

結 核 患 者 ノ男 子16例 、女 子14例 ニ ヨツ テ得 タJレ成i績

ハ 其 ノ例 倣 少 ナ ケ レ ドモ、封 照 健 康 者 ノ成 績 二比 較 ス

レバ表 二示 シタ ル如 ク、患 者 二有 リテ ハ男 女 共 二沈 降

i速度 ハ先 輩 諸氏 ノ 所 設 ト同様 二 遽 ヤ カナ ル コ ト ヲ知

レ リ。

沈 降速 度 ノ大 小 ハ 患 者成 績 二於 テ其 ノ 攣牝 範 園 ノ最

E大 ナ リ シ2時 間 目 ヲ探vリ 。

3.結 核 患 者 ノ沈 降速 度 ト血 清Ca及 ピC1

含 有 量 トノ相 關 關 係

沈 降 速 度 ト血 清Ca量 トノ 間 ニハ 逆 相 關 關 係 ヲ有 ス

ル コ トハ 表及 ビ計 算 二依 リテ 明 ラ カナ リ、但 シ男女 別

ニス レバ 男 子 二有 リテノ・、此 ノ關 係 比較 的 稀 薄 ナ ル コ

ト圖 二依 ツ テ想 像 シ得 プル 、コ ノ男 女 間 ノ差 異 二就 イ

テ ・・後 日ノ研 究 二待 ツ ベ キ モ ノ ト思 ノ・ル。

Cl量 トノ間 ニ ノ・分 布 圖 ヲ作 リ計 算 セ シが濃 厚 ナ ル 關

係 ナ キ モ ノ ・如 シ。

尤 モ沈 降 速 度培 進 ノ・Caノ 減 少 ノ ミニ テ 訊 明 シ得 ラ

vザ ラ ン「モ勘 ク トモCa・ ・其 ノ有 力 ナ ルKonponent

デ有 ル コ トノ・事 實 ナ リ ト信 ゼ ラル。

4.「 ツベ,レク リ ソ」注 射 ノ血 清Ca及 ビC1

量 二及 ボス 影 響 蛇 二沈 降速 度 二及 ボ ス影 響

「ツ ベ ル ク リ ソ」注 射 二俵 ツ テ健 康 盟 及 ビ患 者 血清Ca

及 ピこCl量 蛇 二沈 降速 度 二何 等影 響 有 ル ヲ例 数 少 キ タ

メ カ認 メ得 ザ リシナ リ。

結 論

1.血 清Ca含 有 縫 二於 テ其 ノ墾 化 範 園 ・・、結 核 患 者

ニ ア リテ 健 康 者 二 於 ケ,レ ヨ リモ甚 ダ シク大 ナ ル コ ト

ヲ認 ム、其 ノ攣 化 範 園 ・・結 核 患 者 ノ病 型 、 病 竈 ノ進 行

程 度及 ビ検 嘆上 所 見 等 照合 シテ 確 實 ナ ル 關 係 ヲ認 メ

得 ザ リキ。

2.結 核 患 者血 清Cl含 有 量 ・・健 康 著 ノ夫 レ ヨ リ減 量

セ ル モ ノ ア リ、病 型 二不拘 減 少 セ ル モ ノ有 ル コ ト看 取

セ ラル。

3.結 核 患 者沈 降速 度 ハ 健 康 者 ノ夫vヨ リ 速 ヵニ シ

テ血 清Caト ノ間 二 逆 相 關 關 係 アル コ トヲ認 メ シが、

血 清Cl量 トノ 間 二・・關係 ア ァレコ トヲ認 メ ザ リ シナ

リ。

4.「.}YN"」 レク リソJ注 射 ノ・健 康 者 二於 テ モ亦 、結 核 患

二者二於 テ モ血 清Ca及 ビ血 清Cl蛇 二沈 降速 度 二共 ノ

一定墾化 ヲ與 フルコ トヲ明 カー シ得 ザ リシナ リ。

59.結 核患者 二於 ケル所謂 「コアグラチオン

スパ ン ド」及 ビニ三血清成分 ト本反照

トノ關係 二就 テ

林 正 治(京 都府 立留科大學淺山内科)

1.緒 論

結核性疾 患特 二肺結核 二 於ケ ル性 状鑑 別ノ・近 時盆 く

臨1休磐家 ノ間二重要覗 サ)ltt・二至Vリ 。 ウェル トマソ

氏 ノ血清加熱凝 固反慮 が、本 問題 二封 シテ便値 アルモ

ノ トシテ獲 表 サ レテ以來、多数 ノ追試 ニヨ リ漸次共 ノ

債値 ヲ認 メラル ・二至 リタ リ ト錐 モ、術一般 二使用サ

ル ・二至 ラズ、余ハ該反慮 が如 何 ナル程度 二於テ臨1床

的債値 ヲ有 スル モノナ リヤ、叉 本反慮 が血清 ノ如何 ナ

ル成 分 ノ清長 二關係 ヲ有 スルヤ ヲ知 ラソ ト欲 シテ、本

實験 二着手セ リ。先 ヅ其 ノー部 トシテ本反鷹 ヲ肺結核

ノ各型及 ビ滲 出性肋膜 炎患者 二就 テ 槍 スル ト同時二、

血球沈 降速 度 ヲ測定 シ、 同血清 二於 テ蛋 白量、食璽量

及 ビ「コレス テ リソ」量 ヲ測定 セ リ。依 ツテ得 タル成綾

ヲ並 二報告ス。

2.實 験材料及 ビ實験成績

(1)材 料

實験材料 トシテノ・本學 内科入 院 中 ノ肺結核及 ビ肋膜

炎患者 ヲ以テ シ、探血 ・・早朝空腹時 ヲ選 ビテ肘静脈 ヨ

リ之 ヲナ シ、直 チニ血球 沈降速度 ヲ測 定 シ、一方血液

ヲ暗塵 二於 テ室温 二放 置 ジ血清 ヲ分離 セ リ。

(2)實 験 方量去

(イ)血 清加熱 凝固試験

ウエル トマソニ從 ヒ、純 「ク ロール 加 レシウム」ヲ乾燥

シ、之 ヲ蒸瑠水 ヲ以 テ1.0%ヨ リ順次稀繹 シテ0・1%

二至 ル溶液 ヲ製 シ、之 ヲ各試験管 二5蝿 宛探 リ、各 々

二血清0.1蝿 宛 ヲ注入混和 シ、 沸湯 中二 熱 ス,レ事15

分、夏 二冷却後成績 ヲ剃定 ス。余 ・・凝固完全 ニ シテ上

清清澄 ナル ヲ以 テ陽性 トナ シタ リ。

(口)「コ レス テ リソJ定量

ご ルー ア氏 比色法 ヲ以 テ総 量ヲ測 定 シ、「ヂ ギ トニソ」

ニテ遊離 「コ レステ リソ」ヲ析 出セ シメテ 「エステノレ」

ヲ定量 セ リ。

(・・)血球沈降速度測 定

血液量 節約 ノ爲 メ リyツ ヱソマ イヱル氏法 二櫨 ル。

〈二)蛋 白量測定

プー,レフ リヅヒ氏 「レフラ ク トメーター」ヲ以 テ行^
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り。

(ホ)食 璽 量測 定

ル ス チニ ヤ ク氏 法 ヲ以 テ ス。

3.實 験 成 績

(1)封 照 試 験 成 績

健 康 者 二就 イ テ ノ本 廊 焦成 績 ・・、吾 が敏 室先 輩 西 田 ガ

ナ セ ル結 果 二依 レバ凝 固 帯 ノ・1.0ヨ リ0、5%「 ク ロー

ル カ,レシ ウム」液 二及 ブ。

(2)患 者 成 績

余 ・・實 験 匂 レ肺 結 核 患 者 ヲ臨休 的所 見 一 般 状 態 、病

歴 及 ビ獲 熱 状 態 ヲ標 準 ト シテ別 表 ノ如 ク滲 出性 、増 殖

性 及 ビ混 合 性 ノ型 二分類 セ リ。

4.総 括

余 ・・上 述 ノ如 ク1.0-0.5%「 ク ロー ♪レ加 レシ ウム」溶

液 二於 テ完 全 二凝 固 セ ル モ ノ ヲ以 テ 健 康 者 ノ凝 固 帯

ト見倣 シ、 之 ヲ標 準 トセ リ。

第1群 ノ如 ク経 過 急 劇 ニ シテ、獲 病 以 來 静 止 ス ル事 ナ

ク、 禮 温 高 ク、一般 状 態悪 シキ滲 出性 肺 浸 潤 二於 テノ・

凝 固 帯 ハ 短 縮 シ、且 ツ血 球 沈 降速 度 ノ・一 般 二促 進 シ、

血 清 総 「コ レス テ リソ」量 ・・、著 攣 ナ キモ 「エ ス テ ル」減

少 シテ健 康 者 ノ反 封 トナ ノレ。

第2群 二於 ケ ル如 ク病 竈 ノ廣独i二 關 セ ズ、一般 状 態 可

一艮 ニ シテ微 熱 或 ・・無 熱 二 経 過 セ ル 所 謂 増殖 性結 核 二

於 テ ハ、凝 固 帯 ハ正 常債 ヲ示 ス カ.IS(.ノ・之 ヨ リ延 長 ス。

且 ツ コ ノ際 血 球 沈 降速 度 ノ・一 般 二 第1群 二比 シ遅 延

ス ル。 「コ レス テ リソヱ ス テ ル」ノ・第1群 二 反 シ総 テ

「コ レス テ リン」ノ50%以 上 ヲ 占 メ
、 健 康 者 ノ債 ヲ示

・ス 。

第3群 ハ経 過 長 ク、肺 浸 潤 叉 ・・肋 膜 炎 、 腹膜 炎 ヲ経 過

セ シ患 者 二於 テ 同部 位 叉 ハ新 シキ 浸 潤 二依 リ再 三 登

熱 ヲ反 復 セ ル が如 キ 臨 沐 上 混 合 型 ト見 倣 サ ル ・モ ノ

ニ シテ、カ ・ル 者 ・・凝 固 帯 ・・第1群 ト第2群 ノ中間 位

ヲ示 シ、 血 球 沈 降 速 度 ハ第1群 ト等 シク、 「コ レス テ

リソ」量 ニ オ ケ ル關係 ハ或 ル モ ノハ第1群b 、 或 ノレモ

ノハ第2群 ト等 シク他 ノ・雨 者 ノ中 間位 ニ ア リ
。

第4群 トシテ表 示 セ ル モ ノ・・圭 トシテ、滲 出性 肋 膜 炎

ニ シテ、カ ・ル モ ノニ於 テ ・・凝 固 帯 ・・一般 二著 シキ短

縮 ヲ示 ス。血 球 沈降 速 度 ハ正 常 者 二比 シー般 二遽 進 セ

ル モ、滲 出性 結核 二於 ケ ノレヨ リ・・共 ノ度 著 シク弱 シ。

総 テ 「コ レス テ リソ」量 ノ・増 減 不 定 ナ ル モ 遊 離 「コ レス

テ リ ソ」量 ハ 「ヱス テ ル」ヨ リ常 二高 ク、線 テ 「コ レス テ

リ ン」量 ノ50%以 上 ヲ 占 ム。

上述 ノ諸例 二於 テノ・血 清 ノ蛋 白量 ト凝 固帯 トノ問 ニ

ー定 ノ關係 ヲ見出 シ得 ズ。食盤 量二就 テモ亦然 リ。

5.結 論

(1)肺 結核及肋膜 炎 ノ各型 ニヨ リ各 くソ ノ血清加熱

凝固帯 ヲ異 ニス。郎 チ塘殖性 肺結核 二於 テ大多藪延長

シ、滲 出性肺 結核及 ビ滲 出性肋膜炎 二於 テ短縮ス.豫

後 二關 シテノ・、實験 後 日尚 ホ淺 ク シテ之 ヲ確定 スベキ

時期 二達セズ。

(2)臨 脈上経過 ノ長短、病竈 ノ廣狭等 ノ・本反磨 ト著 シ

キ關係 ナク、 寧 ロソノ性状如何 二 關スルモ ノ ト思 ハ

ノレo

大 禮 二於 テ高 熱 者 ニ オ イテ短 縮 シ、微 熱 叉 ・・無 熱 者 二

於 テ延 長 セ ル如 シ。

(3)本 反 庶 ハ其/操 作 極 メ テ 簡 軍 且 ツ 成 績 判 定 明 確

ナ ル モ ノニ シテ、肺 結 核 、 肋 膜 炎 二於 テ性 状 鑑 別 ノ補

助 診 断 法 トジテ債 値 充 分 二存 ス ル モ ノ ト認 ム。

(4)血 球 沈 降 速 度 ト本 反 鷹 トノ 相 互 關 係 ハ 肺結 核 二

於 テ ・・一一般 二凝 固 帯 ノ延 長 セ ノレモ ノノ・、血 球 沈 降速 度

比 較 的遅 久 短 縮 セ ル モ ノ・・沈 降 速 度 促 進 匂 レモ ソ ノ

程 度 ・・必 ズ シモ準 行 セ ズ。肋 膜 炎 二於 テ モ カ ・ル傾 向

ヲ見 ル モ不 著 明 ナ リ。

(5)血 清 総 「コ レス テ リソ」量 ト、本 反 磨 ノ間 ニノ・一 定

關 係 ヲ認 メ難 シ ト錐 モ、一般 二本 反 磨 延 長 セ ル モ ノ ニ

ハ「ヱス テ ル」量 多 ク、 短縮 セ ル モ ノ ニ遊 離 「コ レス テ

リ ソ」ノ壇 量 セ ノレヲ見 ル。

(6)血 清 蛋 白量 ト凝 固 帯 ト ノ間 ニ ハ 未 グ雫 行 的 關 係

ヲ認 メ難 シ。

(7)血 清 食 藍 量 ト本 反 慮 トノ間 ニ モ亦 、一 定 ノ關 係 ヲ

見 出 シ難 シ。

60.喀 疫中 ノ蛋 白膣反懸 二就 テ

日 置 達 雄(大 阪帝大第三内科)

喀疾 中ノ蛋 白膿 反賑 トシテ、血清學上沈降反懸 ノ磨用

ヲ試 ミタ リ。即 チ沈降素 トシテハ抗健常人血清家兎血

清 ヲ用 ヒ、全無塵置喀疾座縮濾過液 中 ノ沈降原楡 出 ヲ

輪状反鷹様 式 ニテ槍 シ、 得 タル結果 ヲ 鼓 二 報告 セ ソ

トス。

61・ 輕症肺結核患者 二於 イテ赤血球沈降速

慶 ガ正常 ナル症例 二就 イテ

井 下 勝 馬
米 田 庄 三 郎(大 阪帝大讐學部第三 内科)
田 中 幸 男

肺結核患者 二於 ケル 赤血球沈降速度 ノ・略 ボ ソノ病期

ト併行 シテ促進ス可 キモ、総 テ ノ場合 二於 テ必 ズ シモ
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然 うザル事 ・・既 二諸家 ノ認 ムル所 ナ リ。

音入 ・・某師範學校寄 宿生230名 ニツキ、健康 二於 ケル

赤血球沈 降速度 ヲ調査セ リ、更 二當内科 二於 テ外來入

院 患者 ニテ活 動性肺結核 ノ軽症 ナ7レモ ノニ於 テ赤血

球沈 降速度 が正常 ナル数 例 ヲ得 タ リ。

之 が測定法 ・・ウエス テルグv一 ソ、 カッ.ツ氏法 ヲ用 ヒ

タ リ。

(1)健 康青年男子(16歳 乃至22歳)ニ ツイテ

某師範學校寄宿生230名 ノ厳密ナル盤 格検 査(理 學 的

所 見、検 尿検便 「vソ トゲ ソ」撮影 「ツベルク リン」反応

第2

等)ニ ヨ リ健 康r認 ム,レ モ ノ172名 二於 ケル 赤 血球 沈

降 速 度 八次 ノ如 シ。

第1表

1時 間 値2時 間 値 中等 値

:平均 値7 .116.77.5

最 大488044

最 小121

コ ノ中、 中等 値 ガ20以 上 ナ ♪レモ ノ6例(31%)ヲ 得 ・

タ リ。 之 ヲ表 示 スvバ

表

姓 名 年齢 既 往 症 場長 禮重 殉国 ビル ケ 尿 便 合併症
赤 沈

1時

間 納離
1 19 風邪 ノ外 ナ シ 150.0 52.5 78.0 骨 一 一 ナ シ' 28 60 29

-

44
-

30.7
-

21
-

21.7
-

20.5

∬ 20 風邪 ノ外 ナ シ 164.0 56.0 85.0 朴 一 一 ナ シ 48 80

皿 19 脚 氣 163.0 55.0 83.0 一 一 二

三

ナ シ 39 45

IV 1'7 右肋膜炎肺炎 156.7 62.0 83.0 什 一

=

ナ シ 22 40
-

33
-

44

V 17 脚 氣 159.5 48.0 75.0 一 ナ シ 27一
VI 16 風 邪 ノ外 ナ シ 161.4 50.0 85.0 十 一 一 ナ シ' 19

コ ノ中 ビル ケ ー氏 反 鷹陰 性 ナ ル第3及 ビ第5例 二於 テ

ノ・2000倍 稀 稗 「ソ ～ レク リソ」0.1皮 内注 射 ヲ行 ヒタ

Jレニ第3例 ニ テ ノ・陰 性 、 第5例 ニ テ ノ・2日 後 二9「 ミ

リ」ノ登 赤 ヲ見 タ リ。

以 上6名 ハ約1ケ 年 ノ 経 過 ヲ 見 タ ル モ 罹 患就 床 セ シ

例 ナ シ。

第

1

姓 名 年齢性

37舎

喀血叉
・・血痕

灘性
鳴音

(2)活 動性軽症肺結核患 者二就 イテ

當内科外來及 ビ入院 患者中軽症肺結核 約200名 ノ 中i

ニテ赤血球沈降速度 が正常 ナ7レモ ノ13例6.5%ヲ 得一

タ リ。何 レモ胸部理學的所 見、「vソrゲ ソ」1鳥眞、喀

疾 検査等 ニテ 臨躰:上騰實 二 活動性軽症肺結核症 ト診 一

蹴 シ得:タルモ ノナ リ。

3表,

2

3

4

pD

一

6

一

7
.

8

■
■
■
■
■
■i

31♀

41舎

31舎

26♀

25舎

21♂

18・ ♀

十

十

十

±

±

±

±

±

±

十

嫡
蓼

纈
確
中

十

十

十

十

十

十

ピルケ

反応

十

十

十

十

十

十

十

微熱

十

十

十

十

十

十

一
」
一

十

「レン トゲ ン」像

右側上牛細葉性集籏性陰影
中等度

左肺尖部陰影軽度右肺
門淋巴腺腫脹中等度

右肺全葉混合型陰影
高度

右肺上半生増殖性陰
影中等度

雨肺尖部陰影軽度雨
肺門部淋巴脾腫脹

右肺尖部及ビ第二肋間陰影
中等度

両側上牛部室増殖性
陰影中等

右肺尖部陰影軽度

赤 沈

1時

間

2暗 中等
間 値

0召

ワ5

11 3.7

21 8.7

14 18 11.7

2 8 3

3 6 3

3 10 4

4 10 4.5

5 18 7
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9

10

11

12

13

31舎

52・ ♀

28舎

29♀

25舎

十

十

十

十

十

十

十十

十十

十

十

十

十

右肺上牛細葉集籏性
陰影中等度

右肺門部周園陰影中
等度

左腕下半細葉集籏性
陰影中等度

左第二肋骨以上細葉
性集:籏性陰影中等度

両側肺尖部陰影中等
度

5

12

1

10

8

11

34

3

22

25

5.2

14.5

1.

10..5

10.7

註3表 ヲ蓮 ジ ピル ケ ー反 慮 ・・「コ ソrロ ー ル」ヨ リ大 ナ ル事5「 ミ リ」以 上 、10「 ミ リ」ヲ(十)、10-15

ヲ(++)、 以 下 ヲ(±)、 差 ナ キ ヲ(一)ト 入 漁 性 彪音(±)ト アル ・・「ラッセ ル」隠 顯 ス ル ヲ示 セ リ。

62・ 肺 「エ キ ス」反p赤 血 尿 沈 降反 賑 トノ

比 較

橋 本 義 雄(名 古屋 松 波病 院)

赤 血 球 ノ沈 降 速度 ノ・、腔 内組 織 ノ崩 壊 作 用 が起 ル ト之

v二 慮 ジ テ促 進 サ レ、之 レハ種 々 ノ疾 病 特 二肺結 核 ノ

病 勢 診 断 上 二汎 ク応 用 サvテ オ リマ ス事 ノ・、御 承知 ノ

如 クデ ア リマ シテ、病 勢 ノ進 行 型 ノモ ノ程 促 進 度 が大

デ ア ル ト云 ハvテ オ リマ ス ガ、此 ノ反 磨 ト私 ノ考案 致

・シマ シタ健 康 ノ肺 組 織 カラ 抽 出 シマ シタ 「ア セ トン」

不 溶 性 ノ 「リポイ ド」物 質 ヲ「アyチ グ ソ」トシテ、患 者

血 清 トノ間 ニ マ イ ニ ッケ氏 潤 濁 反 応 ノ如 〃二沈 降反 応

ヲ行 ヒ マス、検 査 成 績rノ 比 較 成 績 ノ・ドウデ ア ル カニ

就 キ テ申上 ゲ タ イ ト思 ヒマ ス。

先 ヅ検 査 ヲ行 ヒマ シタ 患 者 ノ撒 ・・67人 デ圭 トシテ肺

結 核 患 者 デ ア リマス ガ、共 ノ病 症 ノ・比 較 的 輕 イ方 ト思

バ レルモ ノ が多数 ヲ占 メ テ オ リマス。

赤 血球:沈降 反 磨 ハ、リ ソツ エ ソ マ イ エル 兵法 ヲ攣 法 サ

レタ安 原氏 改 頁 ノ兵 頭 氏 法 ニ ヨ リマ シタ、即 チ一定 ノ

標 示 鮎迄 二 赤 血 球 柱 が 下 降 ジテ 來 ル ニ要 メ ル 時 間 ノ

長 短 ヲ以 テ 強 弱 ヲ定 メ ル方 法 ヲ用 ヒ マ シタ、 叉 肺 「エ

キ スJ反 応 二使 用 ノ血 清 ノ・赤 血 球 沈 降反 応 検 査 ノ際 二

採 血 セ)V血 液 ヨ リ 同 時 二分 離 セ ル モ ノ ヲ使 用 シマ シ

タ。

今 共成 績 ヲ総 括 シテ見 マス ト、一般 二赤沈 反 展賜 姓 者

ソ鍛 ノ、肺 「エ キス 」反応 陽性 者 ノ数 目 リモ 多 ク ア リマ

シテ帥 チ67例 中33例 陽性 デ50%ノ ・赤 沈 反 応 ノ促 進

ヲ見 タ ノデ ア レマス ガ、肺 「エ キス」反 応 ニオ キ マ シテ

ハ60例 中17例 即 チ25%二 陽性 反 騰iヲ認 メ、 部 チ赤

沈 反応 陽性 率 ノ略 く半 分 ト云 プ事 ニ ナ ツ テ オ リマ ス。

翁 ホ 仔細 二観 察 致 シマス ト、赤 血 球沈 降 反 雁i強 陽性 ニ

テ肺 「エ キス」反 応 全 ク陰 性 ノ モ ノ ガ ア リ、叉 反i封 二赤

血 球 沈 降反 磨 陰 性 ニ テ、肺 「エ キス 」反 慮 陽性 ノモ ノモ

ア リマ シテ、 雨 反応 成 績 ノー 致 セ シモ ノ31例 、 不 一

致 ノモ ノ36例 デ ア リマ シタ.

是 等 ノモ ノ ニ就 テ比 較 致 シマ ス ト、雨反 磨 共 二陰性 ノ

モ ノ・・22例 ア リマ シテ之v等 ・・多 クハ 臨 休所 見 モ極

メ テ軽 症 デ概 ヰ豫 後 戻 好r思 ハ の レモ ノ ノ ミ デ ァ リ

'マ
.スo

叉 雨皮 磨 共 二陽 性 ノモ ノハ6例 デ、他 ノ・雨 皮 雁iガ不 一

致 ヲ示 ス例 デ ァ リマ シテ、赤 血 球沈 降 反 応 が陰 性 ニテ

肺 「エ キ ス」反 応 が陽 性 ノモ ノガ10例 ア リマ シテ此 ノ

中 ニ ノ・肺 「エ キ ス」反 応 強 陽 性 ノモ ノ モ 約 半 数 二於 テ

見 受 ケ ラ レタ ノデ ア リマス 。 又 赤 血 球 沈 降 反応 陽性

「エ キス」反 応 陰 性 ノモ ノ ノ、21例 ア リマ シテ此 ノ 中 ニ

ノ・可成 重 症 ノモ ノモ含 マvテ オ リマス 。

如新 雨 者相 反 ス ル 成 績 ヲ示 ス モ ノが 多 数 二見 ラIV・

ト云 フ理 由 ニ ノ・色 々ア リマ セ ウガ、 私 が其 ノ圭 ナ ル

モ ノ ・一 ツ ト考 ヘ ル事 ハ赤 血 球 沈 降 反 応 ノ・、或 ・・血 液

中 ノ陽性 荷 電 物 質 ノ増 加 、 ヌ.・・「フ ィブ リ ノー ゲ ン」及

「グ ロ ブ リン」ノ増 加 、或 ノ、「コvス テ リソ」ノ増 加 其 他

血 球 撒 ト血 色 素rノ 關係 、 血 液 中 ノ 炭 酸 瓦斯 ノ影 響

「アチ ドー ヂ ス」赤 血 球 皮 膜 ノ 「リポ イ ド」ノ影 響 等 二

目 リテ 圭 トシテ 起Jレ庭 ノ 物 理 化 學 的攣 化 トセ ラ レテ

居 りマス ル が、 肺.「エ キス」沈降 反 雁iノ、崩 壊 肺 組 織 ノ

「リポ イ ド」物 質 二野 シ、患 者 ノ血 中 二産 生 サ レタ抗 盟

物 質 ト、肺 「エ キス」トノ間 ノ免疫 反 応 が主 役 ヲ演 ズ ル

鮎 二於 テ差 異 ガ ア ル カラ デ ノ・ナ イ ダ ラ ウ ト思 ヒマ ス。

倫 ホ精 シキ コ トノ・、後 二誌 上 二御 報 告 申上 ゲ タ イr存

ジ マス 0

63.肺 結核患者 ノ白血球核移動 二就 テ

糟 壽1辞(京 都市立宇多野騒 所)

私共ノ・京都市立宇多野療養所入院 患者 ノ中、167人 亭

就 テ、ソノ血球 像、赤血球沈降速度、凝集反 応蚊 ニ ピル
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ケ ー反 磨 等 ヲ併 セ合 ヒマ シタ ノデ、拉 二・・ソ ノ中 白血

球 核 移 動 ト赤 血 球 沈 降 速 度 トニ 就 イテ 御 報告 申上 ゲ

マ ス。患 者 ハ17歳 以 上59歳 二至 ル マ デ ノモ ノデ少 鍛

ノ女 子 ヲ含 ム外 ・・ス ベ テ男 子 デ ア リマ ス。

血 球 像 ノ計 算 ニ ア タ リテ ヘ シ リyグ 氏 ノ「ヘ モ グ ラ

ム」ヲ、 赤 血 球 沈 降 速 度 反 磨 二 ・・ウ エス タ ー グ レ ソ氏

法 ヲ適 用 シマ シタ。

病 期 卸 チ疾 患 ノ程 度 二就 イテ ハ、圭 トシテ ラ ソケ ノ病

期 分類 二從 ツテ、「レソ トゲ ソ」像 、 熱 型 、 菌 ノ有 無 、

盟 重 ノ増 減 傾 向並 二肺 部 ノ理 學 的所 見 等 ヲ圭 トシ、且

ツ甚 シキ重 症 ナ ル者 以 外 ニ ハ 槍 査 者;タ ル 余 等 ノ圭観

的 剣 噺 ヲ ナ ル ベ ク加 ヘ ズ シテ診 定 シタ。

第4群 ニ ハ肺 部 ニ ノ ミ廣 キ血 行韓 播 ヲ示 ス モ、各 く ノ

粟 粒 病 竈 へ 爾 ホ 明確 ナ ル境 界 ヲ有 シテ隣 接 病 竈 ト融

着 セ ザ ル モ ノ ニ シテ多 ク ・・、多 少 ノ熱 登 ア ル モ 中 二 ・・

全 ク無 熱 ニ シテ、伺 ホ甚 シキ滲 出性 症 候 ヲ呈 セ ザ ル モ

ノ ヲ第4群 トシテ別 ニ シタ.

第1表 ノ説 明。

横 二書 イ テ ア ル1、 皿、凪IVノ ・帥 チ病 期 ヲア ラノ・シ、

縦 二書 イテ アル 第 一 行 ノ籔 字 ハ 左 方 移 動 ノ程 度 ヲ ア

ラ ノ・シテ ヰ マ ス。

左 方 移 動 及 沈 降 速 度 ノ程 度 二關 シテノ・、し・デ ケ ノレガ肺

結 核 二用 ヒタ数 ヲ適 用 シマ シタ。コ ノ%ハ シ リソ グ ノ

「ヘ モ グ ラム」二於 ケ ル 桿 状 細 胞 ノ%ヲ ア ラ ハス 数 デ

ア リマ ス。

表 中 ノ敷 字 ・・縦 二 見 タ,レ 場 合 ノ 患 者實 数 ト ソノ%ト

ヲ示 シテ ヰ マ ス。

横 ノ第1列 へ 健 康 人 ノ正 常 値 デ ア ル6%以 下 ノ モ ノ

デ ア ツ テ、横 ノ第2列 以 下 ノ・正 常 値 以 上 ヲ示 ス モ ノ デ

ア リマ ス。

ソコ デ 第1群 二 鴎 ス ル モ ノデ ノ・正 常 値1名 彊 度3名

ア リマ シテ ソvラ ノ%ノ ・25%及75%デ ア リマス。私

共 が初 期 症 候 群 ノ 「レソ トゲ ソ」像 ノ下 二 大 略 く治癒

シタ ト考 フル 患 者 ニ ハ 以 下 ノ 重 症 者 ノ 場 合 二比 シテ

遙 二多 ク ノ正 常 値 ヲ有 ス ル モ ノデ ア ル ノデ ア リマ ス。

唯 強 度 ノ核 移 動 ヲ示 ス モ ノが 多 イ ノハ 私 共 ノ甚 ダ奇

異 二考 フ;レ所 デ ア リマ ス。

i欠二病 症 ノ輕 ル イ第2群 ト、重 症 ノ第3群 トヲ比 較 シ

テ 見 マス ト、正 常値 ヲ示 ス モ ノノ・雨 者 トモ甚 ダ診 ク、

輕 度 及 ビ中 等 度 ノ 左 方移 動 ヲ 呈 ス ル モ ノハ第 皿群 デ

ノ・合 シテ44%ア リマ ス ガ第 皿群 デ ハ僅 力;-10%シ カ

ア リマセ ソ。之 二反 シ強 度 ノ左 方 移 動 ヲ呈 ス ル モ ノノ・

aSll群 デ ハ50%、 第 皿群 デ ハ甚 ダ壇 加 シテ88%ア リ

マ ス。即 チ之 デ 見 マ ス ト病 症 ノ進 行 ス ル 程、 明 ヵ二左

方 移 動 ノ程 度 ガ壇 進 シテ ヰ ル ノデ ア リマ ス。

第IV群 デ モ強 度 ノ左 方移 動 ヲ 呈 ス ル モ ノ が尤 モ多 ク

86%ア リマ ス が 唯 正 常値 ヲ示 ス モ ノガ7%ア ッ テ、

第H群 及 第 皿群 ノ ソvヨ リモ、多 イ ノノ・此 ノ第IV群 ハ

血 行 轄 移 ノ初 期 ノ患 者 デ、其 ノ豫 後 ハ 現 在 不 明 ノ者 ヲ

少 数 含 ソデ ヰ ノレカ ラ、或 ・・第 π群 ア タ リニ入 ル ベ キモ

ノガ混 ジテ ヰ ル 爲 デ ア ロ ウ ト 想 像 シテ ヰ,レ ノデ ア リ

マ ス。

第2表 ノ訊 明 。

次 二赤 血球 沈 降速 度 デ ア リマ ス ガ、コ ノ流 降 速 度 ノ程

度 二就 イテ モ ヤ・・リレ デケ ル ノア ゲ ラ レル 籔 ヲ 用 ヒ

マ シ タ6

第1群 二於 イテ ・・正 常値 ヲ示 ス モ ノガ75%、 中等度

ノ値 ヲ示 ス モ ノ が25%ア ツ テ、 核 移 動 ノ場 合 ヨ リ

モ臨 脈 上 ノ所 見 トー 致 シテ ヰ マス 。然 ル ニ第 π群 ト第

皿群 トヲ見 マス ト正 常値 ノ沈 降 ヲ示 ス モ ノ ガ、何 レモ

非 常 二多 クテ 各 く56%及34%ア リマス 。吾 々ガ臨 脈

上重 症 ト認 ムル 患 者 ノ 中 二 沈 降 速 度 ノ正 常 値 ヲ示 ス

モ ノ ・多 カツ タ コ トハ事 實 デ ア リマ ス。

第3表 ノ説 明。

i欠二肺 結核 患 者 ノ・全膿 ト シ テ ドノ 程 度 二左 方 移 動 及

ビ沈 降速 度 ノ速 進 ヲ 示 ス モ ノ デ ア ル カ ヲ見 ル爲 二前

2表 ヲ纏 メ テ第3表 ニ ア ラ ・・シマ シタ。之 ヲ見 マ ス ト

肺 結 核 患 者 ニハ 、核 移 動 ヲ呈 ス ル コ トガ甚 ダ多 ク所 謂

ラ ソケ ノfgll期 以 上 ノ患 者 ニ オ キ マ シテ ノ・96%モ 陽

性 卒 ヲ示 ス モ ノ デ ア リ、 沈 降 速 度 二於4テ ・・65%ア

,レコ トヲ知 ル ノデ ア リマス 。

結 論

以上 ノ所 見 ヲ概 括 シテ見 マ ス ト、

第1(イ)肺 結 核 患 者 ニ ノ・、白血 球 核 ノ左 方 移 動 ヲ示

ス モ ノ・・甚 グ多 ク 左 方 移 動 ヲ示 サ ザ ル モ ノ・・甚 ダ少

イ。

(口)コ ノ左 方移 動 ノ程 度 ハ 病 勢 ノ進 行 ト トモ ニ増 加

シテ ヰ ル。

第2明 白ナ血 行 性颯 移 ヲ示 ス モ ノ ニ テ ・・、甚 シキ特

異 鮎 ヲ見 出 シ得 ナ カ ソ タ ガ 唯 核 移 動 二於 テ 正 常 値 ノ

率 ガ第2期 及 ビ第3期 二比 ベ テ多 イ が、コvノ ・今 後 ノ

患 者 ノ経 過 ヲ見 タ 上 デ ソ ノ 關 係 ヲ剣 噺 ス ル ヨ リ外 ナ

イ。

第3赤 血 球沈 降 速 度 ノ速 進 ヲ示 ス 出現(陽 性)率 へ
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疾患程度 ノ重 キ程漸 次培加 シテヰ;レガ、相 當 ノ重症者

ニテモ速進 ヲ示 サザル モノが可成 リ多 イ。赤沈反磨/

此事象 ヲ以 テ吾等 ガ重症 ナ リ ト診定 シタ 患者 ノ中二

多薮 ノ治癒 シタ、若 クハ治癒 ス ベキ患者 が含 マ レテヰ

,レタメダ ロウ トノ推 断 ヲ第3者 カラ下 サ レ易1ガ 、ソ

1)白 血球核左方移動2)

し!ハ患者 ノ輔移 ヲ見 タ後 二 噺定セ ラルベキ事 デ吾 等

ガ重症第3期 ト診断 シタ 患者 ニ シテ 今 日迄 ノ所治癒

シタ モノノ・極 メテ稀 デアル カラ 現在 ノ所 カラ推定 ヲ

下 シウル ト思 フ。

赤血球沈降速度

病
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10.「 ヴィタ 三ン」二關 ス ル者

64.「 ヴィタ 三ン 」B訣 乏 動物 血 液 ノ結 核 菌 増

殖 抑 制作 用 二就 テ

藪 下 優(東 大 島薗 内科)

余 ノ・島薗敏 授 御 指導 ノ下 二 「ヴ ィタ ミ ソ」鉄 乏 動 物 血液

ノ結 核 菌 培殖 抑制 作 用 二 關 ス ル實 験 二 着 取 セ シ ガ本

會 二於 テノ・「ヴィタ ミソ」B鉄 乏 動物 二就 テ ノ實 験 成 績

ヲ報告 ス 。

實 験 方 法 ノ・、ラ イ ト氏 ノ原 法 二佐 藤 緒 方 氏 等 ノ改 頁 法

ヲ加 ヘ シ所 謂Slidecellculture法 ナ リ。使 用 結 核 菌

株 ノ・傳 染病 研 究所 保 管 ノ上 池 菌 三代 培養 ナ リ。

實験 動 物 ・・禮 重300瓦 前 後 ノ雄 性 海 狸 及 ビ2000瓦 前

後 ノ雄 性 家 兎 ヲ使 用 シ、是 等 ハ豫 メ 「ツ ベ ル ク リソ」反

慮 陰性 ナ ル コ トヲ確 メ タ リ。

試験 食 ノ・、島 薗敏 授 ニ コ リ選 定 サ レ、確實 二「ヴィタ ミ

y」B鉄 乏 ヲ詮 明 サ レタ ル會 肚 食 組 合 セ テ使 用 セ リ。

特 二海 猿 二於 テ ノ・、 「ヴィタ ミソ」Cヲ 補 フ タ メ ニ、 一

定 量 ノ、「vモ ソJ汁 ヲ加 へ叉 少 量 ノ藁 ヲ添 加 セ リ。 而

シテ此v二1%ノ 割 合 二、「オ リザ ニ ソ」越 幾 斯 ヲ加 へ

シモ ノ ヲ以 テ完 全食 トス。

海 狸 「ヴィタ ミ ソ」B鉄 乏 症 二就 テ。 海 狸 ハ試 験 食 開 始

ノ當 初 ヨ リ、食 餌 撮 取 比較 的 宜 シ〃1乃 至2週 間 ・・盟

重 壇 加 ヲ示 ス、 併 シ卒 均3週 間前 後 ヨ リ、動 物 ノ食 慾

減 退 シ、食 餌 二 封 シテ選 澤 的 トナ リ、終 ニ ノ・完 ク之 ヲ

掻 取 セ ズ、從 テ盟 重 増 加 ノ・停 止 シ、 次 デ減 少 始 マ リ、

日二 著 明 トナ ル、而 シテ此 ノ時 、 「オ リザ ニ ソ」越 幾 斯

投 與 ニ ヨ リ膿 重 ノ・再 ビ上 昇 ス。 本 症 特 有 ノ運 動 麻 瘍

ハ、鳩 、 家 兎 ノ如 ク、著 明 ナ ラ ザル モ、 海 瞑 ハ次 第 二

動 作 不 活 濃 トナ リ、籠 ノー 隅 二躍 居 ス.歩 行 時 ・・勇 盤

ノ後 端 ヲ垂 下 シ、後 肢 ヲ雨側 後 方 二 開 キ、歩 行 不 確 實

ナ リ。叉 動 物 ヲ他 動 的 二仰 臥 位 ニス ル ト起 キ返 ヘ リ得

ズ。此 ノ如 キ状 態 トナ レバ動 物 ノ・多 〃ノ・撒 時間 内或 ハ

1雨 日 中 二死 亡 ス 。試 験 食 開 始後 、此 ノ麻 癖 出現 マ デ

ノ 日数 ノ・13日 乃 至64日 、 亭均28日 ニ シ此 レヲ季 節

的 二 見vバ 、 夏 期 ノ・卒 均26日 、 冬期 ノ・卒 均31日 ナ

リ、 而 シテ麻 癖 出現 卒 ノ・48.1%二 當 ル、 共 他 毛 髪 ハ

ー 般 二粗 トナ リ
、 光 澤 ヲ失 ヒ、中 ニハ脱 毛 ノ著 シキ モ

ノア リ、 浮 腫 ハ之 ヲ詮 明 セズ。
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家 兎「ヴィタ ミソ」B鉄 乏症 二就 テノ・省略 ス、唯、試験

食 開始後前肢 或ハ 後肢 ノ蓮動麻癖 出現 マデ ノ 日数 ハ

22日 乃至67日 、卒均41日 ナ リ。

實験成績 二 就 テ。 試験食開始後、 海猿 ノ・2乃 至4週

間、家兎 ハ4乃 至6週 間 ノ時期 二於 テ、心臓穿刺 ニヨ

リテ、動脈血 ヲ探取 シ、血液 内結核菌培養 ヲ行 ヒ、其

ノ結果 ヲ當該動物 ノ健常時及 ビ 恢 復時 ノ夫 レ トヲ比

較 セ リ。

健常海i倶193例 、家 兎55例 二就 キテ ノ成績 ・・第1固

ノ如 シ。而 シテ血液 ノ結核菌壇殖抑制作用 ノ・動物各個

盟 ニ ヨリ略 い一定 セルモ ノニ シテ、余 ノ海瞑完 全食飼

養60日 乃至90日 ノ経過 中反復検査 ノ結巣 ・・第2岡

ノ如 ク、菌増殖 度 ノ動揺 ノ・極 メテ少 シ。

第1固 健常海狸及 ビ家兎血液内結核 菌

増殖 程度

1髄 度日 ±1+1++1帯

海
瞑
家
兎

實数 30 26 29 53 55

百分牽 15.5 13.5 15.0 27.4 28.5

實数 10 8 13 12 12

百分率 18.2 14.5 23.6 21.8 21.8

第2固 完全食飼養海猿血液内結核菌塘殖

度ノ長期間ニワタル槍査成績

＼＼ 検査
'同 敷

魏舞鍛 ＼

第
1
同

脚第

2

同

第
3
同

第
4
同

第
5

同

第
6
同

第
7

回

No.114 什 什 朴 柵 什 十 十十

No.123 冊一
±

什 柵 柵 柵 柵

No.151 ± 一 十_1± ±

然 ルニ「ヴィタ ミン」B飲 乏海狽77例 、家兎45例 二於

ケル成績ノ・第3圖 ノ如 ク、健 常時 ノ夫v二 比 シ、結核

菌 壇殖 度 ノ・著明 二壇強ス。次 二、「オ リザニ ソ」越幾斯

投 與 ニヨ リ動物 ヲ恢 復セ シムレバ、該 動物血液 ノ結核

菌 培殖 抑制作用 ハ大 多藪例 二於 テ、健 常時 ノ夫 レニ復

錦 シ叉 ハ其 レニ接近 セ リ。

第3固 海狸及 ビ家兎血液 ノ結核 菌増殖 抑

制 作用 二封スル「ヴィタ ミソ」鉄 乏 ノ影響
一

轍1引 刻 劣傷 勢1勢
海
狸一

家

兎

健常時 18.1 14.2 19.5 23.4

禰
24.7 0

B訣 乏時 3.9 6.5 12.9

一
38.9
-

23.1

一
22.1-

〇
-

35.5一
ρ

健常時 12.8
-

0

15.4
-

2.2

23.1
-

6.6

25.6

B鉄 乏時
一
13.3

一
42.2

恢復時 4.8 19.0 14.2 38.1 23.8

以上實験成績 ニヨ レバ、海猿及 ピ家兎血液 ノ結核菌堆

殖 抑制作用 ハ「ヴィタ ミソ」B訣 乏 ニ ヨリ著明 二減退ス

ルモ ノナ リ。

65.「 ヴィタ 三ン」B訣 乏動物 ノ結核菌人工感

染 二謝 スル抵抗 二就 イテ

佐 々 木 一 豫(東 大 島薗 内科)

動物 ノ「ヴィタ ミン」B嵌 乏 が ソノ結核菌感染 二及 ボス

影響 二關 シテ私 ノ・島薗敢 授御指導 ノ下 二 海狸蛇 ビニ

白鼠 ヲ用 ヒテ動物實験 ヲ 行 ソタ 未 ダ例数 多 カラズ實

験 ノ途上 ニア レ ド之迄 ノ成績 ヲマ トメテ コ ・二報告

セ ン トス。

第1海 狸實験

「ツベルク リソ」反慮陰性 ナル 雄性海狸300瓦 前後 ノ

モノヲ嘗 テ島薗敏 授 ニヨ リテ「ヴィタ ミソJB飲 乏 ヲ謹

明 セラ レタル 會1辻食 ヲ以 テ養 ナヒ 爾動物 ノ「ヴィタミ

ソ」C鉄 乏 ヲ防 グタ メ1日1匹5瓦 ヅツノ大根 ヲ叉消

化障 碍 ヲ避 ケル爲 メ少 量/藁 ヲ加ヘ テ與 へ、之 二「オ

リザニ ソエキス」1%ヲ 加 ヘタ ルモ ノヲ以 テ封照bナ

ス。

試 食 ヲ與 ヘ ル トー 時 盟 重 減 少 ス ル モ ノ ア レ ド、漸 次 恢

復 増 加 シ概 シテ 云 ヘ バB鉄 乏食 動 物 ハ亭 均4--5週 ニ

テ最 頂 二達 シ以後 食 量 ノ減 少 ト共 二 下 降 シZF均3-4

週 デ死 亡 ス ル、下 降 期 二達 ス レバ 蓮 動 鈍 リ、 首 ヲ垂 シ

蟄 居 シ勝 チ トナ リ、漸 次 歩 行 ・・ヨ ロ メ キ困難iト ナ リ、

後 脚 ヲ ヒラ キ辛 ウジ テ盟 位 ヲ保)ソ ヵ ト見 ラ1/、横 臥 サ

セ レバ モ が キ ソ ・途 ヒニ起 上 ヲ得 ザル モ ノ ア ルニ至

リ、 叉1例'・ カ ・」レ際 激 動 ノ爲 メ ヵ 急 死 セ ル ヲ見 タ

リ。

結 核 菌 ハ傳 研 ノ佐 藤 敏 授 ヨ リ分 與 ヲ 受 ケ タ 人型 結 核

菌 上池 三 代 菌 株 ニ シテ ソ ノ 「グ リセ リ ンブ イ ヨy」 培

養 約3週 ノ菌 苔1!100mgヲ 右 下 腹 部 皮 下 二接 種 ス。

第1表 「ヴィタ ミソ」B訣 乏 海 狸 感 染 試験

動

物

数

早爲
期 メ
死除
亡外
ノ

死

亡

数

死

亡

率
%

死亡海6冥
亭 均生存

日数

卒 均盟重(
9)

試食
開始
ヨリ

感染
ヨ リ初期死亡

時

B

鉄

1 20 9 11
-

10

100 20 45『
23

281 240

五 21 11

一
100

『
50

一
393

一
326一

1

一一

20
一

9
一
1】

-

10

一
1QO

一
27

一
52

脚一 一

290

一
255

茅ザ ソ
リ ニ」 皿 20 10 100 60 33 367 312

へ

試食 開始 結核菌接種 實験終 マ

第1同2111×27/Vll4/XI

第2同22/Xl8!XI2M
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第1同 實 験 ハ菌 接 種 ヨ リ3週 醗 ニ シテ試食 ヲ始 メ、第

2同 ノ、試 食 開始 後3週 蝕 ニ シテ接種 セ リ。

ソノ結 果 ハ第1表 ノ如 ク、第1同 實 験 デ ノ・Bl映 乏食 群

ノ・感 染 卒 均45日 、試 食 開始 ヨ リZF均20日 ニ テ全部 死

亡 セ ノレニ「オ リザ ニ ソエ キ ス」添 加 食 群 ・・夫 々52日 、

27日 生 存 セ リ、第2同 實験 ニ テ ・・B飲 乏 食 群 ・・試 食 開

始 ヨ リ50日 、 感 染 ヨ リ23日 、 勤 照 ・・夫 々60日 、30

生 存 シ ソノ差 大 ナ リ。

次 ギ ニ是 等動 物 ノ剖 検 所 見 ニ ヨル ニ概 シテ、早 期 二死

亡 セ ル モ ノ・・結 核 病 攣 加 レク、オ ソク死 亡 セ ル モ ノ程

高 度 ニ シテ此 ノ實験 期 間 ノ・、未 ダ伺 ホ病 攣 ノ蔓 延 期 ニ

ア,レヲ知 ル帥 チ淋 巴 腺 ニ テ ・・、肉 眼 的 二結 核 病 攣 ヲ認

メ得 デ ル モ ノ ヨ リ米 粒 大 、 小 豆 大 、 碗 豆 大 、翻 豆 大 ノ

結 核 性 腫 大 ア ル モ ノ ニ 及 ビ 是 等 ヲ夫 々(一)、(+)、

〈什)、(柵)、(冊)ヲ 以 テ表 ・・セ リ、 内臓 諸 器 ニ テ モ病

第2表

攣 ノ認 メ難 キモ ノ ヨ リ結 核 節 ノ少 数 ア ノレモ ノ、稽 く堆
の び

加 セ ノレモ ノ、多 数 アル モ ノ、 甚 ダ多 数 ア ル モ ノ等 ア リ

テ 是 等 ヲ夫 々(一)、(十)、(十 十)、(柵)、(冊)ヲ 以 テ表

ハ シ之 ヲー 括 シテ表 示 ス レバ 第2表 ノ如 シ、之 ・・第1

同 試験 ノ表 ニ シテ第1欄 ハ、生存 日数 次 ノ・局所 膿瘍 ノ

有 無 大 小 ヲ示 ン、 槍 査 ・・淋 巴腺 ニ テ ハ 膝 婁 腺、 鼠 瞑

腺、 腋 下腺 、 氣 管 枝 腺 、 前 縦 隔 腺 、門 脈 腺 後腹 膜 腺 二

就 キ テ内臓 ・・肺 、 肝 、 脾 、腎 臓 二就 キ テ行 ヘ リ、B鉄

乏 群 ニテ ノ・第6週5匹 、 第7週3匹 死 亡 シ、 ソノ病 攣

度 ・・大 膿 同 ジ、第7週 二死 亡 セ 」L・モ ノ ト封 照 ノ第7週

二死 亡 セル モ ノ トヲ比 較 ス ル ニ、淋 巴 腺 ニ テ ハ大 差 ナ

キ モ臓 器 ニテ前 者 が高 度 ナ リ、 第8週 、第9週 二 死亡

セ ル モ ノ ヲ比較 ス ル ニ ヤ ・・リ、前 者 ニ テ幾 分 高 度 ナ ル

ヲ認 メ ラ)t/、第2同 實験 ニ テ モ略 く同檬 ノ結 果 ヲ得 タ

ル ガ省 略 ス ル。

第1同 試験解剖所見

膝
義

大
小

局
所
膿
瘍

ノ

生
存

日
数

番

號

淋 巴 腺 肺 肝 脾 腎

氣
管
枝

腋
下
粧

鼠
叢 臓臓臓臓

後
腹
膜

門

脈

前
縦
隔

B

鉄

乏

食

群

6W
一 一

7W

8W
-

9W

9
-

38

36 一 十十 十十一 十 十 十 一 什 十十 十 十 帯 ■一

39 獄豆大 十 一 十十一 十 十 一 一 十 柵 一 一 十 一

31一
36

-

8
-

37

40
-

41

,, 十十一 十十一 十十 什 一 十 什 十 一 十 一

小豆 惜 一 十十一
一 一 一 一 什 十十

一 一 惜 一

42
-

47

碗豆 十 一 十 一 一 一 一 一 十 十 一 一 十 一

,, 柵 十 十十一 十十十十 一 一 十十 柵 一 柵 十 一

4 47
-

49

55
-

59

,, 十十十 一 一 十十 一 一 一 朴 一 十 十 一
一 　

6
-

2
-

9

・噛 十 一 十 一 十 一 什 一 十 十十 十ト 十 冊 一

小豆 十十十 十 一 一 一 十 一 十 十十 十 十 十' 一

翻豆 十十十十 十十十十 十十十 什 ↓ 什 惜 十 十十 惜 一

「
ナ

リ

ザ
ニ

ソ

エ

キ

ス
」

添
加食

群

1

・7W

22一 46
-

48

米粒 十十 十一 十一 十 一 冊 十十 一 一 十十
「

一

13
-

28

10
-

25

獄豆 十十 十十一 十十 十 一 粁 帯 一 十十 什 一

49

49

木粒 十+十 一 一 十十 一 一 骨 什 一 一 一 一

碗豆 十十十十 十十十 十十 什 一 十 十十 十 柵 什 一
一

8W
-

9W

51
-

51

,, 十十十十 十十一 十十十 十 十 什 什 十 一 十 一
一
26

-

21

,, 十十十 十十一 十十 十 一 十 甘 十 十 一 一

51
-・ 一 一

56

翻豆 十十十十 十十一 十 一 一 一 什 十 一 柵 什 一

15 碗豆 十十 一 一 十十 一 一 一 十 十 十 十 一

12 61 ,, 十十十 十 一 十十 什 一 十 朴 一 一 一 一

10W 18 69 翻豆 十十十十 十十一 十十 一 一 十 十十 冊 十 柵 一
一

樹 ホ以上 ノ中歎例 二就 テ各 臓器、淋巴腺 ノ組織標本 ニ

ツキ観察 セルモ、ソノ結果 ハ肉眼的所 見 ト大禮一致ス

ル事 ヲ認 メタ リ。

第2白 鼠實験

「ツ ベ,レク リ ン」反磨 陰性 ナ ル禮 重50-60瓦 ノ白鼠 ヲ

用 ヒ之 ヲ 白米 粉83.4「 ヵゼ イ ソJ10、 「マ ・・ヵ'ラム」盤

類 混 合(第185號)3.6、 肝 油2.0「 オ リザ ニ ンエ キス 」

1.0各%ナ ル組 成 ノ 基 本 完 全飼 料 、 之 ヨ リ 「オ リザ ニ
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第3表 「ヴィタ ミン」B訣 乏 白鼠感染試験

動
物
数

早期 死亡
ノ爲 メ實

験 ヨリ除
1外セル轍

死
亡
藪

死
亡
牽%

死亡 白鼠ZF
均生存 日激

平均禮重(瓦) 實生験
存

ノ数

後'

生ZF

存 均白盟

鼠重
感染
ヨ リ

試験 開
始 ヨリ

初期1死 亡時
'

第
1

鉄
乏

第1同
感染 155 10 100 59 47 60 81 0 /

非一 166 10 100 / 52 58 63 0 /

第2同
感染 142 11 91 27 39 80 69 1 125

非一 41 3 100 / 44 57 58 0 /

第
2
鉄
乏
食

第1同
感染 155 9 90 69157 57 93 11129

非一 156 2 22 / 80 61 87 7i210

第2同
感染 133 6 60 37 49 58 71 4 132

非一 30 1 33 / 65 51 77 2 109

完

全

食

第1回
感染 83 1 20 99 87 58 118 4 230

非一 20 0 0 / / 53 / 2 214

第2回
感染 133 3 30 33 45 55 95 7 201

非一 30 0 0 / / 52 / 3 219

第1同 感染

第2同

29/XI

29/1

試食

開始

11/X皿1實 験

17/11中 止

19/血

23/皿

第1圖 第一鉄乏食 白鼠雫均膿重曲線(第1同 試験)

一 感染 ・一・…… 非感染
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ンエキス」ヲ全然 除去 セ,レ第1歓 乏食及 ビ0.3%二 迄

減少 シタル第2飲 乏食1・ノ3種 ヲ以テ養 ナ ヒ、之等 二

前述 ノ人型結核菌10「 ミリグラム」ヲ腹 腔 二接種 シテ

ソノ後 ノ経過 ヲ観察 セ リ。

第1同 試験 ノ・感染後約2週 ヨリ試食 ヲ始 メ110日 ニ

テ打切 リ、第2同 ノ・試 食開始後約2週 ニテ接種 シ以後

53日 ニテ打切 レリ。

ソノ結果 ノ・第1同 試験 ヲ見 ルニ(第3表 及 ビ第1同)v

第1ife乏 食群 ガ他群 二比 シテー般 二登育悪 久 叉 著 ・y

ク早期 二死亡 セル・・當然ナル モ而 モ爾 ホ非感 染群 二

比 シテB飲 乏/徴 候 著明 ナラザルニ 死亡 スルモノ多
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シ、第2鉄 乏食 群 ニ テ ハ(第2圖)相 當 ノ號育 ヲ見 タ ル

モ、 感 染 群 ・・非 感 染 群 ノ 死 亡 ヌ ル モ ノ 少 ナ キ ニ反 シ

多 倣 二死 亡 シ90%ノ 高 率 ヲ示 シ、 ソノ 亭 均 生 存 日数

69日 ナ リ、 之 二反 シ完 全 食 群 ニ テ ・・99日 生 存 セル1

匹 ヲ除 キ他 ・・皆 臨 休 上 全 ク、非 感 染 動物 ト同様 良好 二

生存 ス(第3圖)。 第2同 試 験 ニ テ モ大 禮 第1同 ト同標

ノ成 績 ヲ得 タ リ、 帥 チ第1鉄 乏 食 群 ハ感染 後27日 ニ

テ全 部 死 亡 シ第2鉄 乏 食群 デ ・・、非 感染 群 ガ試 験 中止

ノ日1匹 死亡 匂 レノ ミナJlz二 感 染群 デ ・・60%ノ 死 亡

李 ヲ示 シ、 ソノZF均 生 存 日数 ハ37日 ナ リ、 完 全 食 群

ニ テ ・・30%ノ 死 亡 率 ヲ示 メ シ他 ハ非 感 染 群1・ 同 ジク

頁 好 ナ,レ猶 育 ヲ示 シタ リ(第3表)。

66.「 ヴtタ 三ン」D及 石 茨 堕 類 併 用 ノ結 核 病

攣 二及 ボ ス影 響 二就 テ

清 野 博(大 阪帝國大學轡學部第 三内科)
森 澤 誠 一(圭 任 今村 荒男敏授)

「ヴィタ ミソ」が歓 クベ カラザル榮養素 トシテ動物留 内

ニア リテ共 ノ物質代謝 二参與 セルノ・疑 フベカラザル

所 ナ リ、然 リ而 シテ之 レが副養素 トシテ結核治療 二如

何ナル影響 ヲ及 ボス ヤ・・注 目ス ベキ題 目タ リ、殊 二最

近 「ヴィタ ミン」Dノ 完成 ニヨ リ結核治療 ノ目的タル結

核病竈 二 石灰 沈著 ヲ惹起 セ シメ得 トノ業績登表 ト共

二俄然問題化 シ結核 治療界 二 興 味深 キー石 ヲ投 ジタ

リ。並 二於 テ余等ノ・將 シテ如何 ナル程度 ユ影響 ヲ及 ボ

スヤ叉古 クヨリ結核治療 二慮用 セラ レシ、石灰璽類殊

二燐酸石灰 トノ併用 ハ、結核病 竈 二封 シ如何 ナル影響

ヲ及 ボス ヤ延 テへ 石灰 沈著 二如何 ナル役割 ヲ演 ヅル

ヤ ヲ實験的二詮明 セ ソ ト左記 ノ如 キ實験 ヲ行ヘ リ。

今並 二其 ノ實験方法及 ビ其成績 ヲ報告 セyト ス。

第1篇

本篇 二於 テ・・「ヴィガ ソ トー ル」ノ適量 ノ繹 口的投 奥及

ビ之 レト「加 レチコール」ノ非経 口的投與 ノ結核病攣

二及 ボス影響 ヲ観察セ リ。

實験方法

實験動物

盟重250-300瓦 迄 ノ雄性健康海狽 ニ シテ使用前1週

間善通食 ニテ當動物舎 二於 テ飼 育 シ、而 モ レーメル反

慮陰性 ナルモノヲ使用 セ リ。

飼育方法

善通 ノ如 ク雪花茱 ヲ圭食 トシ時 々青草及 ビ藁 ヲ與 フ。

試用結核菌及 ビ菌液製調法

實験 二供セ ル結核菌 ・・、阪大今村 内科研究室所藏 ノ強

毒 上 池 菌 株 ニ シテ、其 「グ リセ リソ」馬鈴 薯 面 上 二登 育

セ ル 菌 苔 ヲ取 リ 秤 量 後 編 瑠 乳 鉢 ニテ 滅 菌 生理 的 食 璽

水 ヲ滴 下 シツ ・研磨 シ、所 要 ノ濃 度 ヲ有 ス ル菌 浮 游 液

ヲ作 成 セ リ。

接 種 法 及 ビ菌 量

氣 管 内接 種 法 ヲ用 フ、而 シテ菌 量 ・・滅菌 生理 的食 璽 水

0.3耗 中100分 ノ1彪 ノ菌 量 ヲ有 ス ル菌 浮 游 液 ヲ使 用

ス。

「ヴ ィタ ミソ」D及 ビ 「カlvチ ウ ム」製 剛 ノ投 與 法

「ヴ ィガ ソ トー ノレ」(照 射 「エル ゴス テ リソ」)・・毎 朝 空 腹

時 所 要 ノ量 ヲ豆 腐 粕 二混 ジ経 口的 二投 與 ス。 「カ,レチ

コー ル」(葡萄 糖酸 「加 レチ ウム」)・・毎3日 目 二1同 量

0。5耗 脚 部 皮 下 二注射 ヌ。

實 験 成 績

第1群

本群 ・・10匹 ヨ リ成 り結 核 菌1/1・・彪 氣 管 内接 種 後30日

目 ヨ リ毎 早朝 各1匹 ニ ッ キ 「ヴ ィガ ソ1"一一Jレ」1日 量2

滴 基 本食 二混 ジ56日 間 経 口的 二投 與 ス 。

第 ∬群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ、結 核 菌 】/100me氣管 内 接 種 後30

日目 ヨ リ毎 朝 各1匹 二就 キ「ヴィが ソ トー ノレ」1日 量2

滴 基 本 食 二混 ジ56日 間 経 口的 二 投 與 ス)レ ト 同 時 二

「加 レチ コ ー ル」1同 量0 .5琵 毎3H目 二 脚 部 皮 下 二

28同 注 射 ス。

第 皿群

本 群 ノ・15匹 ヨ リ成 リ結 核菌1!100re氣 管 内 接種 後 各 群 ノ

封 照 トシテ何 等虜 置 セ ザ ル モ ノ、左 二各 群 ノ實験 方法 、

膣 重 ノ攣 化 蚊 二 肉眼 的 所 見 ヲ表 記 ス レバ 次 ノ如 シ。

第2篇

本篇 二於 テ ノ・「ヴィタ ミソ」ノ極 ク少 量 ト稽 く大 量投 與

ノ結 核 病 攣 二及 ボ ス影 響 ヲ観 察 セ リ。

實 験 方 法

實 験 動 物

膿 重200-250瓦 迄 ノ雄 性 健 康 海 狸 ニ シテ使 用 前1週

間善 蓮 食 ニ テ當 動 物 舎 二於 テ飼 育 シ、而 モ レー メ ル反

磨 陰 性 ナ ル モ ノ ヲ使 用 セ リ。

飼 育 方法 、 蛇 二試 用 結核 菌 及 ビ菌 液 製 調 法

前篇 同様 。

接 種 法 及 ビ菌 量

皮 下接 種 法 ヲ用 フ而 シテ菌 量 ハ 滅 菌 生 理 的食 瞳水0.2

耗 中1150選 ノ菌 量 ヲ 有 ス ル菌 浮 游 液 ヲ使 用 ス。 「ヴ ィ

タ ミン」及 ビ 「加 レチ ウム」製 鋼 ノ投 與 法
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「ヴイが ソ トー ル
」ノ・毎 早朝 空 腹 時 二所 要 ノ量 ヲ豆 腐 粕

二混 ジ経 口的 二投 與 ス。

「ヤbコ;ン 」(果糖 燐 酸(「 加 レチ ウ ム」)ハ毎2日 目二

1同 量0.5蝿 脚 部 皮 下 二注 射 ス。

實験 成 績

第1群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1150彪 皮 下接 種 後30日 目

=リ 毎 早朝 各1匹 ニ ッ キ「ヴィが ソb・一・-JV
」1日 量1滴

基 本 食 二 混 ジ68日 間 経 口的 二 投 與 ス ト 同 時 二 「ヤ ト

コ ニ ン」1同 量0.5蝿 毎2日 目 二 脚 部 皮 下 二34同 注

射 ス。

第 皿群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1150竈 皮 下i接種 後30日 目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ ヴィがyト ー-JV」8滴 基 本 食

二混 ジ68日 間 経 口的 二投 與 ス ト 同時 二 「ヤ トコニ ソ」

1同 量0.5蝿 毎2日 目 二脚 部 皮 下 二30同 注 射 ス。

第 皿群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1150彪 皮 下 接 種 後 各 群 ノ

i封照 トシテ何 等 庭 置 セ ザ ル モ ノ。

左 二各 群 ノ實 験 方法 、膿 重 ノ攣 化 並 二 肉眼 的所 見 ヲ表

記 ス レバi欠 ノ如 シ。

第 三 篇

本 篇 二於 テ ・・和 製 「ヴ ィタ ミ ンD及 「ヴ ィダ ロ ソ」(「ヴィ

タ ミ ン」A+D)蛇 二是 等 「ヴィタ ミソ」製 剤 ト石 灰 盤類

併 用 ノ結 核 病 攣 二及 ボ ス影 響 ヲ観 察 セ リ(伺 本 篇 二於

テ ノ・比 較 的 幼 弱 ナ ル海 猿 ヲ使 用 セ リ)。

實 験 方 法

實 験 動 物

盤 重 ユ50-200瓦 迄 ノ雄 性 健 康 海 狸 ニ シテ 使 用 前1週

間 善 通 食 ニ テ飼 育 シ、而 モ レー メ ル反 慮 陰 性 ナ ル モ ノ

ヲ使 用 セ リ。

飼 育方 法蛇 二使 用 結 核 菌 及 ビ菌 液 製 調 法

接 種 法及 ビ菌 量蛇 二 「ヴィタ ミ ソ」及 ビ「カ;レチ ウ ム」製

鋼 投 與 法。

前 篇 用様 。

實 験 成 績

第1群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/,50ee皮 下 接 種 後30日 目

ヨ リ毎 早朝 各1匹 ニ ツ キ、「オteプ ー ル」1日 量2滴 基

本 食 二混 ジ60日 間経 口 的 二投 與 ス。

第 皿群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌11・)ome皮下 接 種 後30日 目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ、 「ヴィダ ロy」1日 量2滴 基

本 食 二混 ジ60日 間経 口的 二投 與 ス。

第 皿群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1150彪 皮 下 接 種 後30日 目

ヨ リ毎 早朝 各1匹 ニ ツ キ、「オ ボ ラ ー ル」1日 量2滴 基

本 食 二混 ジ60日 間経 口的 二 投 與 ス ト同 時 二 「ヤ トコ

ニ}/」1同 量0.5蝿 毎2日 目 二脚 部 皮 下 一31同 注 射

ス。

第IV群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 り結 核 菌 】/50ne皮 下接 種 後30日 目

ヨ リ毎 早朝 各1匹 ニ ツ キ「ヴィグ ロ ソ」1日 量2滴 基 本

食 二混 ジ60日 間経 口的 二投 與 ス ト、同時 二 「ヤ トコニ

ソ」1回 量0.5耗 毎2日 目 二 脚 部 皮 下 二31同 注 射 ス。

第V群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌i/sore皮 下i接種 後30日 目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ、「オ ボ ラー ル」1日 量2滴 基

本 食 二混 ジ60日 間 経 口的 二投 與 ス ト同 時 二1.O%「 ク

ロ ー ル ヵル チ ウ ムJ1同 量0.5蝿 毎2日 目二 脚 部皮 下

二31同 注 射 ス。

第VI群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/50彪 皮=下i接種 後60日 目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ 「ヴ ィダ ロ ソJ1日 量2滴 基本

食 二混 ジ60日 間 経 口的 二投 與 ス ト同 時 二1.0%「 クn

一 ル カ)レチ ウム」1回 量0.5蝿 毎2日 目二 脚 部皮 下 二

31同 注 射 ス。

第V皿 群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1150瑳 皮 下 接 種 後 各群 ノ

野 照 トシテ何 等 虎 置 セ ザ ル モ ノ。

左 二各 群 ノ實 験 方 法 、 禮 重 ノ攣 化 、蛇 二肉 眼 的 所 見 ヲ

表 記 ス レバ次 ノ如 シ。

第 四篇

本 篇 二於 テ ノ・「ヴィタ ミ ン」ノ大 量 及 ビ極 〃大 量 投與 及

ビ是 等 ト膠 質 「加 レチ ウ ム」 トノ併 用 ノ 結 核 病 攣 二及

ボ ス影 響 ヲ観 察 セ リ。

實 験 方 法

實 験 動 物

盟 重300-350瓦 迄 ノ雄 性 健 康 海 瞑 ニ シテ 使 用 前1週

間普 通 食 ニ テ飼 育 シ、而 モ レー メ ル反 磨 陰 性 ナ ル モノ

ヲ使 用 セ リ。

飼 育 方 法 蛇 二使 用 結 核 菌 及1ビ 菌 液製 調 法

前 篇 同檬 。

…接種 法 及 ビ菌 量
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腹 腔 内接 種法 ヲ用 フ、而 シテ菌 量 ノ・滅 菌 生理 的食 璽水

0.5耗 中百 分 ノ1彪 ノ菌 量 ヲ有 ス ル 菌 浮 游液 ヲ使 用 セ

リ。

「ヴィタ ミソ」及 ビ「カル チ ウム」製 刺投 與 法

「ヴ ィガ ソb・一・一)レ」ノ・毎 早 朝 空腹 時所 要 ノ量 ヲ豆 腐 粕 二

混 ジ経 口的 二投 與 ス。

「ヱ ノ カー,レ」・・、毎2日 目 二1同 量1.0蛭 脚 部 皮 下 二

注 射 ス。

實 験 成 績

第1群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌 】1100選腹 腔 内接種 後21日

目 ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ「ヴ1)'yb・ ・一・)レ」1日 量20

滴 基 本 食 二混 ジ28日 間 経 口的 二投 與 ス。

第 π群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌ilioone腹 腔 内接 種 後21日

目 ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニツ キ「ヴィガ ソb-一一)レ」1日 量15

滴 基 本 食 二混 ジ28日 間経 口的 二投 與 ス。

第 皿群

本群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/loome腹 腔 内接 種 後21日

目 ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ツ キ「ヴィガ ソ トーJレ」1日 量20

滴 基 本 食 二混 ジ28日 間 経 口的 二投 與 ス ト同 時 二 「ヱ ノ

カ"'一')tZJ1同量1.0蝿 毎2日 目二 脚 部 皮 下 二14同 注

射 ス。

第IV群

本群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/100彪 腹 腔 内接 種 後21日

目 ヨ リ 毎 早 朝 各1匹 一 ツ キ 「ヴ ィガyト ー,レ」1日 量

滴 基本 食 二混 ジ、経 口的 二 投 與 ス ト同 時 二 「ヱ ノ カー

,レ」1同 量1.0蝿 毎 日目 二脚 部 皮 下 二14回 注 射 ヌ。

第V群

本群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌ilioome腹 腔 内 接 種 後各 群

ノ封 照 ト シテ何 等塵 置 セ ザ,レモ ノ。

左 二各 群 ノ實験 方 法 、膿 重 ノ攣 化 並 二肉 眼 的所 見 ヲ表

記 ス レバ次 ノ如 シ。

総 括 的観 察 及 ビ結 論

右 表 實 験 成績 ノ結 果 ヨ リ 次 ノ結 論 ヲ得 タ リ即 チ 「ヴィ

タ ミソ」D(「 ヴィガ ソ トー ル」)ノ・結 核 病攣 二 封 シ共 使

用 量如 何 ニ ヨ リ成 績 ヲ異 ニス 。

少 量或 ノ・、適 當 量 ノ場合 二 ・・結 核 病 攣 ノ・野 照 二比 シ著

,シタ頁 好 ナ リ、然 レ ドモ大 量 使用 ノ場 合 ニ ノ・結 核 病 攣

ハ反 ツテ増 悪 ヲ示 ス 。

ス 各種 「カ ルチ ウム」製 畑 使 用 ニ ヨ リ、石 灰 沈 著 程度 如

何 ハ之 レ ヲ認 メ難 シ、然 レ ドモ「クロ 陶,レ 加 レチ ウ ム」

使用 ノモノニ於 テ・・、他 「カルチウム」製刺(葡 萄糖酸

「カルチウム」鋼
、果糖 燐酸 「カルチ ウム」蜘、膠質 「カ

ルチウム」剤等)二比 シ、臨林 的所 見一般 二頁好 ナラザ

レ・ドモ封照動物 二比 ス レバー般 二艮好 ナ リ。

67.藪 種 「ヴィタ 三ン」製剤及 ビ石茨塵類 トノ

併用 ノ結核病髪 二及ボス影響 二就 テ

大阪帝國大學磐學部第三内科

森 澤 誠 一(圭 任今村荒男敏授)

榮養 ノ頁否ノ・傳染性疾 患 ノ登現 二至大 ノ關係 ヲ有ス

ルコ トノ・周知 ノ事 實ニ シテ、之 レガ頁否 ノ・疾病 ノ豫防

経過轄機蛇 二治療上重要ナ ル意義 ヲ有ス ルコ トハ先

人諸氏 ノ業績 二依 リ明ナ リ就 中結核方面 二於 テノ・重

要覗 セラ レ種 々ナル榮養素 ノ庶用 ヲ見 シガ、殊 二近時

「ヴィタ ミソ」ノ登見 ニヨ リ之 レガ結核治療 二如何 二影

響 ヲ及 ボス ヤ注 目スベキ題 目タ リ、拉 二於 テ余 ノ・之 レ

等 「ヴィ〃 ミン」製剤及 ビ之 レ ト古 ク ヨリ結核治療 二用

ヰラレ ジ石灰璽類 トノ併用 ニヨ リ、結核病攣 二如何 二

影響 ヲ及ボスヤ、實験 的二謹 明セ ソ ト左記 ノ實験 ヲ行

ヘ リ。

今 並 二其 ノ實験方法及 ビ成績 ヲ報告 セ ソトス。

第一篇

本 篇 二於テ・・「ヴィタ ミン」A、B、Cノ 適量 ノ経 口的

投與及 ビ之 レト石 灰盛類 ノ非経 口的投與 ノ結核病攣

二及 ボス影響 ヲ観 察セ リ。

實験方法

實験動物

膣 重250--300瓦 迄及 ビ200-250瓦 迄 ノ雄 性健康海

瞑 ニ シテ使 用前1週 間善通食 ニテ飼育 シ、而 モ レーメ

ル反慮陰性 ナルモ ノヲ使用 セ リ。

飼育方法

善通 ノ如 ク雪 花茱 ヲ圭食 トシ時 々青草及 ビ藁 ヲ與 フ。

使用結核菌及 ビ菌液製 調法

實験 二供セル結核菌 ノ・、阪大今村 内科研究室所藏 ノ張

毒 上池菌株 ニ シテ 其 ノ 「グ リセ リン」馬鈴薯面上 二登

育セ ル菌苔 ヲ取 リ、秤量後考馬磯 乳鉢ニテ滅菌生理的食

藍水 ヲ滴 下 シツ ・研磨 シ、所 要 ノ濃度 ヲ有 スル菌浮游

液 ヲ作成 セ リ。

接種法及 ビ菌量

氣 管内接種法及 ビ皮下接種法 ヲ用 フ、而 シテ菌量 ・・滅

菌 生理 的食盟水0.3蛭 中百分 ノ1竜 ノ菌量及 ビ滅菌

生理 的食睡水0.2蛭 中50分 ノ1睡 ノ菌量 ヲ有スル菌

浮 游液 ヲ使用 セ リ・。
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「ヴィタ ミ ソ」及 ビ「カ ルチ ウ ムJ製 剤 ノ投 與 法

「ヴィタ ミ ソ」製 鮒 ・・毎 早朝 空腹 時所 要 ノ量 ヲ豆 腐 粕 二

混 ジ経 口的 二投 與 ス 。

「加 レチ コ ー一・)tZ
」(葡 萄 糖 酸 「加 レチ ウ ム」)ノ・毎3日 目

二1同 量0.5蝿 脚 部 皮 下 二注 射 ス。

1ヤbコ ニ ソ」(果糖 燐 酸 「加 レチ ウ ム」ノ・毎2日 目二1

何 量0.5蝿 脚 部皮 下 二注 射 ス。

實 験 成績

第1群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌11100選 氣 管 内接 種 後30日

目 ヨ リ、 毎 早 朝 各1匹 ニ ッ キ理 研 「ヴ ィタ ミソ」1日 量

0.25瓦 基 本食 二混 ジ56日 間経 「}的二投 與 ス。

第 皿群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/100re氣 管 内接 …種 後30日

目 ヨ リ 毎 早朝 各1匹 ニ ッ キ 「パ ラ ヌ ト リ ンJ液1日 量

0.5瓦 基 本 食 二混 ジ56日 間経 口的 二投 與 ス。

第 皿群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌11100睡 氣 管 内 接種 後30日

目 ヨ リ毎 早朝 各1匹 ニ ツ キ理 研 「ヴィタ ミン」A1日 量

0・25瓦 基 本食 二 混 ジ56日 間経 口 的 二投 與 ス,レ ト同時

一 「カル チ コー]レ」0.5同 量 耗 毎3日 目 二 脚 部 皮 下 二

28同 注 射 ス。

第IV群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/100竈 氣 管 内接 種 後30日

目 ヨ リ毎 早朝 各1匹 一 ソ キ 「パ ラ ヌ ト リソ」液1日 量

0.5瓦 基 本 食 二混 ジ56日 間経 口的 二 投 與 ス ト 同時 二

「カ21zチ コ ・一一JtZ」1同量0 .5耗 毎3日 目 二 脚 部 皮 下 二

28同 注 射 ス。

第V群

本 群 ・・15匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/1・o種 氣 管 内接 種 後 前 記

第1、ll、 皿、IV群 ノ封 照 トシテ何 等 庭 置 セ ザ,レモ ノ.

第VI群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結核 菌]/50竈 皮 下 接 種 後30日 目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 二 .ツキ 大 根 汁1日 量1.0瓦 基 本 食

二混 ジ68日 間 経 口的 二投與 ス。

agV[[群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌1/50竈 皮 下 接 種 後30日 ●目

ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ッ キ、大 根 汁1日 量1.0瓦 基本 食

二 混 ジ68日 間 経 口的 二 投 奥 ス ル ト 同時 二 「ヤ トコ ニ

ソ」1同 量0.5蝿 毎2日 目 二脚 部 皮 下 二34同 注 射 ス。

第V皿 群

本 群 ・・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌ilsone皮 下 …接種 後 第VI、V∬

群 ノi封照 ト シテ何 等 塵 置 セ ザ ル モ ノn

左 二各 群 ノ實 験 方 法 、盟 重 ノ墾 化 蛇 二肉 眼 的所 見 ヲ表

記 ス レバ次 ノ如 シ。

第 二 篇

本 篇 二於 テ ・・「ヴィタ ミソ」Bノ 過 剰 投 與 ト同時 二膠質

「ヵル チ ウム」トノ併 用 ノ 結 核 病 攣 二 及 ボ ス影 響 ヲ観

察 セ リ。

實 験 方 法

實 験 動 物

盟 重300-350瓦 迄 ノ雄 性 健 康 海 瞑 ニ シテ使 用 前1週

間 普 通 食 ニ テ飼 育 シ、而 モ レー メ ル反 慮陰 性 ナ ル モ ノ

ヲ使 用 セ リ。

飼 養 方 法

前 篇 同 様。

使 用 結 核菌 及 ビ菌 液 製 調 法

前 篇 同 標 。

接 種 法 及 ビ菌 量

腹 腔 内接 種 法 ヲ用 フ、而 シ テ菌 量 ハ滅 菌 生理 的食 璽水

0.5耗 中百 分 ノ1彪 ノ菌 量 ヲ有 ス ル菌 浮 游 液 ヲ使 用 セ

リ。

「ヴ ィタ ミ ン」及 ビ 「加 レチ ウム」製 剤 投 與 法

「ス ペ ル ゾー ソJノ・毎 早 朝 空 腹 時 所 要 ノ量 ヲ 豆 腐粕 二

混 ジ経 口的 二投 與 ス。

「エ ノ カー ル」・・.毎2日 目 二1同 量1.0蝿 脚 部 皮 下 二

注 射 ス。

實 験 成 績

第1群

本 群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌11100彪 腹腔 内接 種 後21日

目 ヨ リ毎 早 朝 各1匹 ニ ソ キ 「ス ペ]レ ゾー・》・」1日 量3.0

瓦 基 本 食 二混 ジ28日 間 経 口的 二投 與 ス ル ト同時 二「エ

ノ カー,レJ1同 量1.0立 毛毎2日 目.;一・】4同2主 身寸ス。

第H群

本群 ノ・10匹 ヨ リ成 リ結 核 菌111。o瑳 腹 腔 内 接種 後封 照

ト シテ何 等EEI置 セ ザル モ ノ。

左 二各群 ノ實験 方法 、膿 重 ノ攣 化 蛇 二肉 眼 的 所 見 ヲ表

記 ス レバ次 ノ如 シ。

総 括 的 観 察 及 ビ結 論

右 表 實験 成 績 ノ結 果 ヨ リ次 ノ 結 論 ヲ得 タ リ、 「ヴィタ

ミ ソ:A、B、C各 製 剤 ハ結 核病 攣 二i封 シ或 程 度 迄 瓦 結

果 ヲ齎 ラ シ殊 二石 灰 堅 類 トノ併 用 ノ・頁 好 ナ リ、而 シテ

「ヴィタ ミ ソJC刺 ノ・「ヴ ィタ ミソ」A及 ピB鋼 二比 シ臨

林 的所 見 一般 二冥 好 ナ ラ ズ、然 レ ドモ封 照動 物 二比 シ
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テハ頁好 ナ リ。

」又、石灰沈 著程度如何 二關 シテ・・絵 リ差異 ヲ認 メズ尚

「ヅィタ ミソ」B過 剰投與ハ反 ツテ結核病攣 ノ壇悪 ヲ示

ス 。

68・ 結 核 家 兎 血 液 「カ タ ラー ゼ」ノ研 究(第 二 報)

灘血 貧 血 二封 ス ル態 度 及 ビ「ヴcタ ミン」Bノ

之 二及ボ ス影 響

河 端 明(大 阪 市立 刀根 山 病 院)

嚢 二演 者 ノ・結 核 罹 患 家 兎 ヲ盤 酸 「フェー ル ヒ ドラチ ソ」

注 射 二依 ツ テ實 験 的貧 血 二 隔 ラ シメ、 ソ ノ血 液 「カ タ

ラ・-V'Jノ 攣i化 ヲ健 康 ト比較 観察 シテ、 ソノ恢 復 ハ精

急 峻 ナル モ ノ アノレモ、大 膿 二於 テ極 メ テ緩 漫 蓬 延 、永

ク低 値 二留 リ、 豫 メ コv二 「ヴィタ ミ ソ」Bヲ 與 ヘ タル

モ ノ ニ於 テ ノ、ソ ノ恢 復 ノ著 シク 促 進 セ ラ レル事 實 ヲ

認 メ タ。

今 度 ノ・結 核 家 兎 ヲ頸 動 脈 切 断 、及 ビ耳静 脈 穿 刺 ニ ヨ リ

當 竜15蝿 ノ潟 血 ヲ行 ヒ、 急 性 失 血 性貧 血 二 隅 ラ シメ

前 同 同檬 井 上 氏 法 ニ ヨ リ 血液 「カタ ラー ゼ」 ヲ逐 日測

定 、 ソ ノ動 揺 ヲ 赤 血球 血 色 素 量 ト併 セ襯 察 シ、 更 二

「ヴィタ ミン」B投 與 家 兎 ノ コ レ等 二i封 ス ル 關 係 ヲ見

タ。

結 核 家 兎 ノ・人 型 菌0.5妊 、頸 動 脈 潟血 群 ノ・扁桃 腺 内、

耳 静 脈 潟血 群 ハ血 管 内接 種 ニ ヨ リ、何 レモ試 験 終 了後

解 剖 的 二乾 酪 性 肺 瘍 、若 クハ 肺 、肝 、 腎、 脾 臓 等 二輕

度 ノ結 節 ヲ詮 明 シタ モ ノデ アル。

第1-IV表 ノ・血 液 「カタ ラー ゼ」及 ビ血 色 素 ノ潟血

後 ノ動 揺 ヲ百 分 率 デ表 ノ・シタ モ ノデ、黒 實 線 ・・干 均値

赤線 ノ・「ヴィタ ミ ソ」家 兎 ヲ示 ス。

第1二 頸 動脈 潟血 試 験 二於 テ、 最 低 値 ノ・

健 康家 兎(3頭)卒 均

1カ タ ラー ゼ」

第2日62.1%

血 色 素

第1日65.9%

赤血 球

第1日60.7%

結 核 家 兎(5頭)李 均

「カタ ラー ゼ
」

第3日60.7%

血 色 素

第1H64.2%

赤 血 球

第5Fi65.7%

即 チ ソノ減少 ノ程 度 ノ・雨 者 略 く相 等 シ イガ、結 核 家 兎

ハ 「カタ ラー ゼ」及 ビ赤 血 球遅 レテ最 低 二隔 ル
。

今 「カタ ラー ゼ」ノ恢 復 状 態 ヲ比 較 ス ル ト、

健康 群 ノ・可成 リ速 カ ニ培 加 上 昇、何 レモ第6日 潟 血 前

二戻 リ、 更 ニ コvヲ 凌 駕 、ZF均110-120%ヲ 保 ツ テ

第19日 頃 復 蹄 スノレ。

結 核 家 兎 二於 テ ノ・、 何 レモ第7日 頃 マ デ低 値 二留 リ、

第9日 頃 ヨ リ徐 々二 恢復 シ、潟血 前 ノ値 二接 近 シ ツ ・

李 均 第19日 二至 ツ テ原 鍛 二 到 達、 後 コ レ ヲ越 エ テ少

シク増 加 シテ復 飾 ス 」レ。 中1例 ハ稽 く趣 ヲ異 ニ シ、第

5日 ヨ リ急 二 培 加 第6日 原 数 二達 シ 暫 ク増 加 シテ復

蹄 ス ァレモ ノガ ア ル。

コ レ ニ封 シ赤 血 球 及 ビ血 色 素 ノ消 長 ハ略 く「カ タ ラー

ゼ」ト相 蚊 行 シテ 動 揺 ス ル ガ ソ ノ量 的 關 係 即 チ系鍛 ハ

常 二 同一 デノ・ナ イ。

健 康 群 血 色 素 ノ・亭 均 第10日 二潟血 前 二戻 リ暫 ク増 量

ヲ示 ス ガ赤 血球 ノ・稽 く遽 レル。結 核 群 ハ何 レモ ソノ恢

復 著 シ ク遽 延 シ、 血 色 素 ノ・卒 均 第21日 潟 血 前 二到 達

ス ノレ。

第2二 耳静 脈 潟 血 試 験 二就 テ

ソ ノ最低 値 ノ・

健康家兎2頭 李均
「カ タ ラー ゼ

」

第1日67.1%

血 色 素

第1日55.0%

赤血 球

第1日63.4%

結 核 家 兎4頭 卒 均

「カタ ラー ゼ」

↓
第1日69.7%

血 色 素

第1日62.0%

赤 血 球

第2日69.1%

卸 チ1カ タ ラー ゼ」ノ・何 し・モ第1日 最 低 値 二昭 リ、健 康

群 ノ・速 カニ培 加 、ZF均 第4日 潟 血 前 二戻 リ更 ニ コvヲ

越 エ テ卒 均 第9日 二・・130%二 昇 ル。

結 核 群 二 於 テ モ比較 的 速 カニ 壇 加 、ZF均 第5日 潟 血 前

二達 シ更 ニ コvヲ 越 エテZF均 第13日 一・・120%二 昇

リ荷 屠 加 ノ徴 がア ル。 但 シ1例 二於 テ ・・、第4日 原 数

二近 付 ク モ再 ビ減 少 、 暫 ク 低 値 ヲ保 チ第10日 二至 リ

潟血 前 二達 シ、 動 揺 シテ培 加 ス ル モ ノ ガ アル。

即 チ耳 静 脈 潟 血 群 ハ頸 動 脈 潟 血 群 ノ如 久 健 康 トノ差

・・顯 著 デ ハ ナ イガ、 術 多 少 遷 延 シテ ヰ,レ。

血 色 素 及 ビ赤 血球 二於 テ モ健 康群 ノ・速 カ ニ恢 低 血 色

素 ノ・干 均 第9日 二潟 血 前 二戻,レ ガ、 結 核 群 ニノ・、恢 復

ノ比 較 的速 カ ナ ル モ ノ ト、「カ タ ラー ぜ」ト並行 シ テ蓬

延 ス ル モ ノ トが ア リ、 卒 均 第11日 二潟 血 前 二戻 リ、

後 暫 ク高 値 ヲ保 ツ。

第3二

潟血 前4日 ヨ リ各 頭 「スA・Jlzゾ ン」4蛭 ヲ 連 績 注 射 セ

ル動 物 二就 イ テ観 察 ス ァレ ト、

頸 動 脈 潟血 試 験 二於 テ 健 康家 兎血 液 「カタ ラ ー ゼ」

ノ、第4日 最 低(64 .3%)二 減 ズ ル モ直 チ ニ培 加 、第7日
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ニ ハ既 二原 藪 ノ138%二 上 昇 、永 ク高 値 ヲ保 ツ テ復 蹄

ス ル ガ、結 核 家 兎 二於 テハ 非 虞 置 群 卒 均 値 ト大 差 ヲ認

メ ナ イ。

耳 静 脈 潟 血 試 験 二於 テ モ、 健 康 「ヴィタ ミ ソ」家 兎 ・・、

「カ タ ラーe」 二i封 シ テ
、 特 二影 響 ヲ 見 ナ イ ガ、 結 核

「ヴ ィタ ミソ」家 兎 ノ1例 ハ
、 「カ タ ラー ゼ」ノ恢 復 著 シ

〃活 濃 デ、第1日 最 低(58%)二 降 ル ガ直 チ ニ増 加 、第

3日 既 二原 籔 ヲ突 破 シ、第4日120%、 第8日145%、

第12日148%二 昇 リ、 後 徐 々二下 降 ス)レ モ ノ ガ アル。

「ヴ ィタ ミ ソ」家 兎 試 験 ハ例 籔 倫 少 数 ナ ル タメ確 言 出 來

ナ イ ガ、少 ク トモ健 康 頸 漉 血 群 及 ピ結 核 耳 潟 血 群 中 二

「ヴ ィタ ミン」B二 俵 ツ テ
、 ソ ノ「カタ ラー ゼ」ノ恢 復 培

加 ノ促 進 サ レル モ ノガ ア リ、健 康 耳 潟 血 群 及 ビ障 碍 ノ

比 較 的過 重 デ ア ツ タ 結 核 頸 潟 血群 二 影 響 ノ少 ナ イ コ

トハ興 味 ア ル事 實 デ ア ル ト考 ヘ ラ レ,レ。

伺 コ ノ場 合 ニ モ、 血 毒 性 貧 血 二認 メ タ 如 ク、健 患 共

「ヴ ィタ ミ ソ
、家 兎 ノ・血 色 素 、 赤 血 球 ノ恢 復 ・・非 塵 置 群

二比 シ遅 レル傾 向 ガ ア ル。 コ ノ事實 ・・、 「ヴィタ ミソ」

B直 接 ノ作 用 力或 ハ 「ヴィタ ミソ」製 制 中 ノ爽 雑物 ニ ヨ

ル モ ノデ ア ル カ更 二將 來 ノ研 究 ヲ要 ス ル が、少 〃 トモ

血 液 「カタ ラー ゼ」ト、血 色 素 赤 血 球 トノ・必 ズ シモ ソ ノ

基 調 ヲー ニ ス ル モ ノデ ナ ィ コ トヲ 詮 擦 ダ テ ル コ トが

出來 ル。

以 上 ノ實 験 成 績 二依 リ、

1)結 核 罹 患家 兎 血液 「カタ ラ ー ゼ」・・血 毒 性 貧血 二於

ケ ル如 ク、失 血 性 貧 血 二際 シテ モ ソノ恢 復 培 加 ・・健 康

家 兎 二比 シ遷 延 ス ル、特 二頸 動 脈 潟 血 ノ場 合 著 シイ。

2)「 ヴィタ ミ ソ」B塵 置家 兎 ニ ノ・、潟 血貧 血 ニ ヨル 「カ

タ ラー ゼ」ノ恢 復 ヲ著 シク助 長 促 進 ス ル モ ノガ ア,レ。

69.「 ヴtタ 三ン」A、B、Dノ 肺 結核 患 者 ノ血

清 「カ ル チ ウ ム」蛇 二「リパ ー ゼ」二及 ボ ス影 響

柳 澤 康 夫(大 阪 市 立 刀根 山病 院)

刀根 山 病 院 中 ノ 患 者 二、 一 定 ノ 條 件 ノ下 ニ ー定 量 ノ

「ヴィタ ミ ソ」A
、B、Dヲ 夫 々一 定 期 間 給 與 シテ、 ソ ノ

間 二於 ケ,レ血 清 「加 レチ ウム」及 ビ 「リパ ー ゼ 」ノ清 長

ヲ検 シテ、 次 ノ成 績 ヲ達 セ リρ

「ウ ィタ ミ ソ」A給 與 ノモ ノニ於 テ血 清 「加 レチ ウ ム」ハ

初 メ輕 度 ノ減 少 ヲ示 ス モ ノ多 ケvド モ、 給與20日 以

上 ニ テ ノ・大 部 分 輕 度 ノ上 昇 ヲ見、 血 清 「リパ ー ゼ」ノ・

多 ク ・・不 攣 ナ レ ドモ 輕 度 ノ 上 昇 ヲ示 セ ル モ ノ少 数 ア

リタ リ。

「ヴ ィタ ミ ソゴ 給 奥 ノモ ノノ・血 清 「ヵ,レチ ゥム
」・・減 少

ヲ示 ス モ ノ、上 昇 ヲ示 ス モ ノア リテー 定 ノ關 係 ヲ有 セ

ザ ル ガ如 ク、叉 「リパ ー ゼ」ニ モ認 ム攣 化 ヲ及 ボ サ 吟 レ

ガ如 シ。

「ヴ ィタ ミ ソ」Dヲ 給 與 セ ル モ ノノ・血 清 「カル チ ウム」ハ

初 メ輕 度 ノ減 退 ヲ示 ス モ ノアvド モ、 給 與20日 ニ シ

テ、何 レモ壇 加 ヲ示 ス。 而 シテ 「リパ ー ゼ」ニ ノ・著 攣 ヲ

及 ボ サ ズ。

尿 「カル チ ウム」ノ・一 定 ノ攣 化 ヲ蒙 ラザ ル如 シ。

爾 「ヵル チ ウム」資 荷 試 験 ノ・目下 研 究 中 ナ'リ。

特 別 講 廣

結 核 性 疾 患 卜「ヴィタ ミン」

島 薗 順 次 郎(東 京 帝 國大 學 激 授)

抄 録 ナ シ。

11.臨1休 脛 験

70.症 状 著 明 ナ ラザ ル病 竈 散 在 性 肺 結 核 ノ ・

臨 淋 的 所 見 二就 テ

天 川 政 隆(阪 大 今 村 内 科)

肺 臓 「レ ソ トグy」 像 二於 テ所 謂 、DisseminierteFom

ヲ呈 セ ル肺結 核 患 者 ニ シテ、症状 比較 的 著 明 ナ ラザ,レ

モ ノ ・自罷 的症 状、他 魔 的所 見 、 合 併 症 、 並 二経 過及

ビ、 各 種 臨抹 的 調 査 ノ知 見 ヲ報 告 セ ン トス.

71.特 襲 性陽 性 「ア子 ル ギ ー」ノ置 例

黄 楊 一 雄(阪 大 今 村 内科 〉

余 ノ・肺結 核 患 者例 二就 キ、 長 キ 観 察 ヲ爲 シ、 初 メ「ッ

ベ ル ク リソ」反 磨 陽 性 ナ リ シモ ノが、 「ツ ベ ル ク リ ソ」

叉 ハ結 核 菌 「ワク チ ソ」療 法 ヲ行 ・・ズ シテ、頁 経 過 ヲ撮

リ、100倍 「ツ ベル ク リ ソ」0.1耗 皮 内反 磨 陰 性 ナ,レモ

ノ ヲ得 タ リ。 此 ノ如 キ特 登 性 或 ノ・非特 異性 陽 性 「ア 子

ル ギ ー」ノ・、 ソ ノ報 告 セ ラ レタ ル モ ノ 甚 ダ稀 ナ ル ヲ以

テ、 未 ダ謹 例 少 キ モ コ ・二 報告 セ ン トス。

72.「 レン トゲ ン」爲 眞 ニ ヨ ル肺 結 核 患 者 ノ

脛 過 供 寛

矢 部 升(東 京 市 療養 所)

肺 結 核 ノ治 癒 傾 向 ヲ、「レ ソ トゲ ソ」鴇 眞 ニ ヨ リ供 覧 セ

ソ トス。 東 京 市療 養 所 二於 テ、余 ノ近 年 診 療 セ ル患者

ノ内 「レ ソ トゲ ソ」爲 眞 二於 テ、頁 好 ナ ル経 過 ヲ示 セ ル

モ ノ ヲ集 メ テ》コ ・二高 魔 二供 セ ン トス。 治療 法 トシ

テ、 是 等 二行 ヘ ル コ ト・・、東 京 市療 養 所 二於 ケ ル安 静

療 法 ト、投 與 セ ル藥 刺 トyテ ノ・、 第9同 本 學 會 二於 テ

臨 林 的経 過 ヲ報 告 シタ ル鎭 静 刺 ヲ投 與 シ痢 レコ い 、'

昭 和6年12月 ヨ リ・・、第10同 本 學 會 二於 テ、 臨 脈 的

経 過 蛇 ビニ各 種 槍 査 成 績 ヲ登 表 シタ,レ、「テ μ ピ ソ」油
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ノ病 室 内撒 布 捕 獲 吸入 ヲ緩 緩 シテ行 ヘ ル コ ト ・ナ リ。

附議 高 田 耕 安

矢 部君 ノ肺結 核 ノ 治 癒 傾 向 ヲ 「レ ン トゲ ン」窩 眞 ニ ヨ

リ供 覧 セ ラ1V・ 二野 シ、目下南 湖院 入 院 中 ノ患 者 ノ實

例 ヲ追 加 シマ ス。 就 中右 側 二 掲 ゲ アル2枚 ノ「フ わ レ

ムJハ4ケ 月 間 二 著 シク軽 快 シタ1例 デ ア リマ ス、 叉

中央 ノ3枚 中 第2枚 ノ・増 悪 シテ居 りマ ス が、其 ・・受 験

ノ爲 二3回 上 京 シ 次 デ1週 間7度 以上 二 昇温 シタ ノ

デ ア リマ シ テ受 験 ヲ中 止 セ シ メ、療 養 ヲ專 一 二爲 シメ

マ シタ所 第3枚 ノ如 ク軽 快 ンタ ノデ ア リマ ヌ、右 ・・2

ケ月 間 内 二於 ケ,レ憂 化 デ ス、叉 左 側 二掲 ゲ ア ル2枚 ノ・

1ケ 月 内 二於 テ 著 シク軽 快 シタ ル箕 例 デ ス、共 ノ第2

放 ノ上部 二 暗影 アル ハ 「ヨヂ ビ ン」 ヲ 注 射 シタ カ ラデ

ヌ。「サ ナ トリ ウ ム」ノ・結 核 防 過 上種 メ テ 必 要 デ アツ テ

成 ル κケ早 ク肺 結 核 ヲ登 見 シテ早 ク 「サ ナ ト リウ ム」

へ入 院 サ ス ル ヲ最 善rス ル ニ拘 ラズ之 ヲ知 ラナ イ、素

人 モ轡 師 モ 伺 ホ少 ナ カ ラズ アル様 デ ア リマ シテ或 ノ・

「サ ナ トリ ウム」 ノ設 立 二反 封 シ叉 ・・薬物 療 法 二 拘 泥

シテ治 癒 ス ベ キ好 時機 ヲ逸 セ シ ムル 場 合 が 多 々ア ル

ハ惜 ムベ キ デ ア ル ト思 ヒマ ス。

12.人 工 気 胸 及 ビ外 科 的療 法

74.片 側 人 工 気胸 ノ他 側 肋 膜 腔 内歴 二及

ボ ス影 響

第1表

軽 森 瀦(棘 警察病院内科)

片側人工氣胸施 行 ノ際、他側肺 ノ病竃 ノ増悪 ヲ來 ス事

がア,レが、此 ノ事 ・・人工氣胸療法實施 二際 シ最 モ恐 レ

ラル ξ所 ナvド モ、時 トシテ・・却 ツテ人工気胸後他側

肺 ノ軽少 ナル病竃 二於 テ・・軽快、叉 ・・治癒 二到 ル事 ア

リ。

余等 ・・、片側人工氣胸 ノ他側肺 二及ボス研 究 ノ第 一歩

トシテ、9例 ノ肺結核患者 二就 テ、片側人工気胸 ノ他

側肋膜腔内膣 二及ボヌ影響 ヲ検査 セ リ。此 ノ際、患者

ノ盟位及 ビ気胸針 ノ穿 刺場所 二・・充分 ナル注意 ヲ沸

ヒシガ、其 ノ成績 ノ・、比較的大量 ノ空氣 ヲ数 回送人 シ

テ片側人工氣胸 ヲ施 シ、短時間後 二於 テ検査セ ル3例

及 ビ自然氣胸 ヲ登生 セル1例 二於 テノ・、他側肋膜腔内

陰墜 ノ減少比較的著明 ナ リキ。

片側 二少量 ノ空氣 ヲ送人 スJレカ、或 ・・比較 的大量 ノ空

氣 ヲ送人 スルモ 長時間後 二於 テ 検査 セル4例 二於テ

ノ・、他側肋膜腔 内陰暦 ノ減少極 メテ少 シ。9例 中例1

二於 テ 他側肋膜腔内陰暦 呼氣時 ノ ミ多少増加 セル ラ

認 メタ リ。

健康家兎 二就 テ、片 側 二数回人工氣胸 ヲ施 行 シ、他側

肋膜腔内膣 ヲ同時 二測 定 セル ニ、常 二陰膣 ノ減少著明

ナル ヲ認 メタ リ。

肺結核 患者 二就 テ ノ實験成 績

症 例 年 性 氣胸側
胸 腔 内1墜 逡氣

同数

迭氣

総量
(耗)

1同ZF
均迭氣
量

(耗)

他側胸腔内膣
計歴時間

氣 胸 前 氣 胸 後 気 胸 訓 気 胸 後

1. 26 ♂ 左
一16/-10

(水 柱 塵)糎
一一161-2 16 7250 450

磁 憾 糎1一・・!一3
30分 後

2.一 39 歪 左
一一.

一121-8 一8/-1 5 1380 280 一11/一4 一9/-4 30分 後

3. 27 ♂ 左 一23/-15 一7/一1 14 7090 500 一15/-9 一10/-3 .5 30分 後

4. 28 ♂ 左 一12/-10 十1/0 1 150 一12/-6 一91一5 45時 間後

5. 17 ♀ 右 一11/-1 一61-o .5 2 230 120 一11/-8 一11/-7 30分 後

6. 19 ♀ 右 一251-16 一10!一1 4 1250 310 一19/一16 一181-16 5日 後

7. 17 舎 右 一8/-6 一6/一3 1 150 150 一81-6 一8/-2 3日 後

8. 29 ♂
一 一 唱

♂

左 一14/-8 一81-4 1 300 1300
一111-7 一10/-6 2日 後

9.

一
32 右 一91-5 一51-1 4 12501300 '一13/-6 1-13/-11 ]日 後

第2表 健康 家兎 二就 テ ノ實験成績

家兎番號
胸 腔 内 塵

送気同数送 気総量
(耗)

1同 年均

逡氣:量
(耗)

他 側 胸 腔 内 塵
氣胸働 口i

気 胸 前i気 胸 後

■

氣 腕 前 気 胸 後

1 左
一5/-2

(水 柱 座)糎

一2/0 7 320 53
一5/-3

(水 柱 歴)糎

一3/一1

皿 左 一5 .51-3 二1型9__,
」2/0

5 240T 48 一5 .51-3 一4 .5/-2

皿 右 一4 。5/一2 5 260 52}一3.51-1.5 一2 ・ろ/-0.5
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片 側人工氣胸後、他側肋膜腔 内歴 ノ受 クル影響ノ・、種

種 ナル條件 二依 リ相 違ス レドモ、臨林的 ニモ、亦實験

的 ニモ多 クノ・縦隔蜜 ノ移動 アル 際陰歴 ノ減少著 シキ

モ ノ ・如 シ。 。

片側人工氣胸後、他 側肺 ノ輕 少ナル病竈 ノ輕快或 ・・治

癒 二到 ル説 明 トシテ、アル學 者 ハ、片側人工氣胸 後盟

内毒素 ノ吸牧量減少 シ、新 陳代 謝頁好 トナ リ、免疫學

的 二身艦 ノ抵抗力増 進 ヲ來 セル爲 ナ リトシ、叉他 ノ學

者ノ・片側人工氣胸後雨側 ノ肋膜腔内睡 ノZF衝破V、 叉

多少縦隔喪 ノ移動 ヲ來 シテ他側肋膜腔 内陰歴減少 シ、

恰 モ雨側人工氣胸 ヲ施行 シタル ト同様 ナル結果 ヲ得

ルタメナ リ トセ リ。

余等 ノ實験例 デ第6例 以下・・他側肺 二多少 ノ病竈 ア

リ、片 側人工氣胸後不攣 デ ア リ、第2例 ノ・他 側肺 ノ健

全 ナ リシモ ノ片側 人工氣胸後墾 化セ リ。從 ツテ

余 等・・、以上 ノ實験 的事 實 ノ ミヲ以テ、臨 脈的意義 ヲ

噺定ス ル時期 二未 ダ到達 セズ。

附 議

藤 川 頁 房(大 阪帝 國大學醤學部小澤外科)

私 ノ・昭和6年1月 以來演者 ト異 ナル 實験方法 ヲ以 テ

各種動物 ノ縦隔窺 ノ状態 二關 ジテ實験的研究 ヲ途 ゲ,

併 セテ人膿 二於 ケル場合 ヲモ経験 シマ シタ。詳細 ノ・誌

上 二獲表 シマス が其 ノーニ ニ就 テ簡軍 二申 シマス ト、

人工氣胸 ヲー側 二 造設 スル トキ健 側 ノ陰墜 ハ減少 シ

陽膣 二近 ヅクガ或;レ程度 二達 スル時ノ・氣胸側 ノ歴 が

夏 二上 昇 シテ モ之 二Siリ 最 早何 等影響 ヲ被 リマセ ン。

ヌ.縦隔蜜 ノ移 動ノ・呼吸蓮動 ト密接ナル關係 ニア リテ、

特 二横隔膜 ノ高 サニ ヨリ大 イニ影響 サ のレモノデア

,レ。帥 チ横隔膜 ノ高位 ノ場合 ハ移動 ノ・大デ ア リ、低位

ノ際 ・・小 デアル コ トヲ確 イマ シタ.

75,横 隔膜神 脛捻除術 ノ肺臓 二及ボ ス影響

二關スル實瞼的研究(第 一報)

大 沼 清 次(大 阪帝大、第三 内科)

演 者ノ・試験動物 トシテ家兎 ヲ使用 シ、一側及 ビ雨側 二

横隔膜紳経捻除術 ヲ施行 シ、之 二 司 リテ受 クル影響 ヲ

見 ルタメ動物 ノ呼吸、血歴、脈搏及 ビ胸腔塵 ヲ測定 セ

リ。但 シ呼吸、血歴、胸腔歴 ハ「キモグラフイオソ」ノ

煤紙上 二描鳥 セ シメタ リ。本實験 ニヨ リー側横隔膜捻

除 ノ場合 ノ・呼吸振 幅 ニー定 ノ影響 ヲ見 ザルモ、雨側横

隔 膜捻 除 ノ場合 ・・呼吸振 幅 ハ急劇 二縮 小 シ、奮態 二恢

復 ス ルモ ノナ リ。血座ノ・一側雨側 ノ場 合 ヲ問ノ・ズ横隔

膜紳経捻 除 ノ 開始時及 ビ終 了時 バ ー時的 二低 下ヌル

モ直 チニ再 ピ上昇 ス ルコ ト電流刺戟 ヲ加 フル場合 ト

相似 タ リ、而 モ捻除前 ヨリモ高 キモ ノ多 シ。雨側 ノ同

示申経捻 除 ニ ヨリ呼吸振幅著 明二 縮 小スル場合 ノ・之 ト

同時 二血歴 ・・急劇 二上昇 ヲ見ル モ動物 ノ窒息死亡時

二向 ツテ急速 二下降 シ行 ク。然 レ共此 ノ傾向 ハ入工氣

胸施行 ノ場合 ノ如 ク甚 ダ シカラズ。脈搏数 ノ・一側 ノ横

隔膜紳経捻 除ニ ヨ リテ著明 ナル攣化 ヲ認 メ難 キモ、一

次 的 二雨側 ノ 同紳経捻除 ニ ヨリテ 毎 常著 明 二減少 ヲ

來 セ リ。胸腔膣 ノ攣化 ハ捻除側 二於 テ術後減少 スルノ

ミナ ラズ、他側 二於 テモ殆 ソ ド常 ニー程度減少 セ リ。

郎 チ以上 ノ結果 二就 キ報告 セ ン ト欲 ス。

76.横 隔膜縦 脛捻除術及人 工竈胸術施行後

二於 ケル偶護及合併症 二就 キテ

小 倉 勇(大 阪帝大、第三 内科)

横隔膜榊経捻 除術 ヲ施行 セ シモ ノ100名 及 ビ 人工氣

胸術 ヲ施行 セ シモ ノ200名 中偶 登及 ビ合併症 ヲ惹起

セルモ ノニ就 キ其 ノ症 例 ヲ報告 セ ントス。

77.人 工氣胸 二關 スル研 究(第 一同報告)

橋 本 徳 治 鄭(京 都 讐科大學飯塚 内科)

人工 氣胸ニ ヨツテ肺臓機能制 限 セラ レタ場合、肺臓蛇

二他臓器 二 其機 能攣i化ヲ招來 スル事 ナ キカバ重大ナ

問題 デ、勿論迭氣量 二影響 セラ,レ・・コ トノ・明デア リマ

ス 。

人 工 氣 胸 ニ ヨル 諸 臓 器 機 能 ノ攣i化 二 關 ス ル 實 験 報 告

・・既 二多 数 報 告 セ ラ ソテ ア リマ ス ガ、私 ハ 特 二各臓 器

ノ還 元 「グ ル タ チ ヨ ソ」 ヲ測 定 シテ 人 工 氣 胸 ニ ヨル諸

臓 器 機 能 ヲ観 察 シ、 倫 血 液 「グ,レタ チ ヨ ソ」、血 中残 絵

窒 素 、 血 清 「ピ リル ビ ソ」蛇 二 赤 血 球 直 径 ノ墾 化 ヲ追

究 シ興 味 ア ル事 實 ヲ得 タ ノデ ァ リマ ス。

實 験 ハ 凡 テ雄 性 健 塵 成 熟家 兎 ヲ使 用 シ、同氣 胸 装 置 ノ・

飯 塚 数 授 ニ ヨ ル 携 帯 人 工 氣 胸 器 デ 後 述 ス ルー 定 條件

ノ モ トニ右 側 氣 胸 ヲ施 シ、探 血 等 バー 定 時 間 空腹 ニナ

ツ タ後 二行 ヒ、「グ ル タチ ヨ ソ」定 量 ノ・Tunnincliffeノ

方 法 ニ ヨ リ血 中残 絵 窒 素 ノ・血 漿 ヲ 膠 様 鐵 デ蛋 白 ヲ除

去 シ後Kjeldahl氏 二從 ヒ、 赤 血球 直 径 ノ・大 略Man-

asseinu.Georgopulosノ 方 法 デ 毎 同200個 ヲ測 定 シ

叉 血 清 「ビ)))レ ビ ソ」定 性 ・・HijmansvandenBergh

ニ ヨ リマ シタ。

實 験 成 績 ハ時 間 ノ都 合 デ 凡 テ 亭 均 億 カラ 述 べ,レコ ト

トシ詳 細 ハ表 二譲 リマ ス。還 元 「グ ル タ チ ヨ ソ」ノ實験

ノ・家 兎16頭 ヲ第 一 列 實 験 トシ、i欠 二之 ヲ第1、 第2、

第3ノ 各 群 二別 チ夫 々6頭 、5頭 、 實 験 ノ都 合 上 更 二
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3頭 ト2頭 二分 ツ)、5頭 トナ シ、 他 二i封照 ト シテ群

別 二夫 々2頭 ヅ ・ヲ配 列 シマ シタ。第1群 實 験 ノ・凡 テ

2日 間 隔 ヲ以 ツテ 人工 氣 胸 ヲ施 シ、最 初4同 ノ迭 氣 量

ヲ20立 毛 トシ…欠デ30立 毛ヲ6同 、第2群 實験 ノ・6日 間 隔

デ 逡 氣 量70耗 ヲ5同 、第3群 賃験 ・・6q蝿 ヲ2日 間 隔

デ9同 ノ氣 胸 ヲ施 シ、 其 間1週 間毎 二血 液 「グ ル タ チ

ヨ ソ」 ヲ測 定 セ,レニ何 レノ場合 モ 施 術前 蛇 二 封 照 實 .

験 二較 べ増 量 ノ傾 向 ヲ見 マ シタ。爾 前 述 ノ氣 胸 ヲ重 子

タ各 動 物 ヲ出血 死 二導 キ、各 臓 器 ノ「グノレタ チ ヨ ソ」量

ヲ測 定 シ第1群 デ ・・、 肺 臓 「グ ノレタ チ ヨ ソJ量 ハ 右 肺

・0.100コ冗%、 左 ∬市0.112コ 冗%、 第2群 ノ、0.101瓦%、

0.113瓦%、 第3群 ・・0.110瓦%、0.118瓦%。 肝 臓

「グル タ チ ヨ ソ」量 ノ・1 、2、3、 各 群 ニ ア リテノ・0.361

瓦%、0.342瓦%、0.345瓦%ヲ 示 シ、 其 絶 封 値 ノ・何

レモ0.180瓦%デ ア リマス。

健 康 家 兎 ニ ツ イ テ見Jレ ト右 肺 、 左 肺 ノ・ソ レ ゾvO・104

瓦%、0.105瓦%デ 左 右 二差 ノ・ア リマ セ ソ。 肝 臓 ノ・軍

位 量 、絶i封量 夫 々0.311瓦%及 ビ0.160瓦%デ 第1及

ビ第2群 實 験 二 見 マス ル ト迭 氣 肺 帥 チ右 肺 ノ「グ ル タ

チ ヨ ソ」量 ・・攣 化 ガ ナ ク左 肺 ノ・上 昇 シテ オ リマ ス。 肝

臓 ノ・、何 レ ノ場 合 二於 テ モ軍位 量蛇 二絶 封 量 ノ・培 加 シ

テ ナ リマ ス。 其 他 腎 臓 、甲状 腺 ・・常 二増 量 シ睾 丸 ヌ、壇

量 ヲ示 シ、 脾 臓 ハ僅 カニ減 少 シ、副 腎 ノ・不 定 ニ ジテ時

二堆 シ時 二減 ジテ ヰマ ス。

第 二列 實験 ・・家 兎10頭 ト他 二2頭 ノi封照 ヲ置 イテ、

2日 間 隔 デ9同 二亙 リ迭 氣 量20琵 ノ氣 胸術 ヲ施 シ、

更 二迭 氣 量50耗 トナ シ7回 ノ氣 胸 ヲ績 ケ タ後 、2同

二亙 リ、血 液 「グ ルタ チ ヨ ン」量 ヲ測 定 シ0.026瓦%及

ビ0.027瓦%ヲ 得 テ、コ レ ヲi封照 ノ0.023瓦%、0.024

瓦 二較 べ決 シテ減 少 シテ ヰ ナ イ事 實 ヲ認 メ、更 二第 一

列 實 験 同 様 ニ シテ、各 臓 器 「グjレタ チ ヨ ソ」量 ヲノ・カ リ

第 一列 實 験 ト殆 ド 同 一結 果 ヲ得 マ シタ が 唯 睾 丸 ニ オ

イテ ・・輕 度 ノ減 少 ヲ見 マ シタ。爾 第 二 列 實 験 二於 テ淺

絵 窒素 測 定 ヲ1週 間 毎 二行 ヒ、實 験 前並 二i封照 二較 ベ

テ終 始殆 ド攣 化 ナ シ、 全 経 過 中唯20蝿 逡 氣4同 後 ノ

第2週 二於 テ極 メテ 僅 カニ 疫 絵 窒 累 増 量 ノ傾 向 ヲ見

タ ニ過 ギマ セ ソ。叉 血 清 「ビ リ,レビ ン」定性 ハ何 レ ノ場

合 ニ モ陰性 デ ア リマ シタ 。

更 二人 工氣 胸 ノ 赤 血 球 直径 二及 ボス 影 響 ヲ4例 ノ家

兎 ニ ツ イテ、2日 間隔 デ右 側 二初 メ5日 二亙 リ逡 氣 量

20蝿 ノ氣 胸 ト施 シ、夏 二50耗 ヲ3同 、次 デ各30蝿 ノ雨

側 氣 胸 ヲ行 ヒ、3日 毎 二8同 、爾 最 初 ノ第1、 第2同 ノ

氣 胸 施 術後 ハ3時 間、24時 間、48時 間 及 ビ雨側 氣 胸

後 ノ・5時 間、24時 間、3日 、5日 二 於 テ 赤 血球 直径

ヲ測 定 シマ シタ が實 験 前 二較 ベ テ 何 等 ノ攣 化 モ ナ ク、

叉 雨 側 氣 胸 後5時 間、24時 間及 ビ2日 二於 テ 測 定 シ

タ血 漿 淺 絵 窒 素 ニモ動 揺 ヲ認 メ マ セ ンデ シタ。モ シヵ

カル氣 胸 ノ方 法 ニ ヨ ラナ イ デ 初 メ カ ラ各 々 ノ30蝿 ノ

雨 側 氣 胸 ヲ施 ス トキノ・赤 血球 直 径 ハ 既 二]時 間後 ニ

オdテ 顯 著 ナ 動 揺 ヲ 來 シ、Price・Joness'chenKulve

・・右 施 シ、 中庸 債 ・・上 昇 シ、24時 間後 ・・赤 血 球 直径

ノ増 大 極 度 二達 シ爾2、3日 コ ノ状 態 ヲ績 ケ約1週 間

デ恢 復 ス,レ ノ事 實 ヲ得 マ シタ ガ、之 ニ ツ イ テ ノ詳 細 ハ

他 ノ機 會 二譲 リマス ガ、 トモ カ ク カ ・ル事 實 カ ラ シテ

同 氣 胸 二所 謂 「慣 レ」ナ,レ 現 象 ヲ如 實 二 謹 明 シ得 タ ノ

デ ア リマフ・。

帥 チ私 ノ實 験 ニ ヨ リマ ス ル モ肺 臓 、肝 臓 、 甲状 腺、腎

臓 、 血球 ノ機 能 ハ減 退 ス ル コ トナ ク、或 ハ ム シロ充進

乃 至 充 進 ノ傾 向 ヲ トノレ標 デ ア リマス。コ ・二於 テ同氣

胸 ・・其 方 法 ヨ ロ シ キ ヲ得 レバ、脾 臓 ハ例 外 トイ タ シマ

シテ諸 臓 器 機 能 ヲ 障 碍 ヌ ル 事 ナ ク否 ム シ ロ 或 物 ニハ

却 テ充 進 セ シ ムル様 ナ事 實 ヲ得 タ ノデ ア リマヌ.

特 二休 息状 態 ニ ア)レ肺 ノ 「グ,レタチ ヨ ソ」ガ減 少 セ ヌ。

換 言 ス レバ ソ ノ機 能 が少 シモ 障 碍 セ ラ レナ イ ト云 フ

事 實 ・・吾 々人 工 氣 胸 ヲ行 フ者 二 封 シ 非 常 二興 床 アル

事 實 ト思 フデ ノ ア リマス 。

附議 西 垣 明 治(阪 大)

古 武敏 授 ・・タ ニ ク リフ氏 還 元 「グ ル タ チ オ ン」定 量 法

ノ・「グル タ チ オ ソ」ノ ミナ ラ ズ、同時 二臓 器 中 二存 ス ル

「ビ タ モー ゼ」ノ關 與 ス ル コ トヲ謹 明 シ、ソ ノ定 量 値 ノ

信 ヲ置 ク ニ足 ラ ザル コ トヲ登 表 セ ラ レタ リ。然 ル ニ最

近 「ホ ヅ八、ザ イ の レ」誌 上 二 於 テ モ還 元 能 力 ニ ヨ リテ

途 行 ス ル還 元 「グル タ チ オ ソ」定 量 法 ニ ヨ リ得 タ,レ値

ノ・「グ)1/タ チ オ ソ」ノ ミナ ラ ズ、或 アレ物 質Xモ 同 時 二 關

與 ス ノレモ ノナ ル ヲ確 定 シ以 テ 沃 度清 費 量 ニ ヨ,レ「グル

タ チ オ ソ」定 量 法 ノ非 ナ ノレヲ報 告 セ リ。

余 ・・橋 本 氏 ノ御 研 究 二封 シ、還 元 「グ ル タ チ オ ソ」ト シ

テ登 表 セ ラ レタ ル モ ノガ亦 同時 二 臓 器 中 二存 ス ル 「ビ

タ モー ゼ」ヌ.ノ、「ア ス コ ル ビ ン」酸 ヲモ混 合測 定 シタ ル

モ ノナ ラ ン コ トヲ思 ヒ、此 鮎 二考 慮 ヲ・・ラバ レ ソコ ト

ヲ希 望 追 加 シタ リ。

答 辮 橋 本 徳 治 鄭

測 定 方 法 二就 テ ・・イロ イ ロ議 論 ガ アル ガ、 還 元 「グ ル

タ チ ヨ ソ」ノ測 定 方 法 ニ ツ イテ 論 ジテ ヰ ル ノデ ハ ナ ク
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Tunnicliffeノ 方 法 デ 検 セル 結 果 ニ ツ イテ 述iベ タ,レナ

リ。

78.人 工 薫 胸 ノ全 循 簑 血 液 量 二及 ボ ス影

響 二就 テ

入 代 雄 二(北 海 道帝 國大 學 讐 學 部 有 馬 内科)

バ ー ル ク ロ フ トが始 メ テ 脾 臓 二重 要 ナル 血 液 貯 臓 部

位 ナ ル 事 ヲ詮 明 シテ 以 來 循 環 血 液 量 ト 貯 臓 血液 量 ト

ノ問題 ・・大 イ ニ注 己.ヲ引 キ ソノ後 エッビ ソ ゲ ル シュ ウ

マ イ エ ♪レハ脾 臓 ヲ別 出 ス ル モ、尚 且 ツ血 液 量 二動 揺 ア

ル事 ヲ謹 明 シ、脾 臓 以 外 ニ モ血 液 貯 臓 部 位 ノア ノレ事 ヲ

詮 シ或 ル學 者 ・・肝 臓 ガ 又 重 大 ナ ル 貯 臓 部 位 ノ役 目 ヲ

ナ ス事 ヲ詮 シ、叉 門 脈 系 ノ静 脈 ニ モ カ ・ノレ部 位 ノア ノレ

事 ヲ登 見 シ 皮 膚 ノ 乳 嚇 部 血 管 叢 ニ モ カ ・ノレ機 ア,レ事

ヲ詮 シ叉 筋 肉 ニ モ コ ノ機 能 ア ル事 ヲ認 メ マ シタ爾弛

ラ イ ン ケ の レノ・肺 臓 ニ モ カ ・,レ機 能 ア ル事 ヲ詮 シ安
や

保 ・・肝 臓 二 ・・全 循環 血 液lll:二封 シ 調 節 作 用 ノア ル事

ヲ詮 明 シ マ シタ。

ソ コ デ私 ・・人 工 氣 胸 術 ヲ施 行 ス ル ニ際 シ、肺 臓 ノ如 キ

血 管 ノ多 イ從 ツ テ 血 液 量 僥 多 ナ ル 器 關 ヲ虚 脱 二隅 ラ

シメ タ ル場合 二 肺 臓 司 リ押 シ 出 サ レタ ル血 液 ハ如何

二循 理 血液 量 二影響 ヲ及teス ヤ、叉 之 二i封 シ禮 内 ノ各

血 液 貯 臓 部位 ・・如 何 ナ ル 態 度 ヲ示 スヤ ヲ 検 セ ン トシ

本 實 験 二着 手 シマ シ タ。

實 験 方 法

循 環 血 液 量測 定 二 ・・ザ ィ デ ルヘ ル ム、 ラ ンペ ニ依 ル

「ト リバ ソ ロー ト」色 素 注 入法 ヲ探 用 シ、之 二柳 力改 良

ヲ加 ヘ マ シタ ソ ノ圭 ナ ル瓢 ノ・色素 注 射量 ハ家 兎 二 ・・1

耗 或 ハ2耗 トシ探 血 ノ・心 臓 穿 刺 二依 リ、色 素 注 射 前2

耗 探 血 シ之 二 〇.2蛇 蔭 酸 「ア ム モ ニ ウ ム」ヲ加 へ 直 チ

ニ ー部 ノ、クッペヘ デ ソノ 「ヘ マ トク リット」二取 り30分

間3000回 廻 轄 遠 心 沈澱 ヲ行 ヒマ シタ。 色 素 注 射 後再

ビ2蛭 探 血 シ雨 方 ヲ遠 心沈 澱 シ血 漿 ヲ分 離 シ マ シタ.

比 色 二際 シ テノ・「ア ウ テ ソ リー ト」比 色 計 ノ代 リニ「ヅ

ヴォス ク」ノ比 色 計 ヲ用 ヒ標 準 液 ノ・生 理 的 食 盤 水20琵

二「ト リパ ソロー ト」ノー定 量 ヲ溶 解 セ ル モ ノ ヲ用 ヒ、

標 準 液 一 容積 ト血 漿 一 容 積 ヲ 混 ジ 之 二生 理 的 食 璽 水

二 容積 ヲ加 ヘ タ ノレモ ノ ト色 素 含 有 血 漿 ヲ4倍 二薄 メ

タ ル モ ノ ヲ比 色 シテ ソ ノ讃 ミヲ トリマ シタ ソ ノ他 ノ

計 算 等 ・・凡 テ ザ ィ デ ルヘ ノレム ラ ンベ 氏 等 ノ 方 法 二準

糠 シマ シタ。

家 兎 ・・2妊 内 外 ノモ ノ ヲ 選 ビ 比 較 的大 量 二氣 胸 ヲ施

シ ソ ノ前 後 ノ循 環 血 液 硅 ヲ測 定 致 シ マ シタ。

ソ ノ成 績 ヲ見 マス ノニ表 二示 セ ル如 ク、多 ク ハ減 少 ノ

傾 向 ヲ示 セ,レ モ著 シキ攣 化 ナ キ モ ノ、叉 ・・増 加 ヲ示 セ

ル モ ノ モ ア リマス。

第16例 、 第19例 、第20例 ・・何 レモ 減 少 セ)レ例 デ ア

リマ ス が第17例 、 第21例 、 第22例 ノ・i著シキ攣i化ナ

キモ ノデ ア リマ ス。 第15例 、第18例 ノ、著 シキ増 加 ヲ

示 セ ル モ ノ デ ア リマス 「ヘ マ トク リット」血 球 容 積 ハ大

部 分減 少 ヲ示 シ唯 第15例/ミ 培 加 シテ居 リマ ス。

然 シテ前述 セ ル如 ク 盟 内 ニ ハ 血 液 貯 臓 部 位 ガ ア リマ

ス ノデ是 等 ノ血 液 貯 臓 部 位 ヲ可 及 的 除 外 シ、而 シテ肺

臓 ヲ虚 脱 セ ル 時 二 全 循 環 血 液 量 二 如 何 ナ ル 影 響 ヲ

及 ボ ス ヤ ヲ知 ラ ン ト シ2配 内外 ノ家 兎 ニ バ ー ル ク ロ

フ ト、 ブ ロー デ ィー等 ノ腹 部 内臓 除去 術 ヲ施 行 シ之 二

人 工 氣 胸 術 ヲ行 ヒ ソ ノ影 響 ヲ観 察 致 シマ シタ。

先 ヅ封 照 ト シテ 循環 血 液 肚 二 手 術 ガ 何 等 カ ノ影 響 ヲ

及 ボ ス ヤ 否 ヤ ヲ 楡 シマ シタ 手 術 後 先 ヅ 循環 血液 量 ヲ

測 定 シ約20分 後 二再 ビ測 定 シテ 見 マ ス ニ表 二示 セ ル

如 ク第10例 、第11例 ・・幾 分 ノ減 少 第15例 、第16例

・・幾 分 ノ増 加 ヲ示 シマ シタ ガ、何 レモ實 験 上 ノ誤 差 ト

見 テ 差 支 ヘ ナ イ ト思 ヒ マス。

次 二 手術 セ ル 家 兎 二 人 工 氣 胸 術 ヲ 施 シテ ソ ノ前 後 ノ

循環 血 液 量 ヲ観 察 シ マス ニ第11例 、第13例 二於 ケ ル

血 球 量 ノ僅 少 ノ減 少 ヲ除 イテ ノ・、全 循 環 血 液 量 血 漿 量

血 球 量 何 レ・モ培 加 ヲ示 シテ 居 リマス 第1例 、第2例 、

第3例 、第5例 、第7例 ハ相 當 二著 シキ培 加 ヲ示 シ第

6例 、第8例 、第9例 、第12例 ・・中等 度 ノ培 加 ヲ示 シ

マ ス ガ ソ ノ他 ノ例 デ ハ著 シ キ攣 化 デ ノ、ア リマ セ ソ、然

シ ソ ノ何 レ ノ例 二於 テ モ封 照 例 トノ・異 ナ リ、増 加 ノ傾

向 ヲ示 シテ居 リマ ス。

「ヘ マ トク リヅト」血 球 容 積 ・・第8例 、第9例 、第10例

ノ ミノ・幾 分 増 加 ヲ 示 セ ル モ他 ノ 例 ・・何 レモ減 少 ヲ示

シテ 居 リマス。

臨 鉢 上 二於 テ ・・例 倣 未 グ 僅 少 デ ノ・ア リマ ス ガ 表 二示

ス 如 ク僅 少 ノ増 加 、ヌ.ノ・僅 少 ノ減 少 ヲ示 シマ ス ガ殆 ド

塘減 ナ シ ト見 テ差 支 ヘ ナ イ ト考 ヘ マ ス。

以 上 ノ實 験 成 績 ヲ総 括 致 シマ ス ト、バ ア ル ク ロ フ トプ

ロー デ ー ノ手 術 ヲ行 ・・ザ ル 家 兎 二於 テ ・・大 部 分 循 環

血 液 量 ノ減 少 ヲ 示 シテ 居 リマ ス が バ ア,レ ク ロ フ トプ

ロー ディー ノ手 術 ヲ行 ヒ シ家 兎 ニ テ ノ・殆 ド全 部 ガ壇 加

ノ傾 向 ヲ示 シ テ居),マ ス、此 ノ事 實 ・・大 量 氣 胸 ニ ヨ リ

虚 脱 セ ル肺 臓 ノ血 液 ノ 大 部 分 ノ・騙 逐 サ レ軍 位 容 積 内

ノ循 環 血液 量 ノ過剰 ヲ來 タ シ、ソ ノ過 剰 ニナ リタ ル血
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液 量 ・・禮 内 ノ他 部 ノ貯藏 器 關 二依 リ、調 節 サ レツ ノ タ

メ循環 血 液 樋 ノ減 少 ヲ 來 タ セ シニ 非 ザ ノレカ之 ・・直 チ

ニ速 蜥 ノ・許 サ レマ セ ソ ガバ ア ノレク ロフ トブ ロー デ ィー

ノ手術 ヲセ ル家 兎 二於 テ ノ・、全 部 が壇 加 ノ傾 向 ヲ示 ス

事 實 ヨ リ見 テ 腹 部 内臓 諸 器 關 ト 密 接 ナ ル 關 係 ノア ル

コ ト・・肯 定 シ得リレ ト考 ヘ ラ レマ ス、叉 手 術 セ ザ ル家 兎

二於 ケ ノレ循環 血 液 量 ノ 培 加 セ ル2例 ト臨 林 上 ノ6例

トノ成 績 ノ 劃 一 的 ニー定 ナ ラザ ル ハ 盤 内貯 藏 器 關 ノ

態度 ガー 定 セ ザ ル タ メ ト考 ヘ ラ レマ ス ガ、ソノ機 輻 二

就 テ ・・本 實 験 ノ ミニ ・・断 定 ・・下 サ レマセ ソ、尚 今 後 ノ

研究 二依 ラナ ケ レバ ナ リマ セ ン。

〃」=4LM乃:
ロtim}

1.人 工氣 胸 術 ヲ施 シテ ソ ノ前 後 ノ 循 環 血 液 量 ヲ測

定 比 較 セ ル ニ8例 中2例 ・・著 シキ培 加 ヲ示 シ、3例 二

於 テ ノ・著 シ キ減 少 ヲ示 シ3例 ハ 僅 少 ノ減 少 ヲ示 シマ

シタ∩

2.・ ミア ノレク ロフ トブ ロー デ ィー氏 等 ノ腹 部 内臓 除 去

術 ヲ施 セ ル家 兎 二 人 工 氣 胸 術 ヲ 施 シ ソ ノ 前 後 ノ循 環

血 液 量 ヲ測 定 比 較 セ)レニ13例 中5例 ノ・著 シキ培 加 ヲ

示 シ、3例 ハ輕 度 ノ培 加 ヲ示 シ5例 ノ・僅 少 ノ増 加 ヲ示

シマ シタ、帥 チ腹 部 内臓 除 去 術 ヲ行 ヘ ノレ家 兎 ニ テノ・何

レ ノ例 ニ テ モ増 加 ノ傾 向 ヲ示 シマ シ タ.

3.臨 休 上 二於 テ・・著 シキ攣 化 ・・認 メ マ セ ソ。

79.縦 隔 審 ノ強 サ ニ關 ス ル研 究

戸 田 定(九 州 帝 國大 學 讐 學 部 武 谷 内科)

人 工 氣 胸 二於 テ迭 入 セ ル 空 氣 ノタ メ 縦 隔 賓 ノ位 置 ガ

攣 動 ス,レ事 實 ア リ。斯 加 レ場合 二攣 動 ノ程 度 ・・必 ズ シ

モ、ソ ノ空 氣 ノ量 及 ビ歴 ノ大 小 ノ ミニ 比例 ス ノレモ ノニ

・非 ズ。個 人 的 二縦 隔 賓 ノ弧 弱 二關 シ ソノ攣 動 ノ模 檬 モ

亦 相 違 ノ大 ナ ル モ ノ ア リ。

13.内 科 的療 法 二關 ス ル モ ノ

80.肺 結 核貧 血 症 二封 ス ル鐵 剤 療 法 二就 イ テ

大 阪 帝 國 大 學 讐 學 部 第三 内科

今 村 荒 男

宮 本 一

日 置 達 雄

井 上 茂 治

・Lichtenstein;Naegeli;Morawitz;Lindbergu .Bar-

kan,Rausch諸 氏 ガ鐵 刺大 量 投 與 ヲ萎 黄病 、 績 號 性

貧血 等 二試 ミ、ソ ノ偉 数 ヲ認 メ テ以來 、 ソ ノ数 果 的 ナ

ル コ トノ・.東 西 文 獄 中 二 屡 く散 見 セ ラ レ、 更 二 最 近

Hart;Steenbock;Lewis;Joffe,Elvehjem諸 氏 ノ・動

物 實験 二 於 テ、極 メ テ少 量 ノ銅 ノ添 加 ガ鐵 療 法 二必 要

ナ ル方策 ナ ル コ トヲ提 唱 シテ ヰ ル次 第 デ ァ リマ ス。然

ル ニ肺 結核 二件 フ貧 血 ガ、ソ ノ状 極 メ テ萎 黄 病 性 貧血

二類 似 セル ニ拘 ラズ、今 日迄 肺 結核 貧血 症 二i封ス ル無

機 鐵 療 法 二關 ス ル 臨躰 的報 告 極 メ テ少 ナ 久 此 庭 二於

テ余 等 ・・當 科 入 院 肺 結核 患 者 中44名 ヲ次 ノ三 類 二別

チ鐵 剤 療 法 ヲ行 ヒ マ シタ.

第 一 類 還 元鐵 大 量投 與 法(患 者17名)。

(a)方 法 。 還元 鐵 ヲ=最初1日 量0.5瓦1・ シ、約1週

問 ノ間 隔 ヲ以 ツ テ0.5瓦 宛 培量 スn

(b)槍 血 、 約7日 乃 至10日 目毎 二定法 二從 ヒ行 ヘ

リ。

(c)成 績(表A)

(イ)赤 血 球 倣 、 血 色素 量 ノ 相 蛇 行 シ テ 壇 加 セ ル

モ ノ、17例 中8例(1、2、3、4、5、6、7、8、9)。

(口)赤 血 球 数 、20萬 以 下 、 血 色素 量5%(ザ ー リ

ー)以 下 ノ増 加 ・・之 レ ヲ不 攣 ト見倣 シ 之 レニ厩 ス

ル モ ノ)17例 中3{列(4、10、11)。

(・・)赤血 球 数 、 血 色 素 量 ノ 塘減 相 拉行 セ ザ ル モ

ノ17例 中6例(12、13、14、15、16、17)。

概 シテ肺 結 核 患 者 ノ・長期 間 ノ安 静 ヲ要 シ、且 ツ獲熱 、

咳 漱 、 喀 血 、盗 汗 、新 陳 代 謝 異 常充 進 ノ結 果 、 早 晩清

化 機 系 統 二影響 ヲ及 ポ ジ 食 慾 減 退 ヲ招 來 ス ノレ ・・、 周

知 ノ事 實 デ アツ テ、 斯 ノレ場 合 、 動 モス レバ 眩 牽 、 耳

鳴 、 頭 痛 、悪 心 、嘔 吐、下 痢 等 ノ副 作 用 ヲ來 タス無 機

鐵 大 量 投 與 ・・、徒 ラ ニ患 者 ノ食 思 不 振 ヲ助 長 シ盆 々榮

養 状 態 ヲ増 悪 ス ル ノ憂 ヒ無 キ ヲ期 シ難 ク、且 ツ他 種 藥

刺 ノ服 用繁 ク、患 者 共 ノ煩 二堪 エ ザ ル場 合 多 シ。 若 シ

服 藥 ノ繁 ヲ避 ケ、 豫 期 ノ成 果 ヲ齎 ラ シ、且 ツ副作 用 少

ナ 久 結 核 全 経 過 二悪 影 響 ヲ及 ボサ ・'ノレ頁法 ア ラバ、

臨 抹 家 ニ ト リ極 メ テ 有 意義 ナ ル ト信 ズル ノデ ア リマ

ス 。 依 ツ テ 余 等 ハ 余 等 ノ ー 人 井 上 氏 ノ動 物 實験 ノ結

,果二基 ヅ キ 鐵 飼 及 ビ 銅 加 鐵 刺 ノ 静 脈 内注 射療 法 ヲ試

ミマ シタ^

第 二 類 鐵 剰静 脈 内 注射 法

(a)患 者12名 二行 フ。

(b)力 法0.5%硫 酸 鐵 生 理 的 食 盛 水溶 液 ヲ1回 注

射 量5.0-10耗 ト シ、毎 日ヌ!・隔 日毎 二1同 肘 静 脈

内 二注 射 ス 。

(c)樵 査 ・・約10日 乃 至14日 目毎 二 定 法 二從 ヒ 行

ヘ リ。

(d)成 績(表B)。

(イ)赤 血 球 数 、 血 色 素 量 ノ 相 虹 行 シテ 増 加 セ ル
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モ ノ12例 中3例(123、 、)。

(口)赤 血 球 激20萬 以 下 、 血 色 素 量5%(ザ ー リ

ー・)以下 ノ増 加 ハ、 之 レ ヲ不 墾 ト見倣 シタ リ之 レ

ニ閣 ス ル モ ノ12例 中6例(3、5、6、7、S、9)。

(ノ・)赤血 球 藪 、 血 色 素 量 ノ 増 減 相 蛇 行 セ ザ ル モ

ノ12{列 車2'f列(10、11)。

(二)赤 血 球 藪 、 血 色 素 量 ノ 相 蛇 行 シテ 減 少 セ ル

モ ノ12例 中1例(12)。

第 三 類 銅 加鐵 刺静 脈 内在 射 法

(a)患 者15名 二就 キ行 ヒ シモ ノデ 、 初 メ:第二二類 ノ

方 法 ヲ摘 要 シヰ タ ル モ ノナ ル が 該法 中 止 後15日 ヲ

経 テ、本 法 ヲ始 メ タ リ。 故 二本 法施 行 上大 ナ ル 影響

ナ キモ ノ ト信 ズ。

(b)方 法 、0.0125%硫 酸 銅 加0.25%硫 酸 鐵 生 理 的

食 盛 水溶 液 ヲ 用 ζ、1同 注 射 量 ヲ5.0蝿 乃 至 】0蝿

トシ、 毎 日」又ノ・隔 日二肘 静 脈 内 二注 射 ス。

(c);瞼 血 ノ・約10日 乃 至14日 目毎 二 定 法 二從 ヒ 行

ヘ リ。

(d)成 績(表C)。

(イ)赤 血 球 激 、 血 色 素 量 ノ 相 並 行 シテ 増 加 セル

モ ノ15例 中5例(1、2、3、4、5)。

/口)赤 血 球 撒20萬 以 下 、 血 色 素 量5%以 下 ノ増

加 ノ・之 ヲ不 攣 ト見倣 シタ、 之v二 團 ス ル モ ノ

].5'(列中2例(s,s

(ノ・)赤血 球 数 、 血 色 素 量 ノ 増 減 相 蛇 行 セ ザ ル モ

ノ15例 中5例(7,9,10、11、12)

(二)赤 血 球 藪 、 血 色 素 量 ノ 相 蛇 行 シテ 減 少 セ,レ

モ ノ15例 中3例(13,14,15)デ ア ル。

是 等 注 射 溶 液 ノ・、共 ノ都 度 調製 セ リ。 且 ツ注 射 療 法 中

ノ、履 く尿 検 査 ヲ實 施 シテ蛋 白 ノ有 無 ヲ検 シ、常 二陰 性

デ ア ツ タ^

伺 本 療 法 ヲ行 ヘ ル患 者 ・・、實 施 前何 レモ糞 尿 検 査 ノ結

果 、 寄 生巌 卵 、 蛋 白反 応陰 性 ノ者 ノ ミニ シテ、本 療 法

中 ノ・特 種 療 法 ・・避 ケ タ リ。

肺結 核 症 別 ト鐵 鮒 使 用 成 績 トノ関 係

表(A)

症 別 ノ・便 宜 上 、 「レン トゲ ン」所 見 二 依 ツ テ 大 別 シタ

リ。 帥 チ

ー ・{ii難三舞1奪 調

軽症…{隣 鍵蒜 膨 認　 ノ

中等症 ・・前2者 二隠 亡 ザル モノ

赤血球籔、血色素 量 ノ増減 ノ程 度八 次 ノ階級 二大勝

シタ リ。

赤血球 激百萬以上 ノ増 加1 ・… 冊

血色素 量15%(ザ0リ ー)以 上 ノ増加1

蓋欝 欝 士鶴 上ノ増加}一・・冊

盃灘1繋 止臨 上ノ増加ト ・・++

赤血球卿 礪 以下ノ厭 八種1

血 鱗 塗%(ザ ー り一)以 下 ノ 増加∫'●+

蛮繍 ノ塘糊 行セザ嚇 一 ・±

蓋認}欄 行微 少セ場 合…一

表D参 照

総 括

是 等成績 ヲ綜合 スルニ全 患者44例 中少 ク トモ、両者

(赤血球 数、 血色素量)相 蛇行 シテ増加 セル モノ26例

ア リ。

爾:者ノ相 蛇行 シテ 減少 セルハ 全例 中僅 カニ4例 ニ シ

テ、両者 ノ増減 相蛇行 セザルモ ノノ・、 全例 中14例 ヲ

示 シテヰル。

然 シテ赤血球数 ノ増加程度 ノ・以上3方 法 中第1類 著

明 デア リ、血色素量 ノ増加 程度・・銅 加鐵 醐使用 二於 テ

著 明デ アル。

還元鐵投奥ノ成績

A

症 例
赤血球 数(血液1立 方粍 中)

(軍位萬)
血 色 素 量(血 液100耗 中 ノ%)

(ザ ー リー)
色 素 係 数 還全

元量
鐵
投
與

(:瓦)

番

號

姓 名

性

別

投

與(同
浄

曲高 検血
剛)璃)

第
2

同
槍 血

第
3

同
校血

(萬)i(萬)

最 終 回 二

於 ケ ノレ

培(+)、

減(一)、
不 墾(±)

投

與

前

第
1
同

校血

第
2
同
槍血

第
3
同

槍血

最 終 回 二
於ウつレ

増(+)、

減(一)、

不 攣(±)

投

真

前

第
1
同

校血

第
2
同機
血

第
3
同
校血

ー

ー

1
一

2

♂ 一
/

+100萬 54% 82% / / 十28%一
十16%

0.6410.78

繭輸
/一
/

/一
/

3.5
-

3.5

428

3、2騰♂

/厚
十128萬 54% 70% / /
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3

ヨ
至
6

一

エ

多
9

一

10
一

11
一

12
一

13
一

14
一

15
一

16
一

17

舎 4535161
-

352368鰯_

542 ∠
∠
∠
/

十89萬 55% 85% 85% / 十30% 0.60 0・8210・781/ 13.0

♀
一
526 十174萬 90% 102% 93.7% / =ヒ3.7% 1.28 14.0一 1,380.891 /

♂

一
/ 十72萬 85% 96% / / 十11% / 3.5一 4001472 一1塑i/

♀ 440 455 498 十58萬 100% 87.5% 106% /一

塁
/

十6.3% 1,130.9711.08-1一}一 /
砺

17.5
-

18.0

一
♂ 478 467 璽

/

503一
/

+2剰85% 85% 90% ±不攣一
1.06

0.90
-

0.97
-

0.72
-

0.77
-

0.67

0,920.84

一 ♂ 454 474

一[

十20萬87.5% 100% / 十12.5% 、.。6レ /一 10.〇一
3.〇一
3.5
-
15.〇一
24.〇一
5.5

-

21.0

含 486 507 / / +21i萬 70% 75% / / +5%

一1-

0.751/
[_

/一一
♂ 540 548 / / 土8萬 65% 70% / / 十5% 0,84/ ∠

∠
璽
/

一
♀ 450 500 452 / ±2萬 60% 75% 79% / 十】9%

一3-
0,750.87

♂ 496 504 509 」璽7
∠
402

±11萬 85% 123% 70% 80% 一5% 0.86
11

,230.70
_1_

一
圭
♀

380 423 / 十43萬 77% 62.5% / / 一14 .5% 1.01 0.731/1
■ 一 一

440 339 399 一38萬 58% 55% 55% 63%一
/一
/

十5% 0.65 0,830.70一
空

圭
♀

550
-

448

544 520

/
7

/ 一30萬 68% 85% 97% 十29% 0.62 。粛.931響
一
17.5
-

4.5
1一

416 /一
/

一32萬 79% 85% / 十6% 0.89
-

0.80

1,03/ /一 一1-

448440 一8萬 71% 84% / / 十13%

一 一
〇,95/

一
/

一
5.0

備 考(1)鐵 刺 ・・大 盤1日 量0・5瓦 ト シ7乃 至10日 毎 二 〇・5瓦 ヲ増 量 ス 。

(2)楡 血 ノ・約7日 乃 至10日 ノ間 隔 ヲ以 テ定 法 二從 ヒ行 ヘ リ。

(3)十 ・… ノ・増 量 一 … ノ・減 少 ± ・… ノ・増 減 ナ キ ヲ意 味 ス

(但 シ赤血 球 数20萬 以 下 ノ増 加 、 血 色 素 量5%以 下 ノ増 加 ヲモ含 ム)

表(B)0.5%硫 酸鐵生理的食堅 水溶液静脈 内注射 ノ成 績

症 例 舳 繊 血液・立方粍中)1鶴 熱 懸 り単 色 素 係 酬o・5%

番

號

姓 名

性

別

注
射
前

(萬)

第
1

同
校血

第
2

同

(萬)階

第
3

同
校血(萬)

最 終 回 二
於 ケル

増(+)、

減k一)、
不 攣(±)

注

射

前

第
1
同

校血
9

第
2
同

校血

第
3
同
校血

最終回 二
於ケ ル増(

+)、
減(一)、
不攣(±)

注

射

前

第
1

同
槍血

第
2

同
校血

第
3
同
校血

硫酸鐵
生理的
食盛水

溶液注射
全量

(C.C)
1 一 ♀一

念一
♂

396
-

394
-

392

497
-

485

亜1
555

-

448
-

360

516 / 十120萬75%一 85% 85% / 十10% 0.9510.8610.83 / 115

2 一 /一
/

/一1

/

+91i萬67% 80%一
50%
一
90%

/ / 十13% 0,850.83 / / 50

3 +79萬47% 一

[_

/ / 土3%
10

・5910・53 / / 60一
4 ♂ 466

-

432
-

352

554 496 +30萬74% 75% 79% 十5% 0.golO.81

繭1δ厩2

0.68一
/

0.80 214一
5

-1

6

♀一
合一
♂

/ / ±16萬60% 73% / / 十13% / 50一 一
1.10
-

0.76

一
/ /

1±8萬79%
δ2% / / ±3% / / 50

7
-

8

525 530 ,530 / ±5萬180% 82%一
73%一
77%

85% / 十5% 蝉
/

/ 120一
一

1.10
1-

10.77
_1_

ト

0,750.76
一 　一

〇,800.80
1

♀ 488 488 / / ±不攣72%

一
/一

75%

/一 層

/

±1% / 50一
9 舎 472 489 ∠璽1

∠
塑
408

/ ±19萬:76%

一

±1% 0.76 / 100一
10 ♀ 493 400 / 一93萬60%l

l-

1一

78% / / 十18% 0・61鰻

0.5610.61

/ / 50一
11 一 舎 491 451

-

402

/ 一21萬55% 55% 70% / 十15% 0.72 / 135

12 ↑ 504 431 一73萬164% 60% 50% 50% 一14% 0,640.75 0.63 10.68 200一
備 考(1)0.5%硫 酸 鐵(線 饗)生 理 的 食':水 溶 液 ヲ用 フ。

(2)肘 静 脈 内 同注 射量 ヲ5.0・(一10.Oqαrシ 、 毎 日うζハ隔 日二注 射 ス。

(3)検 血 ・・約10-14日 目毎 二定 法 二從 ヒ行 ヘ リ。

(4)十 ・… ハ増 加 一 ・… ハ減 少 ± ・… ハ増 減 ナ キ ヲ意 味 ス

(但 シ赤血 球 数20萬 以 下 ノ増 加 、血 色 素 量5.0%以 下 ノ増 加 ヲモ含 ム)
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・表(C)0.0125%硫 酸 銅、加0.25%硫 酸鐵、生理的食盛水溶液静脈内注 射 ノ成績

症 例 赤血球 倣(血 液1立 方粍 中)
血 色 素 量(血 液100耗 中 ノ%)

(ザ ー リー)
色 素 係 数

銅加鐵
刺生理
的食盛
水溶液
注射全
量
(蝿)

姓 名

性

別

注
射
前
(萬)

第
1
同

校 血(萬)

第
2

同
校血
(萬)

第
3

同
校 血
(萬)

最 終 回 二於
ケ ル

増(+)、

減(一)、

不 遜(+)

注

射

前

第
1

同
校 血

第
2

同
校血

第
3
同

一.

最終回 二
於 ケル

馴羅

注

射

前

第
1

同
校血

第
2
同

校血

第
3
同
校血

番

號

-
一

2
一

3
一

4
一

5
一

6
一

エ
8

一

9
一

10
一

11
一

12
一

13
一

14
一

'
11一 408 556 532 / +124萬183% 106% 92% / 十9% 1.03 0.96 0.86 / 80

1

圭
♂

504 塑
450

/ /

一1

80% / / 十22% 0.58
■一

1.25

0.73 / / 150
一る一

+4S萬 5qg6
_を.__ 一

404 / / +46萬 100% 106% / / 十6% 1.17 / / 1303一
544 / / +33萬 94% 104% / / 十10% 0.92 0.96 / / 200

423 / / 十23萬 91% 100% / / +9% 1.13 1.19 / / 52
一 一

歪
1
i
圭
壬

520 530 /
盈

∠
/

±10萬 80% 90% / / ←10% 0.76
脚一

1.02
一一

〇.86

0.S5 / / 706一
一 一一

7一
一
392

一
464 ±12萬 SO96 85% 72% / 一8% 0.92 0.90 / 250

一一一
470 470 / / ± 不攣 S1% 87.5% / /

一 層

/

十6.596 0.93 / / 110
一_

520 52S
-

448

/ / ±8萬 90% 82% / 一8% 0.86
-

0.71
-

0.93

0.78
-

0.90

/ / 709一
一 一 一

480一 412 / 一68萬 69% 80% 84% / 十19% 1.02 / 165

13
一

14

15

一
73% 60% 85% / 十12% 0.97 1.14 / 300♀一 一

査
金

392 392 376
一,響

576

∠
/一
/

一16萬
一一

584
-

448

一
576 二8萬

95% 109% 106% / 十11% 0.81　
1.04

0.95
-

0.85

0.92 / 110
一一}
一

一
496

-

472
-

297

一
404

-

416

一44萬 9296
一_一-一 ・}

87.5%

84% 88% / 一4% 1.10 / 210
一一 / 一89萬

一

78% 82% / 一5 .5% 0.86 0.82
-

1.50

1.0 / 105

1鷲 / / 一207萬 96% 87.5% / / 一8.5% 0.96 / / 30

備 考(1)1同 注 射 量 ノ・5.0-1.0耗 トシ・毎 日ヌ.・・隔 日 二肘 静脈 内 二注 射 ス 。

(2)検 血 ノ・約10日 一14日 目毎 二定 法 二從 ヒ行 ヘ リ。

(3)0.25%硫 酸鐵 、0.0125%硫 酸銅 、 生 理 的食 鞭 水 溶 液 ヲ用 フ。

(4)十 ・… ノ・1曾加 一 ・… ハ 減少 ± ・… ノ・堀「減 ナ キ ヲ意 味 ス

(但 シ赤 血球 数20萬 以 下 ノ増 加 、 血 色 素 量5.0%以 下 ノ増 加 ヲモ 含 ム)

表(D)肺 結核産別 ト鐵鋼使用後 ノ成績

トノ関係

経 口

F

還 元 鐵

姓 名
＼症別
性＼

＼
輕症 中等症 重症

旨1一 舎

一一

冊

2一 ♂ 冊

3一 ♂ 柵

4一 ♀ 柵

5一 舎 冊

6一 ♀ 柵
一

7一 ♂ 昔

8一 舎 什

9一 舎 十十

10一 ♂ 十

11一 ♀ 十

12一 ♂ ±
「

13一 ♀ ±

14一 ♀ ±

17一

へ

♀

含

± ]
注 射 鐵鰯(0.5%硫 酸鐡生

理的食甑水溶液)

姓 名
＼症別
性＼

＼
輕症 中等症 重症

1一
一 一 一一 　 _2一 土!

♂1

冊

帯

3一 ♂ 柵

4一 ♂ 骨

5一 ♀ 十十

6一 ♂ 十

7一 ♂ 十

8一 ♀ 十

9一 ♂ ±

10一 辛 ±
一

11一 ♂
1±

'

♂1 一12
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静 脈 注 射
雛(0.2aFeSO40.125%CuSO4生理的食盛水溶液)

姓 名
＼症別
性＼

＼
軽症 中等症 重症

♂ 冊1一
2一 ♀・ 措

3 ♂ 十十

♂ 十十4一
十十5 ♀

6一 舎 十十

7舎 ±

8♀ 十

9♀ ±

10♀ ±

士♀
朔⊥

0ヨ噌⊥¶⊥
♂ ±

♂ 一13

1甚一 ♀ 一

一15、 倉

備考 柵・・赤血球敷100×104以 上

血色素 量(%ニ テ)15%以 上 ノ増加

冊 ・・赤血球数50×104切 上

血色素 量(%ニ テ)5%以 上 ノ増加

++・・赤血球倣10×104以 上

血色素 量(%ニ テ)5%以 上 ノ増加

十・・赤血球藪10×104以 下

血色素 量(%ニ テ)5%以 下 ノ増加ヌノ・不攣

±一赤血球数及 ビ血色素量 ノ増減相蛇行 セ

ザノレ場 合
一・・赤血球 藪及 ビ血色素量 ノ相蛇行 シテ減

少 セル場合

壷 慢 灘 鱒 ニー
軽 症 ・… 肺尖 部schatten叉 ・・fruhIn行ltratヲ

認 メ シモ ノ

中等 症 ・… 是 等両 者 二圏 セ ザ ル モ ノ

総 括

還元鐵 鐵剤 銅加鐵珊 計

計 17例 12例 15例 44例

十 11例 8例 7例 26例

± 6例 3例 5例 14例

一 0例 1例 3例 4例

備 考+・ … 赤血球倣、血色素量相蛇行 シテ増加
ヌ,レ場合

士・… 赤血球数、血色素量 ノ増減相並行 セ
ザル場合
一・… 赤血球撒、血色素量相 蛇行 シテ増加
スル場合

結 論

肺 結 核 貧 血 症 二i封ス ノレ還 元 鐵 大 量 投 與 ・・、極 メ テ有 数

ナ ル方 法 デ ア リマ ス が、鐵 齊収 ノ・銅 加 鐵 痢 ノ静 脈 内注

射 法 モ 亦 相 當余 等 ノ 期 待 二副 ヘ ル モ ノナiレヲ信 ズ ァレ

ノデ ア リマ ス。

但 シ是 等注 射 溶 液 ・・副作 用 トシテ、爾 一 時 的 ト錐 モ鵬

貧 血 様 症 状 ヲ必獲 ス ノレが故 二 是 等 ノ鮎 二付 イテ ハ、

今 後 更 二吟 味研 究 ヲ重 子 タ イr思 ツテ 居 りマ ス。

81.肺 結 核 補 助 療 法 ト シテ ノ義 布 斯1体 ノ債 値

山 本 貞 良(大 阪外 科 三 羽 病 院)

表 布 斯 沐 ハ脊 椎 「カ リエ ス」ノ療 法 トシテ、日常 我 々が

使 用 シテ ヰ ル モ ノデ アツ テ、ソ ノ数 果 二就 テ ハ今 日何

人 モ疑 ヲ容 レナ イ庭 デ アル。病 症 ノ初 期 二於 テ ・・何 等

他 ノ療 法 ヲ行 フ コ トナ シニ 過 賞 ナ ル 義 布 斯 林 ノ適 用

ノ ミニ ヨ ツテ完 全 治 療 二導 キ得 ノレ場 合 モ紗 ク ナ イ、惟

フニ コ レが病 竃 タ ル脊 椎 二絶 対 安 静 ヲ與 へ、局 所 ノ荷

重 ト云 フ員 澹 ヲ 極 度 二 軽 減 セ シムル 第 一 要約 二適 合

ズ ル タ メデ ア ラ ウ。軽 度 ノ脊 柱 轡 曲 ノ如 キ・・叉 之 レ ニ

ヨ ツ テ矯 正 シ得 ル。此 場 合 私 共 が一 見 不 可 思議 二感 ズ

ル コ トハ、 患 者 ガ ア ノ窮 屈 ナ 「ベ ット」ノ中 二履 く撒 ケ

月 間 モ辛抱 ク仰 臥 シテ ヰ ル割 合 二 苦痛 ヲ訴 ヘ ザ,レ事 、

叉 特 二薄 キ着 衣 ニテ 堅 キ 「ベ ット」二横 ノ・ツ テ ヰ ノレニサ

マデ疾 病 ヲ感 ゼ ズ、衰 弱 セ ル患 者 ニ ア リテ モ比較 的褥

瘡 二拶 ム コ ト稀 ナ ル 鮎 等 デ アル。(勿 論 コ レノ・上 手 二

「ベ ヅト」ガ作 成 サ レタ場 合 ヲ云 フ ノデ アノレ)更 ニ コ レが

爲 メ ニ循環 系 呼 吸 系 ノ障 碍 ヲ モ惹 起 ス1レ コ トガ ナ ィ。

爾 ホ次 二私 ノ・数 年來 次 二進 ベ ル檬 ナニ 、三 ノ實 事 ヲ経

験 シテ興 味 ブ モ ツ テ ヰ ル。

先 ヅ第1一 我 々が 夏 季 蒸 シ 暑 イ 日二右 」又 ハ左 ノ何v

ヵ ノ側 臥 位 ラ取 レバ 常 ニ ソ ノ 上 ニ ナ ツ タ 牛 角 ノ膿 表

面 二於 テ獲 汗 シ始 メ ル コ トデ ア ツ テ、之 ハ健 康 ナ ル大

人 二於 テ モ、小 見 二於 テ モ例 外 ナ ク詮 明 シ得 ノレ車 賃 デ

ア ツ テ、場 合 二戸 ツ テ ・・既 二数 分 間 ニ シテ此 ノ現 象 ヲ

目撃 シ得 。 次 二側 臥 位 ト禮 表 面 トノ關 係 デ アル が、コ

レモ巌 重 二測 定 ス レバ 印 チ少 ク トモ 寝 具 ノ中 二入 ツ

テ静 力三30分 以 上 ヲ経 過 シ成 ノレベ ク 外 氣 ノ流 通 ヲ遮

断 シテ後 、 南側 腋 窩 二於 テ計 算 ス レバ大 凡 ソ ノ80%

以上 二於 テ 上 ニ ナ ッ タ方 が 卒 均3分 乃 至4分 高 イ温

度 ヲ示 ス。最 モ 均膿 ノ1例 二炎 衝 ノ アノレ場 合 ハ例 外 デ

アル。以 上 ノ事 柄 ・・恐 ラク血 液 循 環 二影 響 ヲ及 ボス コ

トヲ朧 ゲ ナ ガ ラ考 ヘ サ セ ラ レタ ノデ アノレ。

第2二 最 近 神 戸 市 ノ 某 留家 ハ 初 期 ノ 肺 結核 患 者 ニ シ
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テ圭 ニ ソ ノー 側 ニ ノ ミ 病 攣 ア ル 場 合 二 ・・屡 く患 側 ヲ

下 位 ニ シテ臥 ろ ル 習癖 ア ル ト云 フ 統 計 ヲ示 サ レテ ヰ

ル。コ レハ私 共 二於 テ詳 シク検 査 シタ虎 デ ナ イ ガ左檬

ナ事 ガ ア リ得 ノレ様 二思 ハル ・。

私 共 が此 ノ仕 事 ヲ 初 メ ル襟 ニナ ツタ 動機 ・・大 膿 以上

●ノ事 柄 ニ ヨツ テ 幾分 「ヒ ソ ト
」ヲ得 タ ノデ ァル が、最 近

私 共 ガ 大阪 市 刀根 山病 院 二於 テ 多 数 ノ 入 院 患者 ヲ調

ベ タ虜 、ソ ノ大 多 籔 二於 テ輕 度 ノ脊 桂 二非 生 理 的 ノ轡

曲 が前 後 左 右 何 レ カ ノ 方 向 二 存 ス ル コ ト ヲ認 メ タ ソ

ノ詳 細 ハ適 當 ナ ル機 會 二報 告 ス ル考 ヘ デ アル ガ、以 上

ノ事 柄 ノ、私 共 が相 當 興 味 ヲ モ ソ テヰ ル 諸 鮎 デ ア ツテ、

コ レが直接 肺 結核 ト 如何 ナ ル 關係 ニ アル カ バ勿 論 只

今 ノ虜 輕 々 シク噺 言 シ難 イ。然 シ乍 ラー面 二於 テ義 布

斯 脈 ノ使 用 ・・前述 ノ如 ク 絶 封 二無 害 ノモ ノデ アノレカ

ラ患 者 二封 シ少 ク トモ ソ ノ「ベ ヅト」ニ アル時 間 ノ ミ左

右 封 照 ナ,レ膿 位 ヲ トラ シ ムル コ ト・・決 シテ不 都 合 ナ

企 テ デ ナ イ ト考 へ 本 年2月 以 來 多 鍛/患 者 ニ コ レヲ

磨 用 シ爾 來 今 日 マ デ 牛 ケ 年 以 上 二 渉 ツ テ可 ナ リ詳 細

ニ ソ ノ維 過 ヲ観 察 シタ ノデ ア ル。

最 初 義 布 斯 休 ノ作製 方 法 デ アル が 脊 椎 「カ リ エス」二

於 ケ ル が如 キ矯 正 ト云 フ コ トノ ミガ 主 ナ ル 目 的 デ ナ

〃、叉 一面 二於 テ結 核 患 者 ・・随 分 神 輕 質 デ我 儘 ナ人 ガ

多 イ カ ラ コv等/使 用 二當 ソテ 不ZFナ キ様 ニス ル爲

メ相 當 ノ苦 心 ヲ シタ が、途 二除 リ不 亭 ノ出 ヌ程 度 マデ

ニ シ得 タ、特 二此 ノ鮎 ニ ツ イテ ノ・住 田 正 雄 薄 士 ノ御助

言 ヲ得 タ コ トヲ感 謝 ス ル。

サ テ愈 ζ肺 結 核 患 者 二之 ヲ 適 用 シ タ 成 績 二就 テ述 ベ

ル患 者 ・・ス ベ テ刀 根 山病 院入 院 患 者 ニ シテ、私 共 ノ・共

ノ中輕 庸及 中等 度 ノモ ノ31名 二之vヲ 適 用 シ同 一 患

者 二就 テ 義 布 斯 脈 適 用 前 ト適 用 後6ケ 月 間 二 亙 リ左

記 ノ事 柄 ヲ検 査 シタ。

第 一 骨豊重 第 二 膿 重

第 三 赤 沈 反 旛

第 四 白血 球 数 及 ビ 白血 球像 ノ各 比 率 等

是 等 ノ・一 々表 二示 シテ 説 明 ス ル モ ノデ アル が、

以 上 ノ結 果 トシテ我 々・・相 當 信 ズ,レ ニ足 ル 頁 数 果 ヲ

取 メタ。

82.肺 臓内注射法 二就 イテ

高 田 餅 安(南 湖院長)

當今 ノ肺結核治療法 ・・專 ラ 自然療能 二頼 リ自然治癒

ヲ期待 スル ノデア リマス カラ消極的 二罵 シマス ガ、進

ンデ病原菌 ヲ征伐 スル積 極的療法 トシテ 肺臓内へ清

毒性藥 液 ヲ注射ス)ltt事ヲ始メ、私 ・・既 二本 會第1同 総

會 二於 テ肺空洞 注射法 ヲ供覧 シマシタ。共 ノ後肺空洞

及 ビ氣管枝 殊二 肺尖氣 管枝 内へ 藥液 ヲ注射ス,レノ方

法 二就 イテ研究 ヲ績 ケテ、知 得 シタル結果 ノー斑 ヲ並

二報告 シマス。

昨年7月 ヨリ今年3月 迄 二牛%「 トリパ フラヴィソ」水

ヲ肺尖氣管枝へ注射 セ シ人 員ノ・54人 、 其 ノ中2人 ハ

肺壌疽、他 ・・開放性肺結核 デア リマ シタ。注射同数ハ

231同 、他 二1同 「ヨヂ ビソ」ヲ注 射 シマ シタ。肺臓内

在射 ノ際 ニハ毎 同無腐 性、無痛性及 ピー切無害性ナラ

ソ事 ヲ念 ジテ、極 メテ細 心二、周到 ナル注意 ヲ以テ行

ヒマ シタ。肺尖氣管枝 ヲ登 見 シ、其管腔へ空針 ノ尖端

ヲ刺入 ル ・ハ容易 クア リマセ ソ。私 ハ次 ノ如 キ方法 ヲ

用 ヰマ シタ(第1)。 肺臓換音鉄如部 下界」又・・息音鉄如

部 上界頂鮎(其 ・・後腋線叉 ・・中腋線 二在 り)卒 面線 ヲ

叩診 ス ル。同界以下一肋間毎 二肺尖氣管枝 が牛糎宛墾

位 セ リ。(第2)雨 肺前縁 ノ位置及距離 ヲ「ルイス」角下

及 ビ第二肋骨軟間 二於 テ叩診 スル.蓋 シ尖氣管枝 トー

定 ノ位置關係 ア リ。(第3)心 臓 ノ幅裡及 ビ位置 ヲ叩診

ス ル。蓋 シ甲・・左右肺尖氣管枝 間距離 ト叉 乙・・共 ノ

位 置 トー定 ノ關係 ヲ有ス)1/。(第4)雨 肺尖氣 管枝 ヲ聴

診並 二叩診 ス,レ。叩診時開 口及 ビ余 ノ叩診 鎚及 ビ叩診

法 ヲ要 ス)Ll。(第5)と ソbゲ ソ氏爲 眞 アレバ 之 ヲ参照

ス,レo

注 射鮎 ヲ決 定 ス レバ其 ノ附近 二標 線 ヲ附 シ、叉 該 部 二

沃 度 丁幾 ヲ塗 リ、 手 指 ヲ浩毒 セ ル プ ラ ワヅツ氏注 射 器

二1%「 ノボ カ イ ソ」水 叉 ・、0 .1%「 ヌペ ノレカ イ ン」水

(「ア ソ プ ル」入)ヲ 盛 リ3分1乃 至2分1空 針 ヲ 附 シ

テ穿 刺 シ注 射 シ且 ツ吸 引 ス ル。共 ノ際 大 ナ ル氣 泡 ガ連

績 噴 出 ス レ・バ 針 尖 が管 腔 二達 セ ル詮 デ ア ル。注 射 ・・大

氣 泡 噴 出 ノ 場所 へ 行 ヘ バ 空 洞 デ モ 氣 管 枝 デ モ無 痛性

ナ ル ヲ得 マス。其 ノ際 ニ ハ藥 液 モ亦 容 易 ク注 入 サ レマ

ス。 空針 ヲ其 ノ位 置 二留 メ 、精製 綿 花 ヲ以 テ上 端 ヲ蓋

ヒ、 別 二5耗 入 ノ注 射 筒 二牛%「1・ リパ フ ラ ヴ1ソ 」水

(C氏38度 位 二温 ム)ヲ 容 レ テ刺 入 セ ル 空 針 二接合 シ

徐 々二注 入 ス。 脱 針 痕 ニ ノ・「ゴ ム」硬 膏 ヲ貼 ス ル。空 針

尖 が肺 實 質 二位 ス レバ 小 氣 泡 ヲ 出 ダ シ、血 管 二位 ス レ

バ血 液 ヲ出 ダ シ、厚 皮 二位 ス レバ何 モ 出 デ ズ
。 此 ノ3

種 ノ場 合 二・・決 シテ注 射 シナ イ。肺 結 核 二封 ス ル注 射

ノ成 績 ハ未 ダ公 表 ス ル程 度 二至 ツ テ居 マ セ ヌ が
、肺 屡

疽 二蜀 シテ奏 数 顯 著 ナ ル ハ静 脈 内注 射 二比 シテ数10σ

倍 ノ数 力 ア ル ニ テ明 カデ ア リマ ス。 蓋 シ膿 重13分1
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ナ,レ血 量 ・・52妊 ノ人 一 ・・4妊 デ ア リマ ス カ ラ、10或

ハ5蝿 ノ「トリパ フ ラ ヴィソ」水 ヲ注 射 シタ ル際 、・血 液

二由 リテ4倍 叉 ハ800倍 二稀 稗 ス,レノデ ス カ ラ、其 ダ

ケ数 力 が弱 加 レベ キ デ ア リマス 。 肺 埋 疽 患 者 ノ咳 漱、

喀 疾 、臭 氣 、 登 熱 、 自魔 障 碍 等 ガ 「ト リパ フ ラ ヴ ィソ」

ノ氣 管枝 内 注 射 二 由 リテ 輕 快 ス,レ事 ハ 甚 ダ顯 著 デ ア

リマス.「 ト リパ フ ラ ヴィソ」水 が針 穿 孔 ヨ リ逆 流 ス レ

バ皮 下 二登 炎 シ知 昼 過 敏 ト成 リマ ス。,故二針 ノ・成 ル ダ

ケ細 キ ヲ選 ブ ノデ ア リマ ス ガ、「ヨ ヂ ピ ソ」ヲ2分1粍

ノ空 針 デ注 射 シタ時 ・・非 常 二困難 デ ア リマ シタ。共 二

・・一 暦太 キ ヲ要 ス ル者 ト認 メマ ス。共 虜 二掲 ゲ テ ア ル

「フィ)tttム」・'t一ヨヂ ビン」15蝿 ヲ左 肺 尖 氣 管枝 二注 射 シ

テ直 チ ニ撮 影 シタ ノデ ア リマ シテ、左 肺 上 部 二暗影 ヲ

呈 シ殊 二左 肺尖 氣 管枝 が 非 常 二 顯 著 二 見 エ テ 居 リマ

ス。 附 言。 咳漱 多 キ 患 者 ハ 注 射 前 鎭 咳 藥 ヲ用 ヰ 子バ

ナ リマ セ ソ。

附 議1岩 永 芳 男

(東 京 市 立深 川 病 院 内 科)

1.穿 刺 ニ ョ)t/直 接 肺 臓 内 注 射 ノ 際 血液 ヲ喀 出 ス ル

事 ナ キ カ。

2.肺 尖氣 管枝 ノ ミナ ラズ 他 ノ部 ノ 氣 管枝 二於 ケ ル

「トリパ フ ラ ヴ ィソ」注 入 二就 テ ノ・如 何 。

3.「 リプ ヨ ドー ル キ」ノ・直接 肺 組 織 内 二注 入 ス)lzモ

差 支 ナ キ ヤ。

答 辮

1.注 射 後 血疾1、2個 位 喀 出 シタ コ トハ 往 々ア リマ

シタ併 シ極 メテ牢 デ ア リ、且 ツ持 績 ス ノレコ ト・・ア リマ

セ ンデ シタ。

1.肺 下 葉 二入VJレ 氣 管枝 内 へ 注射 シタ コ トガ ア リ

マ シタ が、共 ガ爲 ニ テ否 ヤ到 定 シ難 イデ ス が肋 炎 膜 ヲ

登 シタ場 合 が ア リマ シタ、共 ノ他 二 ・・未 ダ報 告 ス ル程

ノコ トハ ア リマ セ ソ。

1.肺 實 質 内ヘ ハ行 ハ ヌ事 ニ シテ居 マス。

附議2湘 南 「サ ナ ト リウ ム」

長 井 盛 至

結核 菌 ノ無数 ニア ル空 洞 二注 射 針 ヲ刺 ス時 、誤 ツ テ血

管 内 二結 核菌 ガ侵入 シ、病 竈 ヲ披 大 シタ トイ フ様 ナ例

ハ ナ キヤ。

答辮

針 尖 が血 管 内 二 入 リタ 以 場 合 ニノ・血 液 ヲ吸 出 シマ ス

其 ノ際 ニ ハ注 射 シマ セ ソ、叉 注 射 ニ ヨ1,病 竈 ノ振 大 シ

タ事 ノ、ア リマ セ ソ。

附 議3今 村 荒 男

1.氣 管 内注 射 ノ場 合 二 ・・注 入 シタ ノレ藥 液 が喀 出 セ

ラ レ,レ事 力"ア リマセ ソ カ.

1.私 共 ・・1昨 年 「トリパ フ ラ ビ ソ」ノ少 量 ヲ肺 内 二

注 射 シテ直 二喀 出 セ ラ レタ例 が ア リマ ス。

1.私 ノ意 見 トシテ 「1・ラ ンス パ リ・Lター一,レ」即 チ胸

廓 ヲ通 ジテ注 射 ス ル療 法 ノ・

(1)肺 空 洞 内注 射

(2)氣 管 内注 射

(3)肺 實 質 内注 射

二分 ツ ベ キ デ ア リマ ス、其故 三軍 二 肺臓 内注 射'ト云 フ

事 デ ア レバ御抄 録 シア ル ヤ ウ ニ 空 氣 ヲ吸 出 シ得 ル場

合 ニ ア ラ ザ レバ 藥 液 ヲ注入 ス ベ カ ラ ズ」ト云 フ事 ノ・出

來 マ セ ヌ、 肺 實 質 注 射 ヲ モ爲 シ 得 ノレ事 ト私 ・・思 ヒマ

ス カ フ。

舗

1.「1・ リパ フ ラ ヴ ィソー注 射後 直 チ ニ之 ヲ喀 出 シタ者

モ ア リマ シタ併 ・y屡 くデ ・・ア リー71eン50人 二1人 位

デ ア リマ シタ。

1.肺 臓 注 射 ヲ氣 管 枝 内注 射 ト肺 空洞 内注 射 、肺 實 質

内注 射 ノ3種 二 分 ツ 事 ノ・私 モ同 意 見 ヲ有 シテ 居 リマ

ス、併 シ私 ハ氣 管 枝 内 注 射 ト肺 空洞 内 注 射/ミ ヲ行 ツ

タ ノデ ア リマ シテ、肺 實 質 内 注 射 ・・未 ダ行 フ テ居 マ セ

ソ、併 シ後 日共 ノ方 法 モ行 ・・ル ・場 合 が生 ズ ル デ ア テ

ウ ト考 ヘ マ ス.

83.AO豫 防 的懸 用成 綾 綾 報

萄 炉 敬 塗(大阪市鶴 研究所)
小學 、 中等學 校 男 女 生徒 、其 他種 々ナ ル團 膿 二AOヲ

以 テ豫 防注 射 ヲ施 セ ル成 績 中、未 ダ報告 ヲ経 ザ ル モ ノ

ヲー 括 報告 シ、 殊 ニ ソ ノ特 徴 ヲ述 ブ。

附議1.今 村 荒 男

「ワ ク チ ソ
」ノ数 果 二i封 シテ ノ・、特 異性 ト非 特 異 性 トノ

働 キ ガ ア リマス、私 共/AOノ 動 物 實 験 ヨ リ シテAO

ノ有 ス ル特 異 性 作 用 ハ甚 ダ 弱 イ モ ノ ト思 ヒ マス 。結 核

菌 ノ生 キ タ モ ノ・」封 ス ル 特 異 性 免 疫 力 ハ結 核 ニ モ ア

リマ ス。BCGニ モ 多少 ナ リ其 レガ ア リAOヨ リモ ヨ

リ強 力 デ ア リマス 其 故 二BCGヲ 用 ヒ得 ル ナ レバ狭

義 ノ豫 防接 種 ニ ノ・BCGヲ 用 ヒタ イ ト思 ヒマ ス。伺 ホ

座 長 ノ許 可 ナ ク シ テ 青 山博 士 ト籔 同討 議 シタ事 ハ省

略 シマ ス。

答 辮 青 山 敬 二

吾 々・・生活 菌 二非 ザ ル 接 種 材 料 ヲ 最 モ有 数 ナ ル方 法 ・
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ヲ以 ツ テ 使 用 ス ル コ トニ ヨ リ ー 程度 ノ免疫 ハ 成 立 ス

ル トノ實験 的 基 礎 ヲ有 シテ 居,レモ ノデ ア リマ ス。若 シ

生 活 菌 ヲ人 禮 二接 種 シテ可 ナ リ トノ椛 能 ア ラバ、亦 大

二 其 方 面 ノ研 究 モ興 味 ア ラ ン ト思 フモ ノデ ア リマ ス
。

附議2楢 林 兵 三 郎

AO数 果 ヲ論 ズ ル ニ際 シ 臨 林 所 見 ノ 正 確 ナ ル認 定 蛇

二 鍛 多 ナ ル例 ア レバ更 二誤 差 ヲ認 ム,レ場 合 ア リ。

附議3佐 藤 秀 三

AOが 感 染 豫 防 二 用 ヒ テ 数 果 ガ ア ル カ ドウ カ ト云 フ

コ ト・・影 響 ノ及 ブ所 ガ大 キ イ ト思 ヒ マス カ ラ、詳 シイ

調 査 報 告 ヲ ス ル コ トナ シニ、某 セ團艦 二於 テ好 成 績 ヲ

墓 ゲ テ居 ル云 々 ノ如 キ 簡 軍 ナ ル 結 論 ダ ケ ヲ 述 ベ テ数

果 ノア ル ヤ ウニ學 會 二話 サ レ'レコ トハ、誤 解 ヲ招 キ學

會 トシテ モ迷 惑 ヲ 受 ケ ル コ トが 多 イ ト思 ヒマ ス。 學

術 的 二 見 テ異 論 ノ ナ イ 統 計 的 ノ 成 績 ヲ詳 シク騒 表 ヲ

願 イ タ イ ト思 ヒマ ス。

次 二治 療 實 験 二於 テ モ 綜 合 的 二 判 断 ス ル ノデ ナ イ ト

ー一部 分 ダ ケ ヲ見 タ ノデ ノ・誤 リが多 イ ト思 ヒマス
。愼 重

ノ態 度 ヲ取 ツ テ頂 キ タ イ ト思 ヒマ ス。

荷 ホ之 レハ 製 造 者 二 直接 二 責 任 ガ ナ イ カモ知 レマ セ

ソが、日 々 ノ新 聞紙 二廣 告 サ レル廣 告 文 ガ誇 大 二失 シ

ヤ シナ イ カ ト思 ヒ マ ス。特 二豫 防 ノ貼 二於 テ ・・患 者以

外 ノ 人 ニ モ注 射 シテ モ 感 染 が 豫 防 ガ 出來 ル カ ノ如 キ

考 ヲ留 師 以 外 ノ人 一 モ 懐 力 匂 レ傾 向 が ア リマ ス カ ラ

世 間 二誤 解 ノナ イ ヤ ウニ 製 造 者 ノ方 カラ注 意 セ ラ レ

ン コ トヲ望 ム モ ノデ ア リマ ス。

附議4遠 藤 繁 清(大 連)

私 ハ臨 沐 家 デ ア リマ ス カ ラ、AOガ 特 異 性 ニ キ ク ノデ

モ 、 非 特 異 性 ニ キ ク ノ デ モ、キ ・サ ヘ ス レバ結 構 ト思

ヒ マス が、豫 防 的 数 果 ア リ ト断 ズ ル論 糠 トセ ラ ル ・材

料 ニノ・、猫 私 共 ガ不 渦 足 ト思 フ瓢 ガ ア リマス 。1例 ヲ

墾 ゲマ ス ト 虚 弱 見童 二於 テ 膿 質改 善 ノ上 二数 果 ガ ア

ツタ トイ フ御 話 ニ モ疑 問 が ア リマ ヌ。今 日虚 弱 見 童 養

護 問題 ガヤ カ マ シク ナ リマ シテ 虚 弱 見 童 養 護 聯 盟 サ

〈 出 來 タ ノデ ア リマ ス カ ラ、AO注 射 ヲ受 ケ ルb同 時

一 日常 生活 ニ モ相 當 注 意 が加 ヘ ラ レ ル モ ノ ト 思 ヒ マ

ス。既 二AO注 射 ヲ受 ケ サ ス 決 心 ヲ シタ保 護 者 ガ只A

Oダ ケ ニ信 頼 シテ 日常 衛 生 ニノ・注 意 セ ズ ニ居 タ カ ド

ウ カ、恐 ラク教 師 モ保 護 者 モ所 謂 「養 護 」ヲ加 ヘ タ モ ノ

ト想 像 サ レル。私 自 均 モ盧 弱 見童 養護 二 多少 關 係 シマ

ス が、私 共 ノ提 案 ヲ容 レテ實行 シ テ ク レ マ シタ 場合 ニ

ノ・AOハ 用 ヒ ズ トモ 随 分 膿 質 改 善 健 康培 進 ノ著 数 ヲ

見 ル ノデ ア リマ ス カラ、AOノ 数 果 ヲ断 定 サ レル場 合

ニ モ、是 等 ノ關 係 ヲ充 分 御 考 慮下 サ ツ テ其 黒占ヲ明 快 三

御 示 シ願 ヒタ イ ト思 ヒ マス。

要 ス ル ニ豫 防 的 二 有 数 ダ トイ フ 論 櫨 ノ・マ ダ世 人 ヲ満

足 セ シ ムル ニ 至 ツテ 居 ラ ナ イ ト思 ヒ マス が、實 際上A

Oガ 確 實 二有 敷 ナ リ トイ フ噺 案 ノ下 二、療 養所 塘設 運

動 ヲモ 否定 セ ラ ル ・二至 ル事 ・・國 家 ノ ノく計 ヲ誤 マ リ

ハ セ ヌカ ト憂 慮 サ レマ ス、叉 世 人 ガ登 病 防 止 的 術生 ヲ

閑 却 ス ル ニ至 ノレ事 モ私 共 ノ恐 ル ・所 デ ア リマ ス。

答 辮 有 馬 頼 吉

結 核 豫 防接 種 ノ 問題 二・・知 ラ レタ ル 理 論 ニテ説 明 シ

得 ル部 分 ト未 ダ説 明 シ得 ザ ル部 分 トガ アル。未 ダ説 明

シ得 ザ ノレ部 分 ノ・爾 ホ研 究 モ シ、實 際 問題 トシテ、 實際

的 ニ モ ソ レガ解 決 二精 進 セ 子 バ ナ ラ ヌ。吾 々・・ソ レ故

二理 論 ヲ研 究 ス ル傍 ラ、希 望 二任 セ テ實 際 上 使 用 シテ

居 ル。而 シテ實 地 上 ニモ有 数 ナ ル コ トヲ承認 ス ル範 園

ガ ア リ、 コ レア レバ コ ソ、既 二人数 ニテ6萬 二近 ク、

注 射 同 数 カラ ノ・30萬 同 以 上 モ 無 害 二、 大 部 ノ・甚 ダ有

殻 二使 用 サ レテ居 ル ノデ ア,レ。今 後 モ同様 ノ態 度 デ問

題 解 決 ノタ メ ニ進 ソデ行 キ、解 決 ノ 日遠 カ ラ ザル コ ト

ヲ信 ズ ル モ ノデ ア,レ。(自 抄)

附 議5渡 邊 三 郎

私 ハAOヲ 治 療 二 用 ヒテ居 マ ス1人 ノ 留 ・者デ ア リマ

ス關 係 上 、 並 デi直加 ヲサ セ テ イタN"ク 責任 ヲ感 ジマ

ス。AOが 敷 ク キ カ ヌ ノ 問題 ガ ヤ カ マ シdコ トが 臨

抹 家 ノ誰 モ ガ経 験 ス ル が如 ク、如 何 ナ ル方 法 如 何 ナ,レ

製 剤 ヲ實 地 二用 ヒマ シテ モ、ソ ノ治 療 二数 果 サ セ ル爲

ニ ノ・、 ソ ノ製 剤 ノ眞 カ ラ ノ理 解 ト、 ソ レニ封 ス ル熱 ガ

必 要 カ ト存 ジ マ ス。之 ガ磐 學 ト轡 術 ノ異 ル立 場 デ ナイ

デ セ ウ カ。 使 用 ノ方 法 ガ合 理 的 デ ナ ケ レバ、勿論AO

デ モ常 二失 敗 ガ來 マ ヌ。 問題 ノ・「イ ソディヵチ ォ ソ」デ

ァ リマス。 ソ レノ・ドノ療 法 二於 テ モ攣 リナ イ ト思 ・・レ
の

マス。 眞 ニ工 夫 ス レバAOモ 亦 用 フ可 キ1ツ ノ製 鋼

デ ア ル事 ヲ私 ノ・経 験 カラ磐 者 トシテ 信 ジ テ來 マ シタ。

85.減 魍 食 餌 療 法 ニ ヨル肺 結 核患 者 胃液 二

就 テ

三 紳 壽

山 崎 一 直

最 近Sauerbruch・Gerson-Herrmannsdorferノ 減 盤食

餌 二就 テ多 数 ノ研 究 が登 表 サ レ、之 レが肺 結 核 ノ治療

債 値 二關 シテ モ亦 諸 訊 ア1,。 我 が東 京 市 療養 所 二於 テ

モ昨 年 來 春 木 博士 が 之 レ が 實 地 試験 ヲ 多 数 ノ患 者 二

磨 用 シタ,レヲ以 テ、共 ノ内 各種 ノ病 竈 ヲ有 ス ル 患 者26
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名 二就 テ、 胃 液 ノ盤 酸分 泌 ノ如 何 ヲ検 査 セ リ。

食 餌 中 ノ食 盤 ヲ減 ズノレ事 ト胃液 ノ 盟 酸/分 泌 ノ關係

ヲ見 ル ニ、以 前 ノ・盤 酸 ノ分 泌 ヲ抑 制 ス ノレ ト云 フ學 者 ア

リテ動 物 實験 等 ニ テ ・・、立 謹 サ レタ事 モ ア リ。 臨 林 上

ニ モ 胃酸 過 多症 二使用 シテ数 ア リ トナ ス 者 モ ア リキ。

併 シ叉(v.Noorden)腎 臓 炎 患 者 二 食 藍 鉄 乏 食 ヲ連 用

シテ モ、 璽 酸 ノ分 泌 二・・影 響 ナ シ ト云 フ人 モ ア リ。

元 來 血 中 ノ 食 堅 ノ消 長 ト 璽 酸 ノ分 泌 二就 テ モ 古 來 非

常 二密 接 ナ關係 ア リ トナ ス學 者 多 ク、小 見 二於 テ ノ・哺

乳 ノ際 藍 酸 ノ分 泌盛 ナ ル時 ノ・、血 液 中 ノ食 堅 が減 ズ ル

ト云 フ者 モ アvド 、 叉 一一方(Rosemann)膿 中 ノ食 盛 ガ

健 康人 ノ80%以 下 ノ・減 ジテ、 初 メ テ 胃液 中 ノ璽 酸 ノ

分 泌 ガ悪 クナ ル ト云 フ者 ア リ、叉(Magnus・Levy)人 膿

中 ヨ リ1509以 上 ノ食 璽 ヲ減 ズル ニ非 ザ レ・・s、盤 酸 ノ

分 泌 二攣 化 ナ シ ト云 フ人 モ ア1,。

吾 々 ノ實 験 ヲ見 ル ニ、 與 ヘ シ食 盤 量 ・・平 均1日1.0-

2.02過 ギザ)レニ、 此 ノGersonノ 減 璽 食 餌 ノ前 後 二

就 テ同 僚池 上 君 ノ實 験 ニ ヨ レバ、血 液 ノ食 盤 量 ノ・大 概

0.58ヨ リ0.55ノ 減 少 ニ シテ生 理 的範 園 内 ノ動 揺 二過

ギ ズ。

胃液 探 取 ハ減 盤食 餌 ヲ與 フ ル前1臥 與 ヘ テ2ケ 月 後

1同 、4ケ 月.5(.ノ・7ケ 月後 二1同 、 患 者 ノー般 症 状 ノ

適 當 ト思 ・・の レ時 二、3%「 ア]tzコ ホー一一一)tZ」ヲ 試 験 飲

料 トシテ10分 毎 二分 割 的 二探 取 シDimethyl-amido・
　

azo-benzolヲ 標 示藥 トシテ・1び 苛 性 曹 達 ニ テ 滴 定

シテ酸 度 曲線 ヲ作 レ リ。

胃液 ノ腫 酸 ノ 分 泌 モ 減 璽食 餌 ヲ與 フル 以 前 二比較 シ

テ酸 度 ノ比 較 的高 ク ナ しつレ者6名 、低 ク ナ レル者8名

殆 ソ ド攣化 ナ キ者12名 ナ リ。 此 ノ低 ク ナ レル者8名

ノ内2名 ノ・始 メ 相 當 ノ 酸 度 ヲ示 セ)1・t二漸 次 低 下 シテ

途 ニ ハ全 ク盤 酸 ヲ訣 除 ス ル ニ到 リタ リ、叉 此 ノ他 ノ初

メ ヨ リ無酸 症 ノ2例 二於 テノ・減 藍 食 餌 開 始後10数 日

ニ テ之 レニ堪 工得 ズ ニ中止 シテ普 逼 食 二代 ノ・レ リ
。

要 スル ニ吾 々 ノ實験 ノ結 果 ヨ リ見 ル ニ ・.Noorden及

ビRosemann氏 等 ノ言 ノ如 ク、 減 藍食 餌 ニ ヨツ テ 胃

液 ノ藍 酸分 泌 二封 シ、特別 ナ,レ憂 化 ヲ及 ボ セ リ トノ・考

ヘ ラ レズ、腸 管 内 二於 ケ ル食 藍 ノ吸 取 極 メ テ甚 シイ事

等 ヨ リモ考 ヘ テ吾 人 ノ 膿 内 ノSelbstregulationノ 甚

シク正確 ナ結 果 二外 ナ ラ ヌ ト思 ノ・,レ・ナ リ。

附議 石 田 二 郎(東 京)

關 節結 核7例 、 皮 膚 結 核3例 ニ ツ キ 減 盤食 餌 療 法 中

ノ胃液 及 ビ尿 中食 盤 量 ヲ測 定 匂 レニ

胃液(ボ アス氏法 ニ ヨリ無 盤 「パ ソ」ヲ用 ヰテ槍 査)

遊離盟酸正常以下2例

正常6例

正常以上2例

総酸度 正常以下2例

正常6例

正常以上2例

尿 中食盤量(ポ ルノ・ル ド氏法)

ノ・1日 亭均2瓦 内外 ナ リ。

87.肺 結 核 患 者 ノ臨H休學 的 二三 観 察

長 井 盛 至(湘 南 「サ ナ トリ ウム」)

肺 結 核 患者 ノ食 物 嗜 好 二就 テ

結 核 二i封ス ル特 殊療 法 が 確 立 セ ラ レザル 今 日 二於 テ

ノ・、ソ ノ治 療 ・・先 ヅ 自然 療 法 二侯 タ 子バ ナ ラナ イ。 就

中食 餌 二重 鮎 ヲ オ ク。

鼓 二於 テ余 ノ・、肺結 核 患 者 ・・食物 ノ嗜 好 二關 シ如 何 ナ

ル傾 向 ニ ア,レヤ ヲ知 リオク事 ・・極 メ テ大 切 ト信 ジ、湘

南 「サ ナ ト リウ ム」 ノ 入 院 患 者100鯨 名 二就 キ 研 究 調

査 シ、柳 ヵ ミル ベ キ結 論 二到 達 セ リ。 都 合 上今 日ノ・ソ

ノ60例 ノ結 論 二述 ブ。

患 者 二食 物 ノ嗜 好 ヲ尋 子 ル ニ當 ツ テ、正 當 ノ返 答 ヲ得

ソ トス ル事 ノ・必 ズ シモ容 易 ナ ラ ズ。頗 ル著 明 ナ事 實 ナ

キ限 リノ・「別 二攣iリ ア リマ セ ソ」ト答 フ ル ヲ常 トス 。結

核 患者 ノ・嗜 好 一 方 二偏 ス ル者 非 常 二多 イ、野 楽 ヲ特 二

好 ム者1・ カ、獣 肉 ヲ特 二好 ム者 等 モ亦 勘 クナ4。

モ シ1獣 肉 ト魚 肉 トデ ノ・ドチ ラ が 好 キ カ」ト問 フ時 ノ・、

比 較 的剣 然 ト答 フ レ ドモ、 「肉 ト野 茱 ト ドチ ラが好 キ

カ」叉 ノ・「野 茱 ト魚 トデ ・・ドチ ラ ガ 好 キ カ」ナ ド ト尋 子

ル時 ニノ・撒 々返 答 二窮 ス ル ヲ見 ル。 斯 ノレ際 再 ビ余 ・・、

「ドチ ラ モ腕 ノ アル 料理 人 ガ調 理 シタ モ ノナ ラ バ貴 下

ノ・野 茱 ト肉 ノ 中 ドチ ラニ 先 二 箸 ヲ運 ビ タ ク ナ リマ ス

カ」ト問 ヒ質 セ リ。

斯 カ ル注 意 ノ下 二 調 査 ス レ バ 比 較 的 正 常 ナ答 ヲ得

)レo

病 症 ノ 程 度 ノ・大 禮 ツ ルバ ソ、 ゲ ノレ・・ル トノ分 類 二從

ヒ、経 過 ノ夏 否 ・・熱 型 、 赤 沈 反 鷹 、 喀 疲 量 ノ増 減健 重

培減 、 理 學 的所 見、及 ビX光 線 所 見 等 ニ ヨ リ頁 、 可 、

不 可 ノ三 階 組 二 別 ツ タ、

以 上 ノ方 法 ニ ヨ リ次 ノ諸 黙 二就 イテ探 研 ンタ。

第1、 肺結 核 患 者 ・・獲 病 ノ前 ト後 二於 テ 食物 嗜 好 二

攣 化 ア リヤ。

本 問 題 二起 ル難 關 ハ、病 氣 ノ慢 性 ナ ァレ爲 経 過 中 二年 齢
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ノ推 移 シ、 ソ レダ ケ デ モ既 二嗜 好 ノ攣 化 ヲ來 ス 事 實 ア

ル事 デ ア,レ。次 二 ・・登 病 前 二於 テ大 好 物 ナ リ シ食 物 モ

治 療 上 制 限 セ ラ レタ ル露 、 自然 二 「キ ラ ヒ」 トナ ル事

ナ リ。

余 ・・是 等 ノ事 實 ヲ 出來 ル 丈 除 キ テ 調 査 ノ資 料 トナ シ

タ。

ソ ノ結 果 ノ・、60人 中33人 仰 チ55.5%ガ 登 病 ノ前 後

二於 ケ ル食 物 嗜 好 ノ墾 化 ヲ來 タ シタ。而 シテ之 ハ男 女

性 別 ノ差 ナ シ。

第2、 食 物 嗜 好 攣 化 ト病 期 トノ關 係 如 何 。

ソ ノ成 績 ノ・、 第3期 群 ノ嗜 好 攣 化 ヲ100bセ バ、第2

期 ノ・120、 第1期 ノ・135ト ナ リ、 要 ス ル ニ 初期 ノモ ノ

程 嗜 好 攣 化 ヲ認 ム。

第3、 食 物 嗜 好 ノ攣 化 ハ 病 氣 ノ 経 過 ト如 何 ナ ル 關 係

ア リヤ。

経 過 ヲ頁、 可、 不 可 トス レバ

不 可組 ノ 攣 化 率 ・・100、 可 組 ノ攣 化121、 頁組140ト

ナ リ、経 過 頁 ナ ル モ ノ程 食 物 ノ嗜 好攣 化 ス。 以 上 ノ統

計 ヲ基礎 トセ バ、肺 結核 患 者 ヲ治 療 観察 シテ オ ル 中登

病 前 ノ嗜 好 ト異 ル嗜 好 ヲ漸 次 ト リ來,レ時 ハ、ソ ノ豫 後

・・先 ヅ悪 シキ 方 ナ ラ ズ ト推 定 シ得 ル・・治 療 上 興 味 ア

ル 事 ナ リ ト思 惟 ス。

第4、 食物 嗜 好 ノ攣 化 ・・血 液 型 ト何 等 カ ノ 關係 ア リ

ヤ、 ソノ墾 化 率 ・・0型48%、A型53%、B型64%、

AB型100%、 帥 チB型 ノ患 者 ノ・食物 ノ嗜 好 ガ登 病 前

後 二墾 化 ア,レ者 特 二多 シ。

第5、 肺 結 核 患 者 ・・食 物 ノ濃 厚 ナル モ ノ ト、淡 白 ナ ル

モ ノ ト何 レヲ多 ク好 ム カ。

昨 年 熊 谷 敏 授 ・・日本 ノ 結 核 患 者 ニノ・脂 肪 ヲ多 ク與 ヘ

ノレ要 ア リ ト、叉 唯 今 島薗 敏 授 ハ大禮 之 二賛 ス レ ドモ鼠

二豚 脂 ヲ多 ク與 ヘ ル ト却 テ禮 重 ヲ減 ズ ト、兎 二角此 問

題 ノ・重 要 ナ コ トデ次 ノ諸 鮎 如 何 ニ ヨ リテ 各 人 ノ嗜 好

ノ・左 右 サ ル事 ヲ考 慮 ニ オ ク所 ア リ。

1.料 理 人 ノ腕 前(脂 肪 ヲ多 ク用 フ ル方 力♪

2.食 物 ノ材 料(亭 素 魚 獣 肉 ヲ多 ク 用 ヒ シカ、 野茱

ヲ圭 トセ シカ)

3.家 庭 ノ階 級

4.患 者 ノ年 齢

5.男 女 性 別

6.職 業 及 ビ仕 事

7.住 居 、 等

拉 二・・其 ノ成績 ノ大 盟 ヲ述 ベ ン トス。

ソ ノ成 績 ハ淡 ヲ好 ム者 多 ク シテ、濃 好 ミ ヲ100ト セ

バ、 淡 好 ミノ・230ト ナ リ、 郎 チ患 者 ノ213以 上 ノ・淡 好

ミナ,レ事 ヲ知 ル。

此 肺 結 核 患 者 二淡 白食 好 ミノ 者 が斯 ク モ多 キ理 由 ハ、

果 シテ患 者 ・・濃 厚 ナ ル 食 物 ヲ 清 化 吸 牧 ス ノレ機 能衰 ヘ

タ,レ爲 ナ リヤ否 ヤノ・今 俄 二噺 定 ス ル ヲ得 ズ。

先 程 北 大 敏 室 深 谷 氏 等 ・・結 核 患 者 ノ 肝 臓機 能 ノ障 碍

ノ起 ル コ ト極 メ テ多 シ ト、 参 考 トス ベ キ黒占ナ リ。

第6、 淡 白食 ヲ好 ム程 度 ノ・病 期 ト關 係 ア リヤ

第1期 ノ淡 白食 ヲ好 ム籔 ヲ100ト セ バ

第2期163、 第3期158、 卸 チ初 期 ノ者程 濃 好 食 ヲ好

ム。之 初 期 ノ患 者 ・・治 癒 的機 輔 旺 盛 ナ ル結 果 濃 厚 ナル

食 餌 部 チ脂 肪 及 ピ 動 物 性 蛋 白質 二 富 メル モ ノヲ慾 求

ス ル モ ノニ ノ・非 ズ ヤ、同時 二前述 ノ如 ク結 核 罹 患 セ,レ

人 ノ213以 上 が登 病 前 ヨ リノ食 事 嗜 好 が淡 白好 ミナ リ

シ事 實 二照 シテ恢 復 期 ニ ア ル 患 者 ノ、濃 厚 ナ食 餌 ヲ慾

求 ス ノレモ ノナ ラ ソ ト ノ考 ヘ ヲ愈 々深 ク ス ル モ ノナ リ。

以 上 ノ諸 鮎 ヨ リ考 ヘ ル ニ結 核 ノ治 療 ニ ノ・、消 化 器系 統

ノ磨 ジ ウ,レ限 リノ・濃 厚 食 ヲ與 フ,レガ 合 理 的 ノ如 ク考

ヘ フ ノレ。

第7、 有 熱 患 者 ト濃淡 嗜 好 關 係 如 何 。

熱 ア ル モ ノ必 ズ ンモ重 症 ナ ラ ズ、故 二病 期 ト ノ關係 ト

決 シテ同 一 ナ ラ ズ、 故 二並 二本 問 題 追 究 ノ要 ア リ。

ソ ノ結 論 ノ・、 有 熱 患 者 二於 テ・・淡 ヲ好 ム モ ノ多 ク、濃

厚 食 ヲ好 ム者100二 封 シ淡 白食 ヲ好 ム モ ノ279、 結 核

患 者 全 膿 ノ比 卒 ノ・100i封230。

此 鮎 脂 肪 ヲ多 ク與 フ ルGSH食 餌 療 法 ヲ行 フ ニ・・有

熱 患者 ニ ハ不 適 當 ト考 ヘ ラル。

第8、 経 過 ノ頁 否 ト淡 濃 好 ミ トノ間 二關 係 ア リヤ

此 鮎 ノ・豫 後 剣 定 上 重 要 デ アル。

経 過 ノ艮 ナ ル モ ノハ濃 ヲ好 ミテ淡 ヲ好 ム者勘 ク、経 過

不 頁 ナル ニ ツ レテ 淡 ヲ好 ム者 多 シ、 ソ ノ比 卒 ハ 頁群

100、 可群124、 不 可 群126、 卸 チ経 過 頁 ナ)レモ ノノ・ソ

ノ過 牛 数 が濃 厚 ナ ル食 事 ヲ好 ミ、経 過 頁 ナ ラ ザ,レモ ノ

ノ・濃 厚 食 ヲ好 マ ズ。

第9食 物 ノ濃 淡 好 ミガ血 液 型 ト關係 ア リヤ

血 液型 ト・・特 別 ノ關係 ナ シ。

結 論

1.肺 結核患者 ノ約2!:;以上 ハ登症前 ノ食物嗜好 が蛮

病後 二於 テ攣化 セ リ。

2・ ソノ攣化率 ・・初期 ホ ド多 ク、而 モ経過 艮 ホ ド墜化

ス 。
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3.血 液B型 ハ嗜 好 攣化 ス ル者 最 多 シ。

4.肺 結 核 患 者 ・・淡 白好 ム者多 シ。

5.初 期 ノ モ ノ ハ濃 厚食 ヲ好 ミ而 モ 経 過 良 ナ ル モ ノ

ホ ド濃 ヲ好 ム。

6・ 有 熱 者 ・・特 二淡 白食 ヲ好 ム。

7.以 上 ノ諸 鮎 ヨ リ 肺 結 核 患 者嗜 好攣 化 ガ 獲 病 後 二

濃 厚 食 ヲ好 ム様 二 攣 化 ス,レ者 ノ・豫 後 良 キ例 ナ ル コ ト

ヲ推 定 シ得。 是 等 ノ鮎 、脂 肪 ヲ多 ク與 フ ル減 幽 食療 法

ヲ行 フ ニ當 リ興 味 ア リ。

(1)肺 結 核 患 者 ノ肋 骨 角(Angluscostarum)二 就 テ

(3)肺 結 核 患 者 ト血 液 型

(2)、(3)ノ ・時 間 が ナ イ カ ラ省 略 ス。

會報酋難報

0第 十一同日木結核病學會縮會議事

幹事會4月]日 京大法學部敏室 ニテ

出席者 佐藤(秀)、 太縄、有 馬(頼)、 渡邊、遠藤、田

澤、春木、坂 口、三 戸。

議事1.奨 學資金規定原案 ヲ暫定 的二承諾 シ更 二法

律家ニ ヨ リテ案文修正 セ ラルベキコ ト。

2・ 會則第一10條ヲ「本 會 二奨學規定 ヲ設 クJト改 メ、

現在 ノ附則 トナ レル第10條 ヲ第11條 トス ルコ

ト.

3・ 會 則第5條i中 「評議 員ハ・・… 互選 ス」ノ次へ 「詳

議 員會ハ會長 之 ヲ招集 シ其會長 ハ學 會長 トス」ト

追加修正。

4.會 則第5條 中「幹事 ハ會長 評議員 中 ヨ

リ」ノ下へ 「會長之 ヲ」ナル字句揺入 ノコ ト.

5.昭 和9年4月 東京 二開會 ノ日本盤學會 へ参加 ノ

件。

6.次 同會長 トシテ佐藤 秀三君 ヲ豫選。

7・ 本學會 ヲ法人組織 トスル爲 二次 同総會迄 二佐藤

(秀)博 士二準備 ヲ依頼 スルコ ト。

8.奨 學資金規 定 中ニアル経理 委員選任 ・・次同総會

ニテ公選迄 ハ暫定 的 二現及 ピ次同會長及 ピ此雨

者ニテ依頼 シタル少数 ノ委員 ニテ蓮 行 ノコ ト。

9・ 評議 員・・必 ズ會員 タルベキコ ト。

10.雑 誌ノ大 サ ヲ菊到位 二 縮 メテ携 帯 二便 ニス)t・f

コ トノ研究。以上

評議 員會、4月2日 正午京大敏 官食 堂 ニテ

出席通知 者58名 、出席者50名 。

議事、學 會長 三戸時雄 、評 議 員會 長 トナノレ、會長

挨拶 ノ後會長 ヨリ幹事會 ノ結 果 ヲ報告ス、島薗博士

ヨリ「學會 ヲ法人 トシテ利盆 ナキコ ト」ヲ提唱セ ラ

レ 熊谷博士 ノ賛成 ア リシモ、會長 ヨリ「學會 ノ財

産 ヲ個人管理 トスァレコ トノ・銀行預 金等 ノ場合 責任

重大 ニ シテ個人 二迷惑 ヲ及 ボサザル 必要 ヨ リ」トノ

提 唱 ヲ紹介 シ、更二宮川博士 ヨリ・法人 ノ利盆」ヲ説

明セ ラレ、其他二三問答 ノ後凡 テ 「幹事會 ノ決 定 ヲ

承認 ス,レコ ト」トナ レリ。

総會4月3日 正午、學會會 場 ニテ

三 戸會長 開會 ヲ宣 シ、総會 トシテ凡 テ評議員 ノ決定

及 ビ前年度會計報告 ヲ承認 シテ閉會。

會員懇親會、4月3日 午後五時、東洋亭 ニテ開會 シ、

三 戸會長 ヨリ本會 が 第1同 結 核療養所長會議 ノ際

二生 マvテ 恰 モ10年 ヲ経過 シ、 當時 ノ創設委旦 ト

シテ席上 ニアル、田澤、淺 山、有馬(頼)ノ 三 博士 ヲ

更 メテ會員 二紹介 シテ其功勢 ヲ謝 ジタ リ。

O昭 和七年度決算報告書(皇昭智7年12男絹)

貸 借封 照 表(昭 和7年12月31日 現在)

借方(資 産之部)

未 牧 入 會 費
円

6,500,380

著 者 未取 入 金

廣 告 未攻 入 金

約束郵便櫓保金

853β80

1,243,600

188,000




